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     ＦＤの観点と主体性育成のための教育実践 

 

FD 推進機構長（学長）下村 輝夫 

 

 大学設置基準などにおいて、FD は教員の授業改善や教育方法の改善という狭い概念とし

て使われてきました。授業方法の改革は、カリキュラム、成績評価とフィードバック、ティ

ーチングロードの設定と管理などの教育改革の全体構造の一部でなければならず、授業方

法だけでなくシステムを含めた改革が必要です。本来の FD とは、専門職のリフレクション

に基づく専門性の向上（省察的実践）の一形態であると言えます。 

 

 福岡工業大学では、「For all the Students～すべての学生生徒のために～」の理念の下、「丁

寧な教育システムの確立」のため、2010 年 4 月に「FD 推進機構」を設置し、FD を「本学

における教育内容および方法を改善させるための諸取組である」と幅広に定義し、その取組

を進めてまいりました。 

 

 2019 年から始まった第 8 次マスタープラン（中期経営計画）においては、教育の質的転

換による付加価値向上を果たすことを最重要テーマに掲げ、「主体性を持つ多様な学生を想

定とした大学教育の質的転換」と「3 つのポリシーに基づく教学マネジメントの確立」を念

頭におき、実践型人材育成を目指して、学生の主体性の育成と自律的学習の習慣化を重視し

た本学独自の教育実践を推進してきました。 

 

 2021 年度は授業実施方針として学生・教員の十分な双方向性を第一に考え、対面授業を

推進し、感染対策を講じた上での適切な授業の実施等による学修機会の確保を図りつつ、こ

れまでの本学のアクティブ・ラーニングの実践と、遠隔授業で培ったノウハウを基に、ICT

を活用して教育効果の高い授業の実現を目指してきました。本稿では、コロナ禍におけるオ

ンライン型のグローバル PBL の事例紹介、BYOD によるデジタル教材の活用事例や教養教

育における主体性育成のための教育実践について掲載しています。 

 

 大学での学びは、学生と教員と職員との信頼関係によって成り立っています。この信頼関

係を構築するには、カリキュラムの可視化、明確な目標設定、教学マネジメントを基盤とし

た具体的な取り組みと実践が不可欠です。教職協動の下に教育の質の保証に向けて、今後と

も努力を行って参ります。 

 

 「FD Annual Report 2021」に対しまして、皆様から率直で忌憚のない御意見を賜わります

よう御願い申し上げます。 
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英語授業外学修による自律的学習者の育成 
 

岡 裏 佳 幸（教養力育成センター） 

土 屋 麻衣子（教養力育成センター） 
 

Effect of Out-of-Class English Learning on Development of Autonomous Learners 
 

Yoshiyuki Okaura (Center for Liberal Arts) 
Maiko Tsuchiya (Center for Liberal Arts) 

 

Abstract 

 

 This paper demonstrates that out-of-class English learning is one of the effective pedagogies for developing autonomous 

learners. The out-of-class English learning is designed for all the students who enroll in English A and English B in 2021 

academic year to acquire English reading skills through the CEFR-J based textbook, and it also employs planned scaffolding 

for learners to foster the degree of understanding and acquisition of grammatical, syntactic, and lexical knowledge, so that they 

can be autonomous English learners. The quantitative survey reveals that the out-of-class English learning shows statistically 

significant difference in learners’ attitude and motivation. 

 

Key words: Out-of-Class English Learning, Autonomous Learners, Motivation, CEFR-J, Planned Scaffolding 

 

1 . はじめに  

 本稿の目的は，Engl i sh  A・ B の全履修者を対象

とした授業外学修が自律的学習者の育成に有効で

あることを明らかにすることである。まず，第 2

節では，近年の日本の英語教育の評価枠組として

注 目 を 集 め て い る CEFR（ The  Common European  

Framework  o f  Re ference  f or  Language）と CEFR-J を

概観しておく。次に，第 3 節では，英語授業外学

修の共通教材と解説動画の概要を説明する。さら

に，第 4 節では，英語授業外学修において採用し

た計画型足場かけ（ planned  sca ffo ld ing）と，自律

的学習者（ au tonomous  l ea rne r s）の育成について言

及する。第 5 節では， t 検定（ t - t e s t）を用いた量

的研究（ quant i t a t ive  re search）により，英語学習者

の取り組み姿勢（ a t t i tude），意欲（ mot iva t ion），英

語学習のニーズを分析する。第 6 節は今後の展望

である。  

 

2 . CEFR と CEFR-J   

 近年，日本の英語教育において，CEFR が共通の

学習・教育・評価のための枠組としての地位を確

立しつつある。 2018 年 6 月 15 日に閣議決定され

た第 3 期教育振興基本計画では，「目指すべき方向

性，指標」として CEFR に言及している。  

 本学の英語教育においても，現行カリキュラム

の到達目標として，CEFR-J を採用している。また，

2021 年度よりプレイスメントテスト，アチーヴメ

ントテストとして新たに導入した，英語 CAN-DO 

テスト（ Z 会ソリューションズ）は，CEFR-J 準拠

で開発されたテストである。さらに，同年度より

教育研究改善取組の一環として実施している，英

語授業外学修においても， CEFR-J 準拠の Reading  

Express  Book  1（ Z 会出版）を共通教材として採用

している。  

 ここで，CEFR と CEFR-J を概観しておく。2001

年，欧州評議会（ The  Counc i l  o f  Europe）が，言語

共通の枠組としてヨーロッパ言語共通参照枠（ The  



－  4  － 

Common European  Framework  o f  Re ference  f or  

Languages:  Learn ing ,  t each ing ,  and  asse ssment：以

下， CEFR）を発表した（ Tr im 2012）。その中心概

念 は 行 動 指 向 ア プ ロ ー チ （ Act ion-or ien ted  

Approach）であるため，言語学習者の能力は，「何

ができるか」，「何ができないか」によって測定さ

れる。すなわち，レベル別に設定された CAN-DO 

ディスクリプタによって，言語学習者の能力が測

定されるのである。  

 日本の英語教育の到達目標を明確に示すことを

目的として，CEFR に着目したのが，いわゆる小池

科研，投野科研である。2004 年以降，投野氏を中

心とした研究グループが， CEFR に関する大規模

調査を実施することによって，日本人英語学習者

の実態により即した CEFR-J を開発した。具体的

には，A1 レベルと A2 レベルを細分化するととも

に，Pre-A1 レベルを設定することによって，合計

12 のレベル（ Pre-A.1， A1.1， A1.2， A1.3， A2.1，

A2.2， B1.1， B1.2， B2.1， B2.2， C1， C2）に分類

し，レベルごとに，「理解（聞くこと，読むこと）」，

「話すこと（やりとり，発表）」，「書くこと」の各

領域において，「何ができるか」を明示している点

が， CEFR-J の特徴である。  

 

3 . 英語授業外学修の概要  

3 .  1 . 教材  

 第 3 期教育振興基本計画において，「今後 5 年

間の教育施策の目指すべき方向性に対する指標の

考え方（例）」として，「英語力について，中学校

卒業段階で CEFR の A1 レベル相当（英検 3 級等）

以上，高等学校卒業段階で CEFR の A2 レベル相

当（英検準２級等）以上を達成した中高生の割合

を 50%にする」ことを，目標候補案として挙げて

いる。しかしながら，実際には，日本人英語学習

者の約 80%が CEFR の A2 レベル以下に属してい

る。また，本学に入学する学生の約 60%が英語入

試を受験していないため，受験勉強を通して修得

されるべき基本的な語彙や文法の知識が不足して

いる可能性が高い。現状を鑑みると，語彙，文法

の基礎を補うことが必要不可欠である。  

 英語授業外学修の教材として， Reading  Express  

Book  1（以下， RE1）を採用することとした。 RE1

は，大学受験を視野に入れた英文読解教材であり，

基本的な語彙や文法の知識を修得するのに最適で

ある。25 の英文と設問で構成され，CEFR-J の A1.2

レベルから A2.2 レベルまで段階的に学習できる

構成になっている。また，速読ストラテジーとし

て，センスグループ・リーディング（ sense -g roup  

read ing）を採用している。センスグループ・リー

ディングは，同時通訳（ s imul taneous  in te rp re ta t i on）

にも応用されている技法のひとつである。センス

グループ・リーディングを修得すれば，リーディ

ングのみならず，リスニング，スピーキング，ラ

イティングにも応用することができる。英語の 4

技能に関わる，極めて重要な技法である。  

 学習者は，毎週指定された英文を読み，設問に

解答する。制限時間は 10 分である。  

 

3 .  2 . 解説動画の構成  

 英語授業外学修において重要な役割を果たすの

が，解説動画である。学習者は，英文を読み，設

問に解答した後，myFIT の St ream にアップロード

された解説動画を視聴することによって，英文の

内容と設問の解法を確認する。  

 質保証の観点から，1 名の専任英語教員が 25 回

分すべての解説動画を作成することとした。各回

の 解 説 動 画 は ， 概 ね 35 分 ～ 50 分 で ， 語 彙

（ vocabula ry），文法（ grammar），文構造（ sen tence  

s t ruc tu re）の解説を中心に，設問の解法を明示した。

さら に ， 英 文に 関 連 の ある 背 景 知 識（ background  

knowledge）についても説明を加えることによって，

機械的学習（ ro te  l ea rn ing）に陥ることなく，有意

味学習（ meaningfu l  l ea rn ing）となるよう配慮した。 

 

4 . 計画型足場かけと自律的学習者の育成  

 英語授業外学習を通じて，自律的学習者を育成

するためには，内発的動機付け（ in t r ins ic  mot ivat ion）

と計画的足場かけが有効であると考えた。  
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 まず， 1 年次科目である Engl i sh  A・ B の成績評

価にお いて ， 10%を授 業外学 修に 充て るこ と にし

た 。 成 績 評 価 と い う 外 発 的 動 機 付 け （ ex t r ins i c  

mot iva t ion）により，学習を開始することになるが，

本取組の最大の目的は，英語学習を継続すること

のできる自律的学習者を育成することである。そ

れゆえ，学習者の興味や関心を喚起したり，「驚き」

や「発見」などにより知的好奇心を刺激したり，

例題などを通して部分的に成就感を味わわせ，成

功への期待感を抱かせたりすることによって，内

発的動機付けを高めることが，自律的学習者を育

成するために必要不可欠である（望月  2018）。  

 次に，Vygotsky（ 1978）によって発展した社会文

化理論（ Soc iocu l tu ra l  Theory）では，学習を学習者

が社会文化的活動に参加する場（ par t i c ipa t ion）と

とらえ，教員やより高いレベルの学習者の支援を

受けて，学習者が一人では達成できないレベルに

到達することを促すことができると考える（鈴木  

2017）。一般的には，学習者が自らの力で問題解決

するために与えられる，教員やより高いレベルの

学習者による支援を，足場かけ（ sca ffo ld ing）とい

う （ Swain ,  Kinnear,  &  Ste inman  2015 ）。 Gibbons

（ 2002）は，より厳密に，足場かけを定義してい

る。すなわち，学習者が新しいスキルや新しい概

念，あるいは理解度を発展させるのを手助けする

ための特別な支援と定義している。  

 英語授業外学修においては，内発的動機付けを

高めるための教授法として，計画型足場かけを採

用した。 Johnson（ 2019）は，教員がどのテキスト

を使用するのか，どのような補助的資料を提示す

るのかを，授業前に決定することによって，学習

者の理解度を高めるために行う支援を，計画型足

場かけと考えている。また，計画型足場かけには，

語彙を事前指導するための視覚教材（ visua l s）や

実物教材（ r ea l i a）の使用等が含まれると主張して

いる。さらに，Kayi -Aydar（ 2018）は，語の意味を

推論する足場かけとしてのコンテクストの手がか

り（ con tex t  c lues），語の意味を理解する足場かけ

としての視覚補助（ vi sua l  a ids），新しい語を思い

ついたり使用したりする足場かけとしての語の繰

り返し（ recyc l ing）の教育的効果を実証している。

Kayi -Ayda r の主張は，文法事項についても当ては

まる。すなわち，用法を推論する計画型足場かけ

としてのコンテクストの手がかり，用法を理解す

る計画的足場かけとしての視覚補助，新しい用法

を特定したり使用したりする計画的足場かけとし

ての用法の繰り返し学習には，教育的効果があり，

自律的学習者を育成する上で，有効な手段である

と考える。  

 英語授業外学修における，計画型足場かけの具

体例を挙げておく。図 1 .1 では，名詞が 2 つ並ん

だ例を含む英文を解説する際，英文中での用法に

加えて，他の用法についても言及している。関連

のある用法を同時にインプットすることによって，

今後同様の例を含む英文に触れた際に， 2 用法の

いずれであるかを推論することが可能となる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 .2 では，既習の「名詞が 2 つ並んだ例」を

含む英文を解説している。図 1 .1 と同様の例であ

ることを視覚的に理解できるよう，スライドを作

成した。音声解説では，既習事項であることに言

及することによって，理解度を高め，知識を定着

させることができる。一方，十分に理解できてい

ない学習者にとっては，再度学習することによっ

て，知識の定着を図ることが可能となる。同一の

文法事項を繰り返し学習することによって，同様

の文法事項に直面した際，いずれの用法であるか

を特定するための足場かけとなり，自律的学習を

図  1 .1 第 1 回授業外学修：名詞が 2 つ並んだ例  
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促すきっかけとなる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 .3 は，関係代名詞 t ha t，which を用いた後置

修飾の例である。矢印と括弧を使用するだけでな

く，特に関係代名詞の用法についての説明を追加

することによって，英文の構造を視覚的に理解す

る足場かけとなる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに発展的な例が，図 1 .4 である。関係代名

詞 what を説明する際，既習の関係代名詞 t ha t，

which と関連づけることによって，繰り返し学習

の効果を得ることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に，図 1 .5 は，バーガーショップのメニュー

である。今後直面するであろう実際の言語使用の

場面を想定し，自律的に学習できるよう，関連表

現を追加するだけでなく，発音のコツについても

解説した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 .6 は，筆者が撮影した画像を「実物教材」

として使用し，解説を追加することによって，理

解度を高めるための足場かけとした。また，「実物

教材」の使用は，内発的動機付けを高めるための

有効な手段である。  

  

図  1 .2 第 3 回授業外学修：名詞が 2 つ並んだ例  

図  1 .3 第 7 回授業外学修：関係代名詞  

that， which  

図  1 .5 第 3 回授業外学修：メニューと  

トッピング  

図  1 .4 第 7 回授業外学修：関係代名詞 what  
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 さらに，図 1 .7 では， burger  wi th  f r i e s の関連表

現として，pout ine の画像（筆者撮影）を「実物教

材」として採り上げている。これが，視覚的理解

度を高める足場かけとして機能している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . 学習状況  

5 .  1 . アンケート実施  

 本取組に際して，前期開始時と後期終了時に英

語学習への取り組み姿勢や意欲等を捕捉するアン

ケートと英語学習へのニーズを把握するアンケー

トを実施した。前者の質問項目は以下の 6 項目で

ある。  

1） 受講英語科目に関する授業外学修を積極的に

行ってきた。  

2） 受講科目に関するもの以外に自分なりに英語

学習を行ってきた。  

3） 将来に向けて英語力を高めたいと考えている。 

4） あとで後悔しないよう英語学習に励んできた。 

5） 授業でよい成績をとるために英語学習をして

きた。  

6） 頑張れば自分の英語力は伸びると思っている。 

 質問 1）と 2）は英語学習への取り組み状況，3）

～ 5）は動機（ mot iva t ion），6）は自己効力感（ se l f -

e ff i cacy）を捉えるものであった。回答は「 1．全く

あてはまらない」から「 5．非常にあてはまる」の

5 段階スケールとした。  

 分 析 に お い て は 双 方 の ア ン ケ ー ト に 回 答 し た

468 名分を使用し，対応のあるサンプルの t 検定

（ pa i red -samples  t - t e s t s）を行った（ Dörnye i  2007）。

また，英語学習のニーズ把握として，「どのような

分野の英語を学習したいですか」という質問を置

き，1）大学院受験を含む専門的内容，2）TOEIC 等

資格試験，3）日常英会話，4）その他の中から 2 つ

まで選択してもらった。 myFIT を通して回答への

呼びかけを行った結果，前期は 612 名，後期は 485

名から回答を得た。  

 

5 .  2 . アンケート結果と考察  

 英語学習への取り組み姿勢や意欲等を捕捉する

アンケートにおいては，表 1 が示すように，質問

3 以外のすべてにおいて後期の数値が上昇した。

質 問 1）， 2）， 5） に お い て は 統 計 的 に 有 意 な 差

（ s ta t i s t i ca l l y  s ign i f i can t  d i ffe rence）が確認された。

質問 1 の結果から，授業外学修として共通教材を

設定したことによって，やるべきことへの意識づ

けがなされたことが窺える。また，質問 2 は受講

科目の学習以外に主体的な学習をする者が増えた

ことを示している。動機については，質問 5）にお

いては伸長が見られたが，将来を見据えた英語学

習の部分（質問 3，4）では有意差が見いだされな

かった。今後は，実社会に出てからの有効性を具

体的にイメージできるような教育的働きかけが，

より必要であると考えられる。  

 

  

図  1 .6 第 3 回授業外学修： burger wi th  fr ies  

図  1 .7 第 3 回授業外学修： pout ine  
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 一方，英語学習へのニーズ把握のアンケート結

果によると（図 2 .1，2 .2），前期開始時に半数以上

が「日常英会話を学習したい」を選んでいたが，

年次終了時にはその割合が減少し，TOEIC などの

資格取得に関する学習を望む者の割合が増えた。

大学院受験を含む専門的内容の学習を望む者も微

増した。年間を通した英語授業や専門科目の授業，

学内のポスター等により，TOEIC という言葉を高

校時よりも頻繁に見聞きする機会が増えたことで，

就職活動における資格保持の優位性を意識する学

生が増えたと推測される。しかしながら上述した

ように，実際に資格取得を狙った学習に取り組む

かどうかという意欲の面での変化は小さく，認識

している理想を実現するための実際の行動が伴っ

ていない状況が窺える。この点を踏まえると，内

発的動機付けのためには，授業ではいわゆる英語

に関する知識を教えたり，リスニングやスピーキ

ングなどの個別のスキル向上を狙ったタスクを行

わせたりするほかに，上位年次における専門教育

での英語の必要性や今後の社会生活や人生におい

ての有効性や実用性を認識させる教育的工夫が今

以上に欠かせないと考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 . 今後の展望  

 2021 年度より Engl i sh  A・B の全履修者を対象に

実施した英語授業外学修において，内発的動機付

けと計画型足場かけに着目し，自律的学習者の育

成を目指した。アンケートの分析結果から，一定

の効果が認められたと結論づけることができる。  

 2022 年度より， 2 年次科目である Engl i sh  C・ D

の履修者全員を対象に，より高いレベルの Reading  

Express  Book  2 を共通教材とした英語授業外学修

を実施している。今後は， 2 年間英語授業外学修

を継続した結果を分析し，さらに高いベルでの継

続学習への接続を検討する必要があると考えてい

る。  
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「知と教養」の効果に関する質的研究： 

大学 4 年間の学習観の変化に着目して 
 

中 野 美 香（教養力育成センター） 
 

Qualitative study on the effects of the Knowledge and Liberal Arts program 
 

Mika Nakano (Center for Liberal Arts) 
 

Abstract 

 In April 2018, at the Fukuoka Institute of Technology, the Knowledge and Liberal Arts program was opened to all three 

majors in the new curriculum for liberal arts, featuring an interdisciplinary approach. In this subject, students acquire knowledge 

and discuss numerous problems, thereby fostering their intellectual curiosity by developing a broad and deep understanding of 

various themes. This study analyzes the effects of the Knowledge and Liberal Arts program with a focus on the development 

of beliefs about learning over four years of university life using a follow-up qualitative survey. A 60-minute interview was 

conducted with two senior students who took the course during their freshman year in 2018 to identify its contribution to their 

beliefs about learning. The results showed the following common experiences of both students: (1) the formation of a “new 

self” after entering university by unlearning and (2) expansion of learning mediated by communication with individuals in 

different networks. These are important insights for curriculum development in the liberal arts, which foster students’ 

fulfillment and success on a long-term basis.      

 

Key words: Liberal Arts, Discussion, Curiosity, learning experience, Beliefs about leaning 

 

1 . 問題と目的  

 VUCA 時代において領域横断的に多様なものの

見方ができるバーサタイリスト 1 )の社会的ニーズ

はますます高まっている。絶え間なく変化する状

況を自身の成長につなげる力は大学生活において

重要なだけでなく，一生涯を通じてしなやかに生

きる力に直結する。大学在学中の「学習意欲」及

び「大学生活の満足度」が将来のキャリアに与える

影響に着目する先行研究もおこなわれている 2 ) - 4 )。

この「大学生活の満足度」は学業など日々長期間

努力した結果生まれる「学業及び日々の大学生活

における充実感から起こる満足度」，「学習意欲」は

課題遂行することそのものに興味・関心を持って

自発的に動機づけられる内発的動機付けを指す 4 )。

成績が良いほど，就職活動が成功しやすくなり 2 ) - 3 )

また「教員とのコミュニケーション」は「学習意

欲」を高め，さらに「大学生活の満足度」にも影

響を与えていることが指摘されている 4 )。  

 福岡工業大学では，2018 年度から教養教育カリ

キュラムを開講し，その基幹科目として「知と教

養」を設定した。この科目では知的好奇心を育み，

自分なりの知と教養の構築を課題とした。好奇心

については，新規な情報や知識を求めて方向性を

定 め ず 探 索 行 動 を 動 機 づ け る 拡 散 的 好 奇 心

（ diver s ive  cur ios i t y）と，矛盾あるいは情報の不

整合に対して，方向性を定めて探索行動を行うこ

とを動機づける特殊的好奇心（ spec i f i c  cur ios i ty）

がある 5 )。講義では好奇心を育むために関心領域

を「広げ」「深める」という二段階の授業を設計し

た。また「深める」段階では，学習者が課題の難

易度を調整できるよう，テーマを自ら選択できる

仕組みにした。この科目は大学で初めて学部混成
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クラスとし，教員を含めて多様な他者との知的交

流をねらいとした 6 )。  

 本科目については受講者の認識 7 )や知的好奇心

の変化 8 )，STEAM 教育に位置付けた主観的効果 9 )

に関して報告されている。これらの研究は全体の

傾向を把握するために全受講者を対象に講義直後

に調査を実施した。しかし，領域横断的な知識・

スキルの獲得をねらいとする本科目の効果は，長

期的なスパンで学習観および行動にどのような影

響を与えたかを質的に分析する必要がある。学習

観とは「学習とはどのようなものか」とする個人

の学習に対する認識で，学習経験によって形成さ

れ学習行動を決定づける 1 0 ) - 1 1 )。 2021 年度は開講

初年度の 2018 年に 1 年次で受講した学生が 4 年

生となり，その多くが 2022 年 3 月に卒業した。大

学生活の満足度の高い元受講者の大学 4 年間の学

習プロセスを明らかにできれば，効果的なカリキ

ュラムを開発する上で貴重なデータとなり得る。  

 そこで本論は，大学 4 年間の学習観の変化に着

目し，大学生活の満足度の高い元受講生を対象に

「知と教養」の効果を質的アプローチにより明ら

かにすることを目的とする。  

 

2 . 方法  

2 .  1 対象者   

 2018 年度前期科目「知と教養」の受講者 327 名

のうち，発展期で筆者のクラスを選択した学生で，

優秀な成績を修め， 4 年次に就職が決まり卒業し

た 2 名を対象とした。いずれも 2022 年 3 月時点

で大学生活の満足度を 5 段階評価すると 5「満足

している」と回答した学生であった。筆者のクラ

スの受講者から選択した理由は， 1 年次の受講状

況を把握している学生の方が適切な対象者を選ぶ

上で望ましいと考えたためである。協力者は在学

中の 4 年間で大学内外の活動に積極的に参加し，

様々なコミュニティに十全に参与した経験を有す

る。  

2 .  2 手続き  

 卒業判定が確定した後，2022 年 3 月に調査を実

施した。「知と教養」の効果について開講初年度の

受講者を対象に大学 4 年間の学びについて経験を

聞かせてもらい，次年度以降の講義に知見を活用

したいという趣旨を書面で説明し，先述の 2 名か

ら同意を得た。調査は質問紙調査とインタビュー

調査の 2 段階で実施した。 2 段階に分けて調査を

実施した理由は， 1 年次から遡り 4 年間を思い出

してもらうために一人で考える時間が必要だと考

えたためである。  

 質問紙調査は 2022 年 3 月 7 日に協力者に質問

紙のデータをメールで送信し， 1 週間以内に回答

の返信を求めた。質問紙は受講時の記憶，学習内

容の活用，今後の教養教育の改善の 3 つに関連す

る 7 項目で構成される。質問紙調査には講義終了

直後に実施した講義の振り返りのアンケートの回

答を添付し，講義を思い出す材料にしてもらった。 

 質問紙への回答を基に半構造化インタビューを

実施した。インタビュー調査は 2022 年 3 月 22，

23 日に Microsof t  Teams を用いてオンラインで実

施した。所要時間は各 60 分であった。インタビュ

ー開始時に再度，本研究の目的を口頭で説明し，

IC レコーダーによる音声記録の許可を得た。イン

タビュー内容は質問紙調査の項目に沿って，回答

でわかりにくい部分や具体例について質問した。

音声データは書き起こされた。個人情報に配慮し，

個人が特定される回答は修正した。本論では学生

A，学生 B とし，回答を引用する際には文末にア

ルファベットを記した。強調部分の下線は筆者が

示した。  

 

2 .  3 分析方法  

 分析方法は質的研究法を用いた。本論ではすべ

ての質問に対する回答を分析対象とする。本研究

で得られた知見を広く応用するために，質問紙お

よびインタビュー調査の回答から，協力者個別の

プロセスと共通のプロセスを抽出した。はじめに

個別に分析結果を述べた後に共通項目について総
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合考察する。リサーチクエスチョンは，「知と教養

で形成された学習観が 4 年間の大学生活にどのよ

うな影響を与えたのか」である。講義の主眼は，

大学で初めて①学部・学科混成クラスとし，②知

的好奇心の発達に沿った段階的学習，③学生が教

員を選ぶ（発展期）という 3 つの特徴が挙げられ

る。これらの特徴が協力者の語りにどのように現

れるかを分析の観点とした。  

 分析者としての立場について，筆者は 1 年次の

講義担当者であるだけでなく，その後も継続的に

それぞれの学生と学内の活動等で関りがあった。

そのため筆者の立場は講義の担当教員であると同

時に，カリキュラムを開発する研究者という立場

をとり，講義改善につながる回答を求めている旨

を調査時に協力者に対して明示した。  

 

3 . 結果と考察  

 本節では質問項目を受講時の記憶，学習内容の

活用，今後の教養教育の改善の 3 つに分けて結果

を考察した後に総合考察をおこなう。  

 

3 .  1 講義に対する認識  

 1 年次に受講した講義がどのように認識されて

いるかを明らかにする 3 つの質問の回答を以下に

示す。  

問 1「知と教養」はどのような講義でしたか  

・事前学習を基に他の受講生と楽しく議論できる

講義だった（ A）  

・様々な学部学科の学生と意見交流をすることが

でき，考え方の視野が広まる。また自己分析や

社会問題などテーマが幅広く，このような内容

について深く話し合うことで，知識や教養を深

めることができる。（ B）  

問 2「知と教養」で印象に残っていること  

・インターネットでの問題を基に発表する講義で，

他の受講生が疑問を抱いてる点と自分の疑問に

思う点が異なっており，問題として捉える判断

基準は人によって違いがあることが分かったこ

と。（ A）  

・ポスター発表で「出身地の ICT 教育」について

発表したこと。他の人と被らないテーマだった

こともあり，多くの人が興味をもって聞きに来

てくれた。（ B）  

問 3「あなたにとって「知と教養」とは？」につい

て講義中に書いた内容を教えて下さい。  

・はっきりとは覚えていないが，物事を多面的に

見ることができること。アイデアが飛ぶように

生まれた。（ A）  

・社会と自分自身をつなげる。多くの人の意見を

聞いて視野を広げる。（ B）  

 

 講義内容に関する問 1 では，様々な学生と「楽

しく議論」「幅広いテーマ」が回答されている。受

講者の記憶が本講義の特徴である①学部学科混成

クラス，②知的好奇心の涵養と一致していた。問

2 の講義での印象的な事柄について，「判断基準が

人によって異なる」「（人とは異なる）自分のテー

マに多くの人が興味を持ってくれた」という回答

は，講義で多様な学生との交流を通した気づきで

あることがうかがえる。問 3 は， A ははっきり覚

えていないとしながらも，「多面的なものの見方」

「視野を広げる」という知と教養に対する考えを

二人とも明確に述べるとともに，同様の内容が挙

げられた。  

 

3 .  2 学習内容の活用  

 「知と教養」の講義で学習したことを大学生活

でどのように活用したかをたずねた。 3 つの質問

の回答を以下に示す。  

問 4「知と教養」で学んだことのうち，大学生活

で役立ったと感じることについて①知識，②スキ

ル・能力，③態度・姿勢，④その他，に分けて回

答して下さい。  

①  知識  

・人はそれぞれ違う考えをもっていること。自分

と同じ考えであってもニュアンスが異なる場合

があること。（ A）  

・就職活動で業界が抱える問題と知と教養で学ん
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だ問題を繋げることができた。（ B）  

②  スキル・能力  

・知と教養で身に付けた人前で話す能力（ A）  

・CS するきっかけの一つになった。また，卒研発

表などプレゼンをする機会でスキルが発揮され

た。（ B）  

③  態度・姿勢  

・人に話を聞いてもらうためには，先に自分が相

手に興味関心をもつ事という考え（ A）  

・積極的に社会問題（特にジェンダー）について

調べるようになった。また調べるだけではなく

友人や家族と話すようになった。（ B）  

④  その他  

・発表資料や発表練習の事前準備の大切さ（ A）  

・今まではワンパターンの本しか読んでいなかっ

たが，多くの本に興味を持つきっかけとなった。

（ B）  

問 5「知と教養」で学んだことは大学内・外でど

のように活かされたと思いますか？  

 年次・学内外に分けて回答してもらった結果を

表 1 に示す。  

問 6  ご自身の 4 年間を振り返って，大学生活にお

ける学びのイメージを自由に表現して下さい。  

・大学 1 年次と 2 年次は自分中心に物事を考え，

会話や行動を「自分が○○だから△△」となっ

ていました。しかし，大学 3 年次にコロナ禍と

同時に一人暮らしを始めて，自分だけを見てい

たら独りよがりの人生になってしまうと感じて，

知と教養で学んだ他人に興味を持つことを意識

しました。会話が苦手で落ち込むことが多々あ

ったが，場数を踏んで人とのコミュニケーショ

ンを楽しむことができるようになりました。大

学 4 年次の最後に趣味のイベントを開催して，

大学入学前の自分では成せなかった事を成し遂

げました。主催としてイベントを運営する傍ら，

事前準備や司会進行等を通して，知と教養や CS

で学んだことの集大成であると感じました。学

外でのことですが，大学生活で学んだことを遺

憾なく発揮して有終の美を飾れたのではないか

と思います。（ A）  

・高校に入る前は思考停止で周りに言われること

をやってきたけれど，入学直後に「知と教養」

を受けて他の学生と様々なテーマについて議論

したり，自分で先生を選んだことで，自分や社

会についてよく考えるようになりました。その

結果，自分が社会に対して関心が高いことに気

表  1 問 5「大学内外の 4 年間の学び」の回答  

学内 学外 学内 学外

1年次

自分だけ話してしまうことが多かっ

たが，相手に興味を持って相手の

話を聞くことができるようになり，会

話能力が向上した。

学内と同様で，接客業でのアルバ

イトでお客様との会話を楽しむこと

ができるようになった。

自己分析を通して，自身の特徴

や興味があることについて確認で

きた。

社会の多くの問題やニュースなど

に興味を持ち，調べようとする積

極性が身についた。

2年次

人前で話す能力をCSで活かし，

受講生の授業理解をサポートする

ことができた。

趣味のイベントに参加した際，初

対面の人と円滑に会話することが

できた。

専門的な講義が本格的に始まり，

知と教養で学んだ知識を混ぜて，

「社会に出てどんなことができる

か」「どんなことをしたいか」などを

漠然と考えるようになった。

多くのことに興味を持ち，就職活

動のきっかけとなったインターン

シップなど早い段階から行動する

ことができた。

3年次

コロナ禍だったが，相手に興味を

持ってコミュニケーションをとる力

で友人と近況を語り合い不安を解

消した。

接客業のアルバイトにおいてマス

ク越しの接客となったが，新しいコ

ミュニケーション方法を模索した。

研究室や就活など「選択する」こ

とが多かったが，自己分析を通し

てどんなことに挑戦したいかを明ら

かにした。

新型コロナウイルスの影響により

学外の活動は制限されたが，時

間ができた分，本を読んだりとゆっ

くりとニュースをみたりと社会で興

味を持つようになった。

4年次

研究室で学生と教授との連絡係と

なり，情報共有やゼミでの司会進

行において，人前で話す能力を

発揮した。

趣味のイベントを開催して，設営

や資料作成等での事前準備や主

催者としての挨拶で，学んだことを

存分に発揮した。

卒業研究が世の中のどんなことに

役に立つのかなど何かをすること

にどんな意義があるかを自身で考

え取り組むことができた。

社会人になる前に世の中に興味

をより示すようになった。また知と

教養の振り返りを通して私が有意

義な大学生活をおくれた最大の

きっかけだったと感じた。

学生A 学生B
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付き，大学で学びたいことがはっきりしました。

教養科目では教養や話すスキルを身に付け，キ

ャリア科目では自己分析や社会理解をおこない，

専門科目では専門知識を習得し，職種・業界を

考えました。講義外でも学内の活動，CS，家庭

教師などのバイトを通して学んだことを活かし

ました。 4 年間で自分がやりたいこと，自分が

できること，挑戦したいこと，キャリアの軸を

発見，確認，整理できました。3 年次にやりたい

と思っていた仕事が実は違うかもしれないと疑

問を持ち，悩んで軌道修正しました。面接では

自分の大学生活でがんばったことをしっかり伝

えられたことで希望する企業から内定をいただ

くことができたと思います。自分の中で最高の

CS になることを目標に頑張ってきて，4 年生の

最後にその目標が達成できたと思っています。  

 

 問 4 の回答について，学生 A は「多様性に関す

る知識」「話す能力」「他者に興味関心を持つ」「事

前準備の大切さ」など項目間で自己と他者とのコ

ミュニケーションに関する内容が共通していた。

学生 B は，「社会問題」「発表」「他者との問題の共

有」「読書」など自己と社会のつながりに関する内

容が共通していた。「他者を媒介した学び」と「社

会との関連付けによる学び」の二つの発展方向性

が見られる。  

 問 5 の講義の活用に関する回答では，問 4 の回

答と関連していることがわかる。学生 A は，学内

で 1 年次前期に自己中心的な思考や行動を振り返

り，他者との共同性を重視するようになっている。

2 年次には「 CS」「ゼミでの連絡係」などのコミュ

ニケーションを支える役割を担っている他， 3 年

次にはコロナの状況でもコミュケーションを自ら

創出するために行動を起こしている。学外におい

ても，徐々に行動のネットワークが大きく，かつ

中心的な役割を担うように変化していた。一方，

学生 B は，学内で自己理解を深めるとともに社会

理解と関連付け，自分の将来的な役割について早

い段階で思考し，行動している。インターン，卒

業研究においても常に自己と社会を関連付け，思

考を深めていた。コロナ禍にあっても良い面を発

見している。どちらの協力者も，「有終の美を飾る」

「 4 年間の目標が達成」と，大学生活の自身の成

長について満足していた。  

 問 6 について，学生 A は自己中心的思考から他

者や状況に開かれた思考および行動に変化したこ

とが述べられている。絶えず自分の課題を向き合

い，適切な行動に移す習慣があったことがうかが

える。学生 B は，学内では専門，教養，キャリア

に分けてカリキュラムにおける自己の成長を述べ

ており，学外でも成長に伴い活動に従事していた。

自分と丁寧に向き合ったことが，やりたいことの

発見，確認，整理につながったと考えられる。  

 

3 .  3 教養教育の改善点  

 最後に「知と教養」を含めて本学の教養教育全

般の課題と改善点につい二つ質問した。回答を以

下に示す。  

問 7 教養科目の現状の課題を①教員の課題，②

学 生 の 課 題 ， ③ そ の 他 に 分 け て 回 答 し て 下 さ い 。 

①  教員の課題  

・受講生が授業内容を十分に理解しているか確認

する（ A）  

・学生がより学びを深めることができるようにす

る。（ B）  

②  学生の課題  

・事前準備の徹底と学ぶ意欲の維持（ A）  

・学ぶ意義を自分自身で見出し，積極的に学ぶ姿

勢でいること（ B）  

③  その他の課題  

・ CS が責任を持って授業をサポートする（ A）  

・受け身でなく主体的に取り組める（ディスカッ

ション）などの講義が増えるとよい（ B）  

問 8 で回答された課題を解決するためのアイデア

を自由な発想でお答え下さい。  

①  教員の課題の解決策  

・特定の学生だけでなく満遍なく沢山の学生に話

しかける（ A）  
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・ FIT-AIM などを最大限に活用し，常に学生の声

を意識した講義にする。（ B）  

②  学生の課題の解決策  

・事前準備を行う時間の確保（ A）  

・講義を受ける前，講義の中間地点，講義の後半

で「学ぶ意義」について紙に書き出す（ B）  

③  その他の課題の解決策  

・ CS は仕事であるとしっかり自覚する。（ A）  

・印象が残るような講義になるように積極的に学

生が話せる時間をとる。（ B）  

 問 7 の現状の課題については，教員は「学生の

理解を深めるための努力」，学生は「事前準備」「積

極的に学ぶ意義の明確化」「意欲向上」，その他は

「 CS のサポート」「アクティブラーニングを増や

す」などの回答が挙げられた。いずれも学生によ

り多くのことを学んでもらうために必要不可欠な

内容である。これに対する問 8 の解決策について，

教員は「たくさんの学生に話しかける」「学生の声

を活用」，学生は「準備時間の確保」「学ぶ意義を

考えて書く」，その他は「 CS の自覚」「積極的な話

し合い」が挙げられた。教員の立場から考えると，

授業時間の兼ね合いで難しいこともあるが，講義

内外でできるだけ多くの学生とコミュニケーショ

ンをとる工夫についての検討が必要であろう。こ

れは教員とのコミュニケーションが大学生活の満

足度と関係するという先述の先行研究の結果と一

致する。学生にはただ講義を受講するだけになら

ないよう，自ら学ぶ意識を高め，事前準備を充分

におこなうためのタイムマネジメントや自己管理

のスキルが求められる。学ぶ意義を定期的に考え

ることは一つの解決策になり得る。その他につい

ては，教員と学生をサポートする CS の更なる活

用や，学生同士の話し合いの時間の導入について

も一考の余地があると考える。  

 

4 . 総合考察  

 第 3 節を踏まえて，本節では大学 4 年間におけ

る「アンラーニングと自己の再形成」「学習を媒介

するコミュニケーション」について総合考察する。 

4 .  1 アンラーニングと自己の再形成  

 2 名の協力者は 3 年半以上が経過した後も講義

内容やその時に考えたことを明確に覚えていた。

この理由の一つとして，講義中に「高校までと違

う」という印象的な瞬間が複数回あったことが新

しい学習観および自己観の形成に寄与したと考え

る。これは先行研究で指摘された大学入学直後の

アンラーニングの先行要件とも一致する 1 2 )。アン

ラーニングとは，古くなった信念や価値観，知識，

習慣を捨てることである 1 3 ) - 1 4 )。知と教養では振り

返りを毎回の講義で課した。クリティカル・リフ

レクションがアンラーニングを促進させ，その結

果ワークエンゲージメントの向上につながること

という先行研究の結果とも共通している 1 5 )。大学

入学直後に大学での新しい気づきを言語化し，ア

ンラーニングにつなげることが有意義だと考えら

れる。  

 もう一つは，講義に関する問いを大学 4 年間，

持ち続けていたことである。知と教養では「あな

たにとって知と教養とは？」という問いに対する

回答を発見することを目的とした。例えば，学生

A は 3 年次にコロナの時に講義を思い出しており，

また学生 B は 2 年次に知と教養で学んだことを思

い出して，専門知識と社会の結びつきについて考

えたとあった。特筆すべきはどちらの学生も 3 年

次に困難に直面し，自己の捉え直しが起こってい

る点である。学生 A は 3 年次にコロナ禍で「今の

ままではだめだ」と気づき，状況に適応したコミ

ュニケーションのあり方を考え，自ら学内外で行

動を起こしていた。学生 B も 3 年次の就職活動を

前に，本当に自分がやりたいことと希望する職種

が異なるのではないかという気づきから再考し，

挑戦する職種を変更していた。これらは 1 年次の

アンラーニングによる行動の変化があったからこ

そ可能になると考えられ， 3 年次の第 2 次アンラ

ーニングとも言える。以上より，大学生活の満足

度を高めるためには， 1 年次の入学直後と 3 年次

の 2 回のアンラーニングの重要性が示唆される。  
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4 .  2 学習を媒介するコミュニケーション  

 2 名の協力者は経験自体は異なるものの，講義

で新しい自己を発見し，その後も自ら思考・行動

し大学 4 年間の成長に満足しているという点で共

通している。学生 A は他者に開かれたことでクラ

スの交友関係，接客業のアルバイト，CS，趣味の

イベント参加，研究室での連絡係，イベントの主

催と，学年を経るごとにコミュニケーションの輪

を広げていった。卒業後の次の目標は全国規模の

イベントの主催であると述べている。学生 A のイ

ンタビューからも人に教えたり，教えてもらうこ

とによって学びを発展する学習観を形成している

ことがわかる。  

 

 1 年次の気づきが重要だったと思います。友達

と教え合ったり，勉強も楽しくできるからです。

このことに気付けなかったら進級や卒業も難し

かったと思います。  

 

 一方，学生 B は 1 年次に自己理解を深めるにつ

れて社会に関心を持ち，社会と自己との関連付け

によって今すべきことを明らかにしていた。大学

4 年間でニュースや本で情報を入手し，興味を広

く持ち，行動しており，卒業研究でも自発的にテ

ーマの社会的意義を考えるなど，「今ここ」の状況

と社会が絶えず結びついていることがわかる。学

生 B はインタビューで以下のように述べている。 

 

 大学に入って講義で学んだことを家族や他の人

と話すようになりました。例えば進学を決める

時に女の子だからという話が出ると，これがジ

ェンダーの問題かと学んだ内容と結び付けてい

ました。社会問題について調べると自分の意見

が生まれてくるし，他の人はどうなんだろうと

聞きたくなるし，それで視野が広がるのを感じ

ます。  

 

 学生 A，学生 B ともに 4 年間を通じて他者との

コミュニケーションが学習を媒介していた。自分

一人でできることは限られており，講義で教員や

他の学生を知的資源とみなし，協同的に学んだこ

とが大学 4 年間の成長に不可欠であったと考えら

れる。状況や他者に開かれる自己を 1 年次で形成

し，試行錯誤を通して仮説検証を続ければ困難に

直面することが起こる。先行研究 4 )では友人との

コミュニケーションは学習意欲と関係がないこと

が示されたが，類似性の低い他学部・他学科や異

学年の学生および教員とのコミュニケーションが

アンラーニングおよび学習の拡張において重要で

あると考えられる。  

 

5 . まとめと今後の展望  

 本論は，大学生活の満足度の高い元受講者を対

象に知と教養の学びが大学生活にどのように影響

を及ぼしたのか質的アプローチにより明らかにす

ることを目的とした。学生 A， B ともに講義内容

をよく覚えており，講義を通した気づきを 4 年間

で自ら検証，確認を行っていた。共通点として，

「アンラーニングによる自己形成」「学習を媒介す

るコミュニケーション」が抽出された。また教養

教育の課題と解決策について指摘があった。これ

らの知見を踏まえて，大学生活に意義を見出し，

学習経験を線でつなぐような問いの提示やリフレ

クションの方法など成長のスキャフォールディン

グを考案できる。これは大学 4 年という長いスパ

ンを対象にした質的研究だからこそ得られた知見

である。  

 一方で，本研究の協力者の数は少なく，知見を

一般化することは慎重になる必要がある。本論の

協力者は CS の経験もあり，教員に近い立場で講

義に入った経験があったこと，筆者と多くのコミ

ュニケーションをとっていること，元々素養があ

ったことなどが挙げられる。今後は満足度にかか

わらず協力者を増やし，大学 4 年間という全体的

な視野から講義間や学年間をつなぐ研究をおこな

っていきたい。  
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福岡工業大学－モンクット王工科大学間での 

プロモーションビデオ制作コンテストの実施報告 

―2020 年度 第 1 回クロスエデュケーション・プロジェクト― 

 

江 口   啓（電子情報工学科） 
 

A report on the promotion video production contest between FIT and KMITL 
- The 1st Cross-Education Project 2020 - 

 

Kei Eguchi (Department of Information Electronics) 
 

Abstract 

 

 The 2020 1st cross-education project, which was performed between Fukuoka Institute of technology (FIT) and King 

Mongkut’s Institute of Technology Ladkrabang (KMITL) Thailand, is reported in this paper. In this project, 10 FIT students 

and 34 KMITL students participated and created the promotion video for each other’s universities, where the promotional video 

was produced by a mixed team of Japanese and Thai. Through this project, participating students have acquired communication 

skills and international understanding. 

 

Key words: Global project-based learning, Online project-based learning, Promotional video contest, Team making 

 

1 . はじめに  

 近年，高等教育においては，“国際的な流動化に

よる急速な科学技術の進歩と高度化に対応できる

能力を持った人材”の育成 1 )が急務とされており，

芝浦工業大学をはじめとする様々な大学において，

海外渡航型の gPBL（ Globa l  Pro jec t -Based  Learn ing）

プログラム 2 ) - 4 )が盛んに実施されるようになって

きた。我々福岡工業大学においても，2018 年から

芝浦工業大学と本学協定校であるモンクット王工

科 大 学 ラ カ バ ン 校 （ KMITL:  King  Mongkut ’s  

Ins t i tu te  o f  Technology  Ladkrabang）の協力の下，

海外渡航型の gPBL プログラムを実施 5 ) - 7 )してき

た。しかしながら，近年の世界的な新型コロナ感

染流行の拡大によって，海外渡航型の gPBL 実施

が困難となり，そのプログラムの見直し，ならび

に，代替プログラムの設計が求められている。  

 この問題を解決すべく，筆者らはオンラインミ

ーティングツールである Zoom を活用したオンラ

イン型の gPBL プログラム：「第 1 回クロスエデュ

ケーション・プロジェクト」を 2020 年度に実施し

たので，本論文においてその実施報告を行う。従

来の海外渡航型の gPBL プログラムとは異なり，

本取り組みは，①オンライン型の gPBL プログラ

ムである，②国籍の異なる大学生が 1 つのチーム

となって共同してコンテスト形式のビデオ制作に

取り組む，③国籍の異なる学生同士が互いに動画

制作のための素材を提供し合うことで，お互いの

大学のプロモーションビデオを制作するという 3

つの特徴をもつ。  

 

2 . プログラムの概要  

 本オンライン型の gPBL プログラムで設定した

制作課題は，「 5 分間の大学のプロモーションビデ

オを制作」するというものあり，本学の江口啓教
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授 （ 工 学 部 電 子 情 報 工 学 科 ）， KMITL 工 学 部

Automat ion  Enginee r ing の Amphawan Ju l se reewong

准 教 授 ， な ら び に ， KMITL 工 学 部 Automat ion  

Enginee r ing の Sawai  Pongswated 准教授によって

立案・運営された。本プログラムは，表 1 のスケ

ジュールで実施され，本学学生 10 名（電子情報工

学分野，および，電気工学分野）とタイ・ KMITL

の学生 34 名（電気工学分野，情報工学分野，産業

応用分野，ならびに，機械工学分野）の合計 44 名

が参加した。本プロジェクトの実施期間に関して

は，KMITL の運営者との事前打ち合わせを行うこ

とで，双方の大学の休業期間に合わせる形で設定

された。  

 はじめに， 2021 年 1 月 8 日を締め切りとして，

本プロジェクトへの参加募集を行った。学生の募

集にあたっては，KMITL の学生有志から本プロジ

ェクトのフライヤーを自主制作して頂き，学生募

集を広く呼び掛けた。続いて，1 月 11 日にキック

オフ・ミーティングを実施した。キックオフ・ミ

ーティングにおいては，本プロジェクトの運営者

からの挨拶とコンテスト内容の詳細説明が行われ

た後，参加学生の英語による自己紹介とグループ

作りが行われた。図 2 は， Zoom 上でのキックオ

フ・ミーティングの様子である。グルーピングを

行う際には，図 3 に示すように，専門分野の異な

る学生 4～ 5 名で， FIT の学生と KMITL の学生と

を混成してグループが構成された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すなわち，グローバル化教育の一助として，学

生間の基本的な会話を全て英語で行わせ，英語技

能の実践と異文化交流とを参加学生に体験させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表  1 プログラム・スケジュール  

2021 年  内  容  

1 月 8 日  参加申し込み締め切り  

1 月 11 日  

キックオフ・ミーティング  

（コンテスト内容の説明，自己紹

介，ならびに，グループ作り）  

1 月 15 日  グループメンバーの公表  

3 月 22 日  ビデオ提出締切  

3 月 29 日  授賞式  

 

図  1  KMITL 有 志 に よ っ て 制 作 さ れ た 本 プ ロ ジ

ェクトのフライヤー  

図  2 キックオフ・ミーティングの様子  

図  3 グループ構成と制作ルール  
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 また，ビデオ制作においては図 3 に示すように，

KMITL の学生から FIT の学生へ KMITL のビデオ

制作のための素材を提供させることで， FIT の学

生に日本人の視点から KMITL のプロモーション

ビデオを制作してもらった。一方， FIT の学生か

らは KMITL の学生へ FIT のビデオ制作のための

素材を提供させることで，KMITL の学生にタイ人

の視点から FIT のプロモーションビデオを制作し

てもらった。すなわち，各グループの参加学生に，

お互いの大学のプロモーションビデオを制作させ，

3 月 22 日までに 1 グループあたり 2 本のビデオの

提出を義務付けた。プロモーションビデオの制作

においては，ドローンを使ったキャンパスの空撮

を希望する学生も出たため，本学管財課にご協力

頂き，図 4 のドローン飛行許可依頼書を学生に提

出させた上で空撮を許可した。  

 投稿されたプロモーションビデオに関しては，

FIT と KMITL の 3 名の運営者による投票結果を基

に優秀作品が選出され，3 月 29 日の授賞式におい

て発表された。授賞式においては，運営者からの

挨拶の後，KMITL と FIT の学生が協力して制作し

た各大学のプロモーションビデオが放映された。

審査の結果， 2020 年度  第 1 回クロスエデュケー

ション・プロジェクトでは，“ Nutnaree  Dees i t t i va te

さん（ KMITL），Pi runsan  Sr ipumbang さん（ KMITL），

Orapan  Sae lok さ ん （ KMITL ）， Chet sadaporn  

Tra iv in ids ree suk さ ん （ KMITL ）， 城 野 祥 基 さ ん

（ FIT）”のチームが  Bes t  Pre sen ta t ion  Award（副賞

USD1,000），“ J i raporn  Prapas i r i su lee さん（ KMITL），

Tra i so rn  Raveewat s i r i さ ん （ KMITL）， Chanakarn  

Paree ruek さん（ KMITL），松尾拓海さん（ FIT）”

の チ ー ム が 2nd  Bes t  Pre sen ta t i on  Award（ 副 賞 ：

USD400）に選ばれた。また，全ての参加学生に対

しては，図 5 に示すような本プロジェクトへの参

加修了認定証が授与された。  

 授賞式における学生インタビューにおいては，

「海外交流が難しいコロナ禍において，海外交流

の機会を作って頂いて感謝している。」，「外国人の

友達ができて嬉しかった。今後もプロジェクトを

継続して欲しい。」，「ビデオの制作を通じて提携校

のことが深く知れて良かった。」などの肯定的な意

見が多く寄せられており，参加学生による本プロ

ジェクトの印象は良好であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . まとめ  

 本論文においては，オンラインミーティングツ

ールである Zoom を活用したオンライン型の gPBL

プログラム：「第 1 回クロスエデュケーション・プ

ロジェクト」の実施報告を行った。これまで本学

図  4 ドローン飛行許可依頼書  

図  5 参加修了認定証  
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で行われてきた海外渡航型の gPBL プログラムと

は異なり，本取り組みは，空間的な制約に捕らわ

れないオンライン型の gPBL プログラムである。  

 本プロジェクトにおいて，FIT と KMITL の学生

間にお互いの大学のプロモーションビデオの制作

を行わせた結果，コロナパンデミックの状況下に

おいても gPBL プログラムを実践できることを明

らかにした。活動中においては，学生有志制作に

よるコンテスト・フライヤーを用いた広報活動な

ど参加学生による積極的な活動が行われており，

本プロジェクトが参加学生の意欲を刺激するもの

であったと思われる。また，参加学生に対するイ

ンタビューにおいて，肯定的な意見が多く寄せら

れたことから，本プロジェクトに対する参加学生

の印象は良好であったと思われる。  

 今後，本プロジェクトを継続していくことで，

学生活動についてのデータを蓄積し，本プログラ

ムの学習効果の検証，プログラム修了学生の進路

調査，ならびに，人的・金銭的など多面的な費用

対効果の検証を行う予定である。  

 なお，第 1 回クロスエデュケーション・プロジ

ェクトの受賞作品については，オンライン動画共

有プラットフォーム YouTube にアップロードされ

ているので，時間が許すようであれば動画の方を

ご覧頂きたい。  

 ht tps : / /you tu .be /4 lFf12OvB14  

 （ KMITL プロモーションビデオ 1）  

 ht tps : / /you tu .be /b fn62UUcuM4  

 （ FIT プロモーションビデオ 1）  

 ht tps : / /you tu .be /qprLdXooXvE  

 （ KMITL プロモーションビデオ 2）  

 ht tps : / /you tu .be /owZkjMM4OdM  

 （ FIT プロモーションビデオ 2）  
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目標設定手法 OKR の研究室への導入 
 

山 口   裕（情報工学科） 
 

Key words: 卒業研究，研究室運営，大学院，OKR，目標設定 

 

1 . はじめに  

 研究室における研究活動において学生や教員が

目標を設定し，目的意識を持って活動することは，

モチベーションを維持し，優先順位を的確に判断

し，研究活動において高度な達成をもたらすため

に重要であると考えられる。近年アクティブ・ラ

ーニングの取り組みにおいて注目されている自己

調整学習の理論や実践においても学習者による目

標設定には重要な位置づけがなされている 1 , 2 )。ま

た近年 Google が行った「効果的なチームを可能と

する条件は何か」を調査することを目的とした大

規模社内調査 3 )では，効果的なチーム形成に重要

な要因として目標が明確であること，成果に対し

て目的意識を感じられること，自らの仕事には意

義があるとメンバーが思っていること等の目標設

定とそこへのモチベーションに関連する事柄が多

く挙げられており，メンバーが意義を感じられる

目標を個々人やチームが明確に立てることが企業

等の組織においても生産性向上につながっている

ことが窺える。  

 個人や組織の目標を系統的に設定・管理し，達

成の進捗を評価していく手法はこれまで複数のも

のが提案されており，現在は多くの企業等で実践

されている。このような手法を研究室における研

究活動に取り入れることで教員を含む研究室の各

メンバーが目的意識を強め，重要な課題にフォー

カスした活動ができれば，学生の自律的学習を動

機づけられるとともに研究室全体としての研究成

果の量・質の向上につなげられることが期待され

る。しかし，多くの目標設定・管理手法は元来企

業等の経営を念頭に開発されてきたものであり，

これを教育・研究の場面に取り入れる際には教育・

研究活動の特性を考慮してどのような手法を導入

するかを慎重に考慮し，諸要素の取捨選択や修正

をしてから活用することが必要となると考えられ

る。  

 研究活動においては研究進展に伴う目標の変化

や具体化，自由な発想に基づく探索的な研究の必

要性，ここまでやればよいという範囲があらかじ

め明示できないという不確実性等がつきものであ

り，これらの特性をうまく受容できる手法との相

性が良いと考えられる。また，著者としては研究

には大胆な理想を描き（ be  ambi t ious )  研究を進め

ることが重要と考えている。これらの諸要素を考

慮した上で，最適な手法を選ぶべきと考えている。 

 そこで本研究室では 2020 年度より OKR と呼ば

れる目標設定・目標管理手法 4 - 8 )を取り入れ，教員

を含む全研究室メンバーが四半期毎に目標を設定，

共有し，期間終了後には目標の進捗評価や振り返

りを行っている。 OKR は In te l 社内で開発され，

Google 等 の シ リ コ ン バ レ ー の ベ ン チ ャ ー 企 業 に

採用されたことから有名になった手法であり，以

下に述べるように大きな目標 O とそれを具体的な

成果指標に分解した KR の組み合わせからなる目

標設定方式，公開の原則，目標間の相互連携，大

胆な目標を奨励するストレッチ・ゴールという考

え方等の特徴を持つ。著者はその透明性・明瞭性・

柔軟性やストレッチ・ゴールの考え方が研究室に

おける研究活動と相性が良いのではないかと考え，

自身の研究室に OKR を取り入れることを決め，実

践を行った。本稿はその取り組みを紹介するもの

である。  

 以下，2 章では参考文献に従い OKR の一般的な

内容をまとめ， 3 章では他の手法との相違点を検
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討する。 4 章ではこれを本研究室に導入した際の

具体的な実践例を紹介する。 5 章では導入効果に

関するアンケート評価結果を分析し， 6 章では本

報告をまとめる。この取り組みと本報告による共

有が，本学の学生の主体性育成や研究高度化に微

力ながら貢献できれば幸いである。  

 

2 . OKR の概要  

 以下は文献 4) -8)をもとに OKR の一般的な内容

を要約する。  

 

2 .  1 歴史的経緯  

 OKR は，その起源をピーター・ドラッカーが提

唱した手法 Measurement  by  Objec t ive（ MBO）に持

つが， 1970 年代から In te l のアンディ・グローブ

によって独自に改良され実践されてきた手法であ

る。その後，この手法は 1990 年代後半に IT 投資

家らによりシリコンバレーの IT ベンチャー企業

に伝えられた。とくにジョン・ドーアにより創業

期の Google に伝えられ， Google はこれを全面的

に取り入れた。 Google の躍進に OKR は大きく貢

献したとされている 5 )。これを契機としてシリコ

ンバレーのベンチャー企業等 IT 業界を中心にこ

の手法が広まり，さらには日本を含む世界各国に

おいて OKR を実践する企業が増加している。  

 

2 .  2 Objec t ive と Key Resul t s  

 OKR は高度な目標を設定し，その進捗を確認し

ながら達成を目指す手法である。O は Objec t ive の

略で目的，目標のことであり，成し遂げたいこと，

あるべき方向を示すものである。これは定性的な

ものであってもよい。人を鼓舞して動機づけるこ

とができる，理想を掲げるような目標が良いとさ

れる。各個人や各組織は数項目（通常 1～ 3 個）の

O を設定する。一方 KR は Key Resu l t s  の略で成果

指標と訳される。これは O を現実に関連付け，目

標が達成できたかを具体的に測るための指標であ

る。定量的な数値を示す等，達成したかどうかが

客観的に判断できるものを書くことが望ましい。

KR はひとつの O に対し，数項目（ 3～ 5 程度）設

定する。このとき，KR の全てが十分に達成された

なら， O が十分に達成されている状態になるよう

に， O を達成するための諸側面を考慮して設定す

る。   

 

2 .  3 ストレッチ・ゴール  

 OKR の特徴として，ストレッチ・ゴールと呼ば

れる考え方に基づいている点がある。 O は達成不

可能ではないが，大胆と感じるくらいの高い目標

を設定することが良いとされる。これは各個人が

その達成に意義を感じ，本心から達成したいと考

えられるような高い理想は個人やチームを鼓舞し

モチベーションを高める効果があるという考え方

に基づく。また，高い目標を設定しておけば，100%

達成できなくても，元から低い目標を立てておき

100%達 成 し た 場 合 よ り も 結 果 と し て 得 ら れ た 成

果は大きくなるだろうという考え方でもある。KR

も同様に，挑戦的な値を入れておくことが望まし

いとされる。「現状の維持」のような守備的な目標

は避けることが望ましく，また行うこと全てを KR

に示す必要は無い。 KR が TODO リストになるこ

とは避けるべきである。  

 これらの観点から，OKR の枠組みでは評価時に

おいてはその達成率が 10 割になるよりもむしろ 6

～ 7 割になることがより望ましいと考えられてい

る。達成率が 10 割になったということは，設定し

た目標の水準が低すぎたのでは無いかという注意

を促すシグナルとして解釈され，次回の目標設定

時に考慮される。  

 

2 .  4 階層性と連携  

 階層的な組織では，OKR は組織毎に階層的に設

定する。例えば全社－各チーム－個人という階層

ごとに OKR を設定する。組織の O はそのメンバ

ーに共通な目標を掲げ，メンバーをその目標にフ

ォーカスさせるためのものである。このとき，例

えば各チームの OKR はその上位組織である全社

の OKR を意識し，そのどの部分を担当するのかを
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明確に意識して自身の OKR を設定する。個人も同

様にチームの OKR を意識して自身の OKR を設定

する。このプロセスにより全社－チーム－個人の

目標間の関連付けを行い，組織の方向性の統一を

図る。  

 このように OKR は組織目標と個人目標を結び

つけることができる仕組みだが，上意下達，トッ

プダウン方向のみの束縛があるわけではない。組

織 の 文 化 に よ っ て は 個 人 の OKR を 全 て 上 位 の

OKR に 完 全 に 関 連 付 け な る 必 要 も な く ， 独 自 の

OKR を 設 定 し て も よ い と さ れ る 。 ま た ， 組 織 の

OKR を 設 定 す る た め に は そ の リ ー ダ ー や 上 位 組

織が一方的に押しつけるのでは無く，メンバー間

でのコミュニケーションを取り時間をかけて決定

していくことが動機づけ等につながり，OKR を実

効性のあるものにするために重要であるとされる。

OKR 設 定 時 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 下 位 組 織 の

問題意識を上位に伝えるボトムアップ方向の情報

伝達の良い機会となる。  

 

2 .  5 公開の原則  

 OKR は組織内では全メンバーに対して公開し，

誰もが確認できる状態にするのが原則である。組

織の OKR を公開することは組織目標を共有し，意

識を揃える効果がある。また個人の OKR をお互い

が確認出来るようにしておくことで，組織内の透

明性を確保し，お互いの優先事項を確認しながら

作業を進めるためのチームワークを促進する効果

が期待されている。  

 

2 .  6 評価  

 四半期や半年等，予め定めておいた期間ごとに

OKR を設定，更新し，期間終了時に達成度を自己

評価する。 O ごとに，その下の各 KR の達成度を

10 段階等で評価し，その平均値を O の達成度とす

る。この評価を客観的に行う為に，KR はできる限

り定量的に評価できるものにすべきであるとされ

る。また，各 KR が十分に達成されているのに O

自体が達成されていないと思われるときは設定時

の KR に必要な項目が足りなかったと解釈できる。

各個人や組織はその点数になった理由をレポート

としてまとめて提出する。このレポートは，次の

期間の OKR を設定するための重要な情報源であ

ると捉える。このレポートをまとめた後，次の期

間の OKR を各組織，個人が設定する。  

 注意すべき点は，他の手法と異なり，OKR は評

価の点数をその給与・昇格等の人事評価と連動さ

せることは想定されてなく，むしろ避けるべきと

されていることである。OKR のレポートはその個

人がこの期間どのような課題に注力していたかを

要約し，組織の目標達成にどのように貢献したか

を明らかにするものであるとされている 4 )。評価

の点数を直接的に人事評価と連動させてしまうこ

とは，各人を萎縮させ，2 .3 節で述べた大胆なスト

レッチ・ゴールの設定を避け安易な目標に逃げて

しまうことを招き，さらに組織への信頼感，安心

感を損なう等弊害が多いとされる。  

 

2 .  7 継続的な振り返り  

 設定された OKR は日々の活動の中で常に各メ

ンバーに意識されるようにしておくことが重要で

ある。そのための仕組みとして，文献 6)では，い

くつかの手法が紹介されている。例えば毎週月曜

午前に行い，進捗状況と今週の重要タスクを確認

し，方向性の共有を行うチェックイン・ミーティ

ング，毎週金曜日に行い，その週内に OKR の進展

に貢献したメンバーを賞賛し，進捗を確認するた

めのウィン・セッション，必要に応じて行う 1 対

1 のミーティング等の取り組みが挙げられている。

これらの取り組みにより，目標とそこまでの距離

を繰り返し確認し，メンバー間の双方向フィード

バックを通しての方向性の共有，メンバーの相互

承認等を行うことで，チームワークを醸成し，OKR

を前進させる雰囲気を作り上げることが良いとさ

れている。  

 

3 . 他の手法との比較と研究室への導入の検討  

 この章では OKR と他の目標設定・管理手法との
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相 違 を ま と め ， 研 究 室 に お け る 目 標 設 定 手 法 に

OKR を採用する理由を論じる。比較に関しては主

に文献 7)， 8)を参考にしている。  

 

3 .  1 他の手法との比較  

 Measurement  by  Objec t ive（ MBO）と呼ばれる手

法は OKR と同様ピーター・ドラッカーの提唱に起

源を持ち，GE やヒューレット・パッカードに採用

された経営管理システムである。個人（または下

位組織）が目標を設定し，上司（上位組織）がそ

れを承認する形で目標を決定する。全組織的な共

有は前提としていない。目標が定性的，あるいは

定量的であるかは採用している組織ごとに異なる

ようである。OKR のような O と KR の 2 段階構造

は持っていない。このため目標を達成するための

手段が不明確になる，目標が只の予算計画のよう

な数字の羅列になってしまうと，全組織としては

戦略的思考に欠け，個人としてはその目標の意味

がとりづらくなってしまう場合がある，等の問題

点が指摘されている。また，人事評価と連動して

運用している企業が多く，人事評価との連動をむ

しろ避けるべきであると考える OKR とはその導

入目的が異なる場合が多い。この点に関しても，

人事評価のために萎縮して大胆な目標を構想でき

ずに，達成度を 100%にするために低めの目標設定

をしてしまうことが起こりうるという問題点が指

摘されている。  

 Key Per fo rmance  Ind ica to r（ KPI）も多くの企業

で採用されている目標達成管理・評価手法である。

企業，あるいはプロジェクト・チームはまず最終

的な達成目標を設定し，次にそれを数値目標に置

き換えた Key Goal  Ind ica tor（ KGI）を設定する。

これを一気に達成するのが容易でない場合にはこ

れ を 達 成 す る た め の 主 要 な 要 因 ， プ ロ セ ス を

Cri t i ca l  Success  Fac to r（ CSF）として設定する。こ

の CSF を数値目標化したものが KPI である。 KPI

は実現可能な，100%達成が望ましい目標とされる。

これはストレッチ・ゴールを意識する OKR とは異

なる。KGI，KPI ともに定量的なものであることが

基本だが OKR における O は定性的であっても良

い。 KPI は全社，あるいは組織ごとに設定し，メ

ンバーはその達成に向けて行動することが求めら

れる。 KPI の指標も人事評価と連動させて運営す

る企業が多い。 MBO とも共通した問題点として，

KPI においても数値目標が上意下達で伝えられる

ような組織では，個人がその意味や意義を捉えに

くいという弊害が指摘されている。  

 

3 .  2 OKR を選択する理由  

 前節の比較に基づき，他の手法ではなく OKR を

採用すべき理由を 4 点に分けて述べる。 1 点目と

して，自律的な学生を育てるという教育目標のた

めには，教員や研究室側から一方的に目標を与え

るよりも，自主的な目標設定ができるよう支援し

ていくことが望ましいと考えられる。この点で，

トップダウン型の傾向が強い KPI や MBO よりも，

目標設定時の双方向のコミュニケーションを重視

する OKR が望ましい。 2 点目として，教育・研究

においては測定できる数値的目標は達成したいこ

との不完全な指標でしかないことが多い。例えば

〜について〜回実験し〜のデータをとる，という

のは中間的目標であり，最終的な目標は研究対象

の理解である。また，研究は新規性を求めるもの

であり，努力して実施すれば必ず成果がでるもの

でもないため，定量評価とは馴染まない側面があ

る。とくに達成度と成績との直接的な連動はしな

いほうがよい。この点で定量評価に重きを置きす

ぎる恐れのある KPI よりも O と KR により定性的

項目と定量的項目のバランスをとれる OKR が良

いと考える。 3 点目として，研究は進展に伴い更

なる疑問点が増えるのが一般的であるため，あら

かじめ決められた事項を達成するのみでなく，都

度そのときまでに実験結果に基づいてさらに深く

追求していく姿勢が必要である。この点で，あら

かじめ達成度 100%の到達可能な地点を設定し，そ

こを目指す他の手法よりも，より探求を促す効果

が期待できるストレッチ・ゴールの考え方に基づ

く OKR がより適していると考えられる。また，期
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間途中での OKR の変更にも対応できる柔軟性も

相性が良い。 4 点目としては，研究についてはそ

の意義を感じられるようなテーマに取り組むこと

がモチベーションの維持に重要であり，より意義，

意味についての理解を高め，より高い理想を目指

す仕組みを持っている OKR が望ましい。  

 

4 . 研究室における実践  

 前章の考察を踏まえ，本研究室では 2020 年度よ

り OKR を導入し，2 年間運用を行った。OKR の実

践は卒業研究や大学院での研究において高いレベ

ルを達成するための原動力となると考えており，

研究室運営の基盤となることを期待している。  

 

4 .  1 階層構造と更新間隔  

 研究室全体では年間 OKR を設定し，年度末にそ

の評価と次年度の OKR 設定を行っている（図 1）。

尚，2020 年度の初回導入時には，研究室の OKR を

設定する上で，その上位の指針，企業における経

営理念やミッションに相当し，存在理由を示すよ

うな指針が必要と思われたので，まず研究室の「ミ

ッション」を策定し，ウェブサイト等 9 )に掲示し

た。これは研究室の存在意義を自己規定するもの

であり，本学の建学の綱領や諸ポリシー等にある

程度関連づけながら設定した。  

 教 員 と 所 属 学 生 は 四 半 期 ， つ ま り 三 ヶ 月 毎 に

OKR を設定し，期間終了時に自己評価を行い，次

期 OKR を設定する。この際，教員は年間 OKR を

強く意識して自身の OKR を設定するが，学生につ

いては自身の OKR と研究室のものを厳密に関連

づける必要はなく，むしろ学生の研究目標の達成

図  2 OKR 記入例  

図  1 研究室 OKR の階層構造  



－ 27 － 

が自然と研究室年間 OKR に貢献する形になるよ

うに年間 OKR を設定している（図 1）。  

 

4 .  2 OKR 設定  

 OKR を記入するシートのフォーマットは Google

のウェブサイト 4 )内に公開されているファイルを

ベースとし，若干改変したものをテンプレートと

して用意した。図 2 はそのフォーマットに修士課

程一年次の大学院生が OKR を書き込んだ例であ

る。O（目標）ごとに KR（成果指標）を配置する

表になっている。自己評価シート提出時は，この

ファイルに点数を書き込み提出するようにしてい

る。研究室年間 OKR の O は 2 つ設け，ひとつは

研究成果のアウトプットの量と質に関する目標，

もうひとつは研究室内のコミュニケーション活発

化に関連する目標を立てた。学生の OKR 決定時に

は OKR 案を学生が教員に提出し，必要に応じて相

談・修正した上で承認し，公開するという手続き

を取っている。   

 OKR の意義を学生に浸透させておかなければ，

その設定作業はただの押しつけられた課題と感じ

てしまい，研究への動機付けにはつながらないで

あろう。学生に OKR の仕組みや狙いを繰り返し説

明することは重要である。また，何を書いたら良

いのか考える学生のために，目標設定のための手

引きを準備しておくことも有効と考えられる。研

究室では，OKR の概説や 4 年次の各期間における

OKR 設 定 の ヒ ン ト や 具 体 的 な 例 を 研 究 室 メ ン バ

ーが閲覧できる Wiki 形式のウェブサイトにまと

め公開しておくことで情報提供を行っている。ま

た，過去の OKR をオンライン上で閲覧し，それを

ヒントとすることもできる。   

 学生には O を 2 つ設定することを推奨した。第

一の O（ O1）は卒業研究や修論研究と直接関係の

ある，研究に直結する目標，O2 は広い意味で研究

に役立つスキル習得（プログラミング言語の習得，

関係する参考書や論文の読み込み）に関連した目

標を立てることを推奨している。KR の設定には，

定量的か，達成できたかが客観的に評価できる内

容が望ましいこと等を指導している。後者の場合，

タスクよりもその結果を記述することを心がける

ように注意した。例えば「〜の実験を行う」より

「〜の実験を行い〜の最適値をみつける」のほう

が望ましいと指導した。また，ストレッチ・ゴー

ルを意識づけ，非現実的ではないが大胆な計画を

推奨している。  

 卒研生として配属された４年生には，具体的な

OKR の目安として，概ね各期間には以下のことを

考慮して各自が設定するよう指導している：  

(1 )  第一四半期（ 4～ 6 月）：研究テーマの明確化

に関連する事柄（関連論文の理解，基礎技術の

理解，目的の具体化）や研究準備（プログラミ

ング言語，サーバ，ライブラリ利用方法の習得）  

(2 )  第二四半期（ 7～ 9 月）：中間発表において卒

論の目的・手法を明確に発表できること，研究

実験環境の構築，予備的な実験結果  

(3 )  第三四半期（ 10～ 12 月）：卒業研究のメイン

となる実験・データ解析の実施  

(4 )  第四四半期（ 1～ 4 月）：追加実験の実施とデ

ータ解析，卒業論文・発表会資料等の完成  

このように，卒業研究においては，各時期にどこ

まで進んでおかなければならないかという大枠は

ほぼ決まっており，学生間で大差はない。しかし

学生はそれぞれの研究テーマに即して O を各自の

言葉で表現し，それに対してどのような KR を設

定しておくかを考えなければならない。この過程

を通じて研究テーマや研究計画への理解を深める

効果を期待している。  

 OKR 案 を 提 出 し た 学 生 に 修 正 を 要 請 し た 例 と

しては，KR を客観的評価ができるよう明確化せよ

という修正依頼が最も多く，他には文章表現の修

正や， O を達成するために必要な KR が揃ってい

ない例，中間発表等の重要なイベントが考慮され

ていない例，大胆すぎて非現実的な KR となって

いる例等があった。  

 

4 .  3 評価  

 四半期終了毎に KR の達成度を 10 段階評価し，
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O 毎に KR の平均をとりその O の達成度とした。

KR 毎に達成度とその理由，各 KR に対しどのよう

に取り組んだかをまとめて評価シートとして提出

し，教員と打ち合わせの際に確認・議論を行い次

回 OKR 決定への参考となるようにした。 OKR の

評価点が成績評価とは連動しないことは念を押し

て伝え，この評価は次の OKR を設定するための貴

重な資料なので，率直に書くことを求めた。評価

結果の提出は前述の OKR シートに評価点とレポ

ートを加筆してオンラインで提出してもらうこと

で行った。教員を含め，全員の自己評価結果は共

有され，研究室メンバーは誰でも見ることができ

る。  

 

4 .  4   週 報 と 打 ち 合 わ せ に よ る 進 捗 確 認 と フ ィ

ードバック  

 OKR は 日 々 の 研 究 活 動 と リ ン ク し て そ の 進 捗

を確認できるような形で実践しなければ実効性は

保てない。そこで，研究室では週報を毎週提出す

る こ と を 義 務 づ け て い る が ， こ の 週 報 の 内 容 を

OKR に関連させ，その達成度を確認できる形式と

している。2021 年度に利用した週報のテンプレー

トを付録 1 に示す。 O ごとに具体的なタスクを数

項目挙げておき，先週のタスクの進捗状況と今週

の優先事項を記述することが週報更新作業の中心

となる。ファイル形式はマークダウン形式を使っ

ており，GitHub を利用して提出・内容確認・修正

依頼を行った。また研究室ではほぼ週 1 回各学生

と研究に関する打ち合わせを行っているが，その

ときに週報を教員と学生双方が確認している。こ

のプロセスにより，OKR と具体的な目の前の課題

を関連付け，目標を意識しながら研究する効果を

期待している。  

 

5 . アンケートによる効果の確認  

 本研究室では 2019 年度以降卒業研究発表会終

了後に同一内容の匿名アンケートを行い，卒研活

動への満足度等を評価してもらい研究室運営改善

への手がかりとしている。質問内容は Google によ

る「効果的なチームとは何か」に関する調査結果 3 )

を参考に考えた。本稿ではその中から，目標への

意識に関する以下の質問 2 問について結果を検討

する：  

(1 )  研究テーマの長期的目標（卒研の最終目標）

図  5 評定点平均の年次推移  

図  4 短期的目標に関するアンケート結果  

図  3 長期的目標に関するアンケート結果  
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は明確で，常に意識できた。  

(2 )  研究の短期的（週～月）目標は明確で，それ

を意識して研究を進められた。  

 回答は「まったくそう思わない，そう思わない，

どちらとも言えない，そう思う，強くそう思う」

の五段階からの選択式とした。対象者は各 2019～

2021 年 度 に 本 研 究 室 に 卒 研 配 属 さ れ た 四 年 生 全

員，計 29 名（各年度の内訳は 9， 11， 9 名）であ

り，回答率は 100%だった。  

 OKR 導入以前の 2019 年度と導入後の 2020，

2021 年度のこの 2 問への回答結果はそれぞれ図 3，

図 4 のようになった。縦軸は各年度にその回答を

選んだ学生の割合を表している。回答の各段階を

1〜 5 の 評 定 点 に 換 算 し た と き の 平 均 値 の 推 移 は

図 5 のようになり， 2 問とも平均点は年ごとに上

昇している。図中のエラーバーは 95%信頼区間を

表している。   

 回答を OKR 導入前（ 2019 年度）と導入後（ 2020，

2021 年度）の 2 群に分け，有意水準を 0 .05 として

マン -ホイットニーの U 検定（片側）を行った。長

期的目標については有意差は得られず，優位傾向

（ 0 .05<p<0.1）を確認したのみであった。短期的目

標については p<0.05 で有意に OKR 導入後の評価

が高くなった。OKR 導入により目標の明確化や意

識付けへの効果が一定程度あった可能性が伺える。 

 

6 . まとめ  

 本稿では研究室の研究活動に目標設定・評価プ

ロセスを系統的に取り入れる手法として OKR に

着目し，その特徴を紹介し，研究室における実践

の取り組みを報告した。アンケート結果から示唆

されるように，学生が目標を明確に意識し，そこ

に向かって研究を進める姿勢の獲得に役立ってい

ることが窺える。教員，とくに毎年多数の卒研生・

大学院生を抱える必要のある私学の教員にとって

は，各メンバーの目標と進捗を系統的に把握でき

る手法は大いに役に立つと思える。またそれ以前

に教員である著者自身が OKR による目標設定と

自己評価を実践した実感としては，自身及び研究

室が抱えている各研究テーマの目標と進捗を週ご

とに把握し，今なにをするかという優先順位を決

めるために OKR の仕組みは非常に役に立ってい

ると感じている。著者にとっても毎週はじめに週

報をまとめることが研究活動のサイクルにとって

不可欠な習慣となりつつあり，内発的動機に基づ

いて取り組めている。  

 本研究室では運営改善のための取り組みを他に

も複数平行して行っているため，OKR 単独の効果

を定量評価することには限界がある。しかし一方，

他の取り組みを進めその効果を測るための枠組み

としても OKR は有用であり， OKR の枠組みによ

り研究室運営改善を系統的に進めることで研究室

運営を一層改善できるのではないかと考えられる。

研究成果の向上が果たせたかという点については，

定量的側面では大学院進学者数や学会発表件数，

受賞回数などの増加はあったが，考えられる他の

要因も多くあり，OKR 単独の効果を推し量ること

は現時点では難しい。質の評価はさらに難しいが， 

OKR を通すことによって学生・院生との研究に関

するコミュニケーションの質が向上したと実感し

ている。  

 研究室や個人の OKR の具体的な内容について

どのような目標が効果的かについては本稿ではあ

まり検討できなかった。この点は今後とも試行錯

誤しつつ，OKR を取り入れた研究活動を今後とも

継続していきたい。  
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デジタル&アナログ教材によるブレンデッド型 AL 授業 

―BYOD によるデジタル教材の活用― 

 

利 光 和 彦（情報システム工学科） 
 

Active Learning Using Blending Digital and Analog Teaching Materials 
- Utilization of the Digital Materials by BYOD - 

 

Kazuhiko Toshimitsu  
(Department of Information and Systems Engineering, Fukuoka Institute of Technology) 

 

Abstract 

 

 The paper describes the practice of original bland-type active learning (AL) class with BYOD. Students study with digital 

material on LMS in advance and analog material in AL class. The AL class consists of a short explanation by a teacher for 20 

minutes and a long drill with group work for 70 minutes. As the results student motivation and voluntary study increases though 

the AL class study. Furthermore, teacher’s load decreases by this AL method and student class supporters. This teaching method 

is useful for higher learning effectiveness in digital transformation (DX) education. 

 

Key words: BYOD, Analog and digital teaching material, Active learning, Blend-type lecture. 

 

1 . はじめに  

 2020 年 度 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 流 行 に 端 を

発し，大学の教育は一気に DX 化（デジタルトラ

ンスフォーメーション）することとなった。学生

が大学に出てこられない期間は遠隔授業となり，

本学の教員は，デジタル教材（動画や PDF による

講義資料）を至急に整える必要が生じた。このと

き，筆者は情報基盤センター長を拝命しており，

本学の先生方に向けて，遠隔授業（オンデマンド，

ライブ）の試験的実施を行い，例示的な遠隔授業

の動画作成，LMS の活用方法などをお知らせする

必要に迫られた。そのため，情報基盤センター職

員の皆様から当時更新したばかりの LMS である

Web 型学修支援システム（日本システム技術 (株 )  

Univer sa l  Passpor t  RX）の遠隔授業活用，動画作成

方法などを直接お教えいただくことなどで遠隔授

業へは比較的早く対応できた。その後， 2021 年 4

月からは，一端感染終息の兆しが見え，通常の対

面講義がほぼ行えることになったが，筆者の授業

は，学生が BYOD（ Bring  Your  Own Device）でノ

ート PC を持参して受講する形式に変わった。そ

の後，2022 年 1 月頃の変異ウイルスの感染急増に

より，再度一部を遠隔授業にせざるを得ない状態

となったが，それまでの遠隔授業の経験や蓄積に

より期末確認テストの web 実施も含めて柔軟に対

応可能となった。授業は，本来，対面で行うのが

良いと感じるが，現在は，授業を新型コロナ前の

（アナログ）形式に戻してしまうのではなく，対

面と遠隔授業の両方（いわゆるブレンデッド型）

で実施する準備をし，相互補完しながら授業を行

うようにしている。特に，遠隔授業資料は，学生

が好きな時間に予習・復習（ AL であれば事前学修）

に使えること，対面受講できない緊急事態に対応

できることなどの利点がある。また，当大学 FD 推

進機構の「第 9 次マスタープランを踏まえた令和

4 年度以降の授業改善の方向性， 2022 年 2 月」で
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全学的に実現する BYOD 環境を積極的に活用する

方針が示された。本学はノート PC 必携化（ BYOD）

を 2021 年 度 か ら 導 入 し て お り ， 現 在 ， 学 生 の

BYOD の意識も高まっている。したがって，学生

がノート PC を使って常時学修することがあたり

まえとなるよう教学側で配慮することが必要であ

り，積極的に授業で BYOD 利活用を進めることが，

学生および教職員の双方にとってよりよい教育環

境の実現につながると考えられる。このような背

景から， FD 推進機構では， FD Café などで各種の

ICT 授業に関する話題提供がなされている。その

中で， 2021 年 8 月 27 日に第 21 回「 ICT を活用し

た授業実践事例～ブレンデッド型授業の試み～」1 )

が開催され，著者は，この会で，話題提供「教え

すぎない授業が学力を伸ばす ? !－デジタルコンテ

ンツによる事前学習・ペーパー演習 AL と課題－」

を行った（関連記事として参考文献 2）を参照）。

時間の制約などから十分な説明ができなかったこ

とがあり，本報で，授業に BYOD をまだ導入して

いない方および BYOD を用いた AL 授業実施をさ

れようとしている方に向けて，内容をまとめるこ

とにした。お役に立つことがあれば幸いである。

もちろん，各先生にとってベストな授業方式があ

り，全ての授業で BYOD 導入は必須ではないよう

に思うし，むしろ 3DCAD などの授業は PC 性能，

画 面 上 で の マ ウ ス に よ る 作 図 な ど か ら ノ ー ト PC

の授業には不向きと考えられるものもある。例え

ば，金沢工大は，一部 3DCAD や GPU などのハイ

スペック PC が必要な授業は専用の PC 教室で行

い（ PC 教室数は少ない），それ以外は全て BYOD

で行っている。また，文部科学省の IT 教育関連の

補助金は，備え付け PC のような設備に対するも

のは無くなり， BYOD を利用する特徴的大学 DX

教育に対して補助する方針に転換されている。本

学においても，多くの授業で常時 BYOD を利用す

ることが学生 BYOD 定着には不可欠であり，学生

が自分のノート PC とネット環境を使いこなして

勉学することが常態化していなければ，学生の意

識が 2019 年度以前の状態に戻ってしまうことに

もなりかねない。これは，他大学に比べて大きな

DX 化の遅れ，学生の学修レベル低下，大学評価の

低下を招くことであると危惧される。  

 

2 . BYOD 利用の第一歩  

 通常，授業は，テキスト（教科書）にしたがっ

て，教員の講義と演習で進められる。この際，教

員は，授業説明資料を紙面コピーして学生に配布

することが多い。まず，BYOD の利用の第一歩は，

印刷して各学生に配布する資料を，可能な限り大

学の LMS（ myFIT など）上にアップロードしてお

いて，学生は授業中に，ノート PC でその資料を

見ながら受講することであるように思う（多くの

先生はそうしていると思う）。この資料は，予習，

授業中，復習に利用できるため，学修機会の多様

化に役立つ（もちろん，紙配布はしないのでエコ

でもある）。また，授業で資料を紙で配布する場合

と，自分の PC で閲覧する場合とでは，学生の授

業資料アクセスに対する積極性が異なる。授業中，

紙で資料を配布する場合，学生は完全な受け身に

なる。しかし，PC 閲覧では自分で閲覧するための

PC 操作などの行為がなければならない。これは，

わずかな違いのように感じるかもしれないが，経

験上，デジタル資料閲覧時に学生の授業に取り組

む姿勢がはっきりと現れる。筆者の授業では，学

生の受講状況として，次の 3 通りに分かれる。  

①  PC と 自 分 で プ リ ン ト ア ウ ト し た 資 料 の 両 方

で確認・メモをとりながら受講する学生  

②  PC で資料を確認しながら受講する学生  

③  PC は持参せずスマホで資料を見る学生  

明らかに，スマホで見ている学生はモチベーショ

ンが低く，理解度は総じて低い。このような学生

の授業中の姿勢が目に見えて分かることは，教え

る側にとっても意味があり，注意喚起することも

可能となる。  

 加えて，学生が授業中に「書く」作業を行うこ

とが教育効果として欠かせないと考える方も多い

（筆者もその一人である）。その部分は，デジタル

資料ではまだやりにくい面もあるため，筆者は，
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アナログ的なプリント配布による演習などにより，

この要素は必ず授業に入れることにしている。す

なわち，パワーポイントなどの説明資料は，デジ

タル教材（ LMS の動画や PDF 資料）とし，紙面で

の配布はしない。一方，知識の理解や定着のため，

「学生の書く作業」を重視するようなものは，授

業中に配布するプリントなどのアナログ資料等に

よって行う。この 2 つを使う「ブレンデッド型授

業」が， BYOD 導入としてなじみやすいと考えら

れる。最初から，全てをデジタル化する必要は無

く，それぞれの授業にあった「ブレンデッド型」

を教員自身で模索して頂くことが肝要と考える。  

 

3 .  デジタ ル &アナロ グ資 料によ るブ レンデ ッド

型 AL 授業  

 現在，著者が AL 授業を行っているのは，  

   1 年次必修科目「ロボット設計（後期）」 2 ク

ラス（ 1 クラス 45～ 65 名程度で CS2 名）  

   3 年次選択科目「機械システム論（前期）」合

同クラス（ 40～ 70 名程度で CS2 名）  

である。  

 

3 .  1 授業改善の経緯と方針  

 現在の授業形式は，講義（説明）20 分，演習 70

分ぐらいで実施している。おそらく，通常行われ

る授業は，この逆で講義 60 分，演習 30 分ぐらい

ではないだろうか（筆者は，この AL 授業を始め

るまでそうしていた）。  

 現在の授業形態に至る経緯を以下に簡単に述べ

る。授業を見直すきっかけは，通常の講義形式で

の，学生の理解力不足であった。当時（ 2015 年度）

は，本学の FD 推進機構による「 AL 型授業推進プ

ログラム」が実施されており，本授業方式は，そ

のプログラムと共に 2015 年から 3 年ほどで改善

し，できたものである。この時期は，本学におい

て AL 授業導入が始まったばかりで，あまりノウ

ハウはなく「授業崩壊などを起こさず授業できる

か」などの不安があった。そこで，まず 3 年次選

択科目の「機械システム論」でノウハウを蓄積し，

教育効果を確認した。その後に， 1 年次必修科目

「ロボット設計」に展開導入した。AL 授業を初め

て導入される方は，まずは高学年選択科目での導

入をお勧めする。  

 授業内容を設計するにあたり以下の 2 点を基本

とした。  

(1 )  学生が自ら学ぶことで教育効果を上げ，かつ

教員負担を減らす。  

(2 )  本学の学生は，総じて「学修の繰り返しが少

なくやり込みによる知識の定着が足りない」つ

まり，自分の実力（現実）が認識できていない

ことが多い。これは，認知心理学 3 )の「ダニン

グ・クルーガー効果」と呼ばれる。すなわち，

「能力不足の人は，自己能力不足に気がつかず，

自己能力を過大評価する傾向がある。このため，

現実と理想に乖離があることに気がつかないた

め，改善する必要も感じない」というものであ

る。これを気づかせ自己学修を促し，知識を定

着させる効果的教育法として，認知心理学では，

繰り返しの「想起練習」が有効とされている（本

報では，これを「間隔練習」と呼ぶ），これをで

き る だ け 授 業 に 導 入 す る 。《 間 隔 練 習 の ポ イ ン

ト》は以下の①～⑤である。  

 

①  思い出そうと努力することで学習と記憶が強

化される  

②  練習を繰り返すことで，幅広い問題に応用で

きるようになる  

③  練習は間隔を空けて，何度も行うほうがよい  

④  練習直後に修正のフィードバックを与えるこ

とで，間違えたままにならず，正解をより確実

に学べる  

⑤  練習レベルは学生にとって「簡単」であるほ

ど効果が低い，すなわち，学生レベルに応じた

少し難しいと感じる程度の適切な難易度設定が

重要である  

 

3 .  2 授業改善の経緯と方針  

 第 3 .1 節の方針 (1 )，(2 )と間隔練習①～⑤にした
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がい，まず全 15 回の授業設計を表 1 のようにし

た。授業計画のポイントは，次の 2 点である。  

(1 )  15 回の授業を前半と後半で区切り，第 7 回，

第 14 回をそれぞれの前半，後半の総復習の回と

する  

(2 )  AL 授業は，前述したように「講義（説明）20

分，演習 70 分」として，説明の時間はできるだ

け短くし，練習（演習）の量を多くする  

 

 表 1 の「練習 1」などと書かれている数値が学

修すべきことを何回繰り返して間隔練習するかを

示している。事前学習，課題解答，相互採点，授

業演習，総合演習，中間 &期末確認試験の多種の演

習問題によって段階的に問題難易度を上げながら

5 回行うことになる。ここで，「第 7 回，第 14 回

に総合演習の回を設けることで，教える内容が少

なくならないか」という質問がある。実際に実施

してみると分かるが，学生が自ら学び，互いに教

え合える授業が成立すると，驚くほど教員負担は

軽くなり，したがって説明もかなり少なくできる

ため，短時間で効率よく内容を教えることができ

る。実感としては，教える内容は通常講義と同じ

か，むしろ多くできる。さらに，大学初年の 1 年

次科目に AL のグループ演習を導入することで，

学びのグループを形成する機会を与える効果もあ

ると考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  3 AL 授業の内容  

 次に，AL 授業の実施内容について説明する。AL

授業の流れは以下の (1 )～ (5 )になる。なお，授業の

補助を行うクラスサポータ（ CS）は必須で，現在

は 2 名で行っている。  

《授業後から次回 AL 授業までに学生が行うこと》 

(1 )  プリント課題（宿題：授業前日まで提出：ア

ナログ資料）【練習 2】  

(2 )  次回授業の事前学習（ myFIT 授業動画 &PDF 資

料：デジタル資料）  

学生は，授業後から次回授業までに「課題の解答」

と「事前学習」を行っておくことが前提となる。

なお，事前学習資料の閲覧率は，80%以上であり，

学生の意識は総じて高い。  

 

《 AL 授業》  

(3 )  学生による課題の相互採点（前回講義の復習

時間）【 10 分：練習 3】  

(4 )  教 員 に よ る 事 前 学 習 の 簡 潔 な 解 説 【 15 ～ 20

分： BYOD でデジタル資料を見ながら受講】  

(5 )  学生グループ学習（演習：プリント 2～ 4 枚）

 【 60～ 65 分：アナログ資料，練習 1】  

 ・ CS による即座のフィードバック指導  

 ・前回授業分の採点・チェックした課題返却  

 ・今回授業分の課題（宿題）配布  

 

 図 1，2 に授業開始前の様子と教室のレイアウト

を示す。前方に， CS（ 2 名）が座り，グループ学

習用授業演習プリント，課題プリント，採点チェ

ック済みの返却課題などを置く。学生は，グルー

プごとに着座し， BYOD のノート PC を見ながら

受講準備をする。  

 

(3 )  課題の相互採点の詳細  

 AL 授業では，まず提出された課題をランダムに

学生に配布し，模範解答も配布して相互採点して

もらう。これが，前回授業の復習時間と授業導入

の時間になる。図 3 に課題プリントの例を示す。

マークシートにより，教員は簡単に提出者を把握

表  1 半期（ 15 回）の授業構成  

回  内容  練習回数  

1  
授業導入  

（グループ分け）  

1 グループ  

（ 基 本 5 名 で 構 成 ） 

2 -6  AL 授業（前半）  【練習 1～ 3】  

7  総合演習（前半総復習） 【練習 4】  

8  中間確認テスト &解説  【練習 5】  

9 -13  AL 授業（後半）  【練習 1～ 3】  

14  総合演習（後半総復習） 【練習 4】  

15  期末確認テスト &解説  【練習 5】  
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できる自作のプリントである。相互採点後は，採

点された課題を回収し，授業終了後，教員が提出

者把握，解答の正解の状況（学生の理解度），採点

ミスなどをチェックする。一度，学生により採点

されているため，このチェックはかなり楽に行え

る。チェックの結果，学生の理解度が低い部分や

共通して間違っている部分は，次回の課題の相互

採点時に教員より学生にフィードバックする。な

お，筆者はマークシートの読み取りソフトウエア

として「 Area64」を使用している。  

 

(4 )  事前学習の解説の詳細  

 次に，事前学習内容の解説として，当該回での

授業内容のエッセンスのみをできるだけ短く説明

する。この説明の開始時に，必ず説明時間を学生

に伝え，集中するように促す。著者の場合では，

「事前学習していることが前提です」「説明は 15

分で終わります。集中して聞いてください」など

と声がけする。説明は 15 分（長くても 20 分）で

終わるように心がけている。経験上，この説明は

決して長くしないことが重要で，学生に事前学習

していないと内容が理解できないと感じさせる程

度が良い。図 4 は，学生が BYOD で説明資料を見

ながら，説明事項を書き留めている様子の写真で

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5 )  グループ学習の詳細  

 短時間の説明が終わり，特に質問などなければ，

AL 学修のコアであるグループ演習を行う。通常の

対面授業でグループを組むことができる場合は，

机をグループごとに向かい合わせにして教え合い

課題返却 
授業演習プリント 

図  1 BYOD 授業開始前の学生の様子  

図  2 授業の教室レイアウト  

前（ホワイトボード）

前出入口

73 61 49 37 25 13 1

84 74 62 50 38 26 14 2

85 75 63 51 39 27 15 3

86 76 64 52 40 28 16 4

87 77 65 53 41 29 17 5

88 78 66 54 42 30 18 6

89 79 67 55 43 31 19 7

90 80 68 56 44 32 20 8

91 81 69 57 45 33 21 9

92 82 70 58 46 34 22 10

93 83 71 59 47 35 23 11

72 60 48 36 24 12

後出入口

スクリーン

G4 G3
G2 G1

G8
G7 G6 G5

G11 G10 G9

CS CS授業演習・課題・返却プリント置き場

図  3 課題の学生相互採点プリント  

授業プリントはノート PC
で確認 

図  4  説 明 時 間 の BYOD に よ る 授 業 資 料 閲 覧 と

受講  
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演習問題を解く。図 5 は， 2021 年 5 月のもので，

新型コロナ禍で，あまり密になることができない

ため，机の近いもの同士で相談しながら解いてい

る様子である。解けた学生は前方にいる CS に正

誤チェックを受ける（図 6）。そこで，正解であれ

ば次の演習プリントに進むことができるが，不正

解であれば正解するまで，CS のチェックを受ける

ことになる。これが，前述の間隔練習のポイント

④「練習直後の修正フィードバックを与えること」

の実施になる。この CS のチェックは極めて有効

で，学生は何が間違っているか，自分に何が足り

ないかをこれで認識できる。加えて，教員や CS は，

その様子を見つつ，学生が理解できないことを適

時に補足説明することができる。  

 このグループ演習の時間は約 60 分と長い。この

間，教員は，基本的にはクラス全体の様子を見て

いることになる。しかし，ただ見ているだけでは

なく，心構えとしては「クラス全体を観察し，学

びの場をコントロールする」という表現がより適

切なように思う。経験上，この教員の心構えが，

AL 授業の成否を分けると言ってもよい。「形式的

にグループを組み，演習させ，自分たちでやりな

さい」というものでは，AL 授業はうまくいかない

のではないかと感じる。特に，授業を何回か行い

学生が授業に慣れてくると，どうしても緩みがち

になる。したがって，筆者は，授業中に，机間巡

回を必ず行い（図 7），学生と話すことや理解度を

確認することを行う。これは，  

①  先生と学生との距離感が近くなること  

②  学生に「先生が見に来る」という緊張感を与

えること  

ができ，必ず授業中に行うことを心がけている。  

 以上の内容で，授業を行うため，表 1 で示した

ように，通常の授業（第 2 回から第 6 回，第 9 回

から第 13 回）では 3 回の間隔練習をすることに

なる。さらに前期，後期のそれぞれの総合演習（第

7 回，第 14 回）で 4 回目の間隔練習，前期，後期

の確認テスト（第 8 回，第 15 回）で 5 回目の間隔

練習を行う。練習回が増すごとに，すこしずつ問

題のレベルを上げているため，以上の間隔練習で，

前述のポイント①～③，⑤の項目を実施している

ことになる。  

  

グループ演習： 

相互に教え合う 

（コロナ禍中で，密を避けるため，机は迎え合わ

せにせず，軽く相談できる状態）  

図  5 グループ演習中の相互相談  

CS に演習のチェックを受ける学生  

図  6 グループ演習中の CS チェック  

図  7 グループ演習時の机間巡回  
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4 . 成績評価と学生アンケート結果  

 図 8 に 3 年次選択科目機械システム論 2021 年

度の成績評価の詳細（一部抜粋）を示す。情報シ

ステム工学科で，学科教育 PDCA 委員会を組織し，

総合成績評価シート（ JABEE にて認定された形式）

で成績評価の詳細を記録することが義務づけられ

ている。この科目では，2 回の定期試験と 10 回の

課題によって評価し，ピンクのセルは未受験もし

くは課題未提出である。右側の課題の欄は，課題

チェック後にすぐに入力し，学生の課題の平均点

や提出状況を把握する。課題の理解度や提出状況

が悪い場合は，授業で学生に対してフィードバッ

クする。  

 図 9 に 2021 年度前期末に行った学生アンケー

トの学生記述欄をデッドコピーしたものを示す。

当方が意図した「間隔練習に対する効果」が学生

のコメント「資料が事前に配布されていたので，

授業前に確認することができたことで，万全な状

態で授業に挑むことができた。例題を確認した後

の演習問題が少し難しいことがあったが，段階的

なレベルで演習を行うことで，より達成感を味わ

うことができ，意欲的に演習問題を解くことがで

きると思った」などから，目的としていることが

 

図  8 成績評価シート  

図  9 授業アンケートの学生コメント  

 
図  12  BYOD 導入後の AL 授業の期末確認  

テスト  

図  11  BYOD 導入前の AL 授業の期末確認

テスト  

図  10  AL 導 入 前 の 通 常 講 義 に よ る 授 業 の

期末確認テスト  



－ 39 － 

ある程度はうまく実施できていると考えられる。  

 

5 . 教育効果の例  

 次に， AL 授業の効果の一例を示す。図 10 は本

AL 授業を導入する前の通常講義（講義 60 分，演

習 30 分）の学期末確認試験の度数分布表である。

図 10 に示すように，通常の講義授業では，いわゆ

る二こぶラクダと言われる分布で，理解できる学

生グループと理解できない学生グループに分かれ

てしまう。図 11 は， AL 講義（ BYOD 導入前）の

学期末確認試験の度数分布表である。二こぶラク

ダ分布から正規分布に近くなり，学生の理解度が

向上したことが分かる。さらに，図 12 は AL 講義

（ BYOD 導入後）の学期末確認試験の度数分布表

である。コロナ禍で中間確認テストは対面で実施

できたが，期末確認テストはオンラインの試験と

なった。そのため，期末確認テストの問題レベル

を遠隔で実施できるようしたためか，得点が高い

方へシフトしているが，分布自体は，正規分布に

近く BYOD 導入前のものと変わらない。したがっ

て，BYOD 導入した 2021 年 3 年次選択科目機械シ

ステム論の AL 授業は有効に機能していると考え

られる。  

 

6 . 結言  

 本報では，授業実践例として，遠隔授業実施可

能なデジタル教材とプリントなどのアナログ資料

の両方で行う「 BYOD ブレンデッド型授業」につ

いて述べた。ポイントとして以下の 2 点を考え授

業計画および内容を独自に工夫した。  

   学生が自ら学ぶことで教育効果を上げ，かつ

教員負担も減らす。  

   繰り返しの「想起練習」（本報では，これを「間

隔練習」と呼ぶ），を授業に導入する。  

この要点を，表 2 にまとめる。  

 最後に，多くの授業で気軽に BYOD を授業に取

り入れて頂き，学生が授業でノート PC を利用す

る機会を大幅に増やすきっかけとして，また，よ

り学修効果の高い AL 授業実施に，本報がお役に

立てば幸いである。  
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情報工学部 4 学科の「FIT ポケットラボ」の総括 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

福 本   誠（情報工学科） 

松 尾 慶 太（情報通信工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 

田 嶋 拓 也（システムマネジメント学科） 

前 田   洋（情報通信工学科） 
 

Key words: Motivation Driven Learning, Science and technology, Independent study, Creativity education 

 

1 . はじめに  

 意欲ある学生をエンカレッジしたいという教員

の思いから，低学年時からユニークな学術活動に

専念でき，自主的に知的探究心を追及できるよう

な環境を整えられ，「 FIT ポケットラボ」は 2012 年

に設立された。この活動は大学の本義に沿った有

効なものだと考えられ 1 - 3 )， 2016 年度には情報工

学部の学科横断で実施することになり，各学科の

特色が交流し，先端的教育に発展したことを報告

してきた 4 - 8 )。  

 FIT ポケットラボの活動目標である，文部科学

省主催のサイエンス・インカレでは， 9 年連続で

ファイナリストに選出され，2013 年度から 6 年連

続で入賞しており， 2015 年度には実質 2 位 2017

年度には実質 3 位の受賞となった 9 - 1 4 )。成果発表

はサイエンス・インカレのみに留まらず，他の大

会にも参加し受賞もしている。この活動により，

学内でも i -Tech  LAB の中核プロジェクトの 1 つに

育った。  

 文部科学省主催のサイエンス・インカレは，自

主 研 究 を 行 う 学 部 生 の 大 き な 目 標 で あ っ た が ，

2021 年度以降の開催は未定とのことだった。これ

に伴い，新しい目標ができるまで， FIT ポケット

ラボの活動を一旦休止することとなった。本報で

は，2021 年度の活動内容を報告するとともに，総

括を行った。  

2 . 2021 年度 FIT ポケットラボの活動  

 2021 年度のサイエンス・インカレが開催されな

いことを 10 月に受け，COVID-19 の感染拡大もあ

り，本格的な活動は行わなかった。それでも指導

教員の身の回りで，目標を持って自主的に活動し

ているプロジェクトがあれば，指導を行った。  

指導教員の構成は各学科の協力の下，  

 ・前田  洋  教授（情報工学部長）  

 ・福本  誠  教授（情報工学科）  

 ・松尾慶太  教授（情報通信工学科）  

 ・下戸健  准教授（情報システム工学科）  

 ・丸山勲  准教授（情報システム工学科）  

 ・田嶋拓也  教授（システムマネジメント学科） 

だった。  

 活動を行ったプロジェクトは，研究成果を日本

産業技術教育学会第 16 回技術教育創造の世界（大

学生版）発明・工夫コンテストに応募し，「奨励賞」

を受賞した 1 5 )（図 1）。  

 FIT ポケットラボは設立から 10 年を迎え，サイ

エンス・インカレには第 2 回大会から応募し，9 年

年連続でファイナリストに選出された。落選した

プロジェクトもあったが，学生が自主的に行った

研究は，その研究にとっても学生にとっても重要

なものだった。年度毎にプロジェクトはまとめて

いるが，10 年間の全プロジェクトを冊子にまとめ

た（図 2）。  
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3 . 総括  

 「はじめに」で述べたように，文部科学省主催

サイエンス・インカレの休止に伴い， FIT ポケッ

トラボは一旦休止となった。2022 年に入り，開催

方針を変更する形でオンラインでの文部科学省主

催「サイエンス・カンファレンス」がアナウンス

されたものの，前期から学生が自主研究を推進す

る FIT ポケットラボの枠組みでは対応不可能であ

った。サイエンス・インカレは専門家による論文

審査，評価と表彰，そして学生間の研究交流があ

る大規模イベントであり，学生がファイナリスト

として選出されれば文部科学省主催イベントに招

待されるという点も学生の魅力だったと考えられ

る。この魅力は FIT ポケットラボのプロジェクト

メンバーの勧誘でも役立ち，学生にとっての「自

分でも何か研究したい」というささいな動機を実

際に論文に仕上げるという成果につなげる事が出

来た。学生たちの研究動機を論文につなげられる

様な魅力あるイベントが今後あれば， FIT ポケッ

トラボも再開できるかもしれない。  

 この FIT ポケットラボの経験者は，社会人とし

て活躍したり，大学院に進学したりしている。 10

年間の FIT ポケットラボの総括として 10 名の学

生からコメントを求め「 FIT ポケットラボ経験者

としての今」として付録にまとめた。そこには FIT

ポケットラボで培った力や，それが今に役立って

いる事などが記述されている。「研究したい」とい

う気持ちの芽生えを FIT ポケットラボが上手く育

むことが出来たかの評価資料としていただきたい。 

 指導教員の視点からも，サイエンス・インカレ

を目指す FIT ポケットラボの取り組みは魅力的な

活動であった。特に，低い年次から参加できる研

究活動ということで，意欲のある学生達には非常

に良い機会であった。大学 1，2 年生の頃から自分

で研究テーマを設定する取り組みは中々ないので

はなかろうか。また，学部横断型の取り組みとい

う観点では，普段は接点のない異なる学科の学生

同士が関わることで，互いの考え方や志向性の違

いなどを知ることができ，良い経験になったであ

ろう。さらに，サイエンス・インカレに参加して

外部の教員や学生，企業の方々と触れ合うことは，

滅多にない機会である。カリキュラム外の取り組

みのため，一般的な学業を修めながらの活動は大

変なことだが，これらの取り組みを経験したのと

しないのとでは大きな差がつくはずである。もち

ろん，うまくいくことばかりではなかった。教員

が 1 から 10 まで指導するわけでは無いため，学

生自身が先行研究や実験方法の調査，実験実施，

データ解析，論文執筆まであらゆる研究の段階に

能動的に取り組み，問題が発生したら自分自身で

解決する必要がある。大変な作業であるため，途

中でドロップアウトしてしまうことや，意気込ん

で取り組んだものの，サイエンス・インカレに落

選してしまうこともあった。そんな中，何年か続

図  1  第 16 回技術教育創造の世界（大学生版）  

発明・工夫コンテストで「奨励賞」を受賞  

図  2  年度毎の冊子と 10 年間の全プロジェクト

の冊子  
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けて落選したところから，仲間の励ましを受け，

最後の年にインカレに参加できた学生もいた。こ

のような姿から，指導教員としても学ばせてもら

うことが多かったように思う。失敗や挫折から学

び，再び立ち上がり，目標を達成した経験は，学

生たちの今後の人生で貴重な財産になると確信し

ている。  

 

4 . おわりに  

 文部科学省サイエンス・インカレに変わる新し

い目標ができるまで， FIT ポケットラボは一旦休

止となる。「問題解決力に優れた技術者を育てる」

ひとつのプラットフォームとしての PBL 型教育の

推進を視野に入れ，今後，新規の外部コンテスト

等の開催状況も継続調査し，再開の可能性を探っ

ていきたいと考える。  
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体験実習を通して創造性を育む 

（第 2 回サイエンスインカレファイナリスト） 
 

原 未希子 

 

現在: 佐賀県立中原特別支援学校 教諭 

 

 

1 . 2022 年現在  

今年の 4 月より，佐賀県立中原特別支援学校に

て教諭として勤務しています。中原特別支援学校

では，教科（情報）指導だけではなく，生徒ひと

りひとりの実態に応じた指導・支援を行っていま

す。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 第 2 回と第 3 回では，ファイナリストとしてポ

スター発表に参加しました。第 4 回・ 5 回では，

学生アドバイザーとして，参加メンバーの研究の

支援や論文添削，発表指導を行いました。  

 第 2 回では，体験実習を通して創造性を育むと

題してポスター発表を行いました。教職課程を受

講していたこともあり，教育に関するテーマで研

究を行いました。体験実習に使用する教材の開発

行い，当時の大学 1 年生に実際に体験実習を行い，

アンケート調査などを行いました。教育的な背景

については，教職課程で学んでいたことを生かす

ことができたが，実習を行う教材の開発では，講

義で学んでいない言語を利用していたこともあり，

書籍を活用しながら試行錯誤しながらでした。ま

た，創造性に対して明確な評価方法がなかったた

め，福岡教育大学の先生方からアドバイスを頂き

ました。  

 第 3 回では，前方 2 重跳びにおけるモーション

キャプチャを用いた動作解析と題してポスター発

表を行いました。4 年生で卒業研究もあったため，

実験の補助や，実験結果の評価方法の検討，論文

の添削などサポートに回りました。  

 大学院進学に伴い参加資格がなくなったため，

第 4 回・ 5 回については，学生アドバイザーとし

て実験の補助，論文の添削指導，発表の指導など

FIT Pocke t  LAB.全体のサポートを行いました。特

に，論文の執筆では，研究室での学会発表や論文

執筆，過去のインカレの経験など活用しながら，

多くの時間を費やして指導を行いました。さらに，

当時学内で公募されていたチャレンジ奨学金制度

に応募したり，オープンキャンパスの発表スペー

ス，学外イベントの責任者を担うなど，広報的な

活動も行いました。  

 

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 FIT Pocke t  LAB に参加する前は，やってみたい

と思う気持ちや興味を持つことはあっても，実際

に行動に移すことはほとんどできませんでした。

サイエンスインカレに向かって 1 年間活動してい

くなかで，大変でもやらなければならない場面も

多くありましたが，今できていることは何か，次

にしたいこと何か，を考えて行動に移すという力

は社会に出ても役立っています。  

一方，研究は 1 人ではなくチームで行っている

ので，うまくいかないことも多くありました。チ

ームのメンバーに対して不平不満を言うのではな

く，よりよくするにはどうすべきなのかを考える

ようになりました。改善点に目を向け考えるとい

う点は，院生の頃から役に立っています。  

また，スケジュール管理もインカレへの参加を

通して身に付いた力です。できている人も多いか

と思いますが，基本的な部分なので役に立ってい

ます。  

さらに，学内・学外のイベントへの参加などを

通じて準備の大切さを体感しました。教員して働

く上では授業でも授業以外でも予想外のことが起

こります。本番を想定して準備する力も役に立っ

ていますし，日々重要性を痛感しています。  

 最後に，学生アドバイザーとして，その人がで

きる段階を見極める力は，多少なりとも培うこと

ができたと思っています。この力は，特別支援学

校で教員として働く上で，とても重要で大事な力

だと感じています。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

 私自身，大学入学時点では，明確な目標はあり

ませんでしたし，大学院進学も考えていませんで

した。しかし，インカレの活動に始まり，学内・

学外のイベントへの参加・出展，学会発表などを

通し，視野が広がり選択肢が変わりました。サー

クル，アルバイトもいいですが，学術的な活動が

できるのは学部生が最後の人が大半だと思います。

まずは，日々の講義を，そして配属先の研究室の

活動をがむしゃらにやってみるのもいいのでは？  



－ 44 － 

拡張現実感を用いた膝関節外科支援システムに関する研究 

（第 2 回サイエンスインカレファイナリスト） 
 

日高 希望 

 

現在: ＮＥＣネッツエスアイ株式会社 

 

 

1 . 2022 年現在  

卒業後，技術職（ SE）として現在の会社に入社

し，社内 SE として業務に従事していました。社

内の業務改善の一環として，システムの開発や運

用を行っていましたが，その後販売推進部門に異

動しました。お客様への自社サービスの提案や，

展示会・リーフレット作成などを通し，自社サー

ビスの認知度向上を担う業務を行っていました。

そのような経験を経て，現在はコーポレート・コ

ミュニケーションの観点で， CS（お客様満足度）

向上に関する業務を担当しています。技術職では

なくなりましたが，Sa les fo rce という CRM システ

ムを利用してデータ活用を行っているため，技術

職としてのスキルを活かして業務を行っています。

また，データ活用という観点から Python も勉強し

ており，職種に関係なく様々な業務にチャレンジ

していきたいと思っています。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 情報工学領域の技術を用いて，医療の現場改善

を図るための研究を行いました。負傷した箇所と

異なる部分に痛みが生じることがあり，診断が難

しいとされる整形外科診療において，初期診断の

正確性向上のためにはどのような手法があるのか

を検討しました。まずは，診療が医師のスキルや

経験に依存してしまい，対応した医師により診断

結果が異なってしまう，という課題に対して着目

しました。患者の体内にあるはずの骨の動きを，

医師がリアルタイムに，自分の目で確認すること

ができれば，異常にいち早く気付けるのではない

か，という観点から，AR（拡張現実感）という技

術を用いました。試作品を近隣大学の医学部に持

ち込み，研究者の方のご意見を参考にしながら，

AR を表示させるプログラムに反映しました。  

サイエンスインカレのポスター発表の部門に応

募したため，ポスター作成により研究成果をまと

めました。学術的なポスターの作成を行ったこと

が無かったため，先生にご指導いただきながら，

少しずつブラッシュアップしていきました。その

結果，納得のいくポスターを作り上げることがで

き，自信をもってサイエンスインカレでの発表に

臨むことができました。実際に，ポスターに記載

のある内容をベースとして，聴講者の方と適切な

ディスカッションを行うことができました。  

 

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 大学のサポートを受けられる環境で，自主的に

研究を行えたことにより，自分のコンセプチュア

ルスキルが大きく向上したと強く感じています。

ビジネスの面ではもちろん，何事においても持ち

得ておくべきスキルであるため，学生の間に培え

たことはよかったと思っています。  

 また，研究をチームで行ったため，自身のタス

ク管理はもちろん，チームとしてのタスクを管理

する必要がありました。どのような手段で管理す

るか，試行錯誤しながら進めた結果，タスク管理

能力や，目標達成までのプロセスを着実にこなす

力が飛躍的に向上しました。現在育児をしながら

仕事をしていますが，その 2 つを両立させるうえ

で，タスク管理スキルは非常に大切なものである

ため，学生時代にベースとなる力を培えていたこ

とは大きかったと感じています。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

学生の間は，大学の先生，友達，先輩・後輩，

趣味の仲間，バイト先の同僚など，様々な立場の

方と触れ合う機会が多いと思います。多種多様な

考えに触れることが多く，それぞれの意見が異な

っており，自分にとっては何が正解なのか，迷う

こともあるかもしれません。そんな場合には，「論

理的に正しい手段で取得された，客観的なデータ」

を信じることをおすすめします。大学の先生もい

ろいろと指導されるかもしれませんが，その方の

「発言の根拠は何か」をよく考えるようにしまし

ょう。個人の感覚や，自分の経験則で物事を語る

方のご意見に対しては，冷静に分析して正否を判

断するようにしましょう。  

 学ぶことを全面的にサポートしてくれる環境が

ある，というのはとても素敵なことなので，社会

人になる前にそこに気づくことができれば，同年

代の中では一歩リードです。うまく活用して，自

分の目標や理想を達成するために頑張ってくださ

い。  
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廃棄 PC を用いた分散コンピューティング(MapReduce)環境の構築 

～やるからには早くする!!5 倍返しだ!!～ 

（第 3 回サイエンスインカレファイナリスト（DERUKUI 賞受賞）） 
 

藤原 正幸 

 

現在: 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学系 

 

 

1 . 2022 年現在  

 私は現在，北陸先端科学技術大学院大学知識科

学系の博士後期課程に所属しています。「知識科学

とは何ですか？」と毎回聞かれるのですが，知識

創造の観点から，自然科学，社会科学や人文科学

などの各分野を融合し，人間のひとつの本質であ

る「知識の創造・蓄積・活用・共有のメカニズム

を探求する」文理融合の学際的学問分野になりま

す。私が所属する橋本研究室では，複雑系と進化

の観点から，言語・コミュニケーション・社会制

度を対象に各メンバーが研究を進めています。こ

のうち，私自身はコミュニケーションを対象にし

た，「記号や身体動作を用いたコミュニケーション

の神経基盤」について，脳波の神経同期解析やモ

デル化などのアプローチから研究を続けています。 

 
2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 自主研究としては表題の通りなのですが，当時，

Google や Apache の開発者らが，既に大規模化し

つつあったデータを効率的に分散処理させるため

の仕組みを提案していました。一方，大学構内で

古くなってしまった多くの PC が廃棄される様を

私たちは見て，もったいないと感じている現状が

ありました。そこで，これらの廃棄 PC を用いる

ことで，分散コンピューティング環境を構築し，

高速化できないか，と考えたのです。今となって

は，Hadoop をただ単に用いて処理速度を比較・検

討したのみで，電力効率の観点はおろか新しい手

法の提案にもなっていなかったと思うのですが，

思いがけずコンソーシアム奨励賞を頂き，嬉しく

感じたことを覚えています。  

 当時はものづくりセンターのロボコンプロジェ

クトにて，NHK 大学（学生）ロボコンの出場準備

などを行っており，実際には研究というものを行

ったことがない状態でした。そのような状態から，

研究の進め方，論文の書き方や統計的処理の方法

などについて，毎日夕方頃より，同期や先輩方，

そして先生方と議論しアドバイスを貰いながら，

地道な努力を行うことで，自身の興味あるテーマ

を進めていく経験を初めて出来たのは僥倖であっ

たと思っています。  

 

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 ポケラボは研究室の垣根を超えた自主研究の場

であり，多様な考えをもつ仲間と切磋琢磨するこ

とで，①柔軟に思考する能力，②粘り強く努力す

る能力を培うことができたと思います。現在私の

周囲には，異なる研究分野に属する多様な研究テ

ーマを進める仲間がいます。また学会や研究会な

どに参加すると自分の知らないことが多く見えて

きます。そのような多様性ある考え方や研究の場

に対し，ポケラボで培った能力が役立っています。 

 

4 . 在学生へのメッセージ  

 卒業した福岡工業大学を外から見ていて思うの

は，色々なきっかけが落ちていたり，頑張ろうと

する学生を応援する仕組みやサポートがある，か

なり恵まれた環境であったということです。その

環境に胡座をかくこと無く，ぜひ活用することで

自身の可能性を広げて頂きたいと思います。その

ためには，些細なきっかけに気づくことに加え，

初めに少しの勇気が必要だと思います。思い切っ

て新しいことに挑戦しても，努力が報われないこ

とはもちろんあります。しかし，それは未来の自

分を助けてくれる経験となって，いずれの日にか

還ってくるのだと思います。皆さんの挑戦を応援

してくれる場所を活かし，ぜひ頑張ってください。 
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コミュニケーションロボット MIYABO の挑戦 

（第 3 回および第 4 回サイエンスインカレファイナリスト） 
 

宮本 知佳 

 

現在: 富士通株式会社 

 

 

1 . 2022 年現在  

入社してから現在にかけてディープラーニング

による物体検出できる AI モデルの開発に携わっ

ています。機械学習自体はブラックボックスです

が，学習・分析を繰り返しモデル自体の傾向を見

つけ出すことで，目的のモデルを作成することが

できます。所属しているチームでは有識者がモデ

ルの傾向から戦略を立てています。私はその視点

を学びつつ，作業者として学習の前準備から，学

習・推論・評価の実施や結果分析など，一連の作

業を行っています。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

FIT Pocke t  LAB.で大学 1 年〜 3 年の間はメンバ

ーとして自主研究をしており，大学 4 年からはサ

ポーターとして自主研究をしているメンバーのフ

ォローに回りました。大学 1 年生の時，はじめは

2 足歩行ロボットが作りたいと思っていました。

しかし，福工大や他大学の図書館を巡り論文調査

をしていく中で， 2 足歩行ロボットを製作するこ

との難しさを知りました。論文調査の中で，動物

型のロボットがセラピーロボットとして使われて

いることや，研究室でソニー製の AIBO を貸して

いただけることをきっかけに「人とロボットがコ

ミュニケーションをとることができるかどうか」

をテーマに研究を始めました。 AI BO には専用の

ソフトウェアが存在し，自由にモーションを作る

ことができます。さらに，音声入力も可能であっ

たため，挨拶や自己紹介などの音声を入力し，声

に合わせて手を振る動作などを組み込みました。

音声や動作に加えて会話用フローチャートを作り，

人とロボットが擬似的に会話できるようにしまし

た。以上のようなシステムを用いて，ロボットと

会話した時に抱く印象を調査するために，大学の

最寄駅である JR 福工大前駅で２日間駅長イベン

トを開催しました。イベントでは駅利用者の方々

に AIBO と会話していただき，どのように感じた

のかアンケートを取りました。大学 3 年生の時は

「古い MRI のデータから 3D モデリングをする」

という研究を行っていました。父のような心臓外

科医の手助けになるものを作りたいと考えたこと

が研究を始めた理由です。MRI のデータについて

は九州産業大学で MRI をお借りして私の心臓を

撮影したものを使用しました。モデリングを作成

するために画像と画像の間で損失しているデータ

を補完するように試みましたが，こちらは残念な

がら，ファイナリストに採択されませんでした。  

 

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

業務でも FIT Pocke t  LAB.で学んだことが生か

されています。そのうちの 1 つとして，研究への

考え方です。 FIT Pocke t  LAB.では研究テーマに対

して「仮説」を立て，仮説を証明するために「実

験」し，実験内容を踏まえて「考察」することを

考え実行していました。この考え方は現在の仕事

でも役に立っています。私の業務は目的に応じて

最適な AI モデルを作ることです。例えば，性能

を向上させたいモデルが存在する場合，学習デー

タ を 増 や す こ と で 性 能 が 上 が る 可 能 性 が あ り ま

す。実際に学習データを増やして性能は上がるの

かそれとも下がるのか検証し，どうして性能が変

化したのか評価する必要があります。評価の結果

を確認することができれば，再度仮説や戦略を立

て実行します。FIT Pocke t  LAB.で培った考え方は，

決して研究だけでなく，業務でも日常でも役に立

つ考え方だと考えています。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

 大学生のうちに挑戦できることはできる限り挑

戦することをお勧めします。大学は想像する以上

に多くのことをサポートしてくれます。私は修士

課程のプログラムで，シリコンバレーで他大学の

方達に混ざり 1 ヶ月間インターンを経験すること

ができました。これは，大学の環境が整っていた

ことと，研究室で積んだ実績のおかげです。社会

人と違い，大学生にしかできないことは多くあり

ます。ぜひ大学のうちにしかできないことに挑戦

していただきたいです。チャレンジすることが難

しいのであれば口に出すだけでもチャンスを掴む

きっかけを得ることができます。そして，大学を

卒業すると常に挑戦する姿勢が求められます。ぜ

ひ 今 の う ち か ら い ろ ん な こ と に 挑 戦 し て く だ さ

い。  
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「リアルタイム講義改善システム」の開発  

～いつ講義に参加するの!?今でしょ!?～ 

（第 4 回サイエンスインカレファイナリスト グッドパフォーマンス賞） 
 

髙木 翔平 

 

現在: Ｓｋｙ株式会社 

 

 

1 . 2022 年現在  

私は現在，システムエンジニアとしてカーナビ

ゲーションの音声認識機能の開発に携わっていま

す。実際の業務内容としては，チームのリーダー

としてお客様との見積交渉，作業スケジュールの

策定，調整および成果物納品に向けた各工程作業

等にあたっています。また， 4 月からは知見の不

足している分野で新規プロジェクトの立ち上げも

担当しています。わからないことだらけで先を考

えると思いやられるような現状ですが，何年か後

には笑い話として振り返ることができるようにな

ればいいなと思いつつなんとかやっています。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 FIT Pocke t  LAB.では，掲題の通り講義を改善す

る た め の シ ス テ ム 検 討 /開 発 を 研 究 と い う 形 で 実

施させて頂きました。研究テーマの始まりは，日

頃受講している講義に対して，発言しづらいよう

な雰囲気を感じたことがあり，同様の悩みを感じ

ている人が他にもいるのではないかと考えたこと

でした。当初は漠然とした考えしかなく，とても

研究という形に落とし込めるようなものではあり

ませんでした。しかし，チームメンバーと議論を

重ね，常に方向性を見直しつつ進められたことと，

誤った方向に進まないよう先生方各位が都度導い

てくださったことで最終的に形にすることができ

ました。  

 FIT Pocke t  LAB.での活動は，私の大学生活を大

きく変えました。それまでは比較的，講義を受け

る以外は自由気ままに過ごしていたのですが，FIT 

Pocke t  LAB.で活動し始めてからは研究のため，毎

日時間の限りを FIT Pocke t  LAB.用の研究室で費

や し て い た の を 覚 え て い ま す 。 幸 い ， 私 が FIT 

Pocke t  LAB.に参加したのは大学 3 年生の頃だった

ので，講義との両立による負担はそれほど大きく

はありませんでしたが， 1 年生の頃に同じことを

やっていたら大変だっただろうなと思います。  

 

 

 

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 FIT Pocke t  LAB.で培った力で，一番大きく役立

っているものはプレゼンテーションの能力です。

当時，先生方から発表に関して手厚くご指導頂け

たおかげで磨くことのできたプレゼンテーション

のスキルは，社内外問わず様々な場面で役に立っ

ていると日々感じており，今後も自身の強力な武

器になると思っています。他にも，FIT Pocke t  LAB.

での活動を通じて，何をどう進めればいいのかも

すらわからないゼロの状態から，研究という 1 つ

の形にまで成し得られたのは，自信として今の私

の軸になっていると感じます。今後，生きていく

上で厳しい場面も都度出てくると思いますが，そ

うした 1 つ 1 つの経験に基づく自信が自分の軸と

なって，そういった場面で活きてくると考えてい

ます。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

 私は正直，やりたいことを好きなようにやって

過ごした 6 年間だったので，改めてやりなおした

いと思うことはそれほど思い浮かびません。それ

でも，時間のあるうちに英語の勉強や資格の勉強，

プログラムの勉強等，もっと真面目にやっておけ

ばよかったなとたまに思います。言っておいて我

ながら笑ってしまいますが，「〇〇しておけばよか

った」って，よく聞くような月並みな話ですよね。

多分ですが，どんな風に大学生活を過ごしたとし

ても，皆同じようなことを思うんじゃないかなと

個人的には思っています。ですので，きっと皆さ

んも卒業後，「〇〇しておけばよかった」ってつい

つい考えることはあるんじゃないかなと思います。

でも，そんなときに，「〇〇できなかったからもう

一度大学生活をやりなおしたい」と思ったりせず，

「〇〇はできなかったけど△△ができた良い時間

だった」と思えるような，悔いのない実りある大

学生活を送って頂けると幸いです。  
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拡張現実感を用いた味覚操作システムの開発 
～ただ，ラーメンが食べたかった～ 

（第 4, 5, 6 回サイエンスインカレファイナリスト，国立研究開発法人 

科学技術振興機構理事長賞，サイエンス・インカレ審査員奨励賞など） 

中野 萌士 

現在: 奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 清川研究室 博士後期課程 

 

1 . 2022 年現在  

現在，私は日本学術振興会の特別研究員（ DC1）

を し な が ら 奈 良 先 端 大 の 博 士 後 期 課 程 で Vir tua l  

Rea l i ty（ VR）に関する研究に取り組んでいます。

主な研究テーマは視覚置換による味覚操作です。

食事の外見を異なる食事に置換することで，ユー

ザが感じる食事の味や種類を変化させる研究です。 

VR 環境における食体験を構築するソフトウェ

ア開発（ 2019 年度 IPA 未踏）も行っています。自

分が今 VR 環境の中に存在しているという感覚を

保ちつつ，現実環境の食事表現手法を調査する研

究です。取り組んだ結果，優れた I T 人材に贈られ

る未踏スーパークリエータの称号を頂きました。  

一番最近の研究では，下方向の視野角を増加さ

せた Head-Mounted  Di sp l ay を開発し，バーチャル

アバタに与える影響を調査する研究を行っていま

す。従来研究では横方向の視野角増加が重要視さ

れていましたが，下方向の視野角の重要性を示す

こ と が で き ま し た 。 研 究 論 文 は 高 く 評 価 さ れ

Augmented  Rea l i t y（ AR）分野のトップカンファレ

ンスである IEEE ISMAR 2021 で賞を頂きました。

（ Bes t  S tuden t -Led  Journa l  Pape r,  図  1）  

 
図  1  イ タ リ ア で ピ ザ や パ ス タ が 食 べ た か っ た 中 野  

（ I S M A R 2 0 2 1 は オ ン ラ イ ン 開 催 に な っ た た め ）  

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 高校でロボットを制作していた経験があったの

で FIT Pocke t  LAB.では最初に 3 輪ロボットを用い

たプログラミング教材の開発を行いました。  

次年度からは AR を用いてそうめんの外見をラ

ーメンに置換し，ラーメンの味を感じさせる研究

を行いました。研究は第 5 回サイエンス・インカ

レで高く評価され 2 つの賞（うち 1 つは中野のた

めに会場で新設された賞）を頂きました。自分の

研究が評価された経験が博士後期課程まで進学す

る大きな理由の 1 つになりました。加えて，アメ

リカでの海外研修や研究会の福岡支部立ち上げに

も挑戦させて頂きました。  

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 今一番役に立っていると感じる力は「伝える力」

です。サイエンス・インカレでは分野外の学生が

多く，話し相手に適した粒度で情報を伝えること

で養うことができました。特に学会発表や申請書

の作成で自分の考えを伝える時に役立っています。 

また，「一歩踏み出す力」も非常に役立っていま

す。 FIT Pocke t  LAB.では厚い支援のもと様々な目

標に挑戦させて頂きました。卒業後も国際会議や

DC1， IPA 未踏などに挑戦し，成功することがで

きました。自分が成功すると思えないほど非常に

高い目標でも挑戦することができたのは一歩踏み

出す力のおかげだと思います。  

最後に「研究発想力」です。 FIT Pocke t  LAB.で

は自身で行ったテーマに加えて多数の後輩たちの

研究テーマを指導する機会を頂きました。自身の

やりたいことを研究テーマに昇華する手伝いを行

う中で養うことができました。現在は日々の研究

活動や研究室の後輩指導に役に立っています。   

4 . 在学生へのメッセージ  

 在学中に研究や開発など何かに挑戦してみるこ

とをオススメします。新しい遊びやアルバイトで

も構いません。現在の自分には早すぎると思って

も案外なんとかなったりします。もし成功すれば

儲けものです。失敗しても数年後には話のネタと

して有効活用できます。私は福工大在学中に沢山

挑戦し失敗することで刺激的な学校生活を送るこ

とができました。今回のメッセージが皆さんの最

初の一歩を踏み出すきっかけになれば幸いです。  
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コンストラクショニズムの学習理論を実践できる教育教材の開発

～遠隔操作ロボットの開発と高大連携授業実践～ 

（第 6 回サイエンスインカレファイナリスト） 
 

宇都宮 未帆 

 

現在: 熊本県公立中学校 教諭 

 

1 . 2022 年現在  

現在私は，熊本県の公立中学校で数学科の教師

をしています。初任者として 3 年間持ち上がりで

担任をさせていただき，今年の 3 月に卒業生を送

り出しました。生徒たちとの関わりや授業づくり

が上手くいかず，悩むことも多くあります。です

が，先輩の先生方からたくさんのアドバイスをい

ただいたり，生徒たちと試行錯誤したりしながら，

教師として経験を積み重ねているところです。卒

業式の際には， 3 年間を共に過ごしてきた生徒た

ちから嬉しい言葉をかけてもらい，思わず涙が溢

れてきました。忙しい毎日ですが，生徒と共に成

長できることが，教師という仕事の最大の魅力だ

と感じています。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 FIT Pocke t  LAB.では「コンストラクショニズム

の学習理論を実践できる教育教材の開発」という

テーマのもと研究を行いました。私は大学在学中

から教師を志望しており，教育工学について学び

たいと考えていました。大学 2 年生の後期に「高

大連携授業」についての話を聴き，興味を持った

ことが FIT Pocke t  L AB.に参加したきっかけで す。 

大学 3 年生の頃，附属城東高校工業科（当時）

の「課題研究」という科目で， 1 年間授業を行い

ました。その際，ものづくりに特化した「コンス

トラクショニズムの学習理論」を実践できる教育

教材として遠隔操作ロボットの開発を行い，問題

解決型学習で授業実践することで得られる教育効

果について研究を行いました。研究を進めていく

中で，附属城東高校の先生との話し合いだけでな

く，福岡教育大学の先生との意見交流や日本産業

技術学会の講演を拝聴し，多くの知見を得ること

ができました。  

 

3 . FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 FIT Pocke t  LAB.で培った力について，学術的な

知識はもちろんですが，一番役に立っていると思

う力は「人に相談する力」です。 FIT Pocke t  LAB.

で活動を始めた頃の私は，お世辞にも優秀とは言

えない学生でした。最初はわからないことばかり

で， 1 人であたふたしてしまうことが多かったで

す。そんなとき，先生方や先輩方，仲間が何度も

相談に乗ってくださいました。上手くいかないこ

とがあっても，繰り返し実験を行い，納得がいく

結果が出るまで一緒に取り組んでくれる存在がい

たことに何度も救われました。教師として働く今

も，生徒たちには「困ったときは誰かに助けを求

めてもいい。そして，次は自分が誰かを助けられ

ればいい。」と話をしています。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

自分の興味がある学問を本気で学べる時間を確

保できるのは，大学生の 4 年間が一番多いと思い

ます。そして，FIT Pocke t  LAB.にはその学びを応

援してもらえる環境がしっかりと整備されていま

す。また，学生がやりたいと思った研究を全面的

にサポートしてくださる素敵な先生方がたくさん

いらっしゃいます。この環境にいられることに感

謝し，大いに学んでください。  

 在学生の皆さん，自主研究を行うことはとても

大変で難しいことです。人が遊んでいる時間に，

自分だけ研究に打ち込まなければならないかもし

れません。それでも，FIT Pocke t  LAB.で得ること

ができる知識，技術，何より仲間は何ものにも代

え 難 い も の だ と 思 っ て い ま す 。 F I T  P o c k e t  L A B .

は頑張る学生たちへの応援団です。今しかできな

い研究に思う存分取り組み，素敵な仲間たちと共

に充実した大学生活を送ってください。  
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高齢歩行者の交通安全を目指した VR シミュレータの開発 

（第 7 回サイエンスインカレファイナリスト） 
 

植田 ちひろ 

 

現在: 富士通エフサスシステムズ株式会社 

 

 

1 . 2022 年現在  

 現在，富士通エフサスシステムズ株式会社とい

う会社で SE として働いています。会社全体とし

ては，構築から開発，運用保守までお客様のシス

テム全般に関するサービスを一貫して提供してい

ます。その中でも運用保守の部署に所属しており，

主にお客様システムの運用を担当しています。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 FIT Pocke t  LAB.の活動を知ったきっかけは，高

校生の時に参加したオープンキャンパスでした。

ブースで先輩方の活動内容について教えていただ

き「この大学では面白い活動をしているんだな」

「可能であれば自分も参加してみたいな」と思い

本学へ入学しました。大学 2 年生の時，活動に参

加して初めての自主研究内容が「米離れ改善を目

的とした AR アプリケーションの開発～ Kometabe  

YO～」でした。活動の中で，福岡教育大学へ訪問

し AR アプリケーションについてアドバイスをい

ただいたり，実験のために本学付属高校の生徒や，

「世界一行きたい科学広場  i n  宗像  2016」にて地

域の方々にアプリケーションを体験していただき

アンケートを取ったりしました。先生方や先輩方

にサポートいただき論文，ポスターを作成し，無

事にファイナリストとして筑波大学でのポスター

発表を行うことができました。  

 大学 3 年生になり，当時システムマネジメント

学科の PBL という授業で取り組んでいた「高齢歩

行者の交通安全を目指した VR シミュレータの開

発」というテーマでサイエンス・インカレに応募

することになりました。このテーマでは，福岡県

警の交通安全課にご協力いただきシミュレータに

ついてアドバイスいただいたき改善を実施したり，

本学の生徒や高齢者の方にシミュレータを体験し

ていただきアンケートを実施したりしました。沢

山の方々にご協力いただき，ファイナリストとし

て立教大学にてポスター発表を行うことができま

した。  

 

3 .  FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 FIT Pocke t  LAB.で培った力として，役立ったと

思うことは 2 つあります。まず 1 つ目は，卒業研

究を行う際に研究への取り組み方が分かっている

という点です。大学 4 年生の 1 年間という限られ

た時間の中，取り組み方が分からない状態で研究，

論文の執筆をするということは難しいことだと思

います。大学 2， 3 年時の FIT Pocke t  LAB.の取り

組みによって参考文献の探し方や実験の仕方，論

文の書き方などがある程度掴めた状態で卒業研究

に取り組むことができたのはすごく良かったなと

思っています。  

 2 つ目は，就職活動に役に立つということです。

就職活動中，大学で 1 番頑張ったことや取り組ん

だこととし て FIT Pocke t  LAB.の活動を挙げて い

ました。バイトや部活，ボランティアについての

内容を挙げる就活生が多い中，珍しいと思ってい

ただき活動内容に興味を持っていただけることが

とても多かったです。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

 在学中にこれを頑張りたい，達成したいと思う

具体的な目標がある方は多く無いと思いますが，

これは頑張ったと思えることが 1 つでもあると良

いと思います。私にとって，その頑張ったと思え

ることが FI T Pocke t  LAB.での活動でした。社会人

になっても当時の活動が自分の自信に繋がってい

て，出会った仲間が社会で頑張っているから自分

も頑張ろうと思える支えになっています。また，

社会人になると時間に限りがあります。後悔しな

いように今やりたいことに是非取り組んでくださ

い。  
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高齢歩行者の交通安全を目指した VR シミュレータの開発 

（第 7 回サイエンス・インカレファイナリスト） 
 

村田 桃香 

 

現在: PayPay カード株式会社 

 

 

1 . 2022 年現在  

大学卒業後， PayPay カード株式会社に社内 SE

として入社し， 2021 年 11 月からは親会社である

Yahoo!JAPAN に出向しサービス企画・推進の仕事

をしています。元々エンジニア志望で大学に入り

ましたが，仕事を進めていくにつれ「一人で作業

するのではなく，人と会話しながらモノを生み出

す仕事がしたい」と思うようになり，サービス企

画・推進の社内公募に応募する運びとなりました。 

 

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 FIT Pocke t  LAB.に入るきっかけとなったのは，

同じ学科の友人の行動力からでした。学科のゼミ

活動として地域貢献を掲げた 3 つのテーマから自

身の興味があるテーマを選び活動するというもの

があり，私は福岡県警とタッグを組んだ交通事故

防止の取り組みを選択しました。事故防止のため

の VR シミュレータを開発し，メンバーの 1 人が

「この活動を論文にまとめて学会に提出してみな

いか」と提案をしてくれたことで，本研究テーマ

を持って FI T Pocke t  LAB.に所属することとなり

ました。  

論文の作成経験は無く当初は不安しかありませ

んでしたが，下戸准教授や先輩方の親身なご指導

のおかげでいつでも相談できる環境にあり，やり

方がわからず何もできないといった場面になるこ

とはありませんでした。本研究の実験は， VR シ

ミュレータであるため人に実施してもらう必要が

あり 被 験者 集め が 一番 大変 で した が， FIT Pocke t  

LAB.の メ ン バ ー を は じ め 同 じ 学 科 の 友 人 や 家 族

親戚など身内の協力があり，データを集計するこ

とができました。  

作成した論文を文部科学省主催のサイセンス・

インカレに提出し，選考に通ったため立教大学で

のポスター発表に参加しました。これは間違いな

く，私の大学生活の中で一番貴重で大きな経験と

なり，就職活動や入社後の採用活動などあらゆる

場面でこの活動について話しています。  

 

 3 . FIT Pocket  LAB.で培った力が役立っている

こと  

前述で記載したように，私の FIT Pocke t  LAB.

での活動は，周囲の手助けがあり成り立ちました。

直接恩返しはできませんでしたが，この経験から

私も誰かのために行動したいと思うようになりま

した。会社では後輩の指導や採用活動を一番に任

せて頂いたり，上司とも強い信頼関係を結び業務

遂行ができていたりと，人の役に立つことが自身

の経験や成長にも繋がり，結果自分のためにもな

っていると実感します。他にも，文章作成能力や

思考力など， FIT Pocke t  LAB.での活動から多くを

学び自身の成長に繋げることができましたが，そ

の中でも ”絆の大切さ ”を強く認識し，仕事やプラ

イベートなど多岐にわたって役立っていると感じ

ます。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

よく，「今のうちにしっかり学んでしっかり遊び

ましょう」といった言葉を耳にされると思います。

学生の頃はその言葉にいまいちピンときていませ

んでしたが，社会人になってから「学生のうちに

あれしておけば良かったな」と思うことが多々あ

ります。例えば，社会のグローバル化を見据えて

英語の勉強をしたり，自走で日本一周に挑戦して

み た り 等 々 … ”社 会 人 に な る と 時 間 や 機 会 が 無 く

難 し い が 学 生 だ か ら で き る こ と ”が 多 く あ る と 思

います。FIT Pocke t  LAB.での活動もその一つです。 

 ありきたりな言葉にはなってしまいますが，悔

いの残らぬ学生生活を送られてください。  
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全人工膝関節置換術における膝蓋大腿関節と脛骨大腿関節の 

リアルタイム荷重バランス計測システムの開発 

（第 9,10 回サイエンスインカレファイナリスト 東京エレクトロン賞） 
 

市村 香菜子 

 

現在: 福岡工業大学大学院 

 

 

1 . 2022 年現在  

現在は，福岡工業大学大学院に進学し修士 1 年

として頑張っています。修士 1 年は，授業と研究

を同時に行うので忙しく大変ですが，学部生の時

とは違い能動的な授業や新たな研究活動を楽しく

行っています。今は，学会での発表に向けて初め

てのポスター作製を行うと同時に新たな論文作成

に向けて研究を進めています。発表準備と研究活

動を同時に行うことは初めてなので大変ですが，

周りの人たちの助けを借りて取り組んでいます。  

 

2 . FIT Pocket  LAB.での活動  

 FIT Pocke t  LAB.では，学部 2 年次と 3 年次に，

人工膝関節置換術で使用する手術支援システムの

開発を行いました。人工膝関節置換術とは，重度

に変形した膝関節を人工膝関節に置き換えること

で膝の機能再建を図る手術です。この人工膝関節

置換術の支援として，内側顆と外側顆と荷重バラ

ンスと，膝蓋骨にかかる荷重バランスの定量化が

可能なシステムの開発を行いました。まず，内側

顆と外惻顆の荷重バランスについてですが，この

荷重バランスは，膝関節の軟部組織のバランスを

整える作業で重要となってきます。この軟部組織

のバランスは術後の評価や患者の術後満足度に大

きく関わってくる重要な要素と成っています。軟

部組織のバランスを整える作業とは，膝関節の軟

部組織を解離する作業を指し，この作業は内側顆

と外惻顆の荷重バランスを術者の感覚で得ながら

作業することを言います。しかしながら，軟部組

織の解離は一度行ってしまうと元に戻せないため，

慎重に行うことが重要です。そこで，内側顆と外

惻顆の荷重バランスを計測し定量的に得ることが，

TKA 術中における手術支援であると言えます。さ

らに，膝蓋骨コンポーネントにかかる荷重を計測

することで，人工膝関節置換術において膝蓋骨の

位置が変化した場合の荷重値についてなど，整形

外科分野への新たな知見を得ることができます。  

支援システムの開発において，ハードウェアも面

では，3D プリンタを用いた人工膝関節の作製を行

い，ソフトウェア面では，術者が手術中に使用す

ることを想定し，視覚的に分かりやすいシステム

作りを行いました。この，研究では，他大学の整

形外科医の先生とのディスカッションを行いまし

た。ディスカッション際，実際に触っていただき

「今すぐ使いたい」など前向きな意見を頂きとて

も嬉しかったです。現在この研究は，自分の修士

の卒研となっています。研究以外にも，高校生に

対して研究をプレゼンしたりするなどしました。

自分の行っている研究を他の人に説明することは

難しく，とても歯がゆい思いをしました。  

 

3 .  FIT Pocket  LAB.で 培 っ た 力 が 役 立 っ て い る

こと  

 FIT Pocke t  LAB.の活動で培った力は，計画力だ

と思います。特に，学部の 2 年次から研究を始め

ているため，当時は授業も忙しく大変でしたが，

授業と同時に研究を進めるにあたってのスケジュ

ールの組み立てはとても大変でした。 3 年次の研

究時には，研究の全体的なスケジュールなどがわ

かっていたため， 2 年時よりは自分の頭で考えな

がら研究と授業を受けることが出来たと思います。

さらに，自分自身で考え動く力が付いたともいま

す。 2 年時には研究について右も左もわからず，

先生や先輩方にとても助けていただきました。し

かしながら， 3 年次にはまず自分の頭で考え，整

理し自分から研究について提案したりなど自分か

ら動く力が付いたと考えています。この 2 つの力

は現在の修士 1 年の忙しにおいて，とれも自分の

力となっている力です。  

 

4 . 在学生へのメッセージ  

 大学生活は自由で期間も長い分，何か自分が夢

中になれることや，目標を持つと充実した大学生

活を送ることが出来ると思います。私は，自主研

究を頑張ったことで自分の成長を感じることが出

来ました。この学部 2 年と 3 年での経験はとても

大きな人生の分岐点になったと言えます。そんな

経験が出来るよう，長い大学生活無理をせず，夢

中になれることを見つけ，充実した大学生活を送

ってほしいです。  
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「i-STEM 教育」の可能性 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

江 口   啓（電子情報工学科） 

松 山   清（生命環境化学科） 

加 藤 友 規（知能機械工学科） 

前 田   洋（情報通信工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 

高 濱 勇 樹（城東高等学校電子情報科） 
 

Key words: Motivation Driven Learning, Science and technology, Independent study, Creativity education, COVID-19 

 

1 . はじめに  

 STEM 教育とは，Science（科学），Technology（技

術），Engineer ing（工学），Mathemat ics（数学）の

頭文字を取ったもの（ Robot ic s（ロボット技術）や

Art（芸術）を取り入れた STEAM 教育や STREAM

教育もある）であり，世界では幼児から初等中等

教育に STEM 教育を取り入れる動きがある。特に

アメリカでは，最重要政策として取組まれている。

文部科学省では，「 Soc ie ty5 .0 に向けた人材育成～

社会が変わる，学びが変わる～」や「今後の教育

課程の改善について」で STEM 教育の重要性が示

されている 1 , 2 )。経済産業省においても，「「未来の

教室」と EdTech 研究会」等で議論されている 3 , 4 )。

これに対し，全国有数の教育拠点としてイニシア

チブを取るための本学独自の取組みとして， 2 016

年度から「 i -STEM 教育」を行っている。2020 年度

からは wi th  コロナで実施し， i -STEM 受講者の満

足度は高く，i -STEM 受講者，高校関係者，地域関

係者および保護者からも高い評価を得ている 5 - 1 1 )。

Q-confe rence2017 やサイエンスフェスタ  i n  F IT に

も学生は積極的に参加しており，大学生の主体的

な成長も散見された。  

 「 i -STEM」 と は ， 本 学 の 特 色 の 1 つ で も あ る

in fo rmat ion（情報）を STEM 教育に加えたもので

あるが，学生が本学（ PBL・卒研等）で修得した学

術的情報（ i n fo rmat ion）を基にして，中・高校生と

相互作用（ i n te rac t ion）しながら，独自の STEM 教

材を創造（ i nnova t ion）するという意味も含んでい

る。実施するのは選抜された大学生であり，主体

的に実施したり教える技術が向上したりすること

になり，大学生の学修意欲向上や教育の付加価値

向上になる。さらに，地域で活動することにより，

社会貢献にも繋がる。  

 2021 年度も新型コロナウイルス（ COVID-19）が

猛威を振るった年であったが，with  コロナで感染

防止を徹底して行われたので，実施内容とその効

果について報告する。  

 

2 . 2021 年度高大連携課外授業  

 本学と附属城東高等学校電気科・電子情報科で

昨年に引き続き，高大連携課外授業を実施した 1 2 )。

2021 年 度 は ， 電 子 情 報 工 学 科 江 口 啓 教 授

（ Technology 担 当 ）， 生 命 環 境 化 学 科 松 山 清 教 授

（ Science 担当），知能機械工学科加藤友規准教授

（ Technology 担 当 ）， 情 報 通 信 工 学 科 前 田 洋 教 授

（ Engineer ing 担当），情報システム工学科下戸健

准教授（ In fo rmat ion 担当），情報システム工学科丸

山勲准教授（ Mathemat i cs 担当）の指導のもと，そ

れぞれの学科の大学生が，1 年間を通じ全 15 回を

主体的に実施した。  
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 2021 年度高大連携課外授業の流れを表 1 に示

す。対象の高校生は城東高等学校電気科・電子情

報科スペシャリストコースの 2 年から選抜された

20 人である。第 1 回に選抜された 20 人に対しオ

リエンテーションが開かれ，高校と大学の関係者

の自己紹介と同時に，高校と大学の「学び」の違

いについても説明が行われた。これは，受動的な

学習ではなく，能動的な学修とはどういうものか

を認識させ，高大連携課外授業に対するモチベー

ションを向上させることを目的としている。次に，

各テーマの紹介が担当教員や担当大学生からされ

た（図 1）。第 2 回目から第 13 回目では，高校生

は 4 人 5 グループに分かれて， 2 回ずつ異なるテ

ーマを受講した。それぞれのテーマの詳細は次節

で紹介する。第 14 回目では，「振り返り」が行わ

れた。行動プロセスの枠組みのひとつに PDCA サ

イクルがある。Plan（計画），Do（実行），Check（確

認），Act ion（行動）の 4 つで構成されるが，この

「振り返り」は PDCA の C にあたる。「これまで

どのようなことを学んできたのか？」，「得られた

ことを説明することができるのか？」，「より良い

ものにするためにはどうしたらよいのか？」を高

校生と大学生がディスカッションし，高校生は学

んだことをタブレットで発表し，大学生は自分の

教育内容・教育教材の反省点を見つけた。これを

受けて第 15 回目では，大学生が Act ion（行動）を

起こす。「これまで学んできたものはどういうもの

だったのか？」，「何が得られたのか？」，「より良

いものにするための改善方法は何なのか？」をテ

ーマ毎にプレゼンを行った。さらに， kahoot !を用

いた学修成果クイズ大会を行い，高校生に対して

表彰を行った。  

 

2 .  1 テーマ詳細  

 2021 年 度 の テ ー マ は ， AI プ ロ グ ラ ミ ン グ

（ Informat ion），超臨界流体を用いた化学材料の開

発体験（ Sc ience），SPICE を利用した論理回路設計

（ Technology），空気圧駆動のロボット制御の体験

（ Technology）， 身 近 な モ ノ で つ く る 光 通 信 装 置

（ Engineer ing），数式処理（ Ma thema t ics）であった。

各テーマの i -STEM アシスタント大学生がテーマ

の 概 要 や 考 察 を ま と め た も の を 付 録 に 示 す 。 i -

STEM アシスタントの教材開発や実施方法，教育

表  1 2021 年度高大連携課外授業の流れ  

回 テーマ 備考

1：07/09 オリエンテーション
城東高校スペシャリス
トコースから選抜され
た高校生20人

(07/09) （i-STEM大学生オリエンテーション）

2：10/05
3： +1日

4：10/26
5： +1日

6：11/09
7： +1日

8：11/16
9： +1日

10：11/22
11： +1日

12：12/10
13： +1日

・AIプログラミング
（Information）

・超臨界流体を用いた
化学材料の開発体験
（Science）

・SPICEを利用した論理
回路設計
（Technology）

・空気圧駆動のロボット
制御の体験
（Technology）

・身近なモノでつくる光
通信装置
（Engineering）

・数式処理
（Mathematics）

高校生は 4人 5グ
ループに分かれて，
2 回 ず つ 異 な る
テーマを受講

14：01/11 振り返り 関係者全員

15：03/07 学生プレゼン 関係者全員

図  1  i -STEM アシスタント大学生と

参加高校生の交流  
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内容の考察や改善などが読み取れ，大学生におい

ても付加価値があったと考えられる。  

 

2 .  2 振り返り  

 指導教員も含め関係者全員が集まり，城東高校

1 号館 3 階「 J -STEP」で行った（図 2）。高校生と

大学生がディスカッションし，高校生は「学んだ

ことを発表できるようになる」こと，大学生は「自

分の教育内容・教育教材の反省点を見つける」こ

とを目的としている。 6 箇所に配置された各テー

マを高校生が巡り，担当大学生のサポートの下，

「学んだことと改善アイデア」をテーマ毎にまと

めた。その後，高校生は壇上で順番にタブレット

で口頭発表を行い，大学生は授業改善のために真

剣に聴講した。最後に，テーマ担当でもあり本取

組み取纏めである前田洋情報工学部長をはじめ，

参加した教員から総評がされ，i -STEM で学んだ事

を普段の学業にどのように活かすかなどについて

高校生や大学生に説明された 1 3 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  3 学生プレゼン  

 高校生は自分たちの意見がどのような影響を与

えるか考えること，大学生は自分の教育内容・教

育教材の改善結果をフィードバックすることを目

的として，指導教員も含め関係者全員が集まり，

城東高校 1 号館 3 階「 J -STEP」で行った（図 3）。

各テーマの大学生たちは，このプログラムを通し

て高校生に体験し，学んでほしかったこと，自分

たちの教育内容，教材の振り返りや改善点の気づ

きなどを高校生にプレゼンした。参加した高校生

は真剣な面持ちでプレゼンを聞き，「大学の研究室

を訪れて，研究していることを体験することが楽

しかったし，進路について考える良い機会になり

ました。」，「高校の学習を踏まえて大学の授業は行

われている事を知り，もっと頑張るべきだなと感

じた。」，「普段は受けることのできない大学の授業

を生で聞くことができ，貴重な体験ができた。」，

「親しみやすい大学生の方と豊富な知識と多くの

経験を兼ね備えた大学の先生方から教えて頂いた

知識は，自分の視野を広げてくださったと感じて

います。」といった感想が認められた。kahoot !を用

いた学修成果クイズ大会も行い，上位 3 名の高校

生の表彰を行った 1 4 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各テーマで振り返り 

図  2 振り返りと高校生の発表の様子  

各テーマの学生プレゼン 

学修成果クイズ大会優勝者の表彰 

図  3 学生プレゼンの様子  
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2 .  4 高校から見た i -STEM 

 今年度の i -STEM は，すべてのテーマにおいて

全員が積極的に発言し，グループで話し合いなが

ら課題に取り組む姿が見受けられた。また，大学

生ともよくコミュニケーションを取り，楽しみな

がらテーマに向かっていた。大学生との会話の中

で，本学の学部学科間の違いや受験のこと，大学

生活のことといった授業内容以外についても関心

が高まり，大学生が主体で授業を行う効果は高か

った。  

 特にその効果の表れを感じることができたのは，

「振り返り」と「学生プレゼン」である。1 月に実

施した「振り返り」では，大学生とのディスカッ

ションの際に，高校生たちが次年度に繋がる改善

アイデアを生み出すために，大学生に積極的に発

言し要点をメモにまとめ，より良い発表にするた

めの工夫を重ねるなど主体的に取り組んでいた。

3 月の「学生プレゼン」の際には，大学生の発表後

に高校生から話しかけていく姿が見受けられ，各

2 回の講義ではあるが密接にコミュニケーション

を取っていたことが伺える。  

 今年度参加をした生徒たちは，新型コロナウイ

ルスの感染拡大により，入学式を始めとする様々

な行事が中止となっている。大学オープンキャン

パスにおいても，参加人数の制限やオンラインで

の実施が続いており，思うように進路活動ができ

ていないのが現状であった。そのような中で，６

テーマもの講義を実施して頂き，各研究室を訪問

し研究設備を使用させて頂けたことは，彼らにと

って大変貴重な経験であり，進路選択の大きなき

っかけになっている。  

 以上のことは，高校と大学が同一キャンパスに

ある本学だからこそ実施できた取り組みであり，

多くの教育効果の表れを実感している。本活動は

他校では行うことのできない，本学独自の高大連

携のメリットだと捉えている。（城東高校電子情報

科高濱勇樹）  

 

2 .  5   2019 年度の i -STEM 高大連携課外授業に参

加した高校生の進路  

 城東高等学校電気科・電子情報科スペシャリス

トコースは国公立大学への進学や優良企業への就

職を目標とする少数精鋭クラスであり，第一種電

気工事士や IT パスポート，基本情報処理技術者な

どの資格取得も目指している。i -STEM 高大連携課

外授業はコースの特色の 1 つにもなっており，高

校生保護者からの評価も高く，スペシャリストコ

ースの中から 20 名が選抜され実施される。  

 高校 2 年で i -STEM を受講した高校生は，修得

した知識や技術，および大学生とコミュニケーシ

ョンをとった経験をもとに高校 3 年生を過ごして

卒業することになる。 2019 年度の i -STEM 高大連

携課外授業に参加した高校生の進路をまとめたも

のを図 4 に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就職とその他がそれぞれ 1 名であり，他の学生

は進学を選択していた。進学先の内訳は国公立大

学 9 名，福岡工業大学 5 名，私立大学 4 名であっ

た。スペシャリストコース全 56 名の国公立大学合

格者は，全て i -STEM 参加者であった。福岡工業

大学進学者は，どの生徒も i -STEM の参加で福工

大進学を強く意識し，福岡工業大学を第一志望に

図  4  2019 年度 i -STEM 高大連携課外授業を

受講した高校生の進路先  

国公立大学
・佐賀大学 2名
・大分大学 1名
・長崎大学 1名
・九州工業大学 2名
・山口東京理科大学 1名
・高知工科大学 2名

就職 1名

福岡工業大学
・情報工学部 5名

私立大学
・千葉工業大学 1名
・金沢工業大学 1名
・近畿大学 1名
・崇城大学 1名

その他 1名
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挙 げ て い た 。 生 徒 の 意 識 も 高 ま っ て き て お り ， i -

STEM が生徒にとって進学に向けての強い武器に

なっていると考えられる。本学に進学した i -STEM

経験者が大学生として参加する事が増えており，

次の高大接続に繋げていって欲しいと考える。  

 

3 . その他の活動  

 「 i -STEM 教育」は高大連携課外活動が主である

が，その他にも地域貢献を含んだ活動を行ってい

る。それらについて，次に示す。  

 

3 .  1 サイエンスフェスタ in  FIT  

 サイエンスフェスタ in  FIT は本学園主催による

地域の小中学生向けの科学技術のイベントである。

本学園が有している教育研究活動で培ったノウハ

ウを活かし，将来を担う小中学生に科学技術・モ

ノ づ く り の 楽 し さ を 広 め る こ と が 目 的 で あ る 。 i -

STEM 関係者も多くのブースを出展予定であった

が， COVID-19 の感染拡大でイベントは中止とな

った。しかし with コロナとして動画配信すること

となり，動画撮影に協力し（図 5），プロジェクト

の魅力を伝えた 1 5 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  2 高大連携課題研究  

 2021 年度の高大連携課題研究として，福岡工業

大学と附属城東高校で 4 月から 12 月までの期間

に下戸准教授の指導の下，大学生が主体で授業を

行った（図 6）。課題研究とは，工業に関する課題

を設定し，その課題の解決を図る学習を通して，

専門的な知識と技術の深化，総合化を図るととも

に，問題解決の能力や自発的，創造的な学習態度

を育てることを目標とした授業である。課題研究

は「アルコールディスペンサー（ IoT モデル）の制

作」であった。⽂部科学省は，新たな社会を指す

未来社会（ Soc ie ty5 .0）へと転換するために，STEM 

教育の各教科等横断的な学習を推進して新たな社

会を牽引する人材の育成に取り組むことを挙げて

いる。そこで，スプレー式 Alcohol  Di spense r の IoT

化を行った。これにより， STEM 教育および高等

学校の次期学習指導要領で求められる教科を横断

しながら学ぶ授業デザインの構築や， IoT の構築

を通した  IT 社会に適応する人材育成を効果的に

行うことを目的とした。高校生の積極性や自主性

が高まるように，大学生は資料を作成したり適宜

サポートをしたりし，大学の施設も利用しながら

アクティブ・ラーニング型授業が実践された。大

学生が親身になって助言をしてくれたことによっ

て， 4 台の Automat ic  Alcohol  Di spense r が完成し，

モノづくりセンター入口， B 棟 1 階， C 棟 1 階，

城東高校 PC 教室前および JR 福工大前駅に設置さ

れた（図 7）。使用状況を HP で見られるようにし

た 1 6 )。高校生からは，「大学生に教えてもらうこ

とで専門的な知識などを身につけることができと

ても良い経験になりました。またこの研究を通し

てものづくりの楽しさを知ることが出来ました。」，

「プログラムや Web ページ作成について分からな

いことが多くあったけど，大学生の方が丁寧に教

えて下さり，理解しながら研究に取り組む事がで

き，コミュニケーション能力や課題解決能力など

多くの力を身につける事が出来ました。」といった

意見が認められた 1 7 )。  

  

図  5 動画撮影のために集合  
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4 . おわりに  

 7 年目を迎えた「 i -STEM 教育」は，with コロナ

で行われた。COVID-19 の感染防止を徹底して，全

てのテーマが実施された。参加した高校生からは

感謝の言葉もあり，質の高い教育活動をすること

ができたと考える。「 i -STEM アシスタント」とし

て採用される大学生は，教員志望の学生が主であ

り，教職関連講義や教育実習以外の学修経験にな

る。i -STEM を高校時代に経験した大学生が担当す

ることも増えている。COVID-19 により，刻々と新

時代の学びが変化している。 ICT を活用するのは

もちろんのこと，先端技術を活用して本取組みを

広げて行きたいと考える。  

 

謝辞  

 本取組みを実施するにあたり，多くのご協力を

頂きました。工学部長の村山理一教授，情報工学

部学部長の前田洋教授，福岡工業大学附属城東高

等 学 校 の 谷 水 健 悟 先 生 に 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。

with コロナの中，モノづくりセンター，PC 教室お

よび実験室など，本学の施設の利用に関して，関

係者に感謝いたします。  

 本取組みは継続され， 2022 年度学生研究・ PBL

等支援予算により，「本学が創造する i -STEM 教育

活動」として取組まれます。COVID-19 が猛威を振

るう中でも，できることを模索し，積極的に参加

して下さった先生方や関係者に心から感謝いたし

ます。  
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R e p o r t， Vo l . 6， p p . 5 5 - 6 4， 2 0 1 6．  

6 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，丸 山 勲 ，上 寺 康 司 ，高

濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 実 施 と 効 果 ，福 岡 工 業 大 学

図  6 高大連携課題研究の活動の様子  

図  7  作製した Automat ic  Alcohol  Di spenser

を JR 福工大前駅に設置  
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F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 7， p p . 7 2 - 8 1， 2 0 1 7．  

7 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，丸 山 勲 ，上

寺 康 司 ，貝 淵 理 恵 子：「 i - S T E M 教 育 」の 発 展 と 効 果 ，

F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 8， p p . 3 8 - 4 7， 2 0 1 8．  

8 )   〈 新 聞 〉高 大 連 携 i - S T E M 西 日 本 新 聞 掲 載  2 0 1 8 年

1 0 月 2 1 日 付   

9 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 向 上 ， F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 9， p p . 7 0 - 7 8， 2 0 1 9．  

1 0 )  下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 広 が り ，F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 1 0， p p . 1 7 - 2 5， 2 0 2 0．  

11 )  下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，前 田 洋 ，丸

山 勲 ， 上 寺 康 司 ， 貝 淵 理 恵 子 ：「 i - S T E M 教 育 」 w i t h  

C O V I D - 1 9，F D  A n n u a l  R e p o r t，Vo l . 11，p p . 3 5 - 4 3，2 0 2 1．  

1 2 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 2 0 2 1 年

度  高 大 連 携 課 外 授 業  開 始 ！ ，C a mp u s  M a i l  2 0 2 1 - 0 6 7， 

 〈 h t tp s : / /www.f i t . a c . jp / f i l es /documen ts /da igaku /kouhou /

campusma i l /2021 /2021_067 .pd f〉，（参照日 2022 .5 .7）．  

1 3 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 高 大 連

携 の 取 組 み  授 業 振 り 返 り 実 施 ， C a m p u s  M a i l  2 0 2 1 -

1 9 1，〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 3 8 2 8〉，（ 参

照 日 2 0 2 2 . 5 . 7）．  

1 4 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 高 大 連

携 の 取 組  課 外 授 業 終 了 ， C a mp u s  M a i l  2 0 2 1 - 2 2 0，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 3 8 8 4〉，（ 参 照 日

2 0 2 1 . 5 . 7）．  

1 5 )  福 岡 工 業 大 学 ： サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 2 0 2 1  i n  F I T，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / s c i e n c e f e s t /〉，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 3 6 7 1〉，（ 参 照 日

2 0 2 2 . 5 . 7）．  

1 6 )  福 岡 工 業 大 学 ： A l c o h o l  D i s p e n s e r 利 用 状 況 ，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / ~ s i m o t o / I o T 2 / i n d e x 0 . h t m l〉，  

（ 参 照 日 2 0 2 2 . 5 . 7）．  

1 7 )  福 岡 工 業 大 学：高 大 連 携 の 取 組  附 属 城 東 高 校 ×福

岡 工 業 大 学 「 i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 課 題 研 究 ，

C a mp u s  M a i l  2 0 2 1 - 1 9 6，  

〈 h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 3 8 3 9〉，（ 参 照 日

2 0 2 2 . 5 . 7）．  
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AI プログラミング 

(Information) 
 

野田一樹（情報システム工学科 4 年），江藤大輔（情報システム工学科 4 年）， 

大塩崇博（情報システム工学科 4 年），佐藤禎大（情報システム工学科 4 年） 

 

場所: B 棟 7 階下戸研究室，B 棟 2 階 PC23 教室 

 

 

1.  テーマ概要  

今年度は昨年度に引き続き，「ランダム探索法」

および「強化学習」を用いたゲームを作成した．

本テーマでは AI アルゴリズムの一つであるランダ

ム探索法および強化学習を用いて， AI プログラミ

ングについて理解を深めることを目的として授業

を行った．  

1 日目の講義では，まず，授業の始めに AI とは

何かを簡単に説明した．その際に，資料だけでな

く実際にどのような AI が存在しているか紹介する

ことで，生徒の興味・関心を引き出せるのではな

いかと考えた．具体的には，東京スカイツリー内

に設置されている「ハナノナ」という AI を紹介し

た．次に， Scratch の操作に慣れてもらうために簡

単なプログラム作成と Scratch の機能について説明

した．ここでは，実際に数値を変更したり，新た

な機能を追加したりすることで実行結果にどのよ

うな変化が起きるか確認しながら授業を進めた．

その後，各自でオリジナルの迷路を作成した．最

後に，上と右にしか行動しないという条件下でラ

ンダム探索する AI を取り扱った．その際には，グ

ループを作ってお互いの意見を交換し合う時間を

作った．2 日目の講義では，まず，機械学習や期待

値，報酬予測といったキーワードを説明した．次

に，各自で資料を確認しながらもぐらたたきゲー

ムの作成を行った．その際には，必要に応じて学

生がヒントを与えたり，補助に回ったりした．最

後に，学生が作成した，より発展的なプログラム

を生徒に見せた．  

 

2. 「振り返り」に対するフィードバック  

全テーマの授業終了後に行われた振り返りで生

徒から得られた意見で，評価された点および改善

すべき点を記載する．  

評価された点として，「 Scra tch という簡単な言語

でも AI をプログラミングできた」という意見が得

られた．本テーマでは，Scratch でも AI をプログラ

ミングできることを実感してほしいという趣旨が

あったので，十分に満足できる意見が得られたと

考える．しかしながら，改善すべき点として，「授

業資料に穴埋めをもっと増やした方が良い」とい

う意見が得られた．確かに，1 日目の授業資料には

穴埋めがなく資料を見れば 1 人でも進めることが

可能である．したがって，授業資料にもっと穴埋

めを増やし，全体で考える時間を作っていくこと

を検討する．さらに，本テーマでは全体的に生徒

自身の思考を促せるような問題提起をする場面が

少なかった．今後は，問題提起をする場面をさら

に設け，思考力・表現力といった能力を伸ばせる

ような授業展開を行っていきたいと考えている．  

 

3.  考察  

i -STEM の授業を通して，高校生だけでなく学生

も貴重な体験ができたと考えている．特に，生徒

に授業できるという機会は大学生活の中でも滅多

にないことである．事前準備では，どのように説

明したら伝わるかを試行錯誤したり，お互いの説

明で納得できない部分について話し合ったりとい

った大変有意義な時間を過ごせた．実際の授業で

は，実行結果がおかしい等という問題が生じるこ

とが多々あった．その際に，学生が生徒と一緒に

考えて正解に導いていく中で生徒の思考力，問題

解決能力を育成できるだけでなく，学生の指導力

向上もできたのではないか考えられる．  

 i -STEM は，誰かに教えるということの難しさと

楽しさを実感できるまたとない機会だったと感じ

る．さらに，生徒も学生も楽しく学べるだけでな

く，お互いの新たな知識・技能を身に付けること

ができる良い機会であると感じた．   

 
超臨界流体を用いた化学材料の開発体験 

(Science) 
 

占部凌悟（生命環境化学科 4 年），花田丈典（生命環境化学科 4 年）， 

坪井拓郎（生命環境化学科 4 年） 

 

場所: A 棟 5 階松山研究室，B 棟 6 階食品農医薬品研究センター 

 

 

1. テーマ概要  

無機材料の合成法として多用されているゾル－

ゲル法を用いて、シリカエアロゲルを合成した。ア

ルコール溶液中で合成したシリカゲルの状態は、

乾燥方法により大きく異なる。超臨界二酸化炭素

を用いた乾燥法（超臨界乾燥法）を用いて乾燥する

と、溶媒の除去時おいて生成物に界面張力をかけ

ることなく、乾燥することが可能である。このため、

非常に空隙率の大きなシリカゲル（シリカエアロ

ゲル）を調製することが可能となる。一方、通常の

乾燥を行った場合、乾燥時における界面張力によ

りシリカゲルの凝集･亀裂が顕著となり、空隙率の

低いシリカゲル（キセロゲル）が生成される。本テ

ーマでは、実際にシリカエロゲルを合成して、その

密度の測定を行った。オルトケイ酸テトラメチル

（ TMOS ）、メタノール、水、アンモニアをテフロン

性容器に入れ、水恒温槽にて 60 ℃で加熱、撹拌し

た。その後、TMOS は加水分解し、水酸化物である

Si(OH) 4 が析出する。さらに脱水縮合と呼ばれる水

酸化物同士の縮合反応が進行する。この反応は連

鎖的に進行し、隣り合った水酸化物同士で脱水の

過程を繰り返す、いわゆる重縮合の反応が進行し、

シリカゲルが生成する。溶媒であるアルコールを

含んだ状態のシリカゲルをアルコゲルと呼ぶ。ま

た、アルコゲルを乾燥したものをキセロゲル、超臨

界乾燥を行い高い空隙率を有するものをエアロゲ

ルと呼ぶ。合成したシリカエロゲルの断熱特性を

280 ℃に加熱したホットプレート上で測定した。  

 
実際に合成したゲルの写真  

 

さらに、電子顕微鏡（ SEM ）を用いたシリカエロゲ

ルの微細構造の撮影、身の回りの物（毛、電子部品、

マスクなどの繊維）の撮影を行った。  

 

電子顕微鏡用の試料の調製を行っている高校生  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

「振り返り」では、高校生より「超臨界流体が

難しかった、化学反応が難しかった」、「事前に調

べる時間がほしかった」などの反省すべき意見を

もらった。参加した高校生は、化学基礎を学習し

始めて半年程度なので、化学反応などの内容はこ

れからの履修である。次年度は、もう少し分かり

やすい化学反応を実習内容として検討したい。ま

た、「 SEM がよかった、光学顕微鏡で見えなかっ

たものが見えた」とのコメントをもらった。大学

で初めて利用する電子顕微鏡（ SEM ）は、高校生

に対してかなりインパクトがあったようである。

化学薬品を使うため、換気装置のある実験室での

実験となり、実験ごとに移動したが、高校生にと

っては大変だったようである。もう少し、移動す

る理由などを詳しく説明すべきであった。  

 

3 . 考察  

 高校生からの「振り返り」の説明を聞いている

と、高校生がそれなりに理解している内容（ゲル

や電子顕微鏡）と、理解が難しかった内容（物質

の三態に絡んだ超臨界流体、化学反応、断熱）が

はっきりとしているように思えた。高校生が、ど

の程度、化学の内容を履修してきているかが今年

度の講義で分かったので、次年度はもう少し高校

生の理解しやすい言葉で実験内容の説明が必要で

あると思った。   

   

SPICE を利用した論理回路設計 

(Technology) 
 

中島大吾（電子情報工学専 1 年），城野祥基（電子情報工学科 4 年） 

西川天志（電子情報工学科 4 年） 

 

場所: A 棟 7 階江口研究室 

 

 

1 . テーマ概要  

本授業では、電子回路の基礎である論理回路（デ

ィジタル回路）に関する技術の習得を目標とする。

論理回路設計においては、リニアテクノロジー社

の回路シミュレータ Ltsp ice（ Si mula t ion  Prog ram 

wi t h  In teg ra t ed  Ci rcu i t  Empha s i s）を利用すること

で、機能検証を行った。ここで、 SP ICE とはカリ

フォルニア大学バークレー校で開発された電子回

路シミュレータのことである。 S PICE シミュレー

タ を 用 い た 機 能 検 証 の 後 、 市 販 の デ ィ ジ タ ル I C

を用いてブレッドボード上にディジタル回路を作

製し、実験による動作検証を行うことで、回路設

計から動作確認までの一通りの流れを体験しても

らった。本授業は 2 時間の授業を 2 日行った。 1

日目は、実際にディジタル回路がどのように作製

されているのか、どこに使われているのかなどの

概要の説明を行った。また、ディジタル回路の基

礎である論理演算子や演算法則について説明を行

った。さらに、回路シミュレータの扱い方につい

ても説明した。 2 日目は、シミュレータを用いた

ディジタル回路設計と検証を行った後、設計した

回路をブレッドボード上に作製させることで、回

路の動作確認を行った。実験においては、難易度

が高い回路に関しては正しく動作しない場合もあ  

ったが、どこが問題なのかをグループで議論させ

ることで問題解決を行った。  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

授業実施後に高校生からもらった意見として、

①問題数が少なかった、②課題となっている回路

設計が早く終わった、③ブレッドボードをはじめ

とする回路作製に使われた回路素子の説明が少し

分かりにくかったという意見が挙げられた。①と

②に関しては、現在授業で行っている課題に加え、

複数の難易度の課題を用意しておくことで今後改

善を図る。また、今回は LED の点灯・消灯によっ

て回路の動作確認を行ったが、オシロスコープな

どの測定器を用いることで実際の出力波形を観測

させることも検討する。③に関しては、あらかじ

め S PICE シミュレータで使用する記号と実際の回

路素子の一覧をプリントにまとめておくことで、

高校生の理解を手助けるような補助教材を準備す

ることで改善を行う。また、ブレッドボード等の

使い方を説明する際、見本となる回路を事前に用

意し、オシロスコープなどの測定器を用いて回路

動作を確認することで、高校生の理解度向上を促

す。  

 

3. 考察  

i -STEM への参加を通じて、講師としての立場か

ら、実際にこれまで自分が学んできた知識を高校

生が理解できるように説明することの難しさを経

験することができた。人に知識を伝える場合には、

どのように伝えるのが良いのかを授業ごとに考え

ることができ、良い経験になったと思う。また、

この  i -STE M での経験によって、自分自身が今ま

で以上に知識を習得することができたと思う。さ

らに、高校生からの「振り返り」によって自分自

身が気づくことができていなかった問題点に気づ

くことができた。また、この問題点に対する改善

案を提示することで、問題解決能力を向上させる

ことができたと思う。  

 

 

 

 
空気圧駆動のロボット制御の体験 

(Technology) 
 

川久保一希（知能機械工学専攻 2 年），江村晃規（同専攻 2 年），山下和将（同専攻 1 年） 

 

場所: D 棟 1 階加藤研究室 

 

1 . テーマ概要  

空気圧機 器がどのような 原理で作動して いるの

か学 んでも らうために，空気圧駆 動ロボットアー

ム の 操 作 体 験 や ， 順 運 動 学 と 逆 運 動 学 の 座 学 ，

Simlink を 用 い た 二 次 遅 れ 要 素 の ス テ ッ プ 応 答 シ

ミュ レーシ ョン，空気圧機器の操 作体験などを行

って もらっ た．それに伴い，現在 高校で学んでい

る知 識が大 学での空気圧機器の研 究にどのように

使用 されて いるかを体験してもら うことを狙った ．

また ， BtoB の中では FA 機器など に広く用いられ

てい る空気 圧機器ではあるが，生 活する中でこれ

らに 直接触 れて体験する機会は少 ないので、この

機会 に実際 に空気圧機器に触れて もらい，興味を

持っ てもら うことを目的とした．   

具体的に は，ロボットア ームを動かすプ ログラ

ムの 基礎と なっている順運動学と 逆運動学につい

ての 座学を 進めた．次に，スカラ ロボットを用い

た， プログ ラミングと操作を体験 してもらった．

今回 は時間 が限られていることや ，運動学には三

角関 数や余 弦定理などの高校で学 ぶ内容が多く含

まれ ている ため，制御の理論を伝 えるよりも高校

で学 ぶ事が 実際に使われている事 を実感してもら

う事 を一番 の目標とした．  

 

F ig. ス カラロボット  

最後 に，マ スバネダンパシステム のステップ応答

に関 する運 動方程式を立て， Simulink でブロック

線図 に書き 直してもらい，実際に シミュレーショ  

ンを 行った ．シミュレーション結 果を見ながら，

PID 制御の 各ゲインを変更するこ とで振動がどの

よう に変化 するか体感してもらっ た．これにより

各パ ラメー タが応答に及ぼす影響 をつかんでもら

い，計算 により 最適なゲ インを求められるこ とを

伝えるこ とで， 数学が研 究のために何よりも価 値

あるもの である 事を伝 えた．   

Fig. スカラロボット  

また，シ ミュレ ーショ ン後は，空気圧機器の 体験

をしても らった ．今回 は，エアーダスターを 実際

に操作し てもら った． エアタービンスピンド ルに

ついては ，回転 中に触 ることは危険と判断し ，回

転数制御 をして いると ころを観察してもらっ た．  

 

2 . 「振り返 り」に対 するフィ ードバ ック  

振り返りの回でもら った意見 として，「物理の面

白さを再 確認で きた」という ものと，「説明が多か

ったこと を変え てほし い」というものがあっ た．

次年度は ，講義 を対話型 に変更し，シミュレ ーシ

ョンはパ ラメー タ調整 のみ行ってもらうこと で作

業量を減 らす． また， ロボットアームの操作 時間

と空気圧 機器の 組み立 て時間を充実させるこ とで，

より楽し く学ん でもら えるようにしたい．  

 

3 . 考察  

 今回 i - STEM に参加し て，講義の準備を行 う中

で，私自身，貴重 な勉強 を沢山することができ た．

今回参加 してく れた高 校生には，物理のこと を好

きである ことが 伝わっ てくるほど熱心に座学 を聞

いてくれ る学生 もおり，私も勉強を 続けなくては，

すぐに追 い越さ れてし まうと感じた．今回， 振り

返りの回 では空 気圧機 器の特徴や用途に関し て理

解するこ とがで きたと 言ってくれた学生もい たが，

今回の講 義は特 に座学 においてつまらない講 義を

してしま ったと 考えて いる．次回は座学をよ り楽

しく取り 組める 工夫が できればと思う．   
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光の糸電話 

～身近なモノでつくる光通信装置～ 

(Engineering) 
 

溝口輝(情報通信工学科 4 年)，奥田崚太(情報通信工学科 4 年) 

南亮太郎(情報通信工学科 4 年)，尾方勇介(情報通信工学科 3 年) 

賀数玲(情報通信工学科 3 年) 

 

場所: モノづくりセンター 
 

 

1 . テーマ概要  

 100 円ショップで購入できるような身近なもの

を活用して光がどのように信号を伝えるのかを理

解するために、『光の糸電話』の実験を行った。光

の糸電話とは、糸電話は糸を使って声を伝えるが、

糸の代わりに光を使って声を伝えるものである。

実験装置はアルミコップの底を切り抜いて、アル

ミを張ったもの、受信機はソーラーパネルを紙コ

ップの底に貼り付けたものにラジカセをつないだ

ものと 100 円ショップで購入出来るようなもので

作成し、実験を行った。実験装置の作成から実験

まで高校生に行ってもらい、大学生は高校生の実

験の補助という形で進めていった。  

 1 日目では、実施する実験についての説明、装

置の作成手順の説明、実際の実験方法の説明を作

成したスライドを用いて行った。説明後に実際に

高校生に装置を作ってもらい、実際にアルミコッ

プに向けて何か話し、ラジカセから声が聞こえる

ことの確認までを行う。また、確認後に、ノイズ

が入るのはなぜか、距離を伸ばすにはどうしたら

いいのかなどのテーマで高校生には考えてもらい

簡単に意見を出し合ってもらい 2 日目につなぐ。  

 2 日目では実際に 1 日目で出た案で実験を行う。

その前に、なぜ音が出るのかなどの理論の説明を

行った。それも踏まえて、実際に案を実現するた

めの準備物がある場合は、家にあれば持ってきて

もらい、ない場合はこちらで準備したもので実験

を行った。今あるものを使ってどのように距離を

伸ばすのか、はっきりと聞こえるにはどうしたら

いいのかなど、実験結果としてよりいい物を出せ

るように試行錯誤して実験を行ってもらった。  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

高校生からの意見として、自分たちで考えるこ

とがいい経験だったという意見を多くいただいた。

大学生側がただ答えを教えるのではなく、自分た

ちで考える事がプラスだという意見のため来年以

降も同じ方式で行いたい。改善意見としては、人

数が足りない、事前に暗い部屋を実験場所として

用意してほしい、場所を移動するときは明記して

ほしい、事前に資料を配ることで、距離を伸ばす

実験に使う時間が増えると思うなどの意見をいた

だいた。居場所に関しては、後半は移動して C 棟

の廊下などを使っていたが、事前に移動の可能性、

移動場所を明記することは検討したい。また、事

前に資料を配付する事に関しても、高校生から考

える事がプラスになったという意見が多かったた

め、そこも考慮して来年度以降検討したい。  

 

3. 考察  

i -STEM に参加して、人に教えるということの

大変さを再度認識できた。全体での説明だけでな

く、実際に実験中に個人個人で説明を少しずつ行

う事で高校生の理解をより深めることが出来たの

ではないか、スライドをもう少しかみ砕いて説明

出来ないかといった反省が今年はあり、 2 回とも

実験に失敗してしまった班もあったということな

ので、もっと事前の準備が必要であると感じた。

来年度はこの反省を生かして、事前準備をもっと

行いたいと思う。  

実験の反省会   

 
数式処理 

(Mathematics) 
 

遠藤 佳範（情報システム工学科 3 年），西 将輝（情報システム工学科 4 年） 

 

場所: B21PC 教室 

 

 

1 . テーマ概要  

一 日 目 ： 数 式 処 理 ツ ー ル W OL FR AM 

PR OGR AMMI NG L AB を用いて，数学の面白さを

知 っ て も ら う と と も に ,数 学 に 対 す る 苦 手 意 識 の

軽減を目的とした．  

初めに大学院入試レベルの問題に手計算で挑戦

してもらった．次に今回使用する数式処理ツール

について紹介・説明をした．最後に，自力では解

け な か っ た 問 題 を WO LF RAM P RO GRA MMING 

LAB を用いて解いてもらい，解法を知らずともコ

マンドの入力だけで回答を導くことができること

を体験してもらった．  

それぞれの活動の間に数学に対する意識アンケ

ートを取り，数学に対する意識の変化を確認した． 

二日目： S IR 模型を交えながら，現実社会と数

学の結びつきを説明し，数学の重要性を理解して

もらうことを目的とした．  

初めに， S IR 模型の実用性を説明した． S IR 模

型とは感染の広がり方と収束の予測をグラフ化し

たものである．この模型はコロナウイルスの拡大

予測図などで活用されており，ニュース等で目に

することが多い．次に，S IR 模型を作るためには，

確率，漸化式，微分方程式を使う必要があること

を説明した．これらは高校・大学で学習する内容

であり，社会で活用されている数学や，活用して

できることを知ることで，数学に興味を持っても

らうとともに重要性を体感してもらった．  

 

図  S IR 模型  

 

 

2. 高校生からのフィードバック  

高校生からのフィードバックを次に示す．  

良かった点  

・電卓形式で難問の答えを導くことができ楽

しかった  

・数学の重要性を知ることができた  

・分からなかった問題が解けるようになって

楽しかった  

  悪かった点  

・事前に資料が欲しかった  

・もっと多くの問題に挑戦したい  

・微積分について詳しい説明が欲しかった  

フィードバックより，今後の改善点を挙げる．

・問題を解く時間の確保  

オリエンテーション時に講義資料と自作の紙

教 科 書 を 配 布 す る ． W OLF R AM

PR OGR AMMI NG L AB のアカウント登録方法も

併せて説明を行い，最初の講義までに登録をし

て き て も ら う こ と で 問 題 を 解 く 時 間 を 確 保 す

る．  

・数式処理に焦点を当てた講義  

 短時間で微積分について教えることは困難で

ある．そのため，軽い説明は行うが，講義では

詳しく行わない．座学の時間を短縮し数式処理

ツーㇽに触れる時間の確保を重視する．詳しい

説明は配布する教科書に記載し補足する．  

3. 考察  

i -S TEM に参加して，数学が苦手だと感じている

生徒が多いことを改めて体感した．苦手と感じる

原因は多くの公式を覚えなければならないこと，

現実社会とのつながりを知らないことの 2 点だと

考える．なぜならば，公式がわからなければ答え

を導けない．そのうえ，学校ではどう活用される

のかは教えられないからである．i -S TEM 数式処理

班ではこの２点の改善に力を入れた講義を行った

その結果授業後のアンケートではよくできる，で

きると回答した生徒が１６人中９人から１２人に

増えており，数学に対する苦手意識を軽減するこ

とに成功した．  

 来年度からの i -S TEM では，数式処理ソフトに

触れる時間をより多く確保し，答えを導き出すこ

とに重点を置いた講義にしていきたい．   
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教養教育における主体性育成のための教育実践 
 

土 屋 麻衣子（教養力育成センター） 

池 田 賢 治（教養力育成センター） 

井 隼 経 子（教養力育成センター） 

白 坂 正 太（教養力育成センター） 

樋 口 貴 俊（教養力育成センター） 
 

Teaching Practices for Nurturing Learners’ Autonomous Learning Attitudes 
 

Maiko Tsuchiya (Center for Liberal Arts) 
Kenji Ikeda (Center for Liberal Arts) 
Keiko Ihaya (Center for Liberal Arts) 

Shota Shirasaka (Center for Liberal Arts) 
Takatoshi Higuchi (Center for Liberal Arts) 

 

Abstract 

 

 Under the university-wide Faculty Development policies for 2021, our university's Center for Liberal Arts conducted original 

workshops three times during the 2021-22 academic year. Five teachers gave presentations about what they did in the classroom 

to nurture learners' autonomous learning attitudes. The topics covered how to raise learners' motivation, practical ways to set 

up assignments, and how to increase students' ownership in learning. In each workshop, participants exchanged opinions on 

what teachers can or should do to facilitate learners' autonomy, and this provided the participants with new insights toward 

teaching. 

 

Key words: Autonomous learning, Faculty development, Liberal Arts 

 

1 .  2021 年度 FD 推進機構教養力育成センター部

会の重点事項  

 教養力育成センターは，2016 年度からの第 7 次

マスタープランの実施時より，DP の G（主体性），

H（実行性），I（協働性）の育成に寄与すべくアク

ティブ・ラーニング型授業を初年次教育で積極的

に導入し，大学という新しい学び場に対する学習

者のマインドチェンジに注力してきた。大学教育

再生加速プログラム事業を通し，全学的にアクテ

ィブ・ラーニングの成果が見られたところではあ

るが，今後は 2040 年に向けた高等教育のグランド

デザイン答申の基本とする考え方である「学習者

本位の教育」という視点を踏まえ，さらに学習者

の主体性の醸成に当たる必要がある。  

 そこで 2021 年度，教養力育成センタ―部会は重

点事項の 1 つとして「学生の主体性・自律的学習

促進に資する研修会の実施」を掲げた。教養教育

において，いかにして学生の主体性を促すかとい

う点を共通の問題意識として持つために，そして

新時代を生きる学生に対応する指導方法のアップ

デートが必然であるという観点に立つ設定であっ

た。  
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2 . 研修会の概要  

 当初，年間を通して定期的に実施する予定であ

ったが，前期はコロナウイルス感染拡大対応のた

め実施を見送り後期から開始した。今年度は第 1

回（ 11/17）を土屋，第 2 回（ 12/8）を池田，第 3

回（ 2/25）を井隼，白坂，樋口の 5 名が担当した。

研修内容をアーカイブ化するために，担当者は事

前に動画を作成した。参加者は全員事前に視聴し，

研修会では意見交換に時間を割けるようにした。

発表者は，学習者の主体性の育成に資する授業内

での実践や試行，情報について話題を提供した。

次章より，各話題提供者による実践内容である。  

 

3 .  学習意欲の喚起を狙った指標・モデル提示の

効果   

 本章では，学習意欲の喚起を狙った指標・モデ

ルの具体的提示の役割と効果について述べる。学

生が受けた試験の結果はもとより，提出した課題

やレポートの内容が，こちら側（教師）が期待し

たものと異なっていたという経験はないだろうか。

その原因として学生のやる気や能力，課題の趣旨

に対する理解力不足などがまず考えられるところ

ではあるが，一方で教師の課題提示等における曖

昧さや不十分さがその原因となっている場合があ

る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ Ambrose ,  Br idges ,  

DiP ie t ro ,  Love t t ,  & Norman， 2010）。この指摘に関

わることが，昨年度，学生による英語プレゼンテ

ーションを実施した際に起こった。後期から参加

した学生数人の発表内容やスライドが他の学生と

比べて簡素なものであり，そして授業終了後，当

該学生達がやって来て，事前に他のクラスメイト

の取り組み程度をわかっていたらもっと頑張った

のにと後悔の気持ちを表明したのであった。英語

プレゼンテーションは前期にも行っており，後期

受講者の 9 割以上は同じメンバーであったため，

後期プレゼンテーションの事前説明は前期よりも

簡易的なものになっていた部分があった。また，

終わってみてわかったことであるが，前期からの

受講者は先の経験を踏まえて，後期はさらに質の

高いプレゼンテーションを目指したこともあり，

後期からの受講者が引け目を感じるほどに趣向を

凝らしたものとなっていた。後期から受講した学

生に，事前に別途，前期の発表スライドや学生た

ちの意気込みなどを示しておけば，彼らの取り組

み姿勢により勢いがついていたのではないかと感

じた次第であった。  

 このように，目指すべきものが具体的に明瞭に

わかっているか否かは，意欲の側面に多分に影響

を与える。従って，今年度は各授業で試験やレポ

ート，プレゼンテーション等で求められること，

できるようになるべきことを事前に詳細に具体的

に示すことにした。試験やレポートについては初

回の授業時に，複数のモデルと共にルーブリック

を提示し，それぞれのモデルの強みや弱みに言及

しながら，どのように評価するかについて説明し

た。プレゼンテーションについては，学生によく

ある 3 パターンの発表方法を私がデモンストレー

ションし，それぞれの改善点を伝えながら評価の

観点を伝えた。  

 この教育的介入の効果を捉えるために，モデル

提示が終わった際に，学生にアンケートを実施し

た。質問 1 は「モデルとその評価観点を詳細に把

握することは，あなたの意欲に影響を与えました

か」，質問 2 は「本授業で行ったように，事前にモ

デルや評価の観点が提示される授業は，あなたが

履修している授業のうち何割程度ですか」であっ

た。また，アンケート下部に自由記述欄を設けた。

結果をそれぞれ表 1 と表 2 に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表  1 モデル提示の意欲への作用  

 全くプラ

スには作

用しなか

った 

あまりプ

ラスには

作用しな

かった 

今までと

変わらな

い 

プラスに

作用した 

非常にプ

ラスに作

用した 

N 
(%) 

0 
(0.0%) 

1 
(2.8%) 

4 
(11.4%) 

19 
(54.2%) 

11 
(31.4%) 

 
0 割 １- 2 割 3 - 4 割 ５割 6 - 7 割 8 - 9 割 10 割 

N 
(%) 

1 
(2.8%) 

7 
(19.9%) 

5 
(14.2%) 

5 
(14.2%) 

9 
(25.6%) 

8 
(22.8%) 

0 
(0.0%) 

表  2 モデル提示のある授業の割合  
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 質問 1 に関しては， 85%以上の受講者がプラス

の作用があったと回答していることから，学期の

初期または必要なタイミングでのモデルの提示は

教育的に意義があると考えられよう。質問 2 は学

生の主観的判断による回答であるため，データの

信頼性は確保されないが，注目すべき点は，目指

すべきものが授業内で提示されているという認識

が学生にはあまり多くはない状況であるというこ

とである。  

 本学では教育改善の一環として，数年前からシ

ラバスチェックが導入され，内容の表記等につい

て改善が進んでいる。シラバスには各授業の目的

や達成目標も明示されており，学生は当然その確

認後に履修登録をすることになっているのだが，

初回授業時に確認の有無を問うと「見ていない」

という学生の方が毎年多く見受けられる。仮に確

認していたとしても，教師が思い描く絵と合致し

たものを持っているかは定かでない。「今学期また

は今年度の授業で頑張れば，終了時にはこんなこ

とができるようになっている。こんな自分になっ

ている」という明瞭なイメージの保持は，取り組

みへの期待感を高めるものである。学期開始時の

タイミングで，教師と学生間で目指すべき像が一

致しているかどうかを確認する価値は，意欲向上

の観点からあると考える。また， 初にその確認

をしっかりすることは，学生にその後の学修を自

分事として認識させることに繋がるのではないか

と考える。   （担当：土屋）  

 

4 . 授業内の学生反応に応じた教育的対応  

 円滑なコミュニケーションは日常的にも重要  

であるが，それは常に成立するものではなく，コ

ミュニケーションの不成立は多く生じるものであ

る。コミュニケーション不全，ディスコミュニケ

ーションともいわれるが，このような状況がある

からこそ，それを 小限に抑え，相互理解に繋が

り，円滑なコミュニケーションに向かっていくこ

になるともいえる。それは教育の場でも同様であ

る。そこで，授業での四つの取り組み（①個別指

名②ペア／グループワーク③全体での意見交換④

発表）と学生のマイナスの反応を取り上げ，反応

の原因とその対応策を検討していきたい。  

 個別に指名の場合，学生が無反応のことが少な

からずある。その原因は，準備不足，理解不足，

意欲欠如，発声抑制が考えられる。発言を促すだ

けでは効果がないことが多く，準備不足による理

解不足および意欲欠如については，学習の動機付

けが重要となる。発声抑制については，個々の性

格によるところが多く，内向的，閉鎖的など学習

の動機付けだけではなく，コミュニケーションへ

の負担を軽減するなど心的対応が必要となる。  

 ペアワーク，グループワークの場合，参加に消

極的であったり，不参加などの反応がみられるこ

とがある。その原因は，個別に指名のものに加え

て，対人コミュニケーションへの不安，協働・協

調への不適合などが挙げられる。個々への促しや

心的対応だけではなく，パートナーやグループメ

ンバーへの意識付けが重要となる。目的意識の共

有は勿論のこと，リーダーへの意識付けも鍵とな

る。適応が困難な者への配慮や参加しやすい環境

づくりなどリーダーとしての自覚を持ってもらえ

るよう指導していくことも不可欠である。そのた

めには，バランスのよいペアづくりやグループ分

けをすることが肝要となる。教室内でのファシリ

テーターづくりを意識していくことが一つの対応

策ということができる。  

 全体での意見交換（ディスカッション）の場合，

一部の学生，特定の学生のみの参加となることが

多く見られる。その原因は，個別に指名，ペア／

グループワークのものに加えて，他者／多者への

依存が考えられる。集団の中での心理として，誰

かが発言してくれるなど他者への依存度が高くな

る傾向がある。そのため個々の参加意識が低下し，

全体での活動ではなく，一部の積極的な学生に限

られた意見交換となってしまうことになる。ここ

では先ず，教員がファシリテーターとしての役割

を果たし，個別指名により参加を広げていき，う

まく発言を引き出すことで，参加・発言への不安
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を取り除くことと依存意識を低減していくよう導

いていく必要がある。  

 発表（プレゼンテーション，スピーチ）の場合，

発表への拒否反応が挙げられる。少ない例ではあ

るが，決められた発表日のみ授業を欠席するなど

発表を回避する学生もいる。その原因は，上述し

たものと同様ではあるが，グループでの発表の場

合は，発表そのものに加え，授業運営に支障をき

たすこととなる。コミュニケーション不全，対人

コミュニケーションへの不安などを克服できるよ

指導および支援をしていく必要がある。  

 以上は授業中の取り組みと学生の反応であるが，

これは授業外学修（ e ラーニングなどの課題）につ

いても同様の状況があり，総合的にどう対応して

いくかを検討していく必要がある。これは一つの

授業で完結するものではなく，全ての授業で取り

組んでいかなければならない。そのためには，教

員間で事例などの情報共有をし，よりよい対応策・

取り組みについて模索，検討していくことが肝要

である。  （担当：池田）  

 

5 . 課題提示における工夫とロールプレイの効果  

 本章では，教職課程の『教育心理学』および『教

育相談の基礎』を取り上げ，講義内で行ったロー

ルプレイやレポート課題の提示方法による学びの

効果について述べる。『教育心理学』や『教育相談

の基礎』は教職課程の必修科目であるため，必ず

しも皆が高い関心を持って受講しているわけでは

ない。中にはモチベーションが上がらなかったり

理解が進まなかったりする学生もいる。そのため，

これらの科目では，まず学生に講義に対して関心

を持ってもらうこと，講義内で得た知識を日常生

活に当てはめて考えられるようになること，そし

て自らの考えを文章によって表現できるようにな

ることを目標とした。  

 

5 .  1 . 課題提示の工夫  

 「好きこそものの上手なれ」というように，主

体的な学びに も重要なことは学ぶ内容に関心を

持つことである。教員は知識だけでなく，それを

学ぶ楽しさや面白さ，学ぶことで何に役立つのか，

どのように応用可能であるのかを同時に伝えなけ

ればならない。学生は講義を通して内容に関心を

持ち，自ら学びを深めていく姿勢を形成していく。 

 心理学は人間の心の仕組みを解き明かすもので

あり，私達自身の日常生活に深く根ざしている。

特に教育心理学では，心理学の知識をただ学ぶの

ではなく，その知識を効果的に学級運営や教授学

習に取り入れていけるよう理解し，応用のために

自ら考える必要がある。こうした姿勢を形成する

ために，まず心理学自体に関心を持たせることが

重要である。心理学における現象や理論の説明に

終始しては，その現象が一体何なのか，その理論

を知ることで何に役立つのかよくわからないまま

になってしまう恐れがある。そのため講義では単

に専門用語や概念，理論の説明をしただけでは関

心を高めるに至らないと考え，トピックごとにテ

ーマを設定し，自分たちの生活や将来の教職場面

といった具体的な状況を念頭にレポートを作成す

ることを繰り返した。テーマは各トピックの 初

に示し，これから何に関する話が始まるのかとい

う枠組みを形成できるようにした。  

 レポートでは常に，「現在の自分の生活や将来就

く教員という立場を想像して考え，具体的に文章

で記述する」という条件を設定した。学生にはさ

まざまな科目や学校種別を志望する者がいたため，

各レポートでは同一のテーマであっても想定され

る生徒の発達段階や科目の特性を考慮した多様な

回答が見られた。例えば，「学習」の回では，「自

分が生徒に新しい習慣を身につけさせるとしたら，

どのようなことを実践するか」というレポートを

作成した。ねらいとして，学習の条件づけ等をき

ちんと理解し，生徒の対応に当てはめて考えるこ

とができるかを確認したいと考えた。ただ「オペ

ラント条件づけを説明せよ」という問題を出して

も，用語は暗記できてもその応用に至らない可能

性があった。学生には，オペラント条件づけを使

って・・・などとは提示せず，自由に，自分の科
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目の特性を考慮し具体的に説明するよう求めた。  

 学生の回答は教員のねらいどおり，「宿題をして

きたら，シールを 1 つ与える」等オペラント条件

づけに基づく回答が多く見られた。さらに，「簡単

な課題から難しい課題へ徐々に難易度を上げる」

といったスモールステップの考え，自分自身で課

題の評価をさせるといった自己調整学習の視点を

入れた回答も見られ，広い視野で考えることがで

きた学生もいた。  

 レポートには評価の他にコメントを付けて返却

したものもあった。学習者にとって評価や教員か

らのコメントは一種の報酬であると考えられる。

評価のみよりはコメントを何か付けたほうが，学

習面での振り返りに役立つことに加え，教員との

関係性の構築にもつながる可能性がある。  

 

5 .  2 . ロールプレイの効果  

 『教育相談の基礎』では，障害をもった生徒の

視点をより深く理解するためにロールプレイを行

った。講義で取り上げた障害を 1 つ選び，実際に

①講義（授業）を受けるとき，②日常生活につい

て，ペアでロールプレイし，授業をする側，受け

る側それぞれの視点で困った点，改善・工夫すべ

きことを考えた。そして，成果は発表会を通して

クラス全体で共有し，理解を深めた。  

 これらの活動を通して，例えば発達障害では，

授業中の指名やディスカッションが苦痛に感じら

れるのではないか，席替えは自分たちにとっては

楽しみなイベントだが，発達障害を持つ人にとっ

ては環境が変わるのでよいことではない，学内の

掲示物ではフォントや貼り方の工夫が必要なので

はないかなどの意見が出た。また，同じ障害を選

んでも人によってさまざまな考えや問題意識があ

ると理解できたようだった。実際に演じ，自分な

りに調べるという作業をすることで，講義を受け

ただけよりも理解が深まったという意見も出され

た。加えて発表会を通して人にわかりやすく伝え

る工夫をしたり，他者の発表から分かりやすい伝

え方を学べたりしたという意見も出された。  

 後に，講義の事前学習として講義資料の間違

いを指摘してもらった。事前に資料を myFIT 上に

アップロードし，学生が講義の前日までに誤字脱

字等を含めた誤りを指摘したら 終評価に加点を

するとした。教員が意図的に間違えた部分はない

が，誤字等を見つけるには一通り資料に目を通す

必要がある上，教員に内容的に誤りではないかと

指摘するには相当な事前学習を必要とする。これ

により資料を細かく読み込んでくる学生もいれば，

あまり関心を持たない学生もいたのでもう少し工

夫が必要だったと考える。  

 以上のように，「関心を持つこと」は主体的な学

びに影響する。教員は知識を伝えることに加え，

講義のトピックに関心をもたせる工夫をしなけれ

ばならない。当該分野に関心を持ち，好きになっ

てもらうことで，講義後まで継続した主体的な学

びにつながることが期待できる。  （担当：井隼）  

 

6 . 学習態度に関する教育的介入の効果  

 本章では，学習態度に関する教育的介入の効果

について，2 学年前期を対象とした「教育方法論」

（教職課程）の授業実践である「傾聴」ワークシ

ョップの事例を紹介する。なお，この事例におけ

る学習成果については，白坂（ 2020）にて教職の

視点から分析を行っているのでこちらも併せて参

照されたい。ここでは，教養力育成センターの FD

研修会のテーマである学習者の主体性の育成に資

する授業実践という観点から，本事例の紹介とそ

の効果について考察を行う。  

 「傾聴」ワークショップは以下の流れで進行し

ていく。  

 

①  2 人一組のペアを作成する。  

②  相手に自分の好きなこと（趣味や 近のマ

イブーム等）の話をする。それぞれが話し手

となる機会をとるため，話し手・聞き手を入

れ替え， 2 セクションを設ける。  

③  ①で作成されたペア 2 つ（ペア 1・ペア 2）

で 4 人一組のグループを作成させる。  
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④  【ペア 1】②と同様，2 セクション設け，そ

れぞれが話し手・聞き手となり，話し手は相

手に自分の好きなことの話をするが，聞き手

はあえて否定的な態度（悪態をつく，内容に

興味がない素振りを見せる e tc）をとりながら

話し手の話を聞く。  

 【ペア 2】ペア 1 のやり取りを傍観し，その

時受けた印象をメモする。  

⑤  【ペア 1】②と同様，2 セクション設け，そ

れぞれが話し手・聞き手となり，話し手は相

手に自分の好きなことの話をするが，聞き手

は肯定的な態度（話の間に相槌を入れる，質

問 を 行 っ た り し て ， 興 味 が あ る こ と を 示 す

e tc）をとりながら話し手の話しを聞く。  

 【ペア 2】ペア 1 のやり取りを傍観し，その

時受けた印象を④の印象と比較しながらメモ

する。  

⑥  【ペア 1】と【ペア 2】の役割を入れ替え，

④と⑤のワークを行う。  

 

 学習成果は，このワークショップ後行ったレポ

ートを対象として共起ネットワークを作成するこ

とで分析を行った。形成された語群は 11 群，その

うち 5 つが教職に関する学習成果として整理でき

た（白坂  2020）。特に「態度」という言葉に着目

することで，学習者の主体性の育成に資するもの

として 3 つの解釈が可能であった。  

 一つ目は，学習する上での環境づくりに資する

という視点からの解釈である。例えば，「話し手も

聞く（き）手も話に対する態度によって相手にも

大きく影響を与えてしまうことに気づくことがで

きた」という学びの記述があった。これは，学び

の場においては教授者と学習者が協力し合い場を

作ることの重要性に気づいたものと考えられる。  

 二つ目は，学習効率に資するという視点からの

解釈である。例えば，「全く話を聞く態度ではない

状態で話を聞くと相手の話していることが全く頭

に入ってくることがなかった」という学びの記述

があった。これは，学習に対する姿勢を整えるこ

とで，効率的に学習していくことができることに

気づいたものと考えられる。  

 三つ目は，他者の学習態度に与える影響からの

解釈である。例えば，「もし，クラスの生徒達全員

の授業を受ける態度が良ければ，みんなが頑張っ

ているからと一人一人が授業に前向きに取り組む

ことができ，それによって知識や技能の向上にも

つながる」という学びの記述があった。これは，

教員養成の観点からクラス運営を想定した記述で

あるが，学びの場を教授者と学習者が作るという

視点から解釈すれば，複数の学習者の協力によっ

て，より魅力的な場にしていくために主体的な学

習態度が肝要であることに気づいたものとして捉

えることができよう。  

 このように「傾聴」ワークショップは，「学習に

おける主体性の重要性」を考えさせる授業実践と

して，一定の成果をあげたと考えられる。  

 （担当：白坂）  

 

7 . 当事者意識の醸成を狙った課題の提示  

 学生の主体的な学びを促進するためには，授業

や課題に対して受講生に当事者意識を持ってもら

い，「自分ごと」として授業や課題に取り組む理由

を明確にする必要がある。主体的な学びの姿勢の

定着は，能動的な学習活動に関わる自主性や自発

性の向上をもたらし，より大きな学習成果の獲得

が期待できる。そのような主体的な学びの姿勢を

大学初年次に定着させることは，その後の学習成

果にも大きな影響を及ぼす。ウェルネス科目では，

主体的に学ぶ姿勢の獲得を目指して， 1 年次必修

科目の「ウェルネス基礎」および選択科目の「ウ

ェルネス応用」において以下のような取り組みを

行っている。  

 ウェルネス基礎とウェルネス応用で構成される

ウェルネス科目では「自分にとってのウェルネス」，

つまり，学生ひとり一人が，自分の心身の状態や

人生目標に基づいて心身や社会生活の良好な状態

を築き，さらに積極的に維持・発展させようとす

る生活行動や姿勢を獲得することを目指して授業
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をデザイン・実施している。また，ウェルネス科

目のポリシーとして，身体パフォーマンスや競技

パフォーマンスの優劣を成績評価に反映させるこ

とはせず，受講生が「自分にとってのウェルネス」

という観点に基づいて目標設定や課題発見とその

解決にフォーカスできるように留意している。  

 まず，ウェルネス基礎では，「自分にとってのウ

ェルネス」の確立を主たる達成目標の一つとして，

自身の体力テストの結果に基づいて，体力目標や

習慣的な運動課題を提示させるレポート課題や，

自身の 1 週間の活動量調査の結果に基づいて，身

体活動についての課題とその解決策を提案させる

レポート課題に取り組んでもらう。いずれの課題

においても，測定・分析，目標設定や課題解決策

の対象は受講生自身であり，自ずと当事者意識を

持ちながら課題に取り組むことになる。次に，当

事者意識を持って課題に取り組むことの意義や気

づきについて整理するために，先述したレポート

課題提出後に，当事者意識を持って課題に取り組

むことが自身のレポート課題でのパフォーマンス

にどのように影響したかについて，各回授業後に

記入させている振り返りノートに記入・提出をさ

せ，その内容を受講生間でも共有させる。そして

教員からは，当事者意識を持つことで学習効果や

パフォーマンスの向上が期待できることについて

説明する。このように，ウェルネス基礎では，受

講生が当事者意識を持つことの意義や価値を感じ

る機会を設けている。  

 次に，ウェルネス基礎の履修後に受講するウェ

ルネス応用では，主体的な学びの姿勢を意識させ

るために，初回授業において，同科目を受講する

理由と授業内外での「自分にとってのウェルネス」

の維持増進のための自発的な取り組み目標を記述

させている。そして，各受講生が設定した目標の

達成度や進捗について，各回授業後に行うワーク

ブックを用いた振り返りの際に自己評価をさせる。

このようにウェルネス応用では，ウェルネス基礎

とは異なり，同科目に対してどのように当事者意

識を持って取り組むのか，そして，取り組めたの

かについて考察する機会を設けている。また，こ

れらの課題に適切に取り組めている受講生は，総

じて同科目全体を通してのパフォーマンスが良好

であった。一方で，主体的な学びの姿勢を確立で

きていないと思われる受講生（例：自身の運動技

能や体力の高さのみを受講理由に挙げている者）

の中には同科目における出席状況や受講態度，課

題のクオリティ等において不十分な点があるケー

スが多かった。以上のことから，同科目で実施し

た，主体的な学びの姿勢についての考察は，受講

生自身の目標設定だけでなく，受講状況のチェッ

クや丁寧な学修指導が必要な受講生の抽出にも有

用である可能性が示唆された。  

 以上のように，ウェルネス科目では，ウェルネ

ス教育と初年次教育の 2 つの視点から，主体的に

学ぶ姿勢の醸成について取り組んでいる。まずウ

ェルネス基礎では，当事者意識を持って授業に取

り組むメリットや意義についての理解を深め，次

にウェルネス応用で，当事者意識を高めるための

目標設定と自己評価をする力の向上を図った。今

後は，ウェルネス基礎およびウェルネス応用の受

講は，早い場合 1 年後期または 2 年前期までに修

了してしまうため， 2 年次以降の学生が自発的に

「自分にとってのウェルネス」を実践するための

機会や環境を整備していくこともウェルネス科目

における課題の一つとして取り組む必要性を感じ

ている。  （担当：樋口）  

 

8 . おわりに  

 同じ大学内，同じ部署内にいて，同じ教育目標

のもと仕事をしていても，他の教員の実践や教授

アイディアを見聞きしたり，共有し合ったりする

機会はなかなかない。そのような中，今年度の研

修会への平均参加率は 95%で，毎回，提供された

話題について意見交換が活発に行われたことは非

常に有意義であったと感じる。これから，「学習者

本位の教育の実現」という容易ではない課題に向

かうにあたり，来年度も教員自身の意識改革，教

授法のアップデートに資する研修会を継続してい
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く予定である。  
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令和 3 年度「授業アンケート（期末）」の実施総括 
 

釘 宮 千 裕（FD 推進室） 
 

 令和 3 年度の授業アンケート（前期末・後期末）

について，実施概要，回答率，回答促進のための

施策などを総括したい。授業アンケート（期末）

の結果は，教育点検活動において，全学，学部・

学科，授業そして学生レベルでの評価の根拠とし

て活用されており，その有効性を高めるためにも

より多くの学生の真摯な回答を集めることが求め

られる。しかしながら，授業アンケートに対する

関心が低い学生や学科も一定数見受けられ，継続

して働きかけが必要な状況にある。今年度は，学

生・教員が授業アンケートを通じたアセスメント

活動を我が事として捉え，積極的に取り組む風土

を醸成したいという想いのもと，回答促進のため

の施策を行った。  

 

1 . 実施概要  

1 .  1 目的  

 本学における授業アンケートの主な目的は，①

学生の声を次年度の授業・カリキュラム改善に役

立てること，②学生の成長度の総括的評価を行う

こと，③学生自身が自己の学びの姿勢を振り返り

更なる成長に向けて活かすことの 3 点である。ま

た，学生の意見や評価は次期履修予定者の参考に

もなっている。  

 

2 . 回答促進施策  

2 .  1 教員インタビュー  

 授業アンケートの回答率を高めるために，まず

は学生に回答の呼びかけを行う教員自身の工夫や

気づきの Tips を集めることとした。それらを全学

に共有することを目的として，前期授業アンケー

ト開始前に 5 名の教員にインタビューを実施した。

協力いただいた 5 名の教員は，令和 2 年度の授業

アンケートにて，回答率が高かった科目を担当し

て い た 教 員 で あ り ， 学 生 の 意 見 を 集 め る た め に

様々な工夫を行っていた。設問は 3 問あり，設問

1（授業アンケートの実施目的をどのように捉え，

学生に伝えていますか。）設問 2（回答率を高める

為に工夫していることはありますか。）設問 3（学

生コメントから得た気づきはありますか。）につい

て回答を得た。  

 設問 1 では，学生自身が授業の主体であり，よ

り良い授業をつくるためにも授業アンケートを通

して意見や要望を伝えることは，非常に大切なこ

とであると学生に認識させる呼びかけが並んだ。

設問 2 では，回答率を高めるための工夫として，

授業時間内で回答時間を設けたり，未回答の学生

に掲示を発信し回答を促したりしているなどの回

答があった。  

 上記のインタビュー内容は FD 速報として全学

に発信し，授業アンケートに対する教員の取り組

み意識を一層高めることに繋がったと捉えている。

（ FD 速報は別紙参照）  

 

2 .  2 回答低調層へのアプローチ  

 前期授業アンケート終了後，回答の詳細を分析

すると，学年が上がるにつれて履修授業全てに回

答する「 100%回答」の学生が減少する傾向がある

ことがわかった。また， 1 年生では 60%超の学生

が，全体では 40%超の学生が，履修授業に対して

90～ 100%回答 して いる ことも 判明 した 。さ ら に，

履修授業全てに未回答の「 0%回答」の学生は全体

で 839 名（ 23%）おり，回答率向上のためには，こ

の層を含む回答低調層に対する効果的なアプロー

チを行うことが必要であるとの結論に至った。（表

1 参照）  

 上述した回答低調層を「履修授業数に対する回

答率が 50%未満の学生層」と定義し，後期授業ア
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ン ケ ー ト で は ， 回 答 期 間 を 通 じ て 2 回 ， 個 別 に

myFIT を通じて掲示を発信した。図 1 の通り，学

生目線で理解しやすいように授業アンケートの目

的を 3 点伝えた上で，授業アンケートの回答内容

は匿名であるため安心して回答してほしいという

主旨の呼びかけを行った。結果，後期の「 0%回答」

学生は全体で 963 名（ 28%）であった。この人数

は，回答低調層に絞って呼びかけるアプローチを

行っていない前期よりも多くなっているが，例年

後期の方が前期よりも回答率が低いことを考える

と，効果が無かったと捉えるには時期尚早である

ため，本取組みは次年度も実施し，経年での変化

を確認したい。  

 

2 .  3 回答時間の設定  

 先の教員インタビューにおいて「学生たちの声

を吸い上げることは，直接的な授業改善に繋がる

ものもそうでないものも，彼らの考えを理解する

ために大切であり，回答時間を取ることは無駄で

はないと考えている」との回答があった。また，

他大学においても授業時間内に回答時間を設ける

ことで回答促進を図る事例が複数確認されたため，

本学でも効果が期待されると考え，教員には可能

な限り授業時間に回答時間を設定することを依頼

【図  1 後期  回答低調学生への myFIT 掲示】  

【表  1 前期  履修授業数に対する学年別の回答率とその割合】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※履修授業数が 0 の学生 596 名を除いた人数であるため，全学の学生数とは一致しない。  

  
学年 0%〜（名） 10%〜（名）20%〜（名）30%〜（名）40%〜（名）50%〜（名）60%〜（名）70%〜（名）80%〜（名）90%〜（名）合計（名）

1年⽣ 179 57 48 54 20 19 21 16 17 676 1107
2年⽣ 237 103 106 66 22 28 17 8 13 396 996
3年⽣ 355 139 112 60 31 20 17 10 11 281 1036
4年⽣ 289 17 32 15 4 26 7 0 0 102 492

合計（名） 1060 316 298 195 77 93 62 34 41 1455 3631
※うち0%回答839名 ※うち100%回答1398名

  
学年 0%〜 10%〜 20%〜 30%〜 40%〜 50%〜 60%〜 70%〜 80%〜 90%〜 合計（%）

1年⽣ 16.17% 5.15% 4.34% 4.88% 1.81% 1.72% 1.90% 1.45% 1.54% 61.07% 100.00%
2年⽣ 23.80% 10.34% 10.64% 6.63% 2.21% 2.81% 1.71% 0.80% 1.31% 39.76% 100.00%
3年⽣ 34.27% 13.42% 10.81% 5.79% 2.99% 1.93% 1.64% 0.97% 1.06% 27.12% 100.00%
4年⽣ 58.74% 3.46% 6.50% 3.05% 0.81% 5.28% 1.42% 0.00% 0.00% 20.73% 100.00%

合計（%） 29.19% 8.70% 8.21% 5.37% 2.12% 2.56% 1.71% 0.94% 1.13% 40.07% 100.00%

履修授業数に対する回答率（%）

履修授業数に対する回答率（%）の割合
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した。  

 また，授業内で適宜投影してもらうスライド資

料（図 2）では，授業アンケートの目的や，当該科

目のシラバスを参照しながら目標・達成度を振り

返るように学生に指示をした。  

 

3 . 回答率  

【前期】  

対象授業数： 750 授業  

回答率： 53 .9%（前年同期  46 .5%）  

【後期】  

対象授業数： 682 授業  

回答率： 45 .3%（前年同期  34 .1%）  

 前期，後期ともに平成 22 年度以来最も高い回答

率を記録した。学生への声掛けや授業時間内での

回答時間を確保する教員が増加した結果と思われ

る。  

 

3 .  1 学科別回答率内訳  

 学科別で回答率をみてみると，前期では最高学

科 64%に対して最低学科では 34 .4%と 29 .6 ポイン

ト差，後期では最高 61 .1%に対して最低 28 .2%と

32 .8 ポイント差であった。学科によっては授業内

での回答時間を積極的に設けるところがある一方，

教員コメントの入力を含め授業アンケートに関心

が低い学科も見受けられ，全学的な取り組み意識

For	all	the	students～すべての学生生徒のために

■ 授業アンケートの⽬的

①皆さんが履修した科⽬でどのような⼒を⾝に付けたと感じたか、
授業の振り返りを⾏い、⾃⾝の成⻑に活⽤してもらう。

②教員に皆さんの声を届け、⼤学の授業改善に活⽤する。

③次年度履修する学⽣に履修のアドバイスを送り、
参考にしてもらうことでより良い学びに繋げる。

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

0

For	all	the	students～すべての学生生徒のために

■ 設問４・５ 回答の注意点

授業のシラバスで「修得する知識・能⼒（DP）」と
「達成⽬標」を確認の上、回答しましょう

（例）

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

1

可能であれば、本スライドのあとに
該当授業のシラバスを投影してください。

※スライド使⽤時は本枠を削除ください※

 

【図  2 授業アンケート回答時の注意点スライド（抜粋）】  
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の醸成が必要である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  2 教員コメント入力  

 教員コメント入力率は前期 64 .0%，後期 57 .3%

であった。学生から自由記述で寄せられる意見や

改善要求などに対する教員からの回答，授業の総

括を伝える言葉は，学生へのフィードバックとし

て重要であり，入力率の更なる向上が期待される。 

 

4 . 全体集計結果と解析  

4 .  1 設問 1  

 設問 1（この授業を受講するにあたって，シラ

バスの内容を確認しましたか。）についての集計結

果をみると，この問いに対して①十分に確認した，

②ある程度確認したとの回答は前期 90 .5%，後期

92 .3%であり，いずれも前年同期（ R2 年度  前期

91 .2%，後期 94 .2%）を下回ったものの，一昨年同

期（ R1 年度  前期 86 .4%，後期 87 .4%）を上回っ

ており，直近 2 ヵ年の数値は好調である。  

 

4 .  2 設問 2  

 設問 2（この授業について自主的かつ意欲をも

って学習に取り組むことができましたか。）につい

ては①十分に，②ある程度「取り組んだ」との回

答は前期 95 .8%，後期 95 .9%と高値を記録してい

る。コロナ禍でオンライン授業が多かった前年同

期（ R2 年度  前期 94 .9%，後期 96 .4%）と比較し

ても大きな変化はなく，また，直近 5 年をみても

90%を上 回 る 値で 安定 してお り， 授業 への 取 り組

み姿勢は継続して前向きであるとみられる。  

【表  2 学部学科別回答率】  

（ H29～ R3 前後期）  
学科名 R3後期 R3前期 R2後期 R2前期 R1後期 R1前期 H30後期 H30前期 H29後期 H29前期

電子情報工学科 45.9% 63.5% 33.8% 41.0% 38.7% 64.5% 32.7% 49.4% 38.0% 47.3%

生命環境化学科 52.3% 55.9% 49.7% 64.7% 34.1% 38.4% 23.3% 32.1% 21.4% 37.7%

知能機械工学科 32.9% 39.4% 34.4% 46.2% 29.7% 41.7% 29.2% 43.2% 42.6% 58.1%

電気工学科 51.7% 50.4% 41.8% 55.6% 40.7% 61.2% 24.5% 44.8% 34.8% 31.2%

工学部計 45.3% 51.8% 39.7% 51.9% 35.4% 51.0% 27.5% 42.5% 34.7% 44.0%

情報工学科 36.7% 49.1% 24.4% 41.8% 22.8% 41.8% 26.2% 36.6% 21.6% 34.2%

情報通信工学科 38.1% 54.2% 29.8% 36.5% 31.3% 50.4% 38.8% 50.9% 34.6% 47.4%

情報システム工学科 44.1% 50.4% 17.1% 31.2% 32.0% 54.0% 33.0% 65.8% 36.3% 51.5%

システムマネジメント学科 28.2% 34.4% 19.3% 29.3% 18.5% 35.8% 21.8% 32.5% 20.8% 44.5%

情報工学部計 37.4% 48.1% 23.1% 36.1% 26.4% 45.6% 30.0% 46.3% 28.2% 43.4%

社会環境学科（学部) 61.1% 64.0% 41.0% 46.4% 62.1% 68.5% 44.6% 55.4% 48.3% 58.1%

教養力育成科目（2019年度から） 46.6% 58.1% 36.4% 52.0% 35.2% 57.5% 35.6% 62.6% 25.4% 34.4%

合計 45.3% 53.9% 34.1% 46.5% 36.0% 52.9% 31.9% 48.4% 34.6% 46.3%

【表  3 学部学科別教員コメント入力率】  
学科名 R3後期 R3前期 R2後期 R2前期 R1後期 R1前期 H30後期 H30前期 H29後期 H29前期

電子情報工学科 71.2% 64.7% 67.3% 53.9% 49.1% 67.9% 49.3% 47.8% 44.6% 52.8%

生命環境化学科 52.9% 57.1% 76.5% 77.2% 62.0% 59.3% 21.7% 36.1% 42.0% 56.7%

知能機械工学科 62.3% 70.2% 60.0% 62.8% 51.5% 79.6% 45.9% 52.4% 46.5% 64.6%

電気工学科 50.0% 42.4% 44.7% 50.9% 58.0% 66.1% 33.8% 48.6% 45.7% 62.2%

工学部計 59.4% 57.8% 62.4% 61.5% 54.8% 67.5% 38.1% 46.0% 44.8% 58.8%

情報工学科 73.0% 77.2% 86.7% 80.5% 72.6% 76.3% 58.0% 72.1% 57.3% 73.3%

情報通信工学科 64.6% 81.8% 71.1% 83.6% 75.6% 83.3% 69.0% 77.8% 74.7% 80.0%

情報システム工学科 37.2% 72.0% 69.1% 52.0% 46.7% 68.0% 53.5% 58.2% 62.0% 62.2%

システムマネジメント学科 54.1% 67.4% 57.5% 72.3% 58.5% 53.2% 52.7% 57.1% 56.1% 58.7%

情報工学部計 59.2% 75.2% 72.7% 73.4% 64.3% 71.4% 58.3% 67.3% 62.2% 69.1%

社会環境学科（学部) 46.0% 47.6% 51.4% 58.4% 67.5% 63.0% 44.8% 28.0% 48.6% 67.5%

教養力育成科目（2019年度から） 57.6% 64.4% 74.9% 81.5% 45.4% 48.8% 28.1% 33.9% 16.0% 30.8%

合計 57.3% 64.0% 67.9% 70.6% 55.6% 61.4% 44.2% 49.5% 51.3% 63.5%

【図  3 授業への取り組み姿勢】  

（上段： R3 前期  下段： R3 後期）  
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4 .  3 設問 4， 5  

 この 2 つの設問では，シラバスに示された「修

得する知識・能力」（ A～ I）との関与度について，

学生がどのように捉えたのかを測っている。  

 今年度は前期・後期で設問 4， 5 の選択肢 A～ I

の表記を表 4 の通り変更している。選択肢 A～ I に

ついて，全学で統一されていた各要素の説明文が

各学科の DP と一致していないとの指摘を受け，

前期の授業アンケートでは，成績評価ガイドライ

ンに合わせた要素表記に変更した。前期の回答結

果では，A（多面的理解）・E（課題解決力）に大き

な伸長がみられた一方，G（主体性）・H（実行性）

に大きな減少がみられた。この変化について，選

択肢が要素表記になったことにより，各要素の内

容と学生の理解に齟齬が生じた可能性が要因とし

てあげられ，後期は選択肢の表記を再度変更し，

要素と説明文を並列して表記することとした。し

かしながら，後期も前期と同様に G（主体性）・ H

（実行性）・ I（協働性）に大きな落ち込みがみら

れ，説明文の変更による影響の有無は確認されな

かった。このことは，コロナ禍で対面授業が再開

された後，コロナ禍前の AL 実施内容と異なる状

況となっていることがひとつの要因として挙げら

れる。また，当該設問は最大 3 つしか選択するこ

とができないため，学生の印象に残りやすい要素

に回答が集まることも考えられる。今後，設問内

容を含む授業アンケートの設計を検討する必要が

ある。  

 

4 .  4 設問 6  

 設問 6（この授業の内容は全体として意義ある

ものでしたか。）は平均評価ポイントとして 4 点満

点で集計している。全学の平均評価ポイントは，

前期 3 .47，後期 3 .45 であり，前年度と比較して前

期▲ 0 .02 ポイント，後期 0 .02 ポイントとなった。 

 

  

【表  4 設問 4， 5 の選択肢の表記変更（左：前期，右：後期）】  

【表  5 成長実感（ A～ I）の経年変化】  

（ H29 年度～ R3 年度  2015（ H27）年度を 100%として）  

2015前期2016前期2017前期2018前期2019前期2020前期2021前期2015後期2016後期2017後期2018後期2019後期2020後期2021後期
回答⼈数 16,873 16,799 18,218 17,924 19,768 17,154 19,619 10,161 11,611 11,697 10,506 11,795 11,330 14,530
A⽐率 11.9% 12.5% 13.8% 13.6% 15.9% 14.2% 28.0% 12.8% 12.7% 11.9% 12.3% 14.0% 14.1% 22.9%
B⽐率 14.9% 16.1% 16.3% 16.2% 17.7% 16.5% 12.8% 17.2% 16.8% 15.7% 16.8% 17.9% 16.2% 16.9%
C⽐率 23.2% 23.9% 23.3% 25.2% 25.3% 27.4% 24.6% 24.2% 24.2% 24.6% 24.1% 25.4% 27.5% 30.7%
D⽐率 49.8% 49.8% 49.7% 49.9% 51.1% 58.6% 65.5% 51.8% 52.7% 54.7% 54.6% 53.8% 60.5% 61.8%
E⽐率 11.9% 11.4% 12.1% 12.2% 13.3% 11.9% 38.4% 12.6% 11.7% 12.9% 12.1% 13.6% 12.2% 31.0%
F⽐率 16.8% 17.7% 19.0% 18.8% 20.2% 17.7% 19.2% 16.1% 15.8% 17.0% 18.5% 19.7% 20.5% 19.9%
G⽐率 27.8% 29.0% 31.8% 31.4% 33.6% 40.5% 15.7% 28.5% 29.6% 29.8% 29.8% 31.8% 38.2% 24.4%
H⽐率 14.8% 14.7% 16.6% 17.5% 18.4% 20.5% 12.7% 13.7% 13.8% 14.2% 15.3% 17.5% 18.6% 11.8%
I⽐率 13.4% 12.6% 14.2% 15.6% 14.5% 7.7% 8.4% 11.4% 12.1% 12.1% 15.0% 14.8% 9.9% 10.6%
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5 . 授業外学習時間について  

5 .  1 設問 3  

 設問 3（この授業における授業以外での学習時

間の合計は，1 週間あたりどのぐらいですか。）は，

AL 全学展開の狙いとしている「能動的学習態度の

涵養」の達成度を測る指標となる。今年度は前期・

後期ともに 66 分という結果になったが，これは遠

隔授業実施を背景に大きく伸長した R2 年度を除

くと漸増している。  

 

6 . 授業アンケートの課題と今後の展望  

 冒頭でも述べたように，授業アンケートの結果

は，教育点検活動において，全学，学部・学科，

授業そして学生レベルでの評価の根拠として活用

H29前期 H29後期 H30前期 H30後期 R1前期 R1後期 R2前期 R2後期 R3前期 前年同期差 R3後期 前年同期差
全学 3.33 3.29 3.35 3.32 3.37 3.36 3.45 3.47 3.47 0.02 3.45 -0.02
⼯学部 3.31 3.28 3.34 3.33 3.35 3.35 3.43 3.48 3.47 0.04 3.47 -0.01
情報⼯学部 3.3 3.24 3.36 3.3 3.37 3.35 3.53 3.45 3.49 -0.04 3.44 -0.01
社会環境学部 3.39 3.38 3.35 3.37 3.35 3.4 3.44 3.53 3.46 0.02 3.46 -0.07

専⾨科⽬ 3.31 3.31 3.36 3.33 3.36 3.36 3.47 3.48 3.47 0 3.46 -0.02
教養科⽬ 3.25 3.25 3.31 3.3 3.4 3.36 3.43 3.45 3.45 0.02 3.44 -0.01

【表  6 学部・科目別授業の平均評価ポイント推移（点）】  

【図  4 授業外の学習時間】  

（上段： R3 前期  下段： R3 後期）  

【表  7 学部・科目別授業外学習時間推移（分）】  

学科・科⽬別（分）H29前期 H29後期 H30前期 H30後期 R1前期 R1後期 R2前期 R2後期 R3前期 R3後期
全学 53 56 54 51 64 63 89 77 66 66
⼯学部 56 64 63 64 75 77 91 88 79 79
情報⼯学部 54 58 60 55 75 70 95 88 81 78
社会環境学部 48 41 43 37 61 53 72 65 53 50

専⾨科⽬ 59 64 61 58 73 68 89 83 74 72
教養科⽬ 37 32 36 32 47 50 67 61 48 48
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されており，その有効性を高めるためにもより多

くの学生の真摯な回答を集めることが求められる。

学生の回答率を上げるためには，回答された内容

に対して教職員も真摯に向き合い，彼らにフィー

ド バ ッ ク を 行 う こ と が 不 可 欠 で あ る 。 今 後 は ，

myFIT から直接回答の集計を確認する方法以外に，

学生が手軽に確認できる回答結果まとめを作成し，

タイムリーに公開していきたい。また，学生自身

が自己の学びの姿勢を振り返り更なる成長に向け

て活かすことも授業アンケートの重要な目的であ

るため，「学生レベル」のアセスメントが適うよう

に， FIT-AIM と連動させるなどのシステム構築を

今後検討していきたい。  
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◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ FD 速報（No.626） '21.6.30◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
授業アンケートに関する先⽣⽅の⼯夫や気づきを広く全学に共有することを⽬的に， 
5 名の先⽣⽅にインタビューをさせて頂きました。 
□−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−□ 
① 授業アンケートの実施⽬的をどのように捉え，学⽣に伝えていますか。 
 
・どのような授業の在り⽅が学⽣にマッチするのか試⾏錯誤する為に，学⽣⾃⾝の意⾒が⼤

事であることを伝えている。 
・「授業アンケートは授業の改善に繋げる為に使われており，皆さんの意⾒や要望を伝える

ことは，皆さんが思っている以上に⼤切なことである」旨を伝えている。 
・学⽣が授業をどのように捉えているか，学⽣の⽬線を知り授業改善に繋げる為にも協⼒し

てほしいと伝えている。 
・「授業は教員の為ではなく学⽣の為にあるもので，匿名の授業アンケートは意⾒や要望を

伝えるチャンスのひとつである」旨を伝えている。 
・アンケートの⽬的は，学⽣の満⾜度と理解度の確認，学⽣の⽇頃の取り組み状況の把握，

および，授業改善のための意⾒・要望の収集と考えている。学⽣には授業改善のために意
⾒を聞かせてほしいと伝えている。 

 
② 回答率を⾼める為に⼯夫していることはありますか。 
 
・未回答の学⽣は教員⾃⾝で確認することができる為，myFIT の掲⽰板を通じてアンケー

ト回答期間中に２回程，回答を促すようにしている。特に試験期間中は学⽣も myFIT の
確認を普段以上に意識している為，効果があるのではないか。 

・授業時間内で 10 分を⽬安に回答時間を設けている。 
・早々に回答が終わった学⽣には「他の講義で未回答のアンケートがあれば，そちらも回答

するように」と呼び掛けている。 
・リアルタイムに回答率が確認できるためそれを学⽣に開⽰し，「みんなの回答率が〇〇％

になるまで解散しないよ〜」など声をかけながら回答を促している。 
・学⽣⾃⾝が困っていることや分からないこと等を話してくれるように，⽇頃から学⽣たち

とのコミュニケーションを意識している。 
・回答期間の授業の中で繰り返しアナウンスをしている。 
・特にオンライン講義の際は双⽅向性の確保を⽬的に myFIT の Q&A 機能の利⽤を促した

ため，学⽣が回答する⾏為に慣れたことも考えられる。 
・授業で myFIT の選択形式のテスト機能を使⽤していたが，授業アンケートの回答形式が

それと似ているため，結果として学⽣が形式に慣れ回答の抵抗感が少なくなった可能性
もある。 
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・授業時間内で回答時間を設けている。PC 演習室での講義は問題ないが，講義室ではスマ
ートフォンで回答させているため，たまに myFIT に⼊れない等のトラブルで回答できな
い学⽣もいる。 

 
③ 学⽣コメントから得た気づきはありますか。 
 
・学⽣たちの声を吸い上げることは，直接的な授業改善に繋がるものもそうでないものも，

彼らの考えを理解する為に⼤切であり，回答時間を取ることは無駄ではないと考えてい
る。 

・⽂字の書き⽅や⼤きさなど⾒やすい板書になるように改善に繋げている。⼀⽅で，そのよ
うな指摘は授業毎に伝えてくれた⽅がすぐに改善できるのにと思うこともあり，⽇頃か
らの学⽣とのコミュニケーションが⼤切だと感じる。 

・〇〇についてよりかみ砕いた資料に変更しよう等，本学の学⽣に合わせた授業資料の作成
に活かしている。 

・学習相談コーナーを利⽤して疑問点を解決し，積極的な学びの姿勢を⾝につけている学⽣
のコメントが複数⾒受けられる。これらのコメントから学習相談コーナーの重要性を確
認できる。⼀⽅で，理解できていないとコメントする学⽣が，学習相談コーナーを利⽤す
るなどの努⼒をしている学⽣なのか，そうでない学⽣なのかが，授業アンケートから分か
らないので，そういう学⽣の対応が困難である。 

・グループ発表を取り⼊れることで学⽣が主体的に学び議論する AL を促しているが，その
姿勢が⾝についていることが分かる。学⽣たちがコメント内で，「⾃主的に発表内容を準
備することで，⼈前で話す⼒，資料を分かりやすくまとめる⼒が⾝についた」と振り返っ
ている。 

・昨年度はオンライン授業のメリットデメリットがそれぞれ確認できた。 
・スライドの⽂字や図の⼤きさ，ノートテイクの時間など学⽣の声を参考にしながら授業に

反映している。 
 
本インタビューは，⽣命環境化学科 松⼭先⽣，知能機械⼯学科 下川先⽣，電気⼯学科 
⽥島先⽣，情報通信⼯学科 ⻄⽥先⽣，社会環境学科 藤井先⽣，以上 5 名の先⽣⽅にご協
⼒頂きました。お忙しい中ありがとうございました。 
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フレッシュマンスクール 2009～2021 年度自己点検・評価報告書 

総括 
 

太 神   諭（フレッシュマンスクール数学担当） 

徳 井 将 平（フレッシュマンスクール国語担当） 

山 田 浩 史（FD 推進室） 
 

1 . はじめに  

 フレッシュマンスクール（以下，本スクール）

は，1 年次生のうち特に「基礎学力・コミュニケー

ション能力の両方に問題を抱える学生」を対象に

した学習支援組織として，2009 年度に開設された。

その目的は「大学で勉強するために必要な力」と

して，特に中教審が示す学士力に掲げられている

「コミュニケーションスキル」や「数量的スキル」

を涵養するとともに，自律学習の習慣を身につけ

させることである。この目的のもと，本スクール

では，集合学習として「数学ベーシック」と「レ

ポーティング・スキル」講座の開講と，学生の状

況に応じた集合学習と個別指導を行う。  

 その活動については，本スクールを所管する FD

教養力育成センター部会を通じて，毎年度の自己

点検・評価報告書を FD 推進機構運営委員会に諮

る。そこでは，教育実践の内容，学習形態やプロ

グラムにおける学生の動向，さらに大学の講義内

容の現状との連関等を分析し，教育効果に関する

受講生の追跡調査を行うことで，本スクールの成

果と改善点を確認することとする。本報告では，

13 年 間 に わ た る 本 ス ク ー ル の 活 動 に つ い て 総 括

し，成果と課題を明らかにする。  

 

2 . フレッシュマンスクールの構成  

 本スクールでは，集合学習と個別指導を行う。

集合学習では，工学部・情報工学部対象の「数学

ベーシック」と社会環境学部の「レポーティング・

スキル」の 2 講座を通年で開講してきた。それぞ

れの構成は，1 週間を単位として，前期 13 回，後

期 13 回の講義を学科クラス別の時間割を作成し，

実施した。なお，学習内容の理解が十分でない学

生には，同一の講義内容を実施している他の曜日

の講義を再度受講するよう促すほか，個別指導の

時間に対応した。加えて，夏季公開講座として，

SPI 対策（言語・非言語）を行ってきた。  

 また，コミュニケーションスキルを涵養する講

座の一環として「ディベーティング・スキル」を

設け，全学部から希望者を募って実施していたが，

受講者の減少および就業力育成プログラム事業に

より「コミュニケーション基礎」が全学必修科目

となったことから， 2017 年度をもって閉講した。 

 個別指導では，集合学習の受講生のみならず，

全学部生に対して学習相談に対応する。なお，2021

年度は夏季公開講座に代わり，個別指導や学習相

談のみに対応する「 FIT- in サポート拡大 Week」を

実施し，教育スタッフが期間中 2 限目から 5 限目

まで学習相談に対応した。  

 

3 . 開講するプログラムとその対象者の決定  

 集合学習の受講対象者は， 4 月の新入生全員を

対象に実施する基礎学力テスト（数学：工学部・

情報工学部，日本語：社会環境学部）の結果をも

とに候補者を選定する。ただし，2020 年度からは

入学試験および入学前学習の結果をもとに候補者

を選定することとした。加えて，希望者の受け入

れも含めて各学科で検討し，受講生を決定する。

また，集合学習の開講と前後して事務局での全員

面談を実施し，面談結果はその後の学習支援に繋

がるデータとして取り扱う。なお，基礎学力テス
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トについては， 2020 年度から内製化したうえで，

受講生を対象に実施し，集合学習の開始時と修了

時の変化を成果指標として活用することとした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1 ) 数学ベーシック  

 数学ベーシックの対象者は，表 1 に示す条件に

より，年度ごとに候補者を決定する。これをもと

に，希望者や各学科で実施する学力試験の結果を

加味して，対象者を決定した。  

 なお，候補者の選定に利用した基礎学力テスト

の概要は次のとおりである。開設当初から基礎学

力テストでは，数学Ⅰ・ A までの範囲から基礎的

な内容の習熟度を測るものとし，その結果は 800

点満点のスコアと，それによる分類される 6 段階

のレベル（ A＞ B＞ C＞ D＞ E＞ F）によって示され

る。なお， 2011 年度から 2017 年度までは別会社

の同様の試験を用いることとした。基礎学力テス

トの経年変化を見ると， 2011 年度から 2017 年度

までのスコアは上昇傾向にある。また，レベルの

分布については，下位層の割合が減少し，上位層

であるレベル A の割合が 7 年間で 22 ポイント上

昇し，2017 年度新入生のうち約 8 割がレベル A と

なった。そういったなか，同テストが学習支援を

必要な対象者の選定のための基準にはなっても，

新入生全体の高校数学の学力，を測るものになり

えないため，数学の基礎学力テストを 2018 年度よ

りワオ・コーポレーション「プレイスメントテス

ト」に変更し，従来の数学Ⅰ・ A までの範囲の多

肢選択式から，数学Ⅱ・ B までの範囲の記述式へ

と変更した。またスコア表示を 800 点満点から 100

点満点とし，特に本スクールの対象者以外の学生

にとっても意味があるものとした。  

表  1 数学ベーシック対象者の選定条件  

年度  条件  

2009-2011  基礎学力テストのスコア 430 以下  

2012-2017  基礎学力テストのスコア 480 以下  

2018-2019  基礎学力テストの数学Ⅰ・ A の範

囲の得点率が 5 割以下  

2020  ・入試の基礎能力試験「数学」の

得点が合格最低点＋ 5 点  
・入学前学習の事前テスト 50 点

以下かつ修了テスト 70 点以下  

2021  ・入試の基礎能力試験「数学」の

得点が 30 点以下  
・入学前学習の修了テスト 80 点

以下  

 

図  1  基礎学力テスト「数学」のレベル分布の

経年変化  
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図  2  基礎学力テスト「数学」の平均スコアの
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表  2 レポーティング・スキル対象者の選定条件  

年度  条件  

2009-2014  基礎学力テストのスコア 500 以下  

2015-2019  基礎学力テストのスコア 480 以下  

2020  ・入試の基礎能力試験「小論文」

の得点が 70 点以下  
・入学前学習の事前テスト 60 点

以下かつ修了テスト 70 点以下  

2021  ・入試の基礎能力試験「小論文」

の得点が 70 点以下  
・入学前学習の修了テスト 80 点

以下  

 



－ 81 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2 )  レポーティング・スキル  

 レポーティング・スキルの対象者は，表 2 に示

す条件により，年度ごとに候補者を決定する。ま

た，2016 年度より基礎学力テストとあわせて実施

した「文章力テスト」の結果も参考する。これら

をもとに，希望者や各学科からの推薦などを加味

して，対象者を決定した。  

 なお，候補者の選定に利用した基礎学力テスト

の概要は次のとおりである。開設当初から日本語

の語彙力に関する能力を測るものとし，その結果

は 800 点満点のスコアと，それによる分類される

6 段階のレベル（ A＞ B＞ C＞ D＞ E＞ F）によって示

される。なお， 2011 年度から 2019 年度までは別

会社の同様の試験を用いることとした。基礎学力

テストの経年変化を見ると， 2011 年度から 2019

年度までのスコアおよびレベルの分布は図 3，4 に

示すようにほぼ横ばいで推移している。  
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図  4  基礎学力テスト「日本語」のレベル分布

の経年変化  
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(3 ) フレッシュマンスクールの定員  

 本スクール生の定員については， 1 クラス 10～

15 名を目安に 150 名程度を想定している。図 5 に

2009 年度から 2021 年度講座別の登録者の経年変

化を示す。開設年度とコロナ禍が始まった 2020 年

度の登録者数は少ないものの，年度別登録者数の

平均は 160 名弱と，定員の +6%程度となっている。 

 次に，受講生の入試種別の内訳の経年変化とし

て，数学ベーシックの受講者のものを図 6 に，レ

ポーティング・スキルの受講者のものを図 7 に示

す。専願制推薦入試（学校推薦型選抜および SS 選

抜入試）の割合が，開設当初の 2009 年度は工学

部・情報工学部 65 .2%，社会環境学部 48 .4%であ

り，公募制推薦入試や一般選抜入試の割合も一定

程度あったが，その後の志願者の回復および増加

が続いたことに伴い，受講生のうち専願制推薦入

試の割合が工学部・情報工学部 80～ 95%，社会環

境学部 70～ 80%を例年占めるようになった。  

 なお，全入学者の入試種別の内訳として，工学

部 ・ 情 報 工 学 部 に お い て は ， 一 般 入 試 の 割 合 は

2009 年度の 50%前後から 2021 年度 59%へと若干

の上昇傾向にあり，専願制推薦入試の割合は 30%

前後の横ばいで推移している。また，社会環境学

部においては，年度毎の変動が大きく一概に言え

ないが，一般選抜の割合は 40%前後，専願制・ SS

選抜の割合は開設当初の 40%前後から 50%前後に

増加傾向で推移している  

 その中において，入学時の基礎学力レベルは，

工学部・情報工学部については上位にシフトし，

社会環境学部は横ばいにあった。そして，受講生

の内訳として専願制推薦入試による入学者が例年

8 割近くを占めてきたことになる。つまり，受講

生の入学時の基礎学力レベルは上がっても，それ

以上に一般選抜の入試倍率が上がり選抜性が強化

されたため，一般選抜と専願制・SS 選抜による入

学者との基礎学力の格差が広がり，そのことが学

力の 2 極化と指摘される背景として窺える。  

 

4 . プログラムの教育内容  

(1 ) 教育内容  

 高校から大学の学びへの円滑な移行を図るべく，

集合学習では１クラス 10～ 15 名の規模で，「数学

ベーシック」講座を週 10～ 14 クラス，「レポーテ

ィング・スキル」講座を週 3～ 5 クラス開講してき

た。  

 「数学ベーシック」は，各学科での専門科目を

学習していく上で必要となる数量的スキルを養う

ことを目的とした。中学数学から数学Ⅰ・ A の内

容（数と式，関数，図形と計量，場合の数と確率）

の中でも特に関数を中心に構成し，数学Ⅱ・Ⅲ，

数学 B の内容を取り入れた。前期では，大学で活

用する微分と積分の前提となる基本的な関数の復

習や，それらを取り扱うために必要な文字式の計

算法則の確認を中心に行った。後期では，前期の

学習内容をもとに，微分や積分，および，ベクト

ルや場合の数といったその他の単元についても学

習した。各単元の授業では，練習問題を解くこと

で，内容や公式の扱い方などの理解を促すととも

に，自らの考えを順序良く説明できるような解答

の作成を指導した。  

 「レポーティング・スキル」は，各学科での専

門科目でのレポート課題および就職試験での基礎

となる「書く力」を養うことを目的とした。新聞

記事から時事テーマや就職 SPI 対策などを取り扱

うことで意欲喚起しつつ，文章要約や自分の考え

をまとめる力，および前提となる語彙力の訓練を

行い，レポート作成への苦手意識を緩和すること

を目標とした。 250～ 600 字程度の作文や， 100～

200 字程度の新聞記事の要約を課し，与えられた

資料・情報からどのように考え，それをどのよう

に相手に簡潔に，分かりやすく伝えるかというこ

とを企図した。  

 

(2 ) 正課授業との関連  

 「数学ベーシック」では，各学科での基礎数学

関連科目の履修の前提となる数量的スキルを養う

ことを目的とした。しかし，学科ごとに必要とす
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る数学の内容やレベルが異なるため，全学部共通

の講座内容と，工学部・情報工学部 8 学科での授

業科目との連動が課題として浮かび上がった。す

なわち，フレッシュマンスクールの集合学習が学

科クラスごとに実施され，学科の専門基礎科目と

学習内容や時期が重複するにも関わらず，その出

発点や順序がそれぞれ異なるため，正課授業で取

り扱う内容に即した復習徹底の場になりえず，相

乗効果を生み出せていない現状があった。  

 「レポーティング ･スキル」では，学科でのレポ

ート作成の基礎となる「書く力」を養うことを目

的とした。社会環境学科の 1 年次必修科目である

「基礎ゼミナール」では，レポート作成を含むア

カデミックスキルを修得するものであるが，授業

内容は担当教員で全く異なり，共通したレポート

の書き方の指導はなされていない。また，「書く力」

は教養科目や専門科目を問わず必要なスキルであ

るものの，具体的に授業科目との関連を意図した

ものでなかった。このため，講座では文章作成の

基礎を扱うが，その内容が正課授業での活用に直

接繋がっていないため，代わりに就職活動の SPI

対策などを取り入れることで受講への意欲喚起を

行っていた。  

 その結果として，授業と重複した課題の対応や

正課外である集合学習への参加が受講生の負担感

となり，特に後期における出席率の低下につなが

ったと思われる。したがって，学科科目での活用

を意識した学習内容の絞り込みや順序の調整など

行い，関連する正課授業を補完する構成として位

置付けることが重要だと考えられる。  

 

(3 ) 学習形態  

 集合学習は， 1 クラス 5～ 15 名の少人数制に加

えて，学部 3・4 年の先輩学生をスチューデントア

シスタント（ SA）として活用して対面での個別指

導を実施してきた。ただし，2020 年度はコロナ禍

における遠隔授業の実施方針により，郵送・メー

ルによる課題添削に取り組んだ。  

 「数学ベーシック」では，小テスト，学習内容

の提示，プリント学習，確認テストで構成し， 90

分の授業とした。プリント学習では，受講生が各

自のペースで内容を確認しながら，練習問題を解

くことにした。なかには，プリント学習が早く終

わる受講生もおり，その場合は応用問題などに取

り組んだ。  

 「レポーティング・スキル」では，小テスト，

新聞記事の下読み，文章作成，添削，清書が基本

的な構成である。所要時間 50 分を想定したが学生

により能力差が大きく，なかには 90 分かかる場合

もあった。  

 また，2021 年度は，学習相談（ FIT- in サポート）

と連動した取り組みとして，従来の教育内容の一

部を自習課題とし， FIT- in サポートのラーニング

アシスタン ト（ LA）に よる添削を 受けること で，

従来よりも進度を早めた授業運営を行った。  

 個別指導は，集合学習の空き時間に，個別指導

を担当する教育スタッフが全学部生に対して学習

相談に対応することとしており，昨年度以前の受

講生やそれ以外の学生が学科科目の授業内容や進

路に関する相談として利用する場合も見られた。

しかしながら，教育スタッフが集合学習に入るた

めに対応できる時間帯が限られるため，実質的に

は集合学習の受講生の個別相談や欠席対応に充て

られている現状があった。  

 

(4 ) シラバスの作成と活用状況  

 集合学習の開始にあたり，毎年度シラバスを作

成し受講生に配布した。基礎学力テスト結果の状

況や，昨年度の受講アンケート内容を踏まえ，シ

ラバスの内容は毎年度修正した。「数学ベーシック」

では，基礎の徹底および未履修分野の学習も取り

入れ，それらの内容の一部は自習課題として取り

扱った。2021 年度前期では，数学Ⅱの単元から各

種の関数の取り扱いと微分積分の基礎を中心に構

成し，後期では，数学Ⅲの内容から微分や積分に

関することを中心に構成した。  

 「レポーティング・スキル」では，学生のレベ

ル や 要 望 に 応 じ て 調 整 し な が ら 授 業 を 行 っ た 。
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2021 年度は，縮約する新聞記事について SDCs な

ど時事的な社会問題を中心に取り扱った。  

 

(5 ) 教育効果の測定  

 集合学習の成果測定として， 4 月に実施した基

礎学力テストと同一のテストを 1 月修了時に実施

し，受講前後でのスコアまたは点数の変化を確認

する。図 8 に年度別のスコアまたは点数の伸び率

を示す。なお，2020 年度はコロナ禍のため，開始

時の基礎学力テストが実施できず，伸び率は計測

していない。  

 「数学ベーシック」については，受講生の平均

スコアの伸び率は毎年約 10%伸長してきた。 2017

年度までのスコアによる判定レベルでの分布で見

ると，全体としては毎年概ね 1 レベル上昇または

現状レベルでの推移であったが，レベル D・ C の

人数が半減していることから全体的な底上げがで

きたといえる。  

 一方，「レポーティング・スキル」については，

2014 年度から 2019 年度において，平均スコアの

伸びは少なく留まり，上昇には至っていない。  

 こ こ で ， 2021 年 度 の 結 果 に つ い て 見 て み る 。

2021 年度は前期末の 7 月にも基礎学力テストを実

施した。「数学ベーシック」受講生の 7 月と 12 月

の結果をそれぞれ受講前である 4 月の結果と比較

してみると，上昇率はそれぞれ 7 月では 11 .0%，

12 月では 9 .0%上昇した。中には， 20 点以上点数

を伸ばした受講生が 13 人いた。これに対して，20

点以上点数を下げた学生が 2 人いた。また，分野

別の正答率は全ての分野で向上しており，特に，

集合学習で重点的に取り扱った「関数」では正答

率が 20 .5 ポイント上昇している。しかし，全ての

分野において正答率はまだ高くはなく，内容の定

着が十分とは言えない。また，「レポーティング・

スキル」でも，多くの学生に点数の上昇が見られ，

12 .1%の 伸 び を 示 し た 。 し か し 全 体 と し て 伸 び は

同一レベル内に収まっており，変動が少なかった。

なお，7 月の基礎学力テストで一定レベル（ 60 点）

に到達した受講生の中から各学科での協議により

9 名（数学ベーシック 4 名，レポーティング・ス

キル 5 名）は前期で修了した。  

 

(6 ) 学生による授業評価の活用状況  

 集合学習の前期と後期のそれぞれ終了時に記名

式 の ア ン ケ ー ト を 実 施 し て き た 。 回 答 率 は 毎 回

90%前後を確保している。  

 2021 年度のアンケート結果について，「数学ベ

ーシック」では，受講前には 38 .1%の学生が受講

の 必 要 性 を 感 じ て い な か っ た が ， 前 期 末 に は

86 .7%の学生が，後期末には 92 .5%の学生が受講の

必要性について必要だったと回答した。実際に，

受講による変化として，「基礎学力が身に付いた」
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との回答が前期では 95 .3%，後期では 93 .7%と高

い割合を得た。また，学習習慣についても，前期

末の時点で 90 .8%の学生が「学習習慣がついた」

と感じている。単元ごとの理解度についても，特

に微分法，積分法，二次関数や二次不等式などに

おいて学生全体の理解度が向上していることが分

か る 。 な お ， 1 年 間 と い う 学 習 期 間 に つ い て は

71 .3%が「丁度よかった」と回答した。  

 また「レポーティング・スキル」では，前期末

には 100%の学生が，後期末には 97 .5%の学生が受

講の必要性を評価した。その理由として，授業で

のレポート課題に役立ったと複数挙げたことから，

授業での活用に繋がる学習となったことが窺える。

実際に， 1 年間受講したことによる変化として，

全ての学生が「基礎学力が身に付いた」との回答

であった。また，学習習慣についても，95 .0%の学

生が「学習習慣がついた」と感じている。一方で，

1 年間という学習期間については「丁度よかった」

表  3 受講生の出席率および皆勤者数の経年変化  

年 度  2 0 0 9  2 0 1 0  2 0 11  2 0 1 2  2 0 1 3  2 0 1 4  2 0 1 5  2 0 1 6  2 0 1 7  2 0 1 8  2 0 1 9  2 0 2 0  2 0 2 1  

出 席 率  5 8 . 8  7 0 . 6  8 1 . 8  9 0 . 1  8 4 . 3  8 4 . 7  9 4 . 9  9 3 . 1  9 5 . 7  9 5 . 4  9 4 . 6  7 7 . 7  9 6 . 1  
 5 7 . 5  6 5 . 7  6 5 . 3  8 4 . 8  8 8 . 2  9 4 . 8  9 8 . 6  9 8 . 8  9 4 . 5  9 9 . 6  9 6 . 4  9 3 . 9  9 0 . 6  

皆 勤  1 4  2 0  4 2  8 6  7 4  8 2  9 6  7 1  6 9  1 0 2  7 7  4 5  9 7  

者 数  6  5  1 6  3 0  2 8  4 0  5 8  5 2  4 1  6 1  4 4  3 5  1 9  

   出 席 率 ・ 皆 勤 者 数 と も に 上 段 は 数 学 ベ ー シ ッ ク ， 下 段 は レ ポ ー テ ィ ン グ ・ ス キ ル  

表  4 フレッシュマンスクール受講生の 2 年次進級率および修業年限卒業率の変化  
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42 .5%よりも「前期まででよかった」55%との回答

が上回り，「数学ベーシック」とは異なる結果とな

った。  

 このことから，集合学習を通して本スクールの

目的である基礎学力と学習習慣についての成長実

感を培ったことが窺える。  

 

(7 ) 教学との連携と学生指導  

 集合学習の出席率は，表 3 に示すように， 2015

年度以降，年間平均 95%前後を維持してきた。し

かし，例年後期になると多欠席となる学生が増え，

出席率が低下する傾向がある。一方で，前後期を

通じた皆勤者も多く，2012 年度以降，毎年 100 名

前後の受講生が皆勤であることからも受講生の多

くが継続して学習に取り組んだといえる。  

 欠席者に対しては，授業回ごとに連絡し，欠席

理由を確認すると共に，内容のフォローを行った。

また，受講生への学習に対する動機づけや習慣づ

けに関する関わりとして，期初に各講座の教育ス

タッフによる個人面談を行い，学習ポートフォリ

オ（ FIT-AIM）を活用した指導を行った。なお，学

科 教 員 と 受 講 生 の 学 習 状 況 を 共 有 す る た め に ，

myFIT の学生プロファイル上に集合学習での学習

状況を登録するとともに，基礎学力テストの結果

を FIT-AIM 上にアップロードした。また，定期的

に各学科の担当教員に出席状況を報告し，欠席者

に対しての呼びかけなど協力を仰いだ。これらの

取り組みが，大学生活への不適応や学習意欲低下

による留年・退学等の脱落防止の一端を担った。  

 

5 . スクール生の追跡  

 受講生の正課授業の単位取得状況について追跡

調査を行った。当該年度に 2 年次進級した受講生

の割合は，情報工学部および社会環境学部では学

部平均と大きな乖離は見られないが，進級条件を

定める工学部では学部平均より 20 ポイント以上

低い状況が続いている。特に 2020 年度については

工学部で 31 ポイント低く，また社会環境学部につ

いても 14 .5 ポイントと乖離が大きく，コロナ禍で

の遠隔授業の中，集合学習ではなく自宅での課題

添削であったことの影響が見られる。  

 また，受講生の修業年限卒業率は 60%前後で推

移しており，学年平均と比較すると，10 ポイント

以上低い状況が続いている。学部平均は異なるも

のの工学部と情報工学部ではともに学部平均と約

30 ポイント差が見られ，入学時の基礎学力下位層

である受講生が，卒業まで苦労する傾向が窺える。

ただし，2021 年度受講生の取得単位数と学科平均

との差は例年よりも改善した。一方で社会環境学

部では学部平均と受講生とに差は見られない。  

 さらに，受講生が 1 年前期の関連科目の単位取

得および 2 年次進級を満たす単位数取得に至った

かについては，学科ごとに科目合格率の差が大き

いため一律に言えない現状がある。すなわち，「数

学ベーシック」受講生の基礎学力テスト結果が向

上しても，学科によっては必ずしも関連科目の合

格率の向上に寄与していない。また，「レポーティ

ング・スキル」においては，受講生の基礎学力テ

スト結果が伸びなくても，社会環境学部の 2 年次

進級率にも修業年限卒業率にも影響しない。この

ことから，学科の関連科目の補完教育とはなりえ

ていない現状が窺える。  

 

6 . スタッフ  

 集合学習の講義運営や個別指導対応，受講生の

学修・生活指導は，教育スタッフが担っている。

教育スタッフは数学 1 名，国語 1 名の高校教員経

験者を常勤（教育嘱託職員）で配置している。特

に「数学ベーシック」は教育スタッフ 1 名で週 10

～ 13 クラス担当しており，集合学習の空き時間が

限られるため，受講生以外の学習相談に物理的に

対応できない現状がある。  

 その他，集合学習にて，受講生 6 名につき 1 名

の SA（ 2021 年度よりラーニングアシスタント（ LA）

と改称）を配置している。雇用に際しては，教職

課程履修者のうち学科ごとに学部 3 年生以上の学

業成績上位者（ GPA，関連科目の成績）を候補者と

して，さらに 2021 年度は FIT- in サポートでの LA
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と あ わ せ て 雇 用 し た 。 教 育 ス タ ッ フ が 学 習 相 談

（ FIT- in サポート）を含む LA の指導および学科

教員との橋渡しを担う他，「レポーティング・スキ

ル」担当の教育スタッフが FIT- in サポートの日々

の運営を行った。  

 集合学習の受講生のみならず全学的な学習支援

に資するために，FIT- in サポートとの連動を図り，

教育スタッフが主として学科と連動して対応しな

がら LA 学生を活用した運営とすることが求めら

れる。  

 

7 . 管理運営  

 フレッシュマンスクールの運営に係る事項は，

教育改善推進委員会の下でフレッシュマンスクー

ル開設準備 WG から運営 WG に移行した。その翌

年度に FD 推進機構が発足し，初年次教育部会に

メンバーを移行し活動を継続した。その後， 2 013

年度より共通教育部会への統合を経て，現在は教

養力育成センター部会が所轄している。各年度の

状況については自己点検 ･評価報告書にまとめ，教

養力育成センター部会を通じて FD 推進機構運営

委員会および教授会に報告している。  

 場所は，開設時は本部棟 1F を Cul t iva t ion  S i te

として整備し実施してきたが，2017 年度 E 棟竣工

により E 棟 3F へ移設された。集合学習を行って

きた学習室は，2020 年度より感染症防止対策のた

め収容定員を絞ることになり，10 名以上のクラス

は R1 教室などの空き教室を利用して行った。  

 

8 . 総括  

 本スクールは，特に学習支援が必要と判断され

た新入生に対し，学習への動機づけ，学習習慣の

形成を通して，自ら基礎学力および学ぶ力を身に

付け，大学生活への適応を支援するために設立さ

れた。  

 特に，基礎学力とともに自律学習の習慣を身に

付けるために，SA を活用した個別指導に近い授業

運営と，前後期にわたる基礎内容の徹底および欠

席者への丁寧なフォローを行った。毎年の新入生

の約 15%にあたる受講生に対するその成果は，ま

ず出席率の安定と継続出席者の増加に見ることが

できる。さらに，入学時と修了時に実施する 2 回

の基礎学力テスト結果の伸び率は「数学ベーシッ

ク」は平均 10%伸長し，全体の底上げができた。

「レポーティング・スキル」は経年での伸びは少

なく推移しているものの，2021 年度は多くの学生

に点数の上昇が見られた。また，受講アンケート

から，基礎学力や学習習慣が身についたとの自己

評価が 95%を占めたこと，また「数学ベーシック」

において単元ごとの理解度の向上，「レポーティン

グ・スキル」において授業での活用度から，それ

ぞれ受講の成果が認められる。これらから本スク

ール設置の目的に適ったのかを鑑みると，入学生

のうち 15%の基礎学力下位層の対象者に対する取

組として，基礎学力の向上や学習習慣の定着につ

いて一定の成果を認めることができる。  

 しかしながら，受講生全体を対象としての「低

学年次での不適応や学習意欲の低下の防止策」と

した高い目標から鑑みると，各学科でカリキュラ

ムの学修に資するものになったかは，学科ごとに

平均合格率の差も大きく，示すことが難しい。受

講生の約 6 割が関連する正課授業の単位および進

級条件単位数を取得した一方で，残り 4 割の受講

生を支援しきれなかったとも言えるからである。

このことは，対象者が集合学習に出席し学習習慣

の醸成は図れても，基礎学力の全体的な向上には

限界があり，正課授業での活用までに至らない学

生に対しては，現有の方法や資源では対応に限界

があることを示している。  

 その要素として，正課授業との連関が弱く，相

乗効果を生み出せていないことや，教育スタッフ

が個別指導に対応する時間が限られることなどの

課題が浮かび上がる。本スクールの開設以来 13 年

間にわたり，毎年度の自己点検・評価報告書をま

とめてきたが，そこには，次のような指摘が挙げ

られている。※（）は初出年度  

・学科ごとの特色から必要とする数学の能力が異

なっており，より重点的な指導が求められる内
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容が異なる。今後は，学科別に求められる指導

に対してどこまで対応するかを協議する必要が

ある。学科との連携を意識した学習内容の絞り

込みや学習時期の調整など行い，カリキュラム

を 構 成 し て い く こ と が 重 要 だ と 考 え ら れ る 。

（ 2010 年度）  

・単位取得に対しての不安が多く，個別指導にお

いては大学の講義内容の質問がほとんどであっ

たため，大学の内容を幅広く指導できる教育ス

タッフの配置が望ましい。（ 2009 年度）  

・学生の入力したポートフォリオへのアドバイス

やコメントが学習する上でのモチベーションに

繋がっている。（ 2010 年度）  

・情報工学部学習相談コーナーとの連携を図り，

一体化した取り組みで支援体制を構築していく

必要がある。（ 2010 年度）  

 これらの内容が自己点検・評価報告書での記述

に留まっており，全学的な改善検討に進まなかっ

た 1 つの理由には，管理運営体制として FD 推進

機構の 1 部会に留まり，各学科との具体的な調整

に困難があったことが挙げられる。しかしながら，

これらの内容が 2020 年度に FD 推進機構のもとに

設置された教職協働の学習支援検討 WG において，

「新入生に対する学習支援のあり方の見直しにつ

いて」の議論を通じて， FIT- in サポートとの相互

作用，脱落防止策とのさらなる連動，入学前教育

との繋がりなどへの検討を進める上で，起点とな

った。  

 本学およびそれを取り巻く高等教育におけるカ

リキュラムマネジメントの進展に伴い，学習支援

のあり方の見直しに際して，カリキュラムポリシ

ーとアドミッションポリシーの差分を埋める補完

教育としての位置づけが明確になったことで，“基

礎学力”が指すものを，設置当初は学士力に沿っ

た「コミュニケーションスキル」「数量的スキル」

としていたが，「 1 年前期の正課授業の履修に必要

な前提知識・技能」として具体的に定義し直すこ

ととなった。  

 来年度より本スクールは次のステージとして，

開設当初に答申されていた共同教育研究施設に学

習支援センターとして設置されることになった。

従来の「集合学習」は「基礎講座」として数学お

よびレポートに関する正課授業の補完教育として

の位置づけを明確にし，入学前から 1 年前期まで

の補習教育を担う。また，「個別指導」は全学的な

学習相談「 FIT- in サポート」への関与を強化する

形で学習相談体制を再構築する。学習支援センタ

ーがハブとなり，正課科目のカリキュラムマネジ

メントと，学修・生活指導などの学生ケアを真に

連動させた「低学年次での不適応や学習意欲の低

下の防止策」としての学習支援が要請されており，

それに応えていく必要がある。  

 その点，「基礎講座」は学科科目との連携を意識

した学習内容の絞り込みや学習時期の調整を行う

ために，数学については，各学科の 1 年前期の数

学科目と連動したモジュールによる講座運営を行

う。しかしながら，レポートについては，対応す

る社会環境学科の「基礎ゼミナール」においてレ

ポート作成に関する統一した基本形を示すものと

されていたが，現在のところ必修科目のゼミナー

ルを通じたレポート作成の学修内容や到達目標が

不揃いであることが，「レポート基礎講座」の正課

授業との連動性や効果創出に課題を残す船出とな

る。  

 なお，学習相談「 FIT- in サポート」については，

教育スタッフが常駐し関与を高める。数学につい

ては各学科の数学科目での活用の促進を行う。レ

ポートについては社会科学系および人文科学系の

教養科目において必要なアカデミックスキルであ

るため，全学部生への学習相談としての取組の充

実が図られる予定である。さらに，情報工学部学

習相談コーナーを全学展開する形で「専門科目」

を用意するとともに，「英語」についても英語教員

と国際連携室との協働による支援が開始される。  

 これらの学習支援を通じて，正課授業の履修に

必要な前提知識・技能の修得を普く図り，本学カ

リキュラムの達成目標の到達に資するものとした

い。  
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工学部会活動報告 

部会長 村 山 理 一 
 

 2021 年度において，工学部では計 7 回の FD 推

進機構工学部会が開催された。今年度も前年度と

引き続き COVID19 の影響で予定された諸活動が

中止，変更になったものが多い。以下に主な活動

について要約する。  

 

1 . 学部表彰  

 2021 年 度 か ら は 大 学 の 正 式 な 表 彰 制 度 と し て

の学部表彰となり内容を一新して再スタートとな

った。主な改正点は，表彰時期は学業表彰者も含

めて 1 回 /年とし， 4 年生は卒業式時に学科単位で

表彰し， 1-3 年生は次年度スタート時に実施する

ことにした（ 2021 年度は 4 /4（月）に実施）。  

(1 )  資格取得表彰  

 2021 年度は，対象となっている資格を取得し，

表彰の対象となった学生は計 78 名（電子情報工学

科 4 名，生命環境化学科 46 名，知能機械工学科

19 名，電気工学科 9）で，その内訳として，Ｓク

ラス 2 名，Ａクラス 10 名，Ｂクラス 41 名，Ｃク

ラス 25 名であった。  

(2 )  優秀学生表彰  

 優秀学生として，当該年度の専門科目，専門基

礎科目のみの成績優秀者 17 名 /学科（ 1－ 3 年上位

4 名，4 年生上位 5 名），成績上昇者 3 名 /学科（各

年次 1 名， 1－ 3 年）を表彰した。  

 

2 .  全 学 ア セ ス メ ン ト ポ リ シ ー に 基 づ く 工 学 部

教育点検結果  

 全学的な取り組み指針に従って，工学部につい

ても活動を実施した。  

 まず 2020 年度後期分の学科毎のカリキュラム

点検報告を第 2 回 FD 工学部会（ 6 /23 開催）で実

施し，2020 年度通期は第 3 回 FD 工学部会（ 7 /7 開

催）で実施した。工学部 4 学科で実施している教

育プロセスが工学部の人材育成目標である「工学

分野の基盤となる知識と技術ならびにグローバル

な視点を有し，かつそれらを社会の安全・安心な

発展のために用いる倫理観と問題解決能力，主体

性を備えた実践型人材の育成を目的とする」の方

針に沿ったカリキュラム編成で，忠実にその方針

を実行しており，また学科毎に GPBL，高大連携，

資格取得等の特別プログラムがうまく組わせてお

り，正しく機能していることを確認した。また４

学科共に，カリキュラム点検は真摯に行われ，出

てきた課題に対して学科内で議論されていること

も確認した。共通の課題として COVID19 のために

発生した特に 2020 年度入学生の明確な 2 分化傾

向は今後注意を要する。また長年の課題として，

入学時に大学の授業についていけない，ついてく

る気のない学生が一定数存在しており，見た目の

合格率，留年率，退学者数の悪化の原因となって

いるだけでなく，授業運営の阻害要因ともなって

おり，入試制度のより一層の改善が必要である。

また本来， 4 年生になったということは卒業研究

を取り組む必要が有り，そのための基本スキルと

して専門基礎科目，専門科目があるはずである。

基本スキル未達の学生が 4 年生に進級することを

防ぐことを今後のカリキュラム編成の指針とした

い。その上で本点検の結果， 4 年次での卒延者数

は可能な限り 0 人に近づけることを工学部の共通

目標とすることを確認した。  

 2021 年度前期のカキュラム点検は 12 月度の FD

工学部会で学科毎の報告と議論がなされた。電子

情報工学科では，合格率の低い科目の理由として

再試験を行わないことと考え注視していくことが

報告された。また基礎数学科目の共通テストを試

行的に実施し，今年度は後期クラス分けに利用し

たが，来年度は成績評価に取り入れるため，成績

評価の方法を検討中であるという報告があった。

生命環境化学科では，特に物理科目において FIT-
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i n サポートの利用を促し，試験前後を中心に参加

者が増加し，例年よりも合格率が高まったと判断

している。成績評価について，コロナ対応のため

一部オンライン試験を実施したが，オンラインで

の試験は知識の定着を問うものは向かないこと，

持ち込み前提で応用的な問題を準備する必要があ

ること等の検討課題を確認している。知能機械工

学科では，合格率 70%を下回る 2 科目の原因を分

析し，不可となった学生は中間・期末テスト未受

験や 2/3 の出席条件を満たさなかったものが多く，

選択科目であることも要因であることが確認され

た。授業改善について，コロナ禍の影響で ICT 活

用が進み， 2021 年度前期も引き続き FIT-AIM や

myFIT，動画の活用などが多く見られた一方で，対

面時における工夫も各授業で見られた。2020 年度

新入生から適用された新カリキュラムでの開講時

期の変更や前期科目から通年科目への変更は教育

プロセスとして問題なく留年対策としても効果的

であることを確認した。また「共通科目群」の 2

年選択科目に関連し，2022 年度後期から新設科目

とし人工知能や数値解析が開講されることもあり，

AI デ ー タ サ イ エ ン ス 等 に 関 す る 教 育 を 学 科 の カ

リキュラムの中でどう実施・接続していくかが検

討事項として示されている。電気工学科では，今

年度から再履修クラスも対象にした点検を実施し

ている。授業改善について，動画を使った反転授

業や Moodle や Forms で小テストを行うなどの工

夫がなされている。達成状況および成績評価に関

連し，電気基礎学区分のうち達成できなかった科

目は 1-2 年生必須科目であった。その理由として

学びのコミュニティが形成されなかったことや，

学生の取り組みの低下などがあげられる。これら

の科目については担当教員や教務委員・学科長と

連携を図り，具体的な方策については，2021 年度

後期の学科会議等で議論を重ねていくこと，コア

科目をカリキュラム改定の際に設定することが報

告されている。  

 2021 年度後期は，現在学科単位の教育点検が実

施中である。  

3 . 工学部授業公開制度の定着  

 FD 活 動 実 質 化 の一 環 と し て工 学 部 各 学科 の 授

業を教員同士で見学する（授業公開）制度を 2018

年度から正式に実施している。2021 年度も継続し

ており，通期で 17 件の報告があった。報告書から，

授業見学した教員にとって役立つことが確認され

た。  

 

4 . 授業の振り返り促進運動  

 2019 年度後期から，日々の授業の振り返り促進

運動をスタートさせた。当面は，実施報告書の提

出は求めず，実施形態も自由とした。ただしスタ

ート時に年度末にアンケート実施を伝えていたの

で 2021 年度も FORMS で年度末にアンケートを実

施した。回答数は在籍 54 名に対して 46 名であっ

た。日々の授業の振り返りを実施したかの問いか

けに対しては前期，後期ともに 39 名の教員が実施

したと回答し，手法として FIT― AIM の利用率は

前期，後期ともに 40%強であった。2020 年度が 33%

程度であったので若干増加した。また紙ベース，

直接の問いかけ，が各々約 25%であった。  

 次に学生に何らかのアクションを返したと答え

た教員は 38 名であった。またアクションの返し方

は 60%以上が授業中，直接と回答した。また，振

り返りをさせて良かった点として，多くの教員が

学生の理解度が把握でき以降の授業に生かせると

答えていた。改善点としては，FIT-AIM を使って，

個別に全員に答えたいが，現状は回答に時間がか

かりすぎて不可能という意見が多くあった。  

 

5 . グローバル PBL の展開  

 2021 年度も COVID19 のため計画は全て中止と

な っ た 。 た だ し ， 電 子 情 報 工 学 科 で は 4-8 月 に

KMITL と オ ン ラ イ ン で の プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 を 実

施している。また電気工学科では，国内 GPBL と

して宮崎大学留学生と交流プロジェクトを実施し

た（宮崎大留学生は前日になり COVID19 まん延の

ため参加中止）。また知能機械工学科では，独，タ

イの研究者によるオンライン講義を実施した。  
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6 . FD 講演会  

 例年，工学部教授会後に実施しているが今年度

は，工学部教授会がオンラインとのミックスとな

ったため，実施できていない。  

 

以上  
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情報工学部会活動報告 

部会長 前 田   洋 
 

 本部会は，年間の重点事項として次の 5 項目を

掲げた（第 1 回 FD 推進機構運営委員会：資料 1）。  

①  基礎学力の向上：初年次教育の充実，初年次

の脱落防止，留年者・退学者の減少  

②  専門教育の充実：学科横断的教育の取り組み，

資格取得の推進，AI/データサイエンス科目一覧

表の周知  

③  高度な情報教育の実施：高度な情報教育の実

施：学科横断的学生支援（①アプリ開発講座，

②地域 PBL，③ i -TechLAB.での学生活動支援，

④学部独自のｇ PBL 提携先の検討），文科省 AI/

データサイエンス対応カリキュラム検討と認定

に対する協力  

④  学生の質保証と学修時間の確保：成績と学修

時間の可視化（ 2020 年度通年での myFIT および

図 書 館 に 関 す る 学 生 ロ グ 解 析 ， 全 学 教 育 開 発

WG との連携）  

⑤  教育改善 PDCA サイクルの実施：アセスメン

トポリシーに沿った成績評価の実施と点検なら

びに教育改善  

 本年度の部会は，前田（部会長）並びに，家永，

中嶋，下戸，藤岡の各委員で構成された。  

 

1 . 専門教育科目のための学習相談コーナー  

 この取組の前身は， R2 年度まで 9 年にわたり

FD 推 進 特 別 予 算 によ り 実 施 され た 情 報 工学 部 独

自の学習相談コーナーであった。R3 年度より全学

の FIT- in サポートに専門基礎科目の学修支援を移

行したことを受けて，学部の専門教育科目を対象

に継続した。内容は従前どおりで，各学科が選定

した低学年次の専門教育科目について，その理解

が不十分な履修者に対し正課時間外に学修を支援

するものである。プログラミング（シミュレーシ

ョンを伴う物理科目を含む），電気回路など，学生

が躓きやすい科目について開講した。前年度は数

物科目を含んでいたため合計 21 の学習相談コー

ナーを開講したのに対し，R3 年度前期は合計 7 科

目（計画は 8 科目），後期は合計 6 科目（計画は 7

科目），それぞれ開講した。例年のごとく利用学生

数が目標を上回った科目（例：情報「論理回路」，

通信「電気基礎学」等）があった。一方で学生が

myFIT の Q&A 機能を利用し質問するケースや，

教員が授業に対する追加のビデオ教材を製作する

などしたため相談が減少したケースなど，良い意

味で利用者数の目標に届かない科目もあった。ま

た，理解不足で学習相談が必要な学生ほど利用が

無く，単位取得できない傾向も続いており，今後

も低学年次の学習指導の課題である。  

 情報工学部固有の取組として開始した学習相談

コーナーは，全て R4 年度から全学の学修支援セ

ンターにおける指導に引き継がれる。これまで 10

年にわたり学部の学修相談コーナー運営に尽力さ

れた担当教員の皆様，並びにチューター学生諸君

に感謝申し上げる。  

 

2 . 学生表彰制度（資格，成績）の実施  

 R2 年 度 ま で 学 部 ご と に 独 立 し て 表 彰 を 行 っ て

いたが，R3 年度より 3 学部・教養力育成センター

共通の申し合わせに基づく学部表彰制度として再

スタートした。対象資格や成績基準は学部 FD 部

会を通じて学科意見を聴取し定めた。  

【資格表彰】学生の学修意欲向上と学部推奨の資

格等を多く取得させるために，今年度も資格表彰

制度を実施した。昨年度までは難易度により A~C

の 3 クラスに分類したが， R3 年度からは S,A,B,C

の 4 つのクラスとした。表 1-1 に示すように，今

年度は計 62 名が表彰された。 R2 年度までの過去

10 年間の平均受賞人数を表 1-2 に示す。（経年変

化の詳細は R2 年度 FD Annua l  Repor t「情報工学部

部会報告」を参照されたい。） R2 年度はコロナ禍
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の最初の年で，受賞者は 55 名にとどまったが，今

年度受賞人数は 1 割強増加した。これまでの経緯

として， R1 年度以降 JABEE コースの終了に伴う

B クラス受賞者の減少，および 2 年連続のコロナ

禍で資格試験受験が減少したと考えられ，R3 年度

表彰人数 62 名は，過去 10 年間で表彰人数が最多

の 135 名であった H24 年度の半分以下になってい

る。その一方，コロナ禍の中でも学科の学修領域

と深く関係する資格（第一級陸上無線技術士）な

ど A クラスの取得人数は 10 名であった。教員免

許取得者は 17 名で，昨年度比 6 名増であった。  

 今年度および過年度に表彰を受けたことがある

学生のうち 4 年生 25 名が就職を希望し就職率は

100%，院進学希望者 8 名は全員進学，教員志望で

活動中が 2 名であった。資格取得と進路決定の強

い相関がみられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成績表彰】学生には幅広く専門知識を修得して

欲しいが，卒業要件（ 124 単位）ぎりぎりで卒業す

る学生が多い。そこで，多くの単位を優秀な成績

で取得した学生の表彰制度を実施してきた。新し

い学部表彰制度においては，全学年の学年末の成

績が基準を満たした学生が対象である。取得単位

数が， 1 年生から順に 48， 94， 130， 140 単位以上

であり且つ優と秀の割合 60%以上が対象となる。

表彰の最大人数は学年ごとに情報工学科 6 名，他

の 3 学科は 5 名までである。表彰基準を満たした

学生は，1 年生 18 名，2 年生 20 名（前年度 17 名），

3 年生 10 名（同 9 名），4 年生 5 名であった。表彰

された学生数はいずれの学年も最大人数に至らな

かった。特に 3 年及び 4 年生は最大人数枠の半分

以下であった。この結果は， 2 年生までは成績優

秀であっても，上位学年で履修科目数が増えない

学生が多数存在することを反映している。情報工

学分野の幅広い学修を促進するために，この現象

の要因分析と対策が必要である。  

 図 1 は卒業生の取得単位数の推移である。R3 年

度末に 124 または 126 単位で卒業した学生は全

398 名中 310 名の 77 .9%と，この調査を開始して

以来最高の割合であった。卒業条件を満たしてい

るものの，大半の学生が幅広い専門分野の知識を

修得したとは言い難い状況が続いている。学生の

単位取得に関する意識，コロナ禍との関連性，（経

済的理由に迫られての）アルバイト等，就学環境

も含めて調査・検討する必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . 高度な情報技術教育（アプリ開発，地域連携）  

【クラウドアプリ開発入門講座】コロナ禍以前の

スケジュールに戻し，夏季集中講座でオンライン

と対面のハイフレックス型で実施した。意欲のあ

る学生の ICT スキル向上と，その実践的活用のた

めの外部コンテスト参加推奨を目的とし，受講者

22 名に対し開講した。企業講師 1 名に加え，前年

図  1 卒業時取得単位数の割合の推移  

単位：⼈ S A B C 合計
情報 2 1 9 6 18
通信 0 9 2 3 14
情シス 0 0 10 6 16
シスマネ 0 0 4 10 14
クラス計 2 10 25 25 62

表  1 -1 学部表彰（ R3 年度情報工学部）  

資格クラスごとの人数  

クラス Ａ Ｂ Ｃ 合計(⼈)
10年平均 9.3 37.6 60.5 107.4

表  1 -2 過年度（ H23～ R2 年度）情報工学部の  

資格表彰の年あたり平均受賞人数  
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度受講済の TA 学生を配置した。昨年度までと同

じく，Python ,  HTML,  c s s を使用し，AI 開発ライブ

ラリの kera s や t ensor f low を組み込む方法を講義

した後，受講者が個別にアプリを作成する形で，

最新のソフト開発管理手法も交えて講座を進めた。

更に，R2 年度はコロナ禍で中止した成果発表会を

FIT LINK（附属図書館）で開催した。図 2 は，そ

の集合写真である。例年，受講者の意欲と満足度

は非常に高く，本講座を受講した有志学生の 33%

が昨年同様，九州アプリチャレンジキャラバンに

参加した。R3 年度は情報工学科 2 年生 1 名が参加

するチームが，最優秀賞を受賞した。以上の結果

はキャンパスメール 2021-073 ,113 ,115 の 3 篇とし

て公開されている。本講座は，実践的に課題に取

組む意欲ある学生の後押しとして毎年，成果を上

げている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域や外部組織との連携による実践的 IT 技術

者育成支援】コロナ禍以前には包括的連携協定を

結んだ島原市や，近隣自治体の教育委員会との活

発な連携が複数あった。R3 年度は，古賀市立図書

館との連携で，情報システム工学科・木室研究室

が「冬休みプログラミング体験教室」を実施し，

同学科の学生 8 名がサポートとして参加した。そ

の模様はキャンパスメール 2021-159 として公開

されている。移動ロボットとドローンを利用した

授業に対し，参加者からは好評であった。このよ

うな活動は学生の実践経験の場として貴重であり，

対面での活動に制約が多い条件下にあっても，連

携協定等に基づく活動を継続していきたい。  

【 i -Tech  LAB.における学生主体の PBL 活動】学

部学生の ICT を活用したプロジェクト活動の場と

して i -Tech  LAB.の利用を計画した。残念ながらコ

ロナ禍のため R3 年度も限られた活動のみ実施し

た。その中で， FIT ポケットラボのチームがサイ

エンス・インカレのエントリーを目標に活動して

いたが，主催の文科省よりサイエンス・インカレ

中止の発表があったため参加はできなかった。FIT

ポケットラボは 2012 年度から 2020 年度まで毎年

サイエンス・インカレにエントリーし，受賞して

いる。その活動を R3 年度末に図 3 に示す冊子 2

冊にまとめた。冊子は FD 推進室や学部長室にて

閲覧可能である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 城東高校工業科スペシャリストコースとの高大

連携である i -STEM について，感染予防に留意し

ながら例年通り 7 月から活動を開始した。情報工

学部および工学部から各 3 研究室が協力した。例

年通り，両学部の大学生・大学院生が実験実習の

講師となり高校生 20 名に授業を行った。その活動

はキャンパスメール 2021-067 ,170 ,196 ,220 で公表

されている。なお，i -STEM を受講した高校生達は

2019 年度から 2021 年度まで毎年合計 7 名前後が

情報工学部・工学部・短期大学部に内部進学して

いる。2022 年度入試では 10 名が本学を受験した。

入学後の追跡調査では成績も概ね良好である。動

図  2 クラウドアプリ開発講座の成果報告会  

図  3 FIT Pocket  LAB.の 10 年間の活動記録  
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機付けとしての i -STEM 活動が，実際に内部進学

に結びつき，順調な学修成果を上げている点は特

筆すべきと考える。  

【学部独自の global  PBL 検討】コロナ禍の中で，

海外の大学との連携取組を始めることはできなか

っ た 。 今 年 度 も 工 学 部 の ご 厚 意 に よ り ， 工 学 部

gPBL プログラムをオンラインで行う 2nd  Cross -  

Educa t ion  Pro jec t に情報工学部学生の参加を認め

て い た だ い た 。 2 グ ル ー プ に 対 し 贈 ら れ る Best  

P re sen ta t ion  Award を情報システム工学科の学生 1

名が参加するチームが受賞した。  

 

4 . 他学科科目履修の推奨  

 学科横断的教育の一環として，より多くの知識

を学生に修得してもらうために実施してきた。し

かし，現規程においては他学科科目の単位は卒業

要件に含まれず，また R3 年度もコロナ禍が続き

学生が多数の科目の履修を控える傾向が続いたと

考えられるため，本制度による受講者は 2 名で，

そのうち単位取得に至ったのは 1 名であった（昨

年度 0 名，一昨年度 4 名）。情報工学分野の幅広い

学修を推奨するための制度だが，学生にとってメ

リットが見えず，本稿第 2 節で言及した，卒業要

件単位を取得すればそれ以上の科目履修をしない

学生が多い現状もあるため，このままでは他学科

科目の履修人数は増えないと思われる。打開策と

して，現在，学部として検討中の文部科学省「数

理 AI データサイエンス認定制度」応用基礎レベ

ルの認定取得を利用することが考えられる。学部

全体で制度を構築する場合，修了認定に必要な科

目が卒業要件になっている必要がある。この修了

認定のために必要な科目を学生が元々所属する学

科では開講していないときに，他学科で履修する

必要性に迫られる状況が考えられる。この制度へ

の申請のための規程等の条件整備は，R4 年度にお

ける情報工学部の取組課題の一つである。  

 

5 . 学生の質保証と学修時間確保  

 FD 推進機構・教育技術開発 WG において，H27

～ R3 年 度 の 学 生 の 授 業 外 学 修 時 間 の 推 移 が 報 告

された（ R4.2 /28 開催，第 6 回 WG 会議資料 2）。

学生の毎週の授業外学修時間（全学平均，通年）

は R1 年度 63 .5 時間から R2 年度に 79 .5 時間と大

きく伸長したが，R3 年度は 66 .0 時間と減少した。

一週間 あた り時間 外学 修時間 (学生 一人あ たり )の

全学平均は，同じく 3 年の間に 8 .8， 11 .0， 8 .9 時

間と推移した。R2 年度は遠隔授業が大多数となり，

課題への取組やそのための授業動画の再視聴等に

より，学生の授業外学修時間が平均として伸びた

と考えられる。なお，学部別のデータは公開され

ていない。  

 学生の GPA 平均値の年次推移については R3 年

度分のデータは原稿執筆時において未公表である

ため，現時点でコメントはできない。今後，学内

限定で，全学的教学 IR としての「教学関連データ」

に掲載される予定があるので，そちらを参照され

たい。  

 

6 . 教育業績賞の実施  

 各学科会議から推薦された教育業績に優れた教

員を 12 月 15 日開催の第 8 回情報工学部教授会で

表彰した（キャンパスメール 2021-150）。今年度の

受賞者は徐海燕教授（情報），木室教授（情報シス

テム），藤岡教授（システムマネジメント）の 3 名

であった。情報通信工学科からは推薦がなかった。

R4 年 2 月 15 日の学部教授会終了後に，徐先生に

よる事例「プラス循環を目指して～就職活動情報

登録閲覧システム Sugoole の開発運用について～」

について，報告会を実施した（キャンパスメール

2021-208）。徐先生のご専門のデータベース・シス

テム開発と運用について，卒業研究・大学院修士

特別研究指導と研究室運営の好事例の報告であっ

た。残る受賞者の方々には R4 年度前期末までに

公開授業ないし報告会を行って頂く予定である。

ここ数年間，情報工学部では新任教員の採用が続

いており，教育に関するグッドプラクティスの共

有が進むことを期待している。  
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7 . アセスメントプランに基づく授業点検  

 R1 年度から，従来の教育改善に代わる取組とし

て，全学的なアセスメントポリシー（ R3 年度から

はアセスメントプラン）に基づく教育点検を試行

的に開始した。学部 FD 部会では，R3 年度より各

学科の開講科目を非常勤講師担当も含めて 2 年間

で全て点検することが既に確認されている。  

 R2 年度通期の学部レベル点検結果を R3 年 9 月

13 日開催の情報工学部 FD 部会，続いて 9 月 15 日

の FD 推進機構運営委員会にて報告し，承認され

た。情報工学部の点検の結果，科目同士の連携，

科目の合格率や DP との整合，学科が育成すべき

人材輩出（就職先）等の観点から，大きな問題は

無いと結論付けている。なお，学科によっては，

合格率が低い一部科目について継続的に点検を行

うことも確認された。  

 R3 年度前期の開講科目については，成績確定後

ただちに，点検の対象となる前期開講科目につい

て，成績データやディプロマポリシーの各項目の

達成度などのエビデンスに基づく授業点検書を科

目担当教員レベルで作成した。また学科会議にお

いては学科レベルでの点検書の総括を行った。原

稿執筆時点では，R3 年度後期科目・通年科目につ

いての科目レベル点検が完了しており，R4 年度前

期中に学科及び学部レベルの総括を行う計画であ

る。  
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社会環境学部会活動報告 

部会長 藤 井 洋 次 
 

 本年度の社会環境部会の重点事項は，1．アセス

メントプラン本運用への対応，2．学生の主体性育

成と自立学修の習慣化，3．教育力向上のための FD

活動の推進，4．学部教育の充実化の 4 点を挙げた。

主な活動を以下に紹介する。  

 

1 . 教育改善に向けた PDCA サイクルの実施  

 アセスメントポリシーに基づく授業点検が本格

実施となり，学部学科（カリキュラムレベル），授

業（科目レベル）での学習成果の評価と改善にむ

けて授業点検を行った。科目の授業点検では，合

格率やディプロマポリシーの達成度などにおいて

特に問題は無かった。また，カリキュラムにおけ

る関連科目間の連携においても特に問題は無かっ

た。点検結果は，次年度に向けた授業改善にむけ

て学科会議で報告し，情報共有するなど教育改善

に向けた PDCA サイクルをスタートさせた。  

 

2 . 学生の主体性育成と自立学修の習慣化  

2 -1 経営コースの活動  

(1 )  マナー講習の実施  

・インターンシップ事前指導として，２年生を対

象に外部講師によるビジネスマナー講座を実施

し， 2 年生 29 名が参加した。  

・日時： 2021 年 7 月 21 日（水）  

・内容：ビジネス文書，電話対応，挨拶・お辞儀・

名刺交換等  

(2 )  戦略 MG セミナーと企業訪問  

 経営コース専門ゼミでは，戦略 MG マネジメン

トゲームを導入して，経営学・簿記会計に関する

基本知識の習得を AL として実施している。学生

自らが会社経営者として擬似的に企業を経営し，

企業活動や財務・会計の理解を深めることに加え

て，実践的人材として必要な思考力・創造力・判

断力に加えてコミュニケーション能力・プレゼン

テーション能力の向上を目的としている。本年度

は，湯布院の FIT セミナーハウスで松藤先生の指

導のもと，一泊二日の戦略 MG セミナーを実施し

た。セミナーには 15 名が参加し，各自 4 期の経営

シミュレーションを行い，延べ 60 期を行った。セ

ミナー後のアンケートでは，戦略 MG 研修が「と

ても勉強になった」「勉強になった」と答えた学生

が 80%であった。  

 また，同時に「九州の酒造メーカー」をテーマ

に，サッポロビール九州日田工場と三和酒造日田

蒸留所を見学した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお，戦略 MG ゲームについては，松藤ゼミの

2～ 4 年生 35 名を対象に，1 日の日程で戦略 MG 研

インターンシップ前のマナー講座の様子  

戦略 MG 合宿セミナーでの様子  
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修を 4 期実施した。  

・日時： 2021 年 11 月 6 日（土）～ 7 日（日）  

・場所： FIT セミナーハウス（湯布院）  

・引率：藤井，松藤先生  

・参加学生： 15 名  

(3 )  OBOG による講演会  

・社会環境学部の卒業生（ OBOG）による対面とオ

ンラインでの座談会を計 4 回実施した。社会人

となった OBOG が後輩に伝えたいこと，現在仕

事をしながら感じたこと，学生時代に力を入れ

るべきことなど，社会人として働きながら気づ

いた点を後輩達に伝える機会となった。なお，

事前に学生からの質問のアンケートを取り，そ

れに答える座談会（対面とオンライン）形式で

行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［第 1 回： 2021 年 11 月 30 日（火）］  

・講演者：大塚知哉氏（ 2018 年 3 月卒，阿山ゼミ

OB，硬式野球部所属）  

・勤務先：福岡県警  

・参加者： 73 名  

［第 2 回： 2021 年 12 月 14 日（火）］  

・講演者：鬼木秀崇氏（ 2016 年 3 月卒，松藤ゼミ

OB）  

・勤務先：株式会社タカギ  静岡営業所  

・形式：オンデマンド形式（ FIT Rep lay）  

［第 3 回： 2022 年 1 月 20 日（木）］  

・  講演者：増田朱莉氏（ 2018 年 3 月卒，鄭ゼミ OG）  

・勤務先：富士通株式会社（東京本社）EBAS 事業

本部  

・形式：オンデマンド形式（ FIT Rep lay）  

［第 4 回： 2022 年 1 月 29 日（土）］  

・  講演者：林  凌輔氏（ 2016 年 3 月卒，李ゼミ OB）  

・勤務先：福岡銀行  名古屋支店  

・形式：オンデマンド形式（ FIT Rep lay）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4 )  MOS 対策講座  

・経営コースの学生を対象にビジネススキル向上

を目的に MOS 対策講座を実施した。当初は対

面での実施を予定していたが，新型コロナウイ

ルス感染拡大によりオンデマンド形式での講座

に切り替えて実施した。  

・日時： 2022 年 2 月 21 日（月）より順次配信  

・内容： Word および Exce l の各ガイダンス１本，

講座 11 本，模擬試験ガイド 1 本の 13 本（計 26

本の動画）  

・対象：経営コース学生全員  

(5 )  資格取得支援活動  

・経営コースの資格取得支援活動として，全員に

MOS 取得，加えて日商簿記検定，FP，リテール

マーケティング等の資格取得を促している。今

年度の MOS 取得者は現時点では未定だが，そ

の他の資格取得者は以下である。  

  

学部 OB の講演会の様子  

学部 OBOG のオンライン講演会  
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［資格取得結果］  

日商簿記 2 級  2 名  

日商簿記 3 級  9 名  

リテールマーケティング 2 級  2 名  

リテールマーケティング 3 級  8 名  

FP2 級  1 名  

FP3 級  3 名  

MOS 検定（ Word）  1 名  

マーケティングビジネス実務検定 2 級  1 名  

宅地建物取引主任者  3 名  

 計 26 名  

注）上記の (4 )MOS 対策講座の試験結果は含まれない。 

 

2-2 地域コースの活動  

(1 )  前期  

 導入から 2 年目となるフィールドワークは，篠

栗町の鳴淵ダム周辺の利用に関する PBL を行った。

感染拡大防止に配慮しながら， 2 度の現地視察を

行ったほか，学生グループの一部は独自に現地調

査，利用者への聴き取り調査を行い，利用案につ

いて検討を行った。  

 学生による 終発表では，他の地域の事例を参

照，調査した，プロジェクション・マッピングや

グランピングなどといった創造性に富んだダム周

辺の利用者増加のための具体性を持った提案もな

され，学生の実地の調査を活かした成果を見るこ

とができた。また， 終発表では，篠栗町町長や，

観光協会の代表らもコメンテーターとして参加し

て頂き，活発な質疑が行われただけでなく，学生

が社会性や行政，地域の視点を踏まえた提案の重

要性を認識する貴重な機会となった。  

(2 )  後期  

 後期は昨年度に引き続き， GIS を用いた大学周

辺地区のハザードマップ作成，津屋崎沿岸におけ

る魚類の採集調査，市内住宅地を対象とした住環

境調査の 3 テーマをグループ別にローテーション

で実施し， 後に成果発表会を行った。また後期

は，フィールドワークのテーマに関連して，建設

コンサルタント業に携わる㈱ CTI グランドプラニ

ングと古賀駅西口活性化を手掛ける㈱ホーホゥに

よる外部講師を招いた 2 つの講演を対面で行った。

学生は講演や議論を通して地域にかかわる職業や

業務についての理解を得ることができた。  

 なお GIS 学術士については，「 GIS 学術士（見込

み）」 24 名，「 GIS 学術士」 10 名の申請を行った。 

 

2-3 学生幹事会  

 学生の主体性教育の一環として学生幹事会によ

る卒研・卒論の中間発表会と 終発表会の運営を

すすめている。今年度の卒論中間・ 終発表は昨

年度と同様に新型コロナウイルス感染拡大の影響

からオンディマンド形式で実施したが，各ゼミの

学生幹事は各ゼミへの情報共有を促すなどの活動

を行った。  

 

3 . 学部教育の充実化  

3 -1 海外研修プログラム（ ECO-STEP）  

 成績上位層の学習意欲の向上とグローバル人材

の育成を目的にした学部独自の海外研修プログラ

ム（ ECO-STEP）は，今年度も COVID-19 感染拡大

の影響でインターネットを利用した Vir tua l  ECO-

STEP として 2022 年 3 月８日（火）～ 3 月 10 日

（木）の日程で実施した。1 年生８名，2 年生３名

の合計 11 名がプログラムに参加し，事前研修（ 3

回）を含めて積極的に活動した。  

 今年度の研修では，シンガポールのセーフ・ウ

ォーター・ガーデンズによる環境政策に関するレ

クチャー（英語）やシンガポール国立大学（ NUS）

の学生による環境問題（ニューウォーターや SDGs  篠栗町長など関係者を招いた 終発表会  
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関連）に関するプレゼンテーション（英語）のほ

か，同大学学生との英語での交流などを通じて異

文化理解を深めた。  

 今年度から研修の学修効果についてはルーブリ

ックを用いて，事前・事後に自己評価を行った。

その結果を要約すると，「多様な文化受容・寛容性」，

「コミュニケーション力」，「課題発見・解決力」，

「自律的学習力」，「さまざまな環境問題への理解」，

「グローバルな志向性」の 6 項目（教育目標 14 項

目）の全てにおいて研修前後で学生の自己評価が

高まっており，研修の効果を確認できた。また，

こうした海外研修プログラムが学生自身のメタ認

知を高め，今後の学修へのモチベーション向上に

役立つ活動であると評価できる。今後，研修報告

会を通じて参加者の振り返りを促すとともに他の

学生への刺激と参加意欲の向上につなげたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，本学の協定校である国立高雄科技大学と

の国際連携室主催の Vir tua l  Exchange  Program に

社会環境学部の学生が参加〔 11 月プログラム： 17

名（大学・短大合計 18 名），3 月プログラム： 7 名

（大学・短大合計 10 名）〕の合計 24 名の学生が参

加し，台湾の大学生との協働学習に取り組むなど

グローバル人材育成への取り組みを進めた。  

 

3-2 学習環境の整備  

 新カリキュラムに対応させるために施設・設備

を更新した 2 階 PC 演習室は， 2019 年度後期から

運用を本格化させている。ゼミナールでの利用の

ほかレポート・卒論作成，授業課題および GIS を

利用した自習などでの利用も定着してきている。

また， Vir tua l  ECO-STEP にも活用され学生の多様

な学修を支える施設となっている。  

 本年度は通年で対面授業を実施できたことから

利用が進んだ。本年度の授業（主にゼミ）での利

用コマ数は合計 676 コマであり，授業期間の月平

均利用コマ数は 74 コマであった。時間以外の利用

者は月平均 104 名，利用時間は平均 4 ,287 分（約

71 時間），利用者一人当たり約 44 分の利用時間と

なった。  

 

3-3  初 年 次 教 育 に お け る ア カ デ ミ ッ ク ラ イ テ ィ

ング向上対策  

 初年次教育の取組みとしてアカデミックライテ

ィング能力の向上を目的に Z-KAI の教材（「課題

発見・解決能力テスト」，「課題発見・解決能力錬

成問題集」，学生一人当たり 5 課題）を基礎ゼミナ

ールで活用している。年度初めと終わりに学生の

習熟度を測り，その効果を確認している。  

 課題の提出率は前期 93 .1％，後期 93 .2％となっ

た。小論文の習熟度は，評価が 80 点以上の学生が

前期 2 名から後期 6 名に，逆に評価 40 点未満の

学生が前期 13 名から後期 7 名と効果が見られた。

とりわけ特筆すべきは，評価 60～ 70 点の学生の成

績向上が顕著であった点である。60 点代の学生数

は前期 29 名から後期 39 名へと増加，また，70 点

参考例：ルーブリック評価の一部  

Vir tua l  ECO-STEP 参加者の集合写真  
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代の学生は前期が 5 名から後期 17 名へ顕著な増

加を確認することができた。このことは，成績下

位層の底上げに加え，特に中程度の学力を有する

学生にとって適切なレポーティング・スキルの指

導によって，大学への学習に必要な能力を確実に

習得することができることを示していると言える。 

 

3-4 学部表彰制度の導入  

 これまで社会環境学部では学部独自で学部教育

に関わる資格取得者や秀でた課題活動を表彰して

きたが，今年度から全学的な学部表彰制度が導入

されたことから，新たに成績優秀者（優れた課外

活動を含む）の表彰基準と表彰対象資格リストを

作成し制度をスタートさせた。  

 学部表彰における成績優秀部門では成績優秀者

として 31 名（ 4 年 9 名，3 年 8 名，2 年 7 名，1 年

7 名），優れた課外活動 1 名を表彰した。また，資

格取得部門ではのべ 20 名（ A クラス 3 名，B クラ

ス 5 名，C クラス 12 名）の学生を表彰した。これ

までの学部独自の表彰制度の下での表彰者は資格

取得部門が 5 年平均（ 2016～ 2020 年度）で 4 名で

あったことと比べると大幅な増加となった。今回

の新制度導入により学生が表彰対象資格が明確に

なったことから，さらに資格取得に向けて努力す

ることを期待している。  

 

以上  
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大学院部会活動報告 

部会長 江 口   啓 
 

＜工学研究科＞  

1 .  3 ポリシーの実質化に向けた大学院教育シス

テムの補填  

 令和 3 年度は，大学院教育の質的向上のために，

修士課程全体のカリキュラムマップを制定した．

また，令和２年度に制定したアセスメントポリシ

ーに沿って，授業点検報告書（研究科レベルと授

業レベルのアセスメントを実施），学修成果自己点

検報告書（研究科レベル，専攻レベル，ならびに，

学生―指導教員レベルのアセスメントを実施），授

業評価アンケート（専攻主任：専門科目，研究科

長：共通科目のアセスメントを実施），ならびに，

教育改善アンケート（修士論文と研究活動に関す

るアセスメントを実施）に基づく実質的なアセス

メントを実施した。また，大学院教育システムを

支える教員団を強固なものにするために，大学院

における“求める教員像”ならびに“教員組織の

編制方針”を制定した。  

 

2 .  教 員 意 識 の 持 ち 直 し に よ る 教 育 研 究 活 動 の

充実  

 新型コロナウィルスの影響により，移動を伴う

学会への参加が一部困難な状況であった。しかし

ながら，文献データベース SCOPUS の文献数は，

4 ,138 本（ 2021 年 7 月 30 日時点）から 4 ,333 本

（ 2021 年 3 月 8 日時点）へ増加しており，第 9 次

MP の目標値 4 ,500 本は３年以内に達成可能と思

われる。  

 

3 . 教育改善を目的とした企業との交流促進  

 教学要望予算を確保し，教員帯同型企業訪問等

を企画していたが，新型コロナウィルスの影響に

より一部計画の中断を余儀なくされた。しかしな

がら，代替事業として，①学生対象を対象とした

オンライン企業講話の実施（ 10 社），②地元企業

と大学院担当教員間でのオンライン懇談会の実施

（ 1 社），③就職先新規開拓のための企業訪問（ 6

社）を実施し，これまで以上の企業との交流が実

現できた。  

 

＜社会環境学研究科＞  

4 . 合同ゼミを通じた基礎教育の充実化  

 1 年生 4 名を対象に 6 月末の課題作成計画書の

提出を受けて、毎月 1 回 1 時間程度で 5 名の教員

により修士論文の作成に関する指導を実施した。

また、昨年度は実施できなかった学外研修として、

和白干潟の視察を行い、環境資源に関する見識を

深められた。  

 

5 . 留学生の日本語能力の強化支援  

 修了までの N1 取得を必須化し、修士論文作成

指導における日本語添削の支援体制を構築した。

結果として、留学生修了生 1 名内 1 名が N1 取得

後に修了。また、 1 年生の留学生 5 名の内 4 名、

秋期終了予定の 2 年生の留学生 3 名の内 2 名が取

得済みである。  

 

6 . 担当科目に関する業績審査体制の検討  

 専攻内の指導教員間で議論を進め、新カリキュ

ラムへの移行に伴って、カリキュラムポリシーと

カリキュラム、および養成すべき人材像、そして

カリキュラムと教員の研究・教育業績の整合性に

ついて、 5 年毎の資格審査に合わせて、分野ごと

に 3 人態勢で業績審査を実施することとした。な

お、2023 年度の新カリキュラムに関しては、担当

教員の教育・研究業績を反映した担当科目へと変

更・修正することによって、担当科目と教育・研

究業績の整合性を確保している。  

 



－ 103 － 

教養力育成センター部会活動報告 

部会長 土 屋 麻衣子 
 

 2021 年 度 の 部 会 重 点 事 項 を 中 心 に 通 期 の 報 告

を以下にまとめる。本年度の部会構成委員は、池

田（学習支援 WG グループ長）、樋口（教務委員）、

土屋であった。  

 

1 .  ア セ ス メ ン ト ポ リ シ ー に 基 づ く 教 育 点 検 に

基づく教育改善  

 教育点検の本導入に際し、非常勤講師も含む点

検活動をスタートさせた。非常勤講師を含む点検

を実施したことで見えたことが主に 3 点あった。  

1 ) 科目に設定した DP の達成に関して、専任教

員と非常勤講師間に認識の差がある。  

2 ) 専任教員と非常勤講師で担当する同一科目間

において、授業内容と評価の方法にばらつきが

ある。  

3 ) 非常勤講師担当の科目で合格率 70％を下回る

ものがある。  

 1)  については、専任教員はもちろん DP 達成を

念頭においた授業を行っているが、非常勤講師に

おいては認識が浸透していない部分があること判

明した。今後、カリキュラム改正を機に授業者に

丁寧な説明を行い，改善を図ってもらう必要があ

る。2)  についても上記同様の要因があると考える

が，今後は専任教員が担当者に含まれる場合，科

目の運営を主導する方向に転換することとした。

3)  については，センター長が該当教員にヒアリン

グを実施し，本学のアセスメントプランについて

協力を依頼した。教養力育成科目は，かねてより

非常勤講師が担当する割合が少なくない。よって，

本導入に際し非常勤講師を巻き込んだ点検を実施

したわけであるが，結果，上記の気づきおよび改

善点が明確になり非常に有意義であった。  

 FD 予算関連の教育改善として，英語 Advanced  

Engl i sh クラスにおいては，TOEIC の平均点が 451

点（中央値 431 点）であり，全国平均を大きく上

回る結果であった。また，下位層～中位層への教

育改善として Engl i sh  A,  B のすべての受講者に導

入した統一の授業外学修の効果もあり，年度末の

ア チ ー ブ メ ン ト テ ス ト で 1 年 生 受 講 者の 80%が

CEFRJ の A2.1 レベルの結果になった。  

 

2 .  大学の「学び」における態度・行動の自己評

価に基づく現状把握と改善策の考案  

 本重点項目は，FD 推進機構の重点実施項目の 1

                                （ マ ー カ ー 部 分 は D P◎ ）  

A B C D E F G H I
基礎科⽬群（⾮常勤＋
専任））

86% 72.9 55.2 3.4 43.1 45.3 25.3 15.5 59.6 28.2 13.9 13.2 9.1 3.1

知と教養（ALL専任） 54.4 3.6 35.6 26.1 4.8 13.3 22.7 67.0 28.1 14.2 26.7 3.7
異⽂化理解（ALL専任） 60.9 3.4 39.7 70.7 26.9 7.2 21.9 19.2 51.7 20.3 6.0 13.5

キャリア科⽬群（キャ
リア形成）

96.8 80.4 72.7 3.5 43.2 21.6 25.1 1.9 5.2 20.0 80.6 32.7 17.1 50.3

外国語科⽬群
（Advanced English A,
C, English A, C, 韓国
語、中国語）

91.9 74.7 62.8 3.4 64.3 26.4 3.6 4.7 46.8 26.6 52.8 29.1 17.4 5.8

ウェルネス科⽬群
（ウェルネス基礎） 90.0 80.6 66.7 3.6 44.3 10.8 5.1 4.1 15.8 8.5 70.1 38.9 45.3 49.3

成⻑実感
合格率 平均点

授業アンケー
ト回答率

平均評価
ポイント

授業外学
習時間
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つ「学生の主体性育成と自律的学習の習慣化」の

もと，学生レベルのアセスメント実践を図るため

に定めたものである。センターは新入生オリエン

テーションにおける FIT- in セミナーを担当し，目

標設定や振り返りの重要性を学生に伝えたり，キ

ャリア科目において， FIT-AIM への記入，外部ア

セスメント MATCHPLUS 受検の推奨，フィードバ

ックの機会の提供を行ったりした。  

 新入生の FIT-AIM への記入状況は，前期は 7 割

近くあったが，後期は項目によって 1 割未満の箇

所もあった。また， MATCHPLUS 受検は 4 割程度

であった。働きかけの方法とそれらデータの活用

方法について，引き続き検討の上，改善策を見出

したい。  

 

 

 

 

 

 

 

3．  学生の主体性，自律的学習促進に関する研修

会の企画・実施  

 初年次教育としての科目担当が多い教養力育成

センターとして，高校生から大学生へのマインド

チェンジを促進させるために教員側の指導力向上

および意識改革は必須である。「主体性育成に寄与

する指導法」というテーマで，独自の FD 研修会

を実施した。  

 第 1 回（ 11/17）を土屋，第 2 回（ 12/8）を池田，

第 3 回（ 2/25）を井隼，白坂，樋口の 5 名が担当

した。研修内容をアーカイブ化するために，担当

者は事前に動画を作成した。参加者はあらかじめ

視聴し，研修会では意見交換に時間を割けるよう

にした。発表者は，学習者の主体性の育成に資す

る授業内での実践や試行，情報について話題を提

供した。各回のタイトルは，1．学習意欲の喚起を

狙ったモデル提示の効果，2．授業内の学生反応に

応じた教育的対応，3．ロールプレイの効果と課題

提示における工夫，4．学習態度に関する教育的介

入の効果，5，当事者意識の醸成を狙った課題の提

示であった。詳細は，本 Annual  Repor t の実践報告

に掲載している。  

 

4 . 授業外学修時間増加に向けた取り組み  

 昨年度に続き，宿題を単に多く課すのではなく，

学生にしっかりと取り組ませる工夫を各科目で行

った。遠隔授業が多かった昨年度より下がったが，

本取組を始める前の 2018 年度以前に比して時間

は増加傾向にあり，取り組みの効果が見受けられ

る。授業外学修は単位認定の一部という認識が学

生にデフォルトとなる教育的介入が一層必要であ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全学教育開発 WG（2021 年度人材育成協議会資料） 

WG 長 倪  宝 栄 
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1．2021 年度後期の取組について 

 本学における教育改革は，下図に示すフレームを基に，学長を機構長とする FD 推進機構

に設置された全学教育開発ワーキンググループ（WG 長を教務部長とし，各学部長および教

養力育成センター長，FDer が構成員）で方針および具体的方策を定め，関係する委員会の

審議を経て実施に落とし込みながら推進している。今年度は，これらの教育改革をさらに推

進していくため，教学マネジメント実質化にむけたマネジメント改革の取組にも着手した。 

 次項より，2021 年度後期の取組について報告する。 

・3ポリシーの整備
・アセスメントプラン明確化
・成績評価の標準化
・リメディアル教育の充実
（フレッシュマンスクール、

FIT‐inサポート）

教育の質保証 教授方法の質的転換

・アクティブラーニング型授業の
全学展開

・FDer制度
・FD Caféの開催
・Annual Report 発行

機能別分化
幅広い職業人育成

・キャリア教育必修化

・インターンシッププログラム
の開発
・教養教育の充実・強化
・AIデータサイエンス教育
・分野横断型教育

教養力育成センター
2015設置・2021教学組織化

実践型人材育成

 

【図１ 本学の教育改革のフレーム】 

 

枠組 2021 年度後期の取組内容 

１．教授方法の質的転換 ・ICT を活用したアクティブラーニング型授業の在り方提言 

・授業サポート制度の設置，FIT-Join の活動 

２．教育の質保証 ・アセスメント・プラン本導入と教学 IR の推進 

・教育点検の実質化（合同 FD 部会，成績評価標準化） 

・学生アセスメントの取組 

・学習支援センターの開設検討 

３．機能別分化 ・キャリア教育の見直し 

・数理・AI・データサイエンス教育認定制度への対応 

・工大サミットの取組 

４．教学マネジメントの

実質化に向けた取組 

・全学ディプロマポリシー策定に向けた予備的検討 

・教学マネジメントを支える組織体制の見直し 

【表１ 2021 年度後期の取組内容】 
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２．教授方法の質的転換 

（１） ICT を活用したアクティブラーニング型授業の在り方について 

 全学教育開発ワーキンググループにおいては，2020 年度および 2021 年度前期の授業実施

の状況を踏まえ，本学において，どのような目的で ICT を活用していくかに関する議論を行

い，以下のような方向性を得た（2021 年 8 月～11 月）。 

論点 内容 

活用の方向性 ・ICT を使って AL をどう高度化させるのかという視点が必要 

・ICT の活用は物理的な制約を越えられる利点があり，また学生が授業

で身に付けた知識・力の確認やアウトプット，それが何に役に立つの

かの理解を促す点においても有効 

・ICT を活用した反転授業により授業前に基礎的な知識の定着をはかる

ことで，その知識を活用した論理的思考を身に付けるための授業内容

に転換することができる。ICT の活用により，学生自身の思考をより

活性化させる授業内容へのシフトを図ることができ，また，教員負担

の面でも知識伝達部分の労力を軽減することができる。 

・反転授業などで知識の伝達を行い，授業内では学問の面白さを伝える

のが理想。 

・本学においては，自律的に勉強をする習慣が身に付いていない学生が

多いと感じている。ICT を活用することで学生が学ぶことに喜びを感

じ，自律的な学修につながるポジティブなスパイラルを生み出したい。 

・ICT の活用により，学生が自律的な学修習慣を身に付けること自体が

付加価値。 

学生の意見・

満 足 度 の 収

集・分析 

・「学修者本位の教育」においては，学生自身が学んで身に付けたことを

説明することが求められている。FIT-AIM や授業アンケート等のデー

タを活用し，学生の満足度などについて IR 分析をしっかり行い，「学

修者本位の教育」につながる ICT の活用を行う必要がある。 

・今の授業スタイルが適切か，常にチェックが必要。アンケート調査結

果や SA・CS の意見を聞くなど，学生目線からのフィードバックを吸い

上げることはチェックを行う上で重要。 

授業単位での

取組 

・ICT を活用して授業前後の（授業外）学修への取組を促す。 

・英語の授業での活用事例として，各学生がオンラインで海外のネイテ

ィブと 1 対１で会話をするリアルな場を授業に取り入れた。教員は教

室内でいつでも学生のサポートができ，学生が安心して参加できる環

境を作ることができた。 

・授業冒頭で前週の課題解説を実施。各学生の解答内容をスクリーンに

映して受講者全員で共有することで，学びを共有することができ，他
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の学生に見られることが学びのモチベーションに繋がる。 

・ICT 活用にあたっては，授業設計・デザインを根本的に見直す必要が

ある。 

その他 ・学生が勉強するための仕組みを教員が作り込みすぎると「学修者本位

の教育」にならない。学生の学力に差を生むのは，授業外での勉強。

授業外での学修を学生に投げ，学生が ICT を活用するなどしてグルー

プを作って勉強することは有効であり，「福工大は授業外で一人にさせ

ない」ことで学修者にエンゲージメントを高めることも一つの方法。 

・学生の学びの視点での必要な取り組みとして，必修科目および上位科

目に連関する基礎科目での ICT の積極的な導入が考えられ，必然性を

伴う形で学生に ICT での学びを浸透させることが必要。 

・今後の本学の教学の方向性として，ICT を活用した教育を進めていく。

学生が自律的学修を身に付けることと，学生がより興味を持って学習

に取り組めるような授業の工夫の両面が重要。 

・ICT に関する知識は教員間で差が大きく，Q＆A や事例集などのサポー

トシステムを少しずつ作っていければよい。また，このシステムを通

じた教員同士で情報共有できる機能があればよい（教員が回答できる

など）。 

【表２ 本学の授業における ICT 活用の方向性】 

 これらの意見を踏まえ，2022 年 3 月 3 日の全学教授会において，2022 年度以降の授業改

善の方針として，以下のような内容を示すこととした。 

≪主旨≫ 

〇第９次マスタープランに示される「個別最適な学びを実現する学修者本位の教育推進」に

基づき，「実践型人材育成」に向け学生がさらに能動的学習態度を身に着け，必要とされ

る知識やスキルの定着を図るものとする。 

〇「対面授業」を基本とし，双方向性の確保と学びのコミュニティの形成・維持を図る。 

〇本学の強みである AL 型授業のさらなる充実を図り，協働的な学びを深め，さらに ICT を

積極的に活用することでさらに個別最適な学びを深める。 

〇学習成果（個々の授業実施回，授業全体を通じての成績）の可視化を進め，学生の自己調

整学習能力（自律的学習）の促進につなげる。 

〇教育効果最大化と教員負荷軽減を両立するため，優良事例の共有や実施支援体制の整備

を進める。 

≪具体的実施方針≫ 

〇全学的に実現した BYOD（※Bring Your Own Device）環境を積極的に活用する。 

〇「対面授業」の中でも ICT を利用して，さらなる「双方向性」の拡大を図る。（チャット， 

クリッカーなどでの意見表明と対応するフィードバック） 
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〇蓄積された授業動画などのコンテンツを有効に活用した授業外学習（予習，復習，反転授

業の事前学習）をさらに推進する。 

〇通学にこだわらず学習できる環境を求める学生に対応するため「ハイフレックス型」授業 

も推奨していく。 

〇特に「遠隔授業」ではオンライン環境を活用しなければ実施困難な授業（国際，学外との 

PBL，仮想現実を使ったシミュレーションや模擬体験）の導入，実践も推奨する。 

≪方針の実践支援策≫ 

〇「遠隔方式」での授業の優良事例については，定期的に開催する FD Cafe で紹介すると

ともに，計画中の教員向け HP 整備の中で随時紹介する。 

〇ICT 機器の活用については情報基盤センターと協働し，基本スキル用コンテンツ（動画，

マニュアル等）を作成，掲載するとともに，定例的に研修会を開催する。 

〇学内全体の通信環境の整備に努め，全ての教室で ICT の活用が十分に図れるものとする。 

〇「遠隔授業」の活用については，令和４年度も継続して全学教育開発 WG での議論を進

め，活用機会の拡大や効果についての推定を行う。 

 

【図２ 令和 4 年度授業実施に関する提言】 

なお，本学ではこれまで大学設置基準第 25 条第 2 項に示す「メディアを利用して行う授

業」を学則上に定めておらず，文部科学省の運用に即して，「面接授業の中で一部遠隔方式

の授業を実施」してきたが，2022 年度から学則を改正して「メディアを利用して行う授業」

の実施と卒業要件単位への認定を可能とし，特に AI データサイエンス教育の科目において，

遠隔授業を活用する計画である（詳細は後述）。 
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（２）2021 年度後期の学修関連データ 

 (1)の方針を踏まえ，2021 年度後期の学修成果に関連するデータを検証したところ，次の

ような結果を確認した。 

① 授業外学修時間 

 

 

2021 年度後期の学生単位の授業外学修時間は，8.4 時間であり，遠隔授業実施を背景

に大きく伸長した 2020 年度を除くと，年々漸増している。また，参考として 2020 年度

の 3 年生に実施した学生調査（大学 IR コンソーシアム学生調査）の結果では，1 週間の

平均生活時間のうち授業外学修時間は 6.9 時間となっており，大学設置基準で定められ

ている学修時間と学生の生活実態の乖離を課題とし，限られた時間で効率的な学修をす

ることが重要であると言える。 

また，本学の場合，大学外でアルバイトや仕事をしている時間が他大学と比較すると

割合が多く，その中でも，時間数が 11 時間以上の者が 5 割近くに上っている。一方で，

全くアルバイトをしていない学生も 3 割弱と他大学よりかなり多い割合を示しており，

2 極化していることが分かる。 

授業外学修時間の伸長に関しては，学生の実態を掴みながら有効な施策を検討してい

く必要がある。 
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② DP 関与度 

  授業アンケートにおいて，本学の DP について授業を通じて実際に伸ばすことができた

と実感している力は何かを問う設問の回答結果を分析したところ，前期と同様に，A（多

面的理解）・E（課題解決力）に大きな伸長があった一方で，AL の成果として注目してき

た G（主体性）・H（実効性）I（協働性）に大きな落ち込みが見られた。 

  また，本年度前期にアンケートの選択項目（A～I）の説明文をキーワードのみに変更し

たことが，回答内容に影響を及ぼした可能性があると考えられたことから，後期は文言を

修正して実施したものの，前期と同様の結果となり，説明文の変更による影響の有無は確

認されなかった。この点について，2021 年度後期では対面授業が全面的に再開されている

が，実態としては，コロナ禍前のAL実施内容と異なる状況となっていること，感染状況が

治まっている時期においても，コロナ禍ではグループ学習などを実施しにくい雰囲気があ

り，ALの進展が停滞しているのではないかということが推測される状況となっている。 
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  また，授業科目シラバスの DP 関与度と学生の回答結果を比較したところ，シラバスの

関与度合計点が上がっている G について伸びが低下，逆に下がっている A について伸び

が見られるなど，授業科目の DP 関与度とも直接的な関連は見られなかった。 

 

③ FIT-AIM(学習ポートフォリオ)の活用 
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  2021 年度後期 FIT-AIM 授業振り返り入力状況については，2020 年度にコロナ禍での遠

隔授業の実施を背景に大きく利用が増えたが，2021 年度はコロナ禍前と比較しても減少

する状況となっている。毎回の授業について双方向性を持つ上でも有効なツールである

が，前述の AL の停滞があるのではとの推測にも合致する傾向が出ており，現状の把握（使

っていた授業でなぜ使われなくなったのか）とともに，効果や活用法について広く情報提

供する機会を確保する方策を検討すべきである。 

 

（3）学生が授業運営および改善に参画する活動 

① 学生授業サポート制度の設置 

  本学では，大学院生および学部生が先輩学生として授業をサポートする活動と    

して，TA・SA 制度および CS 制度，学科固有の SA・チューター雇用といった複数の取り

組みが行われ，次のような課題が生じていた。 
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・求める役割や対象とする科目が重複していること 

・予算対応および事務手続きが複雑化していること 

・複数の制度で勤務する学生について，個々の負担の総体が把握困難であること 

・学生に対する研修・指導の実施状況（内容）にばらつきがあること 

そこで，各制度および取り組みを統合し，「学生授業サポート制度」として運用するこ 

とにより，制度の活性化と効率化を促すとともに，これまでの補助事業の実績を活かしな

がら授業サポートに携わる際に求められるスキルを明確化し，心構え等に関する基礎研

修から，ファシリテーションスキル・ICT 活用等に関わる発展的研修まで，各役割に応じ

た研修を体系的に実施することにより，学生スタッフの育成と教育効果の最大化につな

げることとした（2022 年度から実施）。 

 

【表３ 授業サポート制度の役割】 

 

  TA・SA・CS として雇用される学生に対しては，下表のとおり「基礎研修」・「ファシリ

テーション研修」・「秋季研修」を実施し，必要に応じてオンライン授業実施の補助に必要

な「ICT 活用研修」を実施する予定である。 

 

【表４ 授業サポート制度の研修】 

 

 

 属性 役割 

TA 大学院生 実験・実習科目および演習科目に関する補助，

学生への助言および資料の整理などの業務補助 SA 学部生 

CS 
原則として学部生とし，場合に 

よっては大学院生の雇用を認める 

アクティブ・ラーニングを実施する演習科目お

よび講義科目におけるグループ学習やピアラー

ニングのファシリテートおよび助言，ICT 機器操

作の補助および資料の整理などの業務補助 

 

実施時期 研修名称 
実施 
形式 

対象者 ⽬的 

採⽤ 
前年度末 

(３⽉) 

ファシリ
テーショ
ン研修 

対⾯型  CS および TA・
SA のうち希望
者 

・ファシリテーションについて理解し実践する。 
・ファシリテーターとしての⼼構えを⾝に付け，仕事内容

や期待役割について理解する 。 
・「AL」，授業における「主体性」について共通認識を持ち，

指導する際の共通⽬標とする。 
4 ⽉初旬 基礎研修 オンデ 

マンド型 
全員 ・制度の概要や事務⼿続き等の説明。 

・サポーターとしての⼼構えを⾝に付け，仕事内容や期待
役割について理解する。 

・「AL」，授業における「主体性」について共通認識を持
ち，指導する際の共通⽬標とする。 

後期開始時 
（9〜10 ⽉） 

秋季研修 対⾯型  採⽤ 1 年⽬ 
スタッフ 

・春季に実施した研修内容の確認。 
・前期活動の振り返りと共有。 
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②  FIT-Join の活動 

  FIT-Join は，本学の授業改善を，教員・職員・学生の三位一体で改善する活動を実施

しており，学生同士の縦と横との繋がり（学びのコミュニティ）作りに資する取組を行っ

ている。年度当初は 5 名であったメンバーが，2 月末時点で 22 名に増加，活動の幅が広

がった。2021 年度の活動は以下のとおり。 

  活動を通じ，これまで当たり前となっていた対面授業が，コロナ禍での完全な遠隔授業

を経て，反転授業やハイブリッド授業などの授業形態で行われるようになるなど，数年で

授業の在り方が大きく変わって来ている中，教員の考えや思いを学生に伝える活動が必

要であり，さらなる活動の展開が望まれる。 

時期 活動内容 成果 

2021/4 新入生オリエンテーションでの友

達作りワーク実施 

ワークを通じて，2～5人以上話せる友

人ができたという回答が全体の 87% 

2021/7 授業や大学生活についてのアンケ

ートを実施，結果を教員との意見

交換の場で，授業改善に向けた提

案実施 

学生アンケートの結果をもとに教職員

と学生が討論することでそれぞれの想

いを共有できた。本学の学びに対する

現状や目指すべき到達点を学生が知

り，「これからの学び」について意見交

換し，相互の考え方の相違やお互いの

心構えを理解することができ，教員と

学生の繋がりが濃くなった。 

2021/9 大学生活の悩みや不安の解消を目

的にした学生同士の座談会実施 

先輩の話を聞いて，何か行動してみた

いと思ったり，影響を受けたりした学

生が多くいた。 

2021/11 教員に授業で工夫や意識している

点のインタビューを行い，広報誌

にまとめる。 

授業を受けているだけでは気づけない

ような工夫を知れた。学生の内に出来

ること，しておいた方が良いことなど

を知ることができた。 

【表５ 2021 年度 FIT-Join の活動と成果】 
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３．教育の質保証 

（１） アセスメント・プラン本導入 

本学では，教育の質保証の仕組みとして 2019 年度にアセスメント・ポリシーを試行導入し，2 年

間の試行運用を経て 2021 年度からアセスメント・プランとして本運用を行っている。具体的な運

用として，科目レベル・カリキュラムレベルのアセスメントでは，FD 推進機構各部会の下で各教員

が一人一科目「授業点検書」を作成，前期と後期はそれをもとに学科カリキュラムの点検を，通期

は学科教育の成果の点検を行うとともに，その結果を学部としてとりまとめてレビューし，課題と対

策を明確化する教育点検活動を行うことを定めた。また，学生レベルのアセスメントでは，学修ポ

ートフォリオ（FIT-AIM）等を活用し，学期ごとに自らの学習状況の評価を行い，学生自身の学び

の成果を自覚するとともにその結果を学習状況の評価につなげていくこととしている。 

2019 年度から現時点までの教育点検活動の運用状況と課題は以下のとおり。抽出された課題

は FD 推進機構運営委員会で議論を行い，次年度の運用改善に反映させており，活動のサイク

ルをマネジメントしている。 

 年度 運用状況 課題 

試

行

導

入 

2019  ・授業点検項目・フォーマットの共通化・

システム化，学修成果指標のデータベ

ース化→学科内でデータ共有可能 

・半期は授業点検をもとにした学科カリ

キュラムの点検，通期は学科教育の成

果の検証として位置付け 

・科目群の連関等，カリキュラム全体を

見通した点検の必要性 

・DP における汎用的能力（主体性等）

を個別科目で測定することの困難さ 

・学生アセスメントの具体的実施方法

と結果の活用 

2020  

 

・科目群ごとの点検を開始 

・DP を観点別にカテゴリ化，汎用的能

力の総合的評価を行う「卒研評価シー

ト」の検討・導入（運用開始 2021） 

・学生アセスメントについて，入学時オリ

エンテーションや教養力育成科目の中

で理解を深め，目標設定と振り返りを

習慣化する取組を推進 

・コロナ禍における授業科目ごとの合

格率のばらつき，単位不足による留

年生の増加 

・学部レベルと学科レベルの教育点検

の位置づけや視点の整理の必要性 

・大学院の教育点検活動との連動 

本

運

用 

2021 ・成績評価ガイドラインに全学共通の成

績評価の目安（基準となる科目合格

率）を導入→合格率が一定の割合以

下の科目数が減少 

・学修成果指標データを全教員で共有 

→学科間のばらつき是正 

・大学院の教育点検活動具体化 

・質保証の観点で非常勤講師を含む

マネジメントの必要性 

・科目群ごとの議論の中で，複数の

教員による相互確認を通じた配

当年次の調整や関連科目の連携 

【表６ アセスメント・プランの運用状況と課題】 
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（２） 学修成果の評価の改善に係る取組 

 本学のアセスメント・プランは，全学レベル・カリキュラム（学部学科・教養力育成科目）

レベル・授業科目レベルの各レベルにおいて達成すべき質的水準を定めている。アセスメン

ト・プランの中でとりわけ重要になるのが授業科目とカリキュラムの関係性の認識である。

文科省中央教育審議会の「質的転換答申（ H24 ）」には「はじめに個々の授業科目があるの

ではなく，まずディプロマポリシーの下に学生の能力を育成するカリキュラムがあり，それ

ぞれの授業科目がそれを支える構造にならなければ，個々の教員が授業科目の改善を図っ

ても，学生全体が明確な目標の下で学修時間をかけて主体的に学ぶことは望めないのであ

る」（教学マネジメント指針 再掲）とあり，両者の関係が明示されている。また「ディプロ

マポリシーに定められた学修目標を達成するために編成された教育課程を構成する個々の

授業科目には，学修目標の達成に向けて担うべき役割がある」（教学マネジメント指針）と

もされており，そのことは本学でも各学科で策定されるカリキュラムマップや関与度一覧

表が示すとおりである。よって個々の授業科目と達成目標には，ディプロマポリシーに定め

られた学修目標の達成に向けて担うべき役割があることから，成績評価結果等の分布を踏

まえ，達成目標に達しない学生が多数となったりする科目については，カリキュラムマネジ

メントの観点から，個別の事情に応じて様々な対応策を検討する必要がある。また これら

のことは，大学（全学）レベルのアセスメントのエビデンスである学位の取得状況や修業年

限経過後の学生状況と緊密な関係があることから，改善が必要とされる場合の目安につい

ては，各教員は勿論のこと学部学科のみの判断に任されることなく，全学共通の理解のもと

で判断されることが必要である。 

授業科目レベルにおいては，ディプロマポリシーに定められた学修目標の達成に向けて

設定された個々の授業科目の達成目標の到達度の測定を行い，さらにカリキュラムレベル

のアセスメントにおいて，個々の授業科目の評価（各授業科目における達成目標の到達状況）

を組み合わせて多元的に分析することでディプロマポリシーに定められた資質・能力をど

の程度涵養できているかを 一定程度示すことができる。 

試行導入（2019）から本運用（2021）にかけて，学部レベルの教育点検では概ね成績評価

については問題なしとされたものの，一部科目で継続的に合格率の低い科目があることが

指摘されていた。またそのことに伴って 学科によって成績分布や GPA，合格率に差異が生

じていることも示された他，カリキュラム（ 学部学科・教養科目 ）レベルでの点検におい

てもそのことを一部問題視するコメントがみられた。また 2020 年度については，コロナ禍

での遠隔授業主体での授業運営もあり，例年に比べて学生の２極化現象が発生しており，成

績評価についてもそれを強く反映したものとなった。結果として留年者や単位不足者が例

年以上に出る状況となった。 

そこで，2021 年度から成績評価の科目合格率に一定の目安を設け，目安から著しく外れ

る科目について検証を行うこととした。2021 年度前期の教育点検結果では，該当する科目

について各学科・センターにおいて点検が行われ，理由や改善策について議論が行われたこ
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とが確認できた。合格率が低い場合の理由については，学生が成績評価の方法を十分に理解

できていない場合や，途中で履修を放棄する学生が多い場合，コロナ禍の影響による学習意

欲の低下などが挙げられた。また，改善策・対応策については，再履修クラスの設定や科目

難易度の調整，カリキュラム見直しにおけるコア科目の設定変更などが示されており，一部

の科目について再履修クラスが常態化している例については，科目担当教員及び教務委員・

学科長が連携して対処していくことが確認されている。 

 また，2021 年度末の 1年次進級単位不足者が前年比 64%と減少している他，退学者数も

減少傾向にあり，一連の取組の成果であると想定される。 

 

 

【表７ 合格率の分布 】 

 

（３） 教育点検の実質化のための仕組み（合同 FD 部会） 

2021 年度から，教育点検の実質化のための取組として，「合同 FD 部会」を開催した（第

1 回 2021/04/26，第 2 回 2021/10/18）。各学科・教養力育成センターの長および FD 委員を

一同に集め，学長および教務部長・各学部長のもとで，取組の目的及び方向性を確認し，共

通認識を深めることを目的としている。 

第 2 回の会議では，カリキュラム点検および教育点検の実践事例紹介として，電子情報工

学科および情報システム工学科よりそれぞれ話題提供を行った。電子情報工学科における

講義 PDCA 取組の紹介として，2010 年開始時からの経緯および各科目の部門別 WG および学

科全体で 1.5 時間ずつ議論を行っていることやその雰囲気が紹介された。また，情報システ
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ム工学科では，先に対応方針案を固め，点検書の原案を作成した上で，科目区分の学修領域

毎に科目群としての検討を行い，点検結果を踏まえ学科全体で最終確認を行っていること

の説明があり，今後の課題として，特定の教員への負担集中を避けるため，点検項目や分担

の精査を行うことや，カリキュラム改訂のためのレビューとの連携などが挙げられた後，全

体での意見交換を行った。教育点検の実質化については，改善活動への学科間の意識差軽減

が課題であり，学科間ピアレビューの取組を継続するとともに，全学の点検項目を整備し，

第三者評価の導入も視野に入れて検討を行っていく。 

 

（４） 学生アセスメントの取組 

本学のアセスメント・プランにおいては，学生レベルのアセスメントが位置付けられて

おり，FD 推進機構の 2021 年度重点実施項目の１つ「学生の主体性育成と自律的学習の習

慣化」との関連を含め，FIT-AIM（学習ポートフォリオ）を活用した目標設定と振り返り

支援，外部アセスメント受験と結果のフィードバックなどの取組を，教養力育成センター

を起点に実施している。 

①  2021 年度新入生オリエンテーション（FIT-in セミナー）において，新入生に対して教

養力育成センター教員がワークショップを実施し，目標設定および振り返りの重要性

（FIT-AIM メニュー説明含む）についての理解を促した。 

② FIT-AIM での目標設定の記入，アセスメントテスト受検(課外での取組)について，前期

「キャリア形成」で学生に周知した。 

※FIT-AIM の学期毎の目標設定と振り返り 

  ・学期の目標設定：FIT-AIM 項目（目標と計画，卒業後の将来像，入学時の自分）の

入力を授業で呼びかけ（第 4 週） 

  ・学期の振り返り：FIT-AIM 項目（今期の振り返り，主体性の自己評価，次期の目標

と計画）の入力を授業で呼びかけ（第 13 週） 

③ フィードバックとして，後期「コミュニケーション基礎」において，学生同士が自分の

目標設定と振り返りについてグループ（ペア）で話す時間を設けた。 

・FIT-AIM 入力内容をもとに自身の前期の振り返りや後期の目標と計画について，1 分

間でプレゼンテーションとグループワークを行った（第 1～3 回講義で実施）。 

 

（青：キャリア形成，黄：コミュニケーション基礎，緑：両方で入力指示） 

【表８ 2021 年度入学生の FIT-AIM 入力率（2022/2/28 現在）】 

前期 後期 前期 後期 前期 後期
⼯学部 54.1 69.3 63.8 2.3 65.3 62.8 54.3 1.5
情報⼯学部 56.5 72.0 72.7 1.2 71.3 71.5 61.4 0.7
社会環境学部 44.7 73.1 64.0 2.5 52.3 51.3 53.8 1.0

振り返り ⽬標と計画 主体性の⾃⼰評価
将来像

⼊学時の
⾃分
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④ 外部アセスメントテスト（「MATCHPLUS」の受検について，資料配布とミニ動画による告

知，授業での呼びかけを行い，受検者にはオンラインによる解説会を実施した。 

 
 
 
 
 
 

【表９「MATCHPLUS」学部生受検者数（2021 年 4 月～8 月末時点）】 

 

新入生における FIT-AIM 入力率については，一定の向上が見られ，取組の結果が表れた

といえる。しかし，後期の入力については，十分な働きかけができておらず，次年度以降

も引き続き対応策の検討が求められる。また，「MATCHPLUS」（外部アセスメントテスト）

の結果分析および，「学びと行動の態度ルーブリック」の活用方策についてはさらに対応

が必要である。 
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※参考：2025 卒 1 年生 360 名の実施結果 
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（5）アセスメント・プランと教学 IR の推進 

アセスメント・プランにおいては教育成果・学修成果に関するアセスメントの項目と指標

をアセスメントチェックリストとして定めている。また，それらのデータを「教学関連デー

タ」と呼称し，FD 推進機構でデータの取りまとめを行っている。教学関連データは，教員

が教育点検や授業改善のために，簡易に確認できる仕組みがなければ有用に機能しない。そ

こで，2022 度から学生統合データベースの整備を行い，カリキュラムアセスメント機能と
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して，例えば GPA や平均点，合格率等のデータを各学科や経年比較等で確認できるような機

能を有しており，全教員が利用できるものとして，活用を促進していきたい。 

 

 

 

 

 【アセスメント機能画面イメージ①】 



－ 123 － 

 

【アセスメント機能画面イメージ②】 

 

 また，本学の IR 推進体制については，課題もあり，IR を統括する部署は明確に位置づけ

られておらず，例えば，教務課での脱落防止策や，入試関連のデータ分析等，各部局がそれ

ぞれ必要なデータを収集・分析・共有して PDCA に活かす自律的な IR 活動を行っている。そ

の中で，教学 IR に関しては，前半で述べたように，アセスメントに必要なデータについて

FD 推進機構で取りまとめている状況である。 

しかし，学生支援の観点では，入学から卒業までの一連の学びを把握し，支援するエンロ

ールメントマネジメントの視点が重要であり，入学から卒業までの様々なデータを包括的

に収集・分析し，学生募集や教学改革・改善へと結びつけるため，統合化したデータベース

の構築と分析を行う機能の整備が必要である。本学においても学生統合データベースの整

備や，myFIT などを活用した学生の面談記録の共有，学修ポートフォリオ（FIT-AIM）の活

用など，様々な取組を行ってきたものの，集積された学生のデータの横断的な分析について

は，十分に機能しているとは言えない。例えば，学生調査を一つ取っても，それぞれの部局

の目的に応じて調査を行っているという実情があり，それぞれのデータの関連性について

考察されているとはいえない。 

 これらの問題意識をもとに，2021 年度最後の FD Café として，教学 IR をテーマに「デー

タで見る福工大生のリアル」と題して，大学 IR コンソーシアム学生調査の分析事例や，デ

ータを用いた脱落防止策の試みなどの話題提供を行い，本学における IR の在り方について

意見交換を行った（2022/3/9，参加者 61 名:教員 29 名，職員 32 名）【巻末に資料添付】。 
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話題提供①の大学 IR コンソーシアム学生調査の分析事例では，本学の学生像として，「遅

刻や欠席をしない真面目な学生生活を送っているが，期待されている大学生にふさわしい

主体的な学びやそれを支える自己調整はできていない。まだまだ高校生の延長線上から進

み出ていない」として，「教員との親和性の低さやコミュニケーションの機会の不足」「授業

では受け身の姿勢が目立ち，授業の中で高次の主体性を発揮する機会は少ない」，「授業では

授けられる知識の修得に懸命で，問題意識を有しそれらを応用，統合した課題解決活動には

至っていない」ということが示された。 

 話題提供②のデータを用いた脱落防止策の試みでは，2017 年度入学生の学籍データを基

に，「いつ，どの学年で，どのような理由/科目で，脱落する傾向が強いのか？」を分析し，

脱落との相関性が強い科目（センサー科目）の割り出し，脱落要因の 70%は「学業不振，大

学生活不適応，興味がわかない」であること，脱落傾向は 1 年目から表れ，2 年目，3 年目

に顕在化することから，大学の学びへのスムーズな移行が重要であり，基礎学力とともにア

カデミックスキルの修得（入学前教育，初年次教育）の必要性が示された。 

 参加者のアンケートでは，学生調査に関して，本学学生の回答率の低さ，学生の主体性を

発揮させるための他大学の工夫，自己評価が高すぎる傾向になる学生の学力および留年・大

学との関係について，自己評価の修正により修学態度や学びの姿勢を改善するような取組

の可能性を検証すべきとの意見，データを活用した教育改善の重要性を認識し，今回のよう

な研修会をシリーズ化して実施してほしいとの要望などが寄せられた。 

 これらアンケート結果を踏まえ，各部局で自律的に IR 活動を進めながらも，分析のハブ

となる機能が必要であることの認識を新たにし，今後の組織体制の検討にあたり，何らかの

方策を検討していくこととしている。 

 

（６）学習支援センターの開設検討 

 質保証においては，リメディアル教育および学習支援の視点が欠かせない。本学では，

2010 年に新入生に対する学習支援組織である「フレッシュマンスクール」を設置し，「大学

で学ぶために必要な力」として数学ベーシックおよびレポーティングスキルの講座を課外

で開講して支援を行ってきた。 

しかし開設後 10 年を経過し，新入生の学力及び資質に変化が生じ，支援内容及び方法の

見直しが必要な時期に来たこと，コロナ禍への対応としての遠隔授業実施に伴う学生への

支援策（FIT-in サポート）とのシナジー，教務部施策における脱落防止策とのさらなる連

動の必要性，アドミッションポリシーとの整合の視点での入学前教育との繋がり等を踏ま

え，本学における新入生に対する学習支援の在り方見直しが必要であるとの議論に応じ，

2020 年 12 月に FD 推進機構の下に学習支援検討 WG を設置し，検討を行った。 

新たな学習支援においては，多様な入試選抜による入学生への個別最適な補習教育や学

習相談を通じて，本学カリキュラムの学修成果を高めることを目的とする。そのねらいは次

の通りである。 



－ 126 － 

〇 初年次の正課授業との連動による科目合格率の向上，脱落防止による休退学率の抑止 

〇 3 ポリシーに基づく入試と教育の接続したメッセージによる学生や志願者への訴求 

〇 学生の自律的な学習と成長を支援する本学の「丁寧な教育」の進化 

学習支援検討 WG の議論の結果，新たな学習支援のあり方は，カリキュラムの学修成果を

高めるとともに，個別最適な支援の視点から，正課授業と連動した学習支援とすることが方

向性として示された。すなわち，正課授業での初年次教育（専門知識の導入型，大学入門型）

と連動した「補習教育」（補完教育および入学前教育）として，対象科目の学力下位層（主

に学校推薦型・総合型（スペシャルスキル）選抜合格者のうち一般選抜の不合格レベル層）

に対して，1年前期の正課授業の前提知識の補完を担う。また，全学生を対象とした「学習

相談」は正課授業の履修支援を目的に，個別指導を行う計画である。 

また，これらの支援を行う組織として，学則上の学内共同教育研究施設として，新たに「学

習支援センター」を 2022 年 4 月から開設することとした。同センターは教養力育成センタ

ー長をセンター長とし，各学科選出委員により構成される運営委員会にてその運営を行っ

ていく。 

 

４．機能別分化 

（１） キャリア教育の改善 

① アントレプレナーシップ教育の導入 

  本学では，2012 年度からキャリア教育科目を全学必修化し，就業力育成プログラムと

して，「志向力」「共働力」「解決力」「実践力」を育成するコア科目を開設しているが，本

年度で 10 年目を迎え，社会変容・働き方改革等の中で内容の見直しや新規取組を進めて

いる。 

  前期必修科目「キャリア形成」は，大学での学び方を学ぶこと，自己理解と社会理解を

深め，相互を関連づけながらキャリアデザインを行うことを目的としている。授業概要と

しては，他者との意見交換やグループで課題に取り組むことを通じて対人コミュニケー

ションの基礎や大学でのスタディスキルを身に付けたり，外部講師による講義やワーク

により社会理解を深めていき，最終的には，科目を通じて考えてきたことを踏まえ，大学

生活や将来について見通しを立ててキャリアデザインシートにまとめている。 

  講義の中で新たに設定したテーマとして，「社会や働く環境についての理解」について，

SDGs を大きなテーマとして掲げ，「人口知能（AI）」，「労働環境（テレワーク）」，「女性の

社会進出」，「サードプレイス」をテーマにジグゾー学習を取り入れている。 

  2022 年度からは，「社会と自己のつながりの理解」について，アントレプレナーシップ

教育に関わる外部講師の講演を取り入れ，「不透明な社会においても自分の人生のオーナ

ーシップを持ち，自分らしさを探求しながら，社会と共創する生き方」について考える機

会を持つこととした。工科系の本学において，イノベーションと切り離すことのできない

アントレプレナーの基礎を学ぶことは重要な視点であると考えている。 
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② UPDATE1.0 プログラム 

前述の「キャリア形成」では，従来，「アドバンストプログラム」としてさらに学びを

深める課外プログラムを実施してきた。しかし，2020 度から続くコロナ禍において，特

に１・２年生は，学内外問わず他者との繋がりが得づらく，他者を含む未知との出会い

から刺激を得る機会が格段と減少していることが課題として認識された。また，ポスト

コロナの生活様式が模索される中，自分たちはどのようなキャリアを選択し生きていく

のか，社会がどのような変化に見舞われるのか，漠然とした不安を抱えながら過ごして

いることが学生の各種アンケートからも明らかになっている。 

そこで，新たな課外プログラムとして，学部学科を超えた交流を図りながら，自分以

外の「外」にいる多様な人の生き方や考え方，「外」の社会のトレンドについて見聞を広

げ，自分の「内」にある興味関心を育てる事を目的とした「知識探求型学生交流プログ

ラム」を実施した（参加者：22 名）。 
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プログラムは 3 回構成で実施し，第１回では，前提となる知識・問題意識の醸成，課題の

説明を行った。テーマは，「Sosiety5.0 ってどんな世界？SDGs は何のため？～あなたもわた

しも地球人みんなの課題～」として，今，地球で何が起きているのか，現実の問題を正しく

知り，世界中の人が Society5.0 や SDGs に取り組む社会的背景を理解する事を目的に，講義

とグループワークを行った。 

 第２回では，「社会で活躍する卒業生に聞く！」と題して，卒業生を招き，Society5.0 や

SGDs に関する所属会社の取組，どのような観点を意識して仕事に取り組んでいるか，所属

会社で今後携わりたい事業やキャリアプランについて講演を行ってもらった。具体的には，

陸上での養殖事業の取組，ハイブリッドワークへの挑戦，学習データを用いた個別最適な学

びの仕組み構築，半導体事業といった様々な視点で話があった他，大学時代に留学やインタ

ーンシップ，サークルなどに取り組んだ経験や，今後の自身のキャリアプラン等につ 

いて触れながら，在学生へのメッセージとして「経験からの学びを大事に」「挑戦すること

の大切さ」が話された。 

第３回では，それまでの学びをベースに，SDGsの 17 のゴールについてのグループ発

表を行った（課題は以下の２つの型から選択）。 

 

〇SDGsの 17 のゴールについて１つのテーマを選び，自分たちでできることを考えてみよ

う （提案型） 

〇SDGsの 17 のゴールについて１つのテーマを選び，それを実践している企業の取組内容

を調べよう（紹介型） 

 

 参加者のアンケートからは，3 回のプログラムを通じて，SDGs への基本の理解とともに，

個人レベルの行動変容が世界規模の変容につながる可能性，そのことが自身の社会でのキ

ャリアにつながったことを実感との声があった。特に卒業生の講話の回の参加学生の満足

度は高く，「企業の社会課題に対する取組にさらに興味を持った」，「（キャリアを考えるうえ

で）大学時代に多くの経験が大切だと思った」という内容のコメントがあった。 
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本プログラム実施を通じて，本学には，SDGs に関連するであろう資源を複数有するもの

の，SDGs の観点から整理・可視化したものが存在せず，対外的なアピールには繋がってい

ないという課題認識を得た。また，学内の教職員や学生も，社会課題に関心があったとして

も，本学における SDGs としての関連を意識化できていないのが現状である。そこで，2022

年度には，SDGs をテーマにした教職員・学生向けのプロジェクトを実施し，以下の 2 点を

目指すこととしている。 

〇 本学の今ある資源を SDGs の観点から捉えなおし，17 のゴールと関連づけて可視化，本

学のアピールポイントにつなげる。 

〇 持続可能な社会の創り手となる学生の育成のため，正課・正課外の取組における新たな

学びを創出する。 

 

（２） 数理・データサイエンス・AI 教育認定制度への対応 

文部科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」認定制度への対応として，リ

テラシーレベルについては，本学を卒業する学生が身につけておくべき能力として，デジタ

ル社会の基礎知識（「読み・書き・そろばん」）である数理・データサイエンス・AI の基礎的

素養を身に付ける科目「AI データサイエンス基礎」を教養力育成科目に新設することとし

た（2022 年 4 月開講）同科目の授業方法は，遠隔授業とし，主に ICT を活用したオンデマ

ンド型で行うこととし，授業時間割以外の時間で動画視聴や課題に取り組み，受講を希望す

る多くの学生の履修を可能にするとともに，自分のペースで振り返りながら学修を進める

ことができる仕組みを整える。 

応用基礎レベルについては，現在各学科で開講されている「AI/データサイエンス関連科

目」の教育内容を精査し，全学（または学部）共通で履修できる枠組みを作る方向で FD 推

進機構全学教育開発 WG にて検討を進めている。 

 

（３） 工大サミットの取組 

本学は，2018 年度から，愛知工業大学，大阪工業大学，神奈川工科大学，芝浦工業大学，
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広島工業大学，福井工業大学，東北工業大学の 8 大学が加盟する「工大サミット」に参画

し，理工系イノベーション人材の育成に向けた取組を行っており，毎年，学長サミットを開

催している。第 4 回となる本年度は，広島工業大学を会場として開催され，来場・オンライ

ン合わせて 443 名の参加があった。サミットでは，参加 8 大学によるプレゼンテーション

およびパネルディスカッションが，2 部構成（第 1 部「テーマ：Society 5.0 for SDGs」，

第 2 部「テーマ：ポストコロナの教育」）で行われた。 

各大学学長による意見交換の結果，加盟 8 大学共同での PBL（Project Based Learning：

課題解決型学習）を展開していくことが採択され，2022 年の 8 月～9月に世界遺産宮島に 8

大学の学生が集い，宮島を取り巻く観光，歴史，防災，地域活性化などの課題のうち，「宮

島町屋の保存と活用」をテーマに課題解決を行うプログラムを実施することとなった。 

 

 

 

５．教学マネジメントの実質化に向けた取組 

（１）全学ディプロマポリシー策定に向けた予備的検討 

今後の教育改革の方向性として，新時代に対応できる実践型人材を輩出するため，新たな

時代に求められる育成人材像を再定義する（全学ディプロマポリシーの見直し）必要がある。

そこで，2021 年度後期においては，本学卒業生の学修成果の検証（ディプロマポリシーの

達成度を明らかにする）を行うことを目的とした卒業生調査の予備分析を外部に委託し，実

施した。「予備」の意図は，当初，本学ディプロマポリシーの成果を直接問うための卒業生
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調査を独自に設計・実施することを構想したものの，現在のディプロマポリシーをどのよう

に見直すかの仮説を持たないまま調査を先行して実施することは難しいと考えられること，

現状において大学 IR コンソーシアムの卒業生調査を試行的に 2018 年度から実施していた

ことから，同調査結果の回答データの分析を行い，本調査の実施を含む今後の検討の方向性

を見出すこととした。予備分析の概要と結果は次の通りである。 

 

項目 内容 

調査

目的 

現状の大学 DP（A～I）について重複の排除，網羅性などを確認したい。DP 数の見

直し・統合の参考となるデータを聴取したい。 

 

調査

概要 

・調査実施:一般社団法人大学 IR コンソーシアム卒業生調査 

・調査手法:Web アンケート（QR コードを付した調査依頼を郵送） 

・対象者:福岡工業大学学部卒業生計 524 名 

・卒業後 1年目の 12 月～2 月に実施 

・以下 3 年分のデータを合算して分析 

 

分析

した

調査

項目 

・Q5 在学中に身についた能力: 

「身についた」「やや身についた」「あまり身についていない」「身についていない」

の 4 段階で聴取。 

 

・Q17 社会で求められる能力: 

「強く求められている」「求められている」「あまり求められていない」「求められ

ていない」の 4 段階で聴取。 

 

分析 

手法 

因子分析および 4 象限分析 

【表 10 卒業生調査・予備分析の概要】 
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（ ） 

 

（ ） 

調査の結果，以下のような点が明らかになった。 

〇学部ごとに大きな違いは見られないが，「専門分野や学科の知識」，「数理的な能力」につ

いて，工学部と情報工学部は DP として優先度の高い第 1象限に位置しているが，社会環

境学部は第 1 象限になく，優先度が下がる。 

〇全体として「数理専門分析能力」因子，「コミュニケーション」因子は優先度の高い第 1

象限に位置している一方で，主に DP の A（多面的理解）・B（社会的責任）が対応する「多
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様性・社会問題理解」因子が第 3象限に位置し，優先度が下がる。 

〇分析結果の結論として，現在の 9 項目(A～I)は大きく 4～5 種類に分類できると考えられ

る（例えば，C,D 学問・専門知識と応用力，F,I コミュニケーション・協働力，A,B 社会

性・社会性理解，E 問題解決能力，G, H 自主的継続的学習能力・計画力） 

 これらの結果を受け，今後の大学 DP の見直しに関する議論の具体的な進め方について，

検討を行っている段階である。 

 

（２）教学マネジメントを支える組織体制の見直し 

 2021 年 12 月 13 日開催の FD 推進機構運営委員会において，教学マネジメントを支える組

織体制の見直しについては，教育改革を推進するための全学的なマネジメント改革を進め

るため，一つの戦略として FD 推進機構の再編を掲げ，その具体化に向け，全学教育開発 WG 

で検討を進め，再編案を取りまとめることが確認された。検討スケジュールとしては，他大

学調査等を実施しながら 2022 年度上期を目途に再編案をとりまとめ，同下期から学内会議

体での審議を行い，2023 年 4 月から新組織の立ち上げが目安として示された。 

また，組織再編の基本的な考え方として，名称を「大学教育開発推進機構（仮称）」とし，

教学 IR を推進・活用しながら教学マネジメント指針対応と全学的な教育システムの企画実

施を担う組織として機能させるとともに意思決定に教員関与を強めることが確認された。

さらに，組織（会議体)編成を機能別に変更すること，その機能別の例として，「カリキュラ

ムマネジメント」・「教学 IR」・「FD 推進」・「先進教育」等が考えられること，その他の課題

に応じた時限ワーキンググループの設置等の必要性等についても検討の俎上にあがってい

る。 

 

６．2022 年度以降の取組について 

 2022 年度の取組については，第 9 次 MP の方針に基づき「新時代に対応できる実践型人材

育成」に向けた諸取組を展開する。具体的には，以下の 3 点である。 

 

①アセスメント・プランに基づく教育点検活動の実質化を図り，主体的に学ぶ力を育成する

自己調整学習の促進と学修成果の可視化に取り組む。 

②全学 DP の見直し及び FD 推進機構の発展的再編に取り組みながら，FD 活動の体系化や学

修成果指標の分析(教学 IR)といった教学マネジメントの基盤となる事業の積極的展開を

図る。 

③AI・データサイエンス教育プログラム認定制度への対応，Society5.0 や SDGs をテーマと

した学部横断の正課外プログラムの実施等，全学横断的な教育改革に取り組む。 
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学習支援検討 WG 活動総括 

WG 長 池 田 賢 治 
 

 学習支援検討 WG は、本学における新入生に対

す る 学 習 支 援 内 容 お よ び 方 法 の 見 直 し の た め

2020 年 12 月に FD 推進機構に設置された。今年度

末をもって学習支援検討 WG の活動を終えるにあ

たり、新たな学習支援の内容についてまとめる。  

 

記  

1 . WG 設置の目的  

 本学では、2010 年に新入生に対する学習支援組

織である「フレッシュマンスクール」を設置し，

数学ベーシックおよびレポーティングスキル講座

を課外で開講し，その運営は，開設時には「 FD 推

進機構初年次教育部会」（後に「共通教育部会」），

2017 年度からは「教養力育成センター部会」が担

当してきた。  

 しかし開設後 10 年を経過し，新入生の学力及び

資質に変化が生じたことから，支援内容及び方法

の見直しが必要な時期に来ていた。また，コロナ

禍への対応としての遠隔授業実施に伴う学生への

支援策（ FIT- in サポート）との相乗効果，教務部

施策における脱落防止策とのさらなる連動の必要

性，アドミッションポリシーとの整合の視点での

入学前教育との繋がり等を踏まえ，本学における

新入生に対する学習支援の内容や方法の在り方を

見直す必要性が確認された。  

 そこで，2020 年 12 月に学習支援検討 WG を FD

推進機構規程第 11 条に定める WG として設置し

た。第 1 段階として「フレッシュマンスクールと

FIT- in サポートの統合運用（ 2020 年度後期検討，

2021 年度開始）」，第 2 段階として，第 1 段階の実

施状況を踏まえ，入学前後の取組との繋がりを含

む新たな学習支援の在り方を検討した上で（ 2 021

年度），「新たな学習支援組織の運用」（ 2022 年度

開始）に移行することとなった。  

 本 WG の目的は「新入生に対する学習支援の在

り方の見直し」であり，取り組み課題は次の 2 点

であった。  

(1 )  新入生の学力・資質の変化に応じたフレッシ

ュマンスクール（ FS）の支援内容および方法の

見直し。  

(2 )  リメディアル教育のあり方検討による新たな

学習支援組織の検討。特にアドミッションポリ

シーと整合した入学前教育との繋がり，初年次

の正課教育（専門基礎科目や教養科目など）と

の接続のあり方，遠隔授業に伴う学習支援策と

して開始した FIT- in サポートとのシナジー，お

よび脱落防止策との連動を踏まえた新入生に対

する学習支援のあり方見直し。  

 

2 . WG 構成員  

 これらの取組課題から，入口および中身に係る

関連各課による教職協働の WG 構成が求められた。

そこで， WG 長を教養力育成センター教員から学

長が指名し，メンバーは各学部・教養力育成セン

ター選出委員各 1 名，および入試広報部，教務部，

FD 推進機構から各 1 名の構成となった。  

 各学部・教養力育成センター選出の委員におい

ては各学部長・センター長の推薦を得て，学部選

出委員においては，学部教育との接続および基礎

知識・スキルの育成の観点から，また教養力育成

センター選出委員においては，アカデミックスキ

ルを含む初年次教育に加えて自律的学習支援の観

点から，それぞれ持ち寄り議論することへの期待

が寄せられた。加えて，入試広報部においてはア

ドミッションポリシーに基づく入試選抜のあり方

および高大接続の観点から，教務部においては脱

落防止策の観点から，そして FD 推進機構におい

てはフレッシュマンスクールと FIT- in サポートな

らびに入学前教育の運営の観点から，それぞれ参

画を得た。事務局は FD 推進室が担当するととも
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に，フレッシュマンスクールの教育スタッフが陪

席として議論に加わった。  

 

3 . 活動内容  

 WG 設置後から年度末までに 2 回 WG を開催し，

検討第 1 段階である「フレッシュマンスクールと

FIT- in サポートの統合運用」について検討し，2021

年度より運用を開始した。引き続き，2021 年度に

9 回の WG および数学やレポートなどの分科会を

開催した。 2021 年度 6 月 FD 推進機構運営委員会

において入学前後の取組との繋がりを含む「新た

な学習支援のあり方」の中間報告を取り纏め， 10

月同運営委員会にて答申を行い，学習支援センタ

ーの設置について承認を得た（ 2021 年 11 月 24 日

全学教授会）。その後， 2022 年度 4 月からの「学

習支援センター」運用開始に向け，補習教育およ

び学習相談についての実施運営案について検討を

続け，規程案や非常勤スタッフの採用などの準備

を進めた。（詳細参照【参考】検討過程）  

 

4 . 成果と課題  

(1 )  補習教育：補完教育「基礎講座」  

 WG では，リメディアル教育＝「学習・学修支

援（ Learn ing  Ass i s t ance）およびカレッジワークに

係 る 支 援 （ Developmenta l  Educa t ion）」 と 定 義 し ，

その類型として補習教育（補完教育，入学前教育）

と初年次教育（大学入門型，専門知識の導入型）

に区分し議論の前提とした。その上で，「入学者選

抜（ AP）から大学教育カリキュラム（ CP）をつな

ぐ学習支援」を「どんな対象者に対してどんな状

態になってもらうために行うか」を論点とした。

補習教育は，入学者のうち一般選抜の合格ライン

に満たない学力不足型と未履修型の学生を対象と

し，入学前から 1 年前期までに一般選抜の合格最

低ラインのレベルまで引き上げることとする基本

イメージが示された上で，数学，レポートに加え

物理など教科毎に支援内容や方法について具体的

に検討した。  

 検討過程では，数学教員へのヒアリングを通じ

て，補習教育と正課授業の学習内容や時期，順番

の整合がとれていないことから，学生負担が大き

く，その効果も検証が困難であるという現状の課

題が共有された。そこで，他学事例を踏まえ，数

学基礎に対応する 1 年前期の授業科目との連動が

不可欠であること，その授業の履修に必要な前提

知識を修得する補完教育および入学前教育での前

倒しというあり方が議論された。また，全学生を

対象とした学習支援も正課の履修支援に対応した

拡充の必要性が挙げられた。これらの議論を通じ

て，「正課授業と連動した学習支援」を方針とした

補習教育および学習相談のあり方がまとまった。

（詳細参照【参考】学習支援の概要）  

 その結果，補完教育「数学基礎講座」では，学

科毎にモジュールを検討し準備が整った。しかし

ながら，「レポート基礎講座」においては，社会環

境学科の学校推薦型選抜の合格平均点レベルまで

【学習支援検討 WG メンバー】  

構成員  氏名  所属  

WG 長  池田  賢治  教養力育成センター（教授）  

メンバー  福永  知則  工学部（生命環境化学科  助教）  

メンバー  井口  修一  情報工学部（システムマネジメント学科  教授）  

メンバー  鄭  雨宗  社会環境学部（社会環境学科  教授）  

メンバー  原田  寛子  教養力育成センター（教授）  

メンバー  後  大吉朗  入試広報部（入試課  課長）  

メンバー  榎田  真浩  教務部（教務課  課長補佐）  

メンバー  山田  浩史  FD 推進機構（ FD 推進室  課長補佐）  

事務局  FD 推進室  

陪席  フレッシュマンスクール  

    ※所属は 2022 年 3 月現在  
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の能力（特に読解力）の底上げを図りたいとの意

向が示されたが，対応する「基礎ゼミナール」で

扱うレポート作成の基本形について，授業で取り

扱う内容は担当教員で異なり，学科として共通し

た指導はなされないことから，連動すべき補完教

育の位置づけが曖昧なまま効果創出に課題を残し

ている。  

 なお，物理についての補完教育は，数学と異な

り入試結果では対象層の選定が難しいこと，各学

科の基礎物理学に相当する正課授業の位置づけや

求める内容・レベルについて学科間の差異が大き

くモジュール調整が困難なことから，補完教育で

はなく学習相談での支援を学科毎に検討すること

とした。また，英語についても補完教育は行わな

いが，「 Engl i sh  A」受講生のうち A1.2 以下の対象

層に対して学習相談を活用した支援を行うことと

した。  

 

(2 )  補習教育：入学前教育  

 入学前教育については，アドミッションポリシ

ーと整合した補完教育との連動がポイントの 1 つ

である。このため，入学前教育においては，各学

科の AP および特に学校推薦型選抜の出願資格や

試験科目との整合性があること，および補完教育

（基礎講座）との一体的な補習教育とすることを

指針として確認された。また，学校推薦型選抜・

総合型（ SS）選抜と一般選抜の出願資格や試験科

目の差分を埋めるため，学校推薦型選抜および総

合型（ SS）選抜合格者全員に対して，入学までに

求める科目毎の学習範囲とレベルの提示が必要で

あるとの総意を得た。  

 このような方針の下，その具体的な方法は次年

度に設置される学習支援センター運営委員会での

検討事項となる。具体的には，学校推薦型選抜と

総合型 SS 選抜合格者の全員一律から対象者の見

直しや必須・希望受講の取扱い，提示する学習範

囲とレベルについてなどの詳細検討が必要である。

特に，生命環境化学科においては，2023 年度入試

から学校推薦型選抜の基礎能力試験で数学を取り

やめるが，AP と CP との整合の視点では，学科カ

リキュラムにおいて数学や物理が必修であること

から，数学の基礎修得の程度が確認できない中で

も，入学生が学科で求められる学習範囲やレベル

に適応できるようになるための対応が求められる。 

 

(3 )  学習相談（ FIT- in サポート）  

 学習相談のあり方検討を通じて，全学生を対象

とした学習支援についても，正課の履修支援に対

応した拡充の必要性が挙げられた。その結果，現

行の FIT- in サポートの開設時間を拡充し，対象科

目を拡大すること，また先輩学生（ LA：ラーニン

グアシスタント）のみならず，教育スタッフが主

に対応することとした。とりわけ，情報工学部の

「専門科目の学習相談コーナー」（ FD 推進特別予

算事業）の取組では，学科毎に対象科目を設定し，

先輩学生を活用し成果を上げてきたことから，学

習支援センターの学習相談のひな型として全学に

水平展開することとなった。さらに，英語につい

ては新規の取組として，英語科教員と国際連携室

スタッフが協働して開設する。  

 相談窓口をより活用してもらうため，特に数学

やレポートは教育スタッフが常駐し，真に支援が

必要な学生に対して利用を促進できる取組が可能

となる。このため，個別相談に応じる傍ら，各学

科の関連科目の担当教員と連携し，支援が必要な

ターゲット層への利用促進やニーズ調整を図るこ

とが求められる。具体的にはテーマ別にワークシ

ョップなどを企画実施し，対応する授業と連動さ

せるなどの施策に取り組むこととなる。  

 さらに，レポートライティングについては社会

環境学科に留まらず，全学生にとって必要なスキ

ルであるため，全学部生を対象とした学習相談メ

ニューとして，正課授業でのレポート指導の内容

把握や活用促進を図る必要がある。現状の教養力

育成科目では，必修の「キャリア形成」において，

レポートの書き方に言及しており，1・ 2 回の授業

にて基礎を学んでいる。今後は，アカデミックス

キルの能力向上を主な目的とした科目の検討が視
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野に入っていることも念頭に，レポート作成に対

応する授業科目と広く連動させることが望まれる。

また，各学科の専門科目にてレポートの書き方（含

む実験レポート）を扱うことから，実験レポート

作成の基礎として資するよう支援の充実を図る。

さらに，外国人留学生にとっては，日本語でのレ

ポート作成についての苦労は大きいことが予想さ

れ，相談対応について国際連携室の教育スタッフ

との連携も必要である。  

 

(4 )  学習支援センターのあり方  

 学習支援センターは，前身のフレッシュマンス

クールが FD 推進機構教養力育成センター部会の

所管であったのに対し，学内共同教育研究施設と

して設置されることとなった。その大きな理由は，

より学生個別の学習進度やニーズに沿った学習支

援体制を実現するため，従来以上に学生の所属学

科との緊密な連携を図るとともに，継続的で恒常

的な学習支援の状況を，適時かつ適切に関係部署

間で共有および調整していくことにある。その実

現に向けて，各学科選出の委員を得た学習支援セ

ンター運営委員会として，教養力育成科目を含む

学部学科のカリキュラム（ CP）と入口（ AP）を繋

ぎ，学生が「学習・教育到達目標（ DP）」に到達す

るよう取組んでいく必要がある。  

 上記の学習支援の各取組を進めるにあたり，学

習支援センターのスタッフの役割は大きい。基

礎講座および学習相談の運営，学内広報および

LA 管理など日々の業務管理を担うとともに，学

生個別の学修進度やニーズに沿った学習支援体

制の確立には，学生の所属学科との緊密な連携

だけでなく，関連部門に跨った「包括的な学習

支援」の視点が欠かせない。とりわけ，履修相

談や脱落防止サポート（教務部教務課）との連

携はもとより，特別な配慮を要する学習支援や

カウンセリング（学生部学生相談室），留学生へ

の学習支援（教務部国際連携室）との申し送り

（リファー）などシームレスな協力体制を構築

し，支援の実効性を高める。  

(5 )  教養力育成センターの役割  

 教養力育成センターの所掌は，教養教育カリキ

ュラムの実践とともに全学共通的な正課外教育に

関する企画，運営に取り組むことである。とりわ

け，教養力育成センターの自立に伴って，教養科

目と専門科目との相乗効果を目指し連携を議論す

る場とともに，全学共通の枠組みを統合的に推進

する役割を果たすことが求められた。これらの経

緯から，学習支援センター長を教養力育成センタ

ー長が担うこととし，各学科との連携のもとで新

たな取組みを実践していくための運営を行ってい

くものである。  

 教養教育カリキュラムの運営との関連では，教

養力育成科目全体を通じて修得する知識・能力の

うち主体性・実行性・協働性（ G･H･ I）を育成し，

本学の学生が自律的・主体的に学ぶ力を育成する

自己調整学習の促進を図るものである。このこと

から，例えばアカデミックスキル，タイムマネジ

メントや目標設定についての教養力育成科目とし

ての検討とあわせて，学習相談（何でも相談コー

ナー）を通じた自律的学習支援およびラーニング

コミュニティの形成を図る取組みが期待される。  

 

5 . 所感  

 2010 年 に 新 入 生 へ の 学 習 支 援 を 目 的 に フ レ ッ

シュマンスクールが発足し，後に遠隔授業に伴う

学習支援として FIT- in  サポート（学習相談）が発

足した。また，独自に学習支援を行う学部もあり，

これらを統合し，より効果的な学習支援ができる

よう一元化に向けて議論を重ねてきた。数学，レ

ポートに加えて物理，英語など科目の幅を広げ，

入学前教育からの流れや，正課授業との繋がりを

より重視し学習支援を行っていくことができるよ

う，新たな組織で対応していくこととなった。次

年度からは，学習支援センターとして再出発する

ことになり，よりよい環境を学生に提供できるこ

とを切に期待したい。  
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【参考】検討過程  

〇第 1 回学習支援検討 WG 2021 年 1 月 29 日（金）  

 1 . 取組の課題と今後のスケジュールの確認  

 2 . 現在の取組の報告（フレッシュマンスクー

ル，入学前教育，FIT- in サポート，入試結果・

AP との整合）  

 3 . 意見交換  

〇第 2 回学習支援検討 WG 2021 年 2 月 16 日（火）  

 1 .  2021 年 度 フ レ ッ シ ュ マ ン ス ク ー ル お よ び

FIT- in サポート運営計画案  

 2 . 次年度の検討課題とスケジュール  

〇第 3 回学習支援検討 WG 2021 年 4 月 13 日（火）  

 1 .  2021 年 度 フ レ ッ シ ュ マ ン ス ク ー ル お よ び

FIT- in サポート開始報告  

 2 . 検討課題とスケジュール  

⦿ 新 入 生 に 対 す る 学 習 支 援 あ り 方 検 討 _数 学 分 科

会  2021/5 /12（水）  

 ・入学者選抜から大学教育カリキュラムをつな

ぐ学修支援（リメディアル教育）  

 ・学力下位層への補習教育  

 ・全学生への学習相談  

 ・（推薦・ SS）学力下位層への入学前教育  

 ・学習支援センター（仮）  

〇第 4 回学習支援検討 WG 2021 年 5 月 18 日（火）  

 1 . 2021 年度入学前教育実施報告  

 2 . 数学の学習支援のあり方検討報告  

⦿ 新 入 生 に 対 す る 学 習 支 援 あ り 方 検 討 _レ ポ ー ト

分科会  2021 年 6 月 1 日（火）  

 ・論点（ AP・ CP との整合）から  

 ・ CP（カリキュラム）との整合（社会環境）  

 ・ AP（入学者選抜）との整合（社会環境）  

 ・学力下位層への補習教育  

 ・（推薦・ SS）学力下位層への入学前教育  

⦿ 新 入 生 に 対 す る 学 習 支 援 あ り 方 検 討 _レ ポ ー ト

分科会  2021 年 6 月 3 日（木）  

 ・ CP（カリキュラム）との整合（教養力）  

 ・ AP（入学者選抜）との整合（教養力）  

 ・学力下位層への補習教育  

 ・全学生への学習相談  

〇第 5 回学習支援検討 WG 2021 年 6 月 8 日（火）  

 1 . レポートの学習支援のあり方検討報告  

 2 . 新たな学習支援の在り方検討中間報告（案） 

◎第 2 回 FD 推進機構運営委員会  2021 年 6 月 14

日（月）  

 ・新たな学習支援の在り方検討（中間報告）  

◎ FD 各部会（ 6/23 教養力育成センター部会，6 /23

工学部会， 6 /29 社会環境学部会， 6 /30 情報工学

部会）  

 ・新たな学習支援の在り方検討（中間報告）学

科意見聴取依頼  

⦿学習支援検討 WG_数学分科会  2021 年 7 月 9

日（金）  

 ・各学科「基礎数学」と新 FS「基礎講座」の単

元モジュール対応について  

 ・入学前教育教材の共通教材としての活用  

◎第 3 回 FD 推進機構運営委員会  2021 年 8 月 2

日（月）  

 ・新たな学習支援の在り方検討（中間報告）学

科意見報告  

⦿ 新 入 生 に 対 す る 学 習 支 援 あ り 方 検 討 _英 語 分 科

会  2021/8 /4（水）  

 ・ CP（カリキュラム）との整合  

 ・ AP（入学者選抜）との整合  

〇第 6 回学習支援検討 WG 2021 年 8 月 31 日（火）  

 1 . 中間報告の学科意見について  

 2 . 英語・物理の学習支援のあり方検討  

 3 . 新たな学習支援の在り方検討答申（案）  

 4 .  ・ 2021 前 期 フ レ ッ シ ュ マ ン ス ク ー ル 報 告 と

後期計画（案）  

  ・  2021 前期 FIT- in サポート活動報告と後期

計画（案）  

◎第 4 回 FD 推進機構運営委員会  2021 年 9 月 13

日（月）  

 1 . 新入生に対する学習支援の在り方について  

〇第 7 回学習支援検討 WG 2021 年 10 月 19 日

（火）  

 1 . 答申案の学科意見について  

 2 . 物理の学習支援のあり方検討  
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 3．新たな学習支援（ FIT- in サポート）の運用案  

 4．新たな補完教育（基礎講座）の運用案  

 5．学習支援センター規程（案）  

 6．その他  

  ・2022 年度入学生への入学前教育実施につい

て（報告）  

◎第 5 回 FD 推進機構運営委員会  2021 年 10 月

25 日（月）  

 1． 新 入 生 に 対 す る 学 習 支 援 の 在 り 方 に つ い て

（答申）  

〇第 8 回学習支援検討 WG 2021 年 11 月 8 日（月）  

 1 . 物理の学習支援について  

 2 . 英語の学習支援について  

 3 . 新たな学習相談の運用について  

 4 . 新たな補完教育の運用について  

〇第 9 回学習支援検討 WG 2021 年 11 月 29 日

（月）  

 1 . 新たな入学前教育の運用について  

 2 . 学習支援の実施詳細案  

 3 . 教育スタッフ（非常勤）の採用について  

◎第 6 回 FD 推進機構運営委員会  2021 年 12 月

13 日（月）  

 1 . 新入生への新たな学習支援に関する事項に

ついて  

  (1 ) 学習支援の実施詳細案  

  (2 ) 学習支援センター規程（案）  

  (3 ) 学 習支 援 セ ン ター 非 常 勤 講師 の 採 用 につ

いて  

  (4 ) 学習支援センターの予算について  

◎ FD 各部会（ 1/11 社会環境学部会，1/12 情報工学

部会， 1/14 工学部会）  

 ・ 2022 年度学習相談「 FIT- in サポート」の実施

について（依頼）  

〇第 10 回学習支援検討 WG 2022 年 1 月 18 日

（火）  

 1 . 2022 年度 FIT- in サポートについて  

 2 . 2022 年度数学基礎講座について  

 3 . 学習支援センターの設置場所について  

⦿ 新 入 生 に 対 す る 学 習 支 援 あ り 方 検 討 _英 語 分 科

会  2022/1 /14（金）， 2022/2 /2（水）  

 ・学習相談（ FIT- in サポート）英語コーナーを

活用した補習教育  

〇第 11 回学習支援検討ＷＧ  2022 年 2 月 3 日

（木）  

 1 . フレッシュマンスクール総括  

 2 . 2022 年度基礎講座  教育スタッフ（非常勤）

の採用，時間割，今後のスケジュール  

 3 . 2021 年度後期の FIT- in サポート実施報告  

 4 . 2022 年度 FIT- in サポート  専門科目コーナ

ー，英語コーナー  

 5 . 学習支援センターの整備案  

◎第 7 回 FD 推進機構運営委員会  2022 年 2 月 7

日（月）  

 1 . 学習支援センター非常勤講師の採用につい

て  

 2 . 学習支援センターの整備について  

 

【参考】学習支援の概要  

 新たな学習支援のあり方は，カリキュラムの学

修成果を高めるとともに，個別最適な支援の視点

から，正課授業と連動した学習支援とする。すな

わち，正課授業での初年次教育（専門知識の導入

型，大学入門型）と連動した「補習教育」（補完教

育および入学前教育）として，対象科目の学力下

位層（主に学校推薦型・総合型（スペシャルスキ

ル）選抜合格者のうち一般選抜の不合格レベル層）

に対して， 1 年前期の正課授業の前提知識の補完

を担う。ポイントは，アドミッションポリシー（ AP）

と整合した入学前教育および補完教育の連動，ま

た初年次の正課授業およびカリキュラム（ CP）と

の接続を担う補完教育である。  

 また，全学生を対象とした「学習相談」は対象

科目を拡大，開設時間も拡充し，正課授業の履修

支援を目的に，個別指導を行うとともに，脱落防

止策と連動した取り組みを行う。  
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⑴  補習教育  

 ①  補完教育  

名称  「数学基礎講座」「レポート基礎講座」  

分野  数学（工学部・情報工学部），レポート（社会環境学部）  

目的  対応する正課授業の履修に必要な前提知識 ･技能の修得（高校数学  /  書く力・読解

力）  

対象  ・新入生のうち対象科目（数学 /小論文）の入試結果の下位層（ 10～ 15％），および対

応する数学科目の再履修生（合計 240 名（最大））  

・約 20 名 /クラス（数学 200 名 10 クラス，レポート 40 名 2 クラス）  

選定方法  【数学】：①から③の合計 200 名（最大）， 20 名 /学科  

①  学校推薦型選抜入学者のうち基礎能力試験（数学）一定レベル未満（例： 50 点

未満）および総合型選抜（スペシャルスキル）入学者について，入学前教育の学

習成果一定レベル未満  

②  3 教科型選抜入学者のうち試験科目（数学）一定レベル未満（例： 40 点未満）  

③  学科推薦（ 2 年次生以上を含む）  

【レポート】：①から②の合計 40 名（最大）  

①  学校推薦型選抜入学者のうち基礎能力試験（小論文）一定レベル未満（例： 50

点未満）および総合型選抜（スペシャルスキル）入学者について，入学前教育の

学習成果を勘案  

②  3 教科型選抜入学者のうち試験科目（国語）一定レベル未満（例： 40 点未満）  

内容  学科毎のモジュール制  

①  1 年前期の数学科目 /「基礎ゼミナール」の履修に必要な前提知識 ･技能（数学は

高校数学，レポートは「書く力」・「読む力」）  

②  正課授業の開講回に対応する単元モジュールの演習課題と添削  

③  演習を主体とした個別最適な学習（ 60 分目安，最大 90 分）  

④  入学前講座教材を活用した解説と復習（ 2023 年度より）  

【数学】  

・数Ⅰ ･Ⅱ，数 A･B の内容については主に演習の反復徹底を，また数Ⅲなどの未履

修分野については必要に応じて解説を織り交ぜる。  

・再履修生については必要なモジュールのみ受講可。  

・前期末に全体を通した演習回とする。また，前期末の基礎学力 Afte r テスト実施の

場合は 15 週の学期末試験後に行い，開始前の Before テストとあわせて基礎知識

の定着を測る指標とする。  

時間  週 1 回１コマ，学科 1・ 2 組合同で開講できるよう授業時間割を設定  

期間  1 年前期。 1 年後期以降は，学習相談の利活用を促進しフォローを行う。  

場所  FS 教室または学科教室を使用  

担当  教育スタッフ（常勤・非常勤）が，各学科の対象科目担当教員と連携した授業運営

や学生対応を行う。  
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学生スタッフ  原則として 1 クラス最大 20 名に対し，LA（ラーニングアシスタント）2 名が添削サ

ポートする。  

備考  「基礎講座」の学科モジュール検討について  

・数学：対応する 1 年前期科目および各学科の数学教育と連動した学科モジュール

策定，再履修生の取扱い検討（対象学生の達成状況に応じて必要なモジュールの

確認と対応方法を策定）  

 ※対象科目の再履修生が多い 2 学科（電気と通信）については，現状を鑑み暫定

的に別途 1 クラス（定員 20 名）を設定するが，その対象者と運用方法を検討。

（恒常化しない）  

・レポート：「基礎ゼミナール」に共通したレポート作成の基本型の策定  

 

 ②入学前教育  

名称  「入学前講座」  

分野  必須：数学（工学部・情報工学部），レポート（社会環境学部）  

選択：選抜試験科目や出願資格，正課授業の取扱いを踏まえ再検討  

目的  基礎学力（対応する正課授業の履修に必要な前提知識 ･技能）の修得と学習習慣の確

立  

対象  学校推薦型選抜合格下位層および総合型選抜（ SS）合格者全員は必須（数学 /レポー

ト），その他希望により受講  

※合格者全員に対して，入学までに求める科目毎の学習範囲とレベル（＝ 1 年次前期

の正課授業の履修に必要な前提知識・技能）を学科ごとに提示し，未履修分野を

必要に応じて学習できるようにする。  

内容  補完教育の前倒し（ 1 年前期の正課授業と連動した補完教育（基礎講座）との一体的

な補習教育）  

ガイダンスと演習課題（補完教育との共通教材を検討）  

期間  1 月～ 3 月  

担当  教育スタッフおよび学習支援センター運営委員が，各学科の実施内容や学習状況に

ついて調整や進捗管理を行う。  

備考  2023 年度入学生から対象とし，詳細内容については 2022 年度中に学習支援センタ

ー運営委員会にて検討予定  

 

⑵  学習相談  

名称  「 FIT- in サポート」〇〇（分野）コーナー  

分野  数学，レポート，英語，専門科目，何でも相談  

目的  自律的学習支援，ラーニングコミュニティの形成  

対象  全学部生  

内容  個別相談および正課授業と連動したワークショップや勉強会を行う。  

時間  授業日 2～ 5 限目（ 10 時 40 分～ 17 時 50 分）  
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（数学は週 5 日，レポート・英語は週１～２日，専門科目（物理を含む）は週１日

（ 1・ 2 コマ）を目途に設定）  

期間  授業期間中  

場所  ラーニングコモンズの一角に常設した学習相談の場として，相談カウンターととも

に教科書などの棚を設置。Cul t iva t ion サイト (E 棟 3F  )，英語はグローバルスチュー

デントラウンジ（α棟 1F）  

担当  教育スタッフ（数学・レポート）または対象分野の科目担当教員が対応する。数学・

レポートは教育スタッフと学習支援センター運営委員が連携し，各学科のターゲッ

ト層への利用促進やニーズ調整を図る。同様に，英語では英語教員と国際連携室ス

タッフ，物理など専門科目については対象科目の担当教員がそれぞれ調整を行う。 

学生スタッフ  教育スタッフおよび対象科目の担当教員の指導の下，必要に応じて LA が補助。（英

語は国際連携室スタッフが対応）  

・分野毎に雇用する。数学およびレポートは，補完教育の授業支援とあわせて雇用

する。  

・学業の支障にならないよう，勤務時間は 30 時間を目途，最大 60 時間 /学期（ TA･

SA や CS と合算）とする。  

・雇用方法と応募条件  

 応募条件を全て満たす学科からの候補者推薦リストから本人に打診する  

 ①  本学の学部生または院生  

 ②  学生同士の学び合いのコミュニティづくりに関心・意欲がある（教職課程・

CS 経験者歓迎）  

 ③  担当分野に関連する授業科目を履修済みで成績が優秀である  

 ④  LA 同士の学び合いやオンライン対応を含む支援スキル・能力向上に意欲的

である  

分野コーナー  ①  数学（週 5 日， 2～ 5 限目）  

 ・数学の教育スタッフが主に対応，必要に応じて LA が補助。  

 ・個別相談に応じるとともに，各学科の関連科目の担当教員と連携し，支援が必

要なターゲット層への利用促進やニーズ調整を図る。ワークショップなどを企

画実施する。  

 

②  レポート（週 2～ 3 日， 2～ 5 限目）  

 ・レポートの教育スタッフが主に対応，必要に応じて LA が補助。  

 ・個 別 相 談 に 応 じ る と と も に ， 各 学 科 お よ び 教 養 力 育 成 科 目 の 担 当 教 員 と 連 携

し，支援が必要なターゲット層への利用促進やニーズ調整を図る。具体的には，

次の 3 点に取り組む。  

 １）教養力育成科目および社会環境学科専門科目など人文社会科学系のレポート

について，レポート指導の内容共有や学習相談の活用促進を図る。  

 ２）理工系の実験レポートを含むレポートライティングについて，各学科で対応
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する授業科目についてヒアリングする。  

 ３）全学部生を対象としたレポート講座などのワークショップなどを企画実施す

る。  

 

③  専門科目（週 1～ 2 コマ /科目）  

 ・対象科目の担当教員の指導の下， LA が対応する。  

 ・物理および化学・生物，あるいは回路やプログラミングなど低年次の必修科目

などから 1～ 2 科目 /学科を選定し実施する。  

 

④  英語（週 2 日， 4・ 5 限目）（予定）  

 ・英語教員の指導の下，国際連携室のスタッフが対応する。  

 ・「 Engl i sh  A」など英語科目の正課授業と連動した学習相談を行う。  

英語 Can-Do テスト結果で A1.2 以下の新入生（今年度実績 69 名）を対象と

した学習支援を行う。  

・目的：英語学習への習慣づけと動機づけ（英語への苦手意識を払拭し，学

習習慣を身につけるための関わりを担う）  

・内容：「 Engl i sh  A」を受講するための前提知識となる文法の解説動画（計

10 回）を課し，視聴した学生は週に一度，国際連携室にて学習チェックを

受ける。国際連携室スタッフは学習チェックを行い，学習状況を聞き取り，

学生の「フィードバックシート」にチェックする。  

・学生への関わり：対象者に対して科目担当教員が直接案内し，取組の意義

などを伝える。学習チェックの状況は随時共有し，学習チェックの結果や

学習状況が著しく悪い学生には英語教員が個別に指導を行う。  

 

⑤  何でも相談（週 2～ 3 日， 2～ 5 限目）（予定）  

 ・教育スタッフが対応。  

 ・総合窓口対応，タイムマネジメントなどをテーマにしたワークショップの企画

実施  

 ・ FIT- in サポートのコーディネート，全体管理，利用促進や学内周知に加え，学

生ケアとの連動による包括的な学習支援を担う。  

 

以  上  
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【2021年度FD推進機構運営委員会・各部会開催状況】 
 

FD推進機構運営委員会 
 第1回 4月19日 

  1. 2020年度FD部会活動報告 

  2. 2021年度重点実施事項について 

  3. 全学教育開発WGの設置および構成員について 

  4. 2021年度入学前教育実施報告 

  5. 教学関連データの取り扱いについて 

  6. その他 

   ・2020年度FD推進予算執行状況報告 

   ・FD Annual Report2020閲読依頼 

   ・合同FD部会の開催について（4/26） 

   ・知識集約型社会を支える人材育成事業の公募について 

    （インセンティブ教育プログラム） 

 第2回 6月14日 

  1. 2021年度各部会・WG重点実施事項について 

  2. 新入生に対する学習支援のあり方検討（中間報告） 

  3. フレッシュマンスクール自己点検・評価報告書2020（要旨） 

  4. 2021年度英語プレイスメントテスト結果報告 

  5. アセスメントプラン本運用における学修成果の評価に係る

改善策について 

  6. 2021年度授業アンケートの実施について 

  7. その他 

   ・2021年度FD研修実施計画について 

   ・遠隔授業に関する学生アンケートの実施について 

   ・ポストコロナ期における新たな学びの在り方について 

    （教育再生実行会議 第十二次提言） 

   ・「教学マネジメント指針」取組事例集及び動画について 

 第3回 8月2日 

  1. AIデータサイエンス教育プログラム（仮称）の実施について 

  2. 2021年度前期授業アンケート回答状況 

  3. その他 

   ・2021年度教育点検活動の実施について 

   ・学習支援のあり方検討（中間報告）についての各学科意見 

   ・FD Café（8/27）の開催について 

   ・FD Annual Report Vol.11（2020）リポジトリ登録について 

 第4回 9月13日 

  1. 新入生に対する学習支援の在り方について（報告） 

  2. 2021年度フレッシュマンスクール・FIT-inサポート前期実施

報告および後期実施予定について 

  3. 2022年度入学生への入学前教育実施について 

  4. 学生授業サポート制度の設置について 

  5. 2020年度全学レベル教育点検 

  6. 教養教育カリキュラムの改正について（報告） 

  7. 2021年度前期末授業アンケート実施結果 

  8. IRコンソーシアム2021年度学生調査実施依頼 

  9. その他 

   (1) FD研修会等開催報告 

   (2) FD研修会等開催告知 

 第5回 10月25日 

  1. 新入生に対する学習支援の在り方について 

  2. その他 

   (1) 工大サミットの開催について（11/27） 

   (2) 授業アンケートの設問変更について 

   (3) 卒業生調査実施の検討について 

   (4) 2021年度工学教育賞の推薦について 

   (5) インターンシップの対応について 

 第6回 12月13日 

  1. 新入生への新たな学習支援に関する事項について 

   (1) 学習支援の実施詳細案 

   (2) 学習支援センター規程（案） 

   (3) 学習支援センター非常勤講師の採用について 

   (4) 学習支援センターの予算について 

  2. FD推進機構の組織再編に関する検討について 

  3. 2021年度前期教育点検報告および成績評価の目安の設定に

ついて 

  4. FD推進機構特任教員の再任について 

  5. 教学関連データの可視化について 

  6. FD Annual Report 2021の発行について 

  7. 2022新入生オリエンテーションの実施について 

  8. 2022年度FD推進特別予算の申請について 

  9. その他 

   (1) 学部表彰制度の実施について 

   (2) 2021年度後期授業アンケート実施について 

   (3) 卒業生調査（予備分析）について 

 第7回 2月7日 

  1. 学習支援センター非常勤講師の採用について 

  2. 学習支援センターの整備について 

  3. 2021年度後期授業アンケートの回答結果について 

  4. 2021年度後期授業点検活動の実施について 

  5. 令和4年度の授業方針について 

  6. 2022年度FD推進特別予算事業について 

  7. 2022年度FD推進機構年間スケジュール（案） 

  8. その他 

   (1) 第9次MP卒業生・在学生インタビューについて 

   (2) 第23回FD Caféの開催について（3/9） 

   (3) 採用と大学改革への期待に関するアンケート結果（経団連） 

 第8回 3月7日 

  1. 2021年度FD推進特別予算実績報告 

  2. 2022年度FD推進一般予算実績報告 

  3. 2022年度FD推進特別予算事業選定 

  4. 2022年度FD推進一般予算（案） 

  5. フレッシュマンスクール総括（2009～2021年度）について 

  6. 2022年度FD研修会実施計画（案）について 

  7. その他 

   (1) 学部表彰制度の申し合わせ一部修正について 

   (2) 新任教員FD研修会の実施について（4/5） 

   (3) 工大サミットにおける連携PBLの実施について 

   (4) スタートアップエコシステム形成支援事業について 

 

工学部会 
 第1回 5月12日 

  1. 2021年度FD部会重点項目 

  2. 2020年度授業の振り返り促進運動実施結果 

  3. FD予算事業計画について 

  4. 学部表彰の基準策定について 

  5. その他 

   ・2020年度後期学業優秀者選定 

   ・新入生オリエンテーションアンケート結果 

   ・ アセスメントプランに係る改善策に対する学科意見に対す

る回答案 
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   ・FD推進機構運営委員会（4/19）報告 

   ・学習支援検討WG（4/13）報告 

   ・全学教育開発WG（4/28）報告 

 第2回 6月23日 

  1. 学科カリキュラム点検（2020後期）について 

  2. FIT-inサポート開設状況 

  3. 1年生FIT-AIM入力状況 

  4. その他 

   ・全学教育開発WG（5/24）報告 

   ・学習支援検討WG（6/8）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（6/14）報告 

 第3回 7月7日 

  1. 学科教育点検報告（2020通期） 

  2. 学部教育点検（2020通期） 

   ・学生表彰（英語資格試験）基準案 

   ・2021年度入学前教育実施結果 

 第4回 10月6日 

  1. gPBL実施報告 

  2. 授業見学前期実施報告 

  3. 部会重点事項の進捗状況について 

  4. 学科カリキュラム点検について 

  5. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（9/13）報告 

   ・全学教育開発WG（9/27）報告 

 第5回 12月3日 

  1. 2021年度前期学科カリキュラム点検報告 

  2. 授業アンケート回答率向上のための施策について 

  3. 学生表彰制度のスケジュール等について 

  4. 2022新入生オリエンテーションについて 

  5. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（10/25）報告 

   ・学習支援検討WG（11/8、11/29）報告 

   ・全学教育開発WG（11/29）報告 

 第6回 1月14日 

  1. FD推進特別予算の申請について 

  2. 教育実績に関する教員表彰者選定依頼 

  3. その他 

   ・学部表彰制度表彰までのスケジュールについて 

   ・2022年度学習相談「FIT-inサポート」の実施について（依頼） 

   ・FD推進機構運営委員会（12/13）報告 

 第7回 2月21日 

  1. 2021年度FD推進特別予算実績報告について 

  2. 2022年度FD推進特別予算申請について 

  3. 授業見学報告について 

  4. その他 

   ・学部表彰制度について 

   ・学習支援WG（1/18・2/3）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（2/7）報告 

 

情報工学部会 
 第1回 5月14日 

  1. 2021年度FD部会重点項目 

  2. FD予算事業計画について 

  3. 学部表彰の基準策定について 

  4. その他 

   ・新入生オリエンテーションアンケート結果 

   ・アセスメントプランに係る改善策に対する学科意見に対する

回答案 

   ・FD推進機構運営委員会（4/19）報告 

   ・学習支援検討WG（4/13）報告 

   ・全学教育開発WG（4/28）報告 

 第2回 6月30日 

  1. 学科カリキュラム点検（2020後期）について 

  2. 学科教育点検（2020通期）について 

  3. 学部表彰制度について 

  4. その他 

   ・AI・データサイエンス教育認定制度について 

   ・FIT-inサポート開設状況 

   ・1年生のFIT-AIM入力状況 

   ・九州アプリチャレンジ・キャラバンについて 

   ・全学教育開発WG（5/24）報告 

   ・学習支援検討WG（6/8）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（6/14）報告 

 第3回 9月3日 

  1. 学部教育点検（2020通期）について 

  2. FD研修会の開催（9/15 学部教授会後） 

  3. その他 

   ・専門科目学習相談の前期報告と後期計画 

   ・教育業績賞推薦依頼 

   ・2021年度入学前教育実施結果 

   ・会議報告 

    （8/2 運営委員会、7/26 全学教育開発WG） 

 第4回 10月6日 

  1. 専門科目学習相談コーナー前期報告と後期計画 

  2. 部会重点事項の進捗状況について 

  3. 学科カリキュラム点検について 

  4. その他 

   ・会議報告 

    （9/13 運営委員会、9/27 全学教育開発WG） 

 第5回 12月1日 

  1. 2021年度前期学科カリキュラム点検報告 

  2. 情報工学部会教育業績賞について 

  3. 授業アンケート回答率向上のための施策について 

  4. 学部表彰制度のスケジュール等について 

  5. 2022新入生オリエンテーションについて 

  6. AIデータサイエンス認定制度について 

  7. その他 

   ・会議報告 

    クラウドアプリ開発入門講座（11/1）、合同FD部会（10/18）、

学習支援検討WG（10/19・11/8・11/29のダイジェスト）、 

全学教育開発WG（11/29） 

 第6回 1月12日 

  1. FD推進特別予算の申請について 

  2. 3月部会日程調整について 

  3. その他 

   ・学部表彰制度に関する確認 

   ・ 2022年度学習相談「FIT-inサポート」の実施について（依頼） 

   ・FD推進機構運営委員会（12/13）報告 

 第7回 

  1. 学部表彰制度被表彰者の確認（資格取得）、（成績優秀） 

  2. 学習相談コーナー実績報告について 

  3. 2021年度FD推進特別予算実績報告について 
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  4. 2022年度FD推進特別予算申請について 

  5. その他 

   ・AIデータサイエンス認定制度について 

    （Q&A会、4学科対応状況、イメージマップ） 

   ・学部表彰制度について（スケジュール変更・アンケート） 

  会議報告 

   ・学習支援WG（1/18・2/3） 

   ・FD推進機構運営委員会（2/7） 

   ・全学教育開発WG（2/28） 

 

社会環境学部会 
 第1回 5月11日 

  1. 2021年度FD部会重点項目 

  2. FD予算事業計画について 

  3. 学部表彰の基準策定について 

  4. ECOーSTEPの実施について 

  5. その他 

   ・新入生オリエンテーションアンケート結果 

   ・ アセスメントプランに係る改善策に対する学科意見に対す

る回答案 

   ・FD推進機構運営委員会（4/19）報告 

   ・学習支援検討WG（4/13）報告 

   ・全学教育開発WG（4/28）報告 

 第2回 6月29日 

  1. 学科カリキュラム点検（2020後期）について 

  2. 学部表彰制度について 

  3. カリキュラム改訂WG活動報告 

  4. その他 

   ・卒業論文発表会について 

   ・FIT-inサポート開設状況 

   ・1年生のFIT-AIM入力状況 

   ・全学教育開発WG（5/24）報告 

   ・学習支援検討WG（6/8）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（6/14）報告 

 第3回 7月20日 

  1. 学科教育点検（2020通期）について 

  2. 学部表彰制度について 

  3. その他 

   ・2021年度入学前教育実施結果 

 第4回 9月1日 

  1. 学部教育点検（2020通期）について 

  2. 2021年度授業点検科目について 

  3. 第9次MP社会環境学部素案について 

  4. その他 

   ・全学教育開発WG（7/26）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（8/2）報告 

 第5回 10月5日 

  1. 部会重点事項の進捗状況について 

  2. 令和3年度APレビュー（上期）について 

  3. 学科カリキュラム点検について 

  4. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（9/13）報告 

   ・全学教育開発WG（9/27）報告 

 第6回 11月30日 

  1. 2021年度前期学科カリキュラム点検報告 

  2. 授業アンケート回答率向上のための施策について 

  3. 学部表彰制度のスケジュール等について 

  4. 2022新入生オリエンテーションについて 

  5. Virtul ECO-STEP 

  6. その他 

   ・学生幹事会について 

   ・FD推進機構運営委員会（10/25）報告 

   ・学習支援検討WG（11/8、11/29）報告 

   ・全学教育開発WG（11/29）報告 

 第7回 1月11日 

  1. 学部表彰制度表彰までのスケジュールについて 

  2. FD推進特別予算の申請について 

  3. その他 

   ・FD推進機構運営委員会（12/13）報告 

   ・ 2022年度学習相談「FIT-inサポート」の実施について（依頼） 

 第8回 2月18日 

  1. 学部表彰の実施について 

  2. 2021年度FD推進特別予算実績報告について 

  3. 2022年度FD推進特別予算申請について 

  4. その他 

   ・学習支援検討WG（1/18、2/3）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（2/7）報告 

 第9回 3月2日 

  1. 学部表彰の対象者選定について 

  2. 2022年度FD推進特別予算申請について 

  3. その他 

   ・全学教育開発WG（2/28）報告 

 

大学院部会 
 第1回4月6日 

  1. 2021年度各専攻AP計画について 

  2. 2021年度工学研究科FD関係年間スケジュール 

 第2回 5月11日 

  1. カリキュラムマップ等の作成について 

  2. 2021年度工学研究科新入生アンケート結果 

 第3回 6月8日 

  1. 2021年度前期授業アンケート実施 

  2. 2021年度前期授業点検実施 

  3. 2021年度FD大学院部会重点事項 

  4. 奨励生の点検 

  5. 2020年度各種アンケート報告 

 第4回 7月6日 

  1. 2020年度後期各種アンケート分析結果報告 

 第5回 9月7日 

  1. カリキュラムマップについて 

  2. 九電工とのカリキュラム改善に係る企業懇談会の実施完了

報告 

 第6回 10月12日 

  1. 2021年度前期授業アンケート結果について  

  2. カリキュラムマップの確認について 

  3. 前期授業点検の実施について 

  4. 学習成果自己点検表への入力について 

  5. FD大学院部会重点事項の確認について 

 第7回 11月9日 

  1. 前期授業アンケート結果の検証 

  2. 前期授業点検報告 

  3. 学習成果自己点検の実施状況確認 
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 第8回 12月7日 

  1. 学修成果自己点検の実施報告について 

  2. 2021年度後期各種アンケートの実施について 

 その他 

  1. 大学院におけるアセスメントの状況 

 第9回 1月11日 

  1. 2022年度シラバスの作成・点検依頼 

  2. 学修成果自己点検総括 

  3. 2021年度修士論文及び公聴会の評価シートによる採点依頼 

  4. 3ポリシー等の確認依頼（専攻毎ファイルに掲載） 

   ・カリキュラムマップ 

   ・学修成果自己点検表 

   ・特別研究評価ルーブリック 

   ・入試面接評価ルーブリック 

 第10回 2月28日 

  1. 学修成果自己点検表による教育効果測定の実施について 

  2. 2021年度後期教育点検活動の実施計画について 

  3. 第9次MP卒業生・在学生コメントについて 

 

教養力育成センター部会 
 第1回 5月12日 

  1. 2021年度部会重点項目 

  2. FD予算事業計画 

  3. 教養力育成カリキュラム点検（2020後期）について 

  4. その他 

   ・新入生オリエンテーションアンケート結果 

   ・ アセスメントプラン本運用における学修成果の改善策に対

する学科等意見への回答案 

   ・FD推進機構運営委員会（4/19）報告 

   ・学習支援WG（4/13）報告 

   ・全学教育開発WG（4/28）報告 

 第2回 6月23日 

  1. 教養力育成カリキュラム点検（2020後期） 

  2. 学部表彰制度について 

  3. 入学前教育実施結果について 

  4. その他 

   ・FIT-inサポート開設状況 

   ・1年生FIT-AIM入力状況 

   ・全学教育開発WG（5/23）報告 

   ・学習支援WG（6/8）報告 

   ・FD推進機構運営委員会（6/14）報告 

 第3回 7月28日 

  1. 教養力育成カリキュラム点検（2020通期） 

  2. その他 

   ・全学教育開発WG（7/26）報告 

   ・知識集約型社会を支える人材育成事業（採択校事例紹介） 

 第4回 10月6日 

  1. 部会重点事項の進捗状況について 

  2. カリキュラム点検について（スケジュール確認） 

  3. 学生アセスメントに関する事項について 

  4. 1，2年生対象キャリアプログラムの実施について 

  5. その他 

   ・2022年度新入生オリエンテーションの実施について 

   ・会議報告（9/13 FD推進機構運営委員会、9/27 全学教育開発

WG） 

 第5回 12月1日 

  1. 2021年度前期教養教育カリキュラム点検報告 

  2. 授業アンケート回答率向上のための施策について 

  3. 学部表彰制度における英語資格の取り扱いについて（確認） 

  4. 2022新入生オリエンテーションについて 

  5. その他 

   ・会議報告（学習支援検討WG（10/19・11/8・11/29のダイジェ

スト）、全学教育開発WG（11/29） 

 第6回 2月2日 

  1. FD推進特別予算の申請について 

  2. その他 

   ・会議報告（12/13 FD推進機構運営委員会、1/18 学習支援検討

WG） 

 第7回 3月1日 

  1. 2021年度FD推進特別予算実績報告 

  2. 2022年度FD推進特別予算申請 

  3. 学生アセスメント関連報告 

  4. フレッシュマンスクール総括について 

  5. その他 

   ・会議報告（2/7 FD推進機構運営委員会、2/28 全学教育開発WG） 

 

全学教育開発WG 
 第1回 4月28日 

  1. 全学教育開発WG重点実施事項および審議スケジュール（案） 

  2. 2021年度前期CS導入状況 

  3. 「福岡工業大学人材育成協議会（仮称）」の設置について 

  4. 【議論】AIデータサイエンス教育認定制度への対応について 

  5. その他 

 第2回 5月24日 

  1. 学生FD活動計画／委嘱状交付 

  2. 全学教育開発WG重点実施事項および審議スケジュール（案） 

  3. 2020年度大学IRコンソーシアム卒業生調査基礎集計結果 

  4. 【議論】TA・SA制度およびCS制度の見直しによる学生授業

サポート制度の統一的運用について（案） 

  5. 【議論】本学におけるICTを活用したAL型授業の在り方につ

いて（次年度以降の授業実施方針） 

  6. その他 

   ・学習支援検討WG「カリキュラムの学修成果のための学修支

援のあり方（数学）」検討状況報告 

 第3回 7月26日 

  1. 2020年度就職活動に関するアンケート結果 

  2. 2021年度後期CS募集 

  3. 2021年度前期CS活動振り返りチェックリスト・雇用報告書作

成依頼 

  4. 「福岡工業大学 人材育成協議会」設置について 

  5. 【議論】学生授業サポート制度の設置について（案） 

  6. 【議論】「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテ

ラシーレベル）」申請に向けた今後の進め方 

  7. 【議論】ICTを活用したAL型授業の検討 

  8. その他 

 第4回 9月27日 

  1. 2021年度前期CS活動報告 

  2. 2021年度後期CS導入状況 

  3. 2021年度後期CS研修の実施 

  4. 2021年度前期FIT-AIM授業振り返り入力状況 

  5. 2021年度前期授業外学修時間 
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  6. 2021年度前期授業アンケートDP要素分析結果 

  7. 【議論】ICTを活用したAL型授業の検討 

  8. 【議論】FD研修等の取組改善について 

  9. その他 

   ・「福岡工業大学 人材育成協議会」（9/29）学内委員 

   ・令和3年度第1回数理・DSコンソーシアム 九州ブロック会議

（9/17） 

 第5回 11月29日 

  1. 授業アンケートDP要素分析 

  2. 2021年度後期CS研修実施報告 

  3. 2020年度大学IRコンソーシアム学生調査報告 

  4. 【議論】FD推進機構の組織再編に関する検討について 

  5. 【議論】2022年度FD研修会実施計画（案）について 

  6. その他 

   ・「教学関連データ」可視化の試行について 

 第6回 2月28日 

  1. 学生授業サポート制度研修実施について 

  2. 2021年度後期授業外学修時間 

  3. 2021年度後期授業アンケートDP要素分析結果 

  4. 2021年度後期FIT-AIM授業振り返り入力状況 

  5. 2021年度後期CS活動報告 

  6. DP見直しのための「卒業生調査」に向けた予備分析結果報告 

  7. 【議論】2022年度FD研修会実施計画（案）について 

  8. その他 

   ・数理AIデータサイエンス教育プログラム申請について 

   ・第23回FD Café「データで見る福工大生のリアル」開催（3/9 

15:00～） 

   ・「人材育成協議会」開催（3/23 15:00～） 

   ・2022年度構成員について 

    （上記議事終了後） 

    *学生FD（FIT-join）2021年度活動報告 

 

学習支援検討WG 
 第1回 4月13日 

  1. 2021年度フレッシュマンスクールおよびFIT-inサポート開始

報告 

  2. 検討課題とスケジュール 

  3. その他 

 第2回 5月18日 

  1. 2021年度入学前教育実施報告 

  2. 数学の学習支援のあり方検討 

  3. その他 

 第3回 6月8日 

  1. レポートの学習支援のあり方検討 

  2. 新たな学習支援の在り方検討中間報告（案） 

  3. その他 

 第4回 8月31日 

  1. 中間報告の学科意見について 

  2. 英語の学習支援のあり方検討 

  3. 新たな学習支援の在り方検討（答申案） 

  4. その他 

   ・2021前期フレッシュマンスクール報告と後期計画（案） 

   ・2021前期FIT-inサポート活動報告と後期計画（案） 

 第5回 10月19日 

  1. 答申案の学科意見について 

  2. 物理の学習支援のあり方検討 

  3. 新たな学習相談（FIT-inサポート）の運用案 

  4. 新たな補完教育（基礎講座）の運用案 

  5. 学習支援センター規程（案） 

  6. その他 

   ・2022年度入学生への入学前教育実施について（報告） 

 第6回 11月8日 

  1. 物理の学習支援について 

  2. 英語の学習支援について 

  3. 新たな学習相談の運用について 

  4. 新たな補完教育の運用について 

  5. その他 

 第7回 11月29日 

  1. 新たな入学前教育の運用について 

  2. 学習支援の実施詳細案 

  3. 教育スタッフ（非常勤）の採用について 

  4. その他 

 第8回 1月18日 

  1. 2022年度FIT-inサポートについて 

  2. 2022年度数学基礎講座について 

  3. 学習支援センターの設置場所について 

  4. その他 

 第9回 2月3日 

  1. フレッシュマンスクール総括 

  2. 2022年度基礎講座 

   ・教育スタッフ（非常勤）の採用 

   ・時間割、スケジュール 

  3. 2021後期のFIT-inサポート実施報告 

  4. 2022年度FIT-inサポート 

   ・専門科目コーナー 

   ・英語コーナー 

  5. 学習支援センターの整備案 

  6. その他 
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可
視

化
  

（
2
）
学

生
幹

事
  

  
会

の
活

動
、

各
コ

ー
ス

の
充

実
お

よ
び

E
C

O
-
S
T
E
P

な
ど

の
取

組
推

進
  

（
3
）
学

部
表

彰
制

度
へ

の
対

応
３

．
教

育
力

向
上

の
た

め
の

F
D

活
動

の
推

進
：
（
1
）
A

L
型

授
業

の
取

り
組

み
継

続
、

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
に

対
応

し
た

授
業

方
法

の
工

夫
や

改
善

に
関

  
  

す
る

情
報

共
有

・
P

C
必

携
化

推
進

に
伴

う
授

業
方

法
の

改
善

検
討

  
（
2
）
教

学
関

連
デ

ー
タ

の
情

報
共

有
推

進
４

．
学

部
教

育
の

充
実

化
：
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

充
実

化
に

向
け

た
議

論
の

推
進

大
学

院
部

会
◎

江
口

、
松

藤
、

前
田

（
文

）
、

蒲
池

、
廣

田
、

井
上

、
正

代
、

山
元

、
吉

田
、

宋

＜
工

学
研

究
科

＞
１

．
３

ポ
リ

シ
ー

の
実

質
化

に
向

け
た

大
学

院
教

育
シ

ス
テ

ム
の

補
填

２
．

教
員

意
識

の
持

ち
直

し
に

よ
る

教
育

研
究

活
動

の
充

実
3
.
教

育
改

善
を

目
的

と
し

た
企

業
と

の
交

流
促

進
＜

社
会

環
境

学
研

究
科

＞
４

．
合

同
ゼ

ミ
を

通
じ

た
基

礎
教

育
の

充
実

化
５

．
留

学
生

の
日

本
語

能
力

の
強

化
支

援
６

．
担

当
科

目
に

関
す

る
業

績
審

査
体

制
の

検
討

教
養

力
育

成
セ

ン
タ

ー
部

会
◎

土
屋

、
池

田
、

樋
口

１
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

プ
ラ

ン
に

基
づ

く
教

育
点

検
に

基
づ

く
教

育
改

善
（
非

常
勤

講
師

含
む

）
２

．
大

学
の

「
学

び
」
に

お
け

る
態

度
・
行

動
の

自
己

評
価

に
基

づ
く
現

状
把

握
と

改
善

策
の

考
案

３
．

学
生

の
主

体
性

、
自

律
的

学
習

促
進

に
関

す
る

研
修

会
の

企
画

・
実

施

全
学

教
育

開
発

W
G

◎
倪

、
村

山
、

前
田

(洋
)、

藤
井

、
土

屋
、

江
口

、
松

木
、

松
尾

、
藤

岡
、

長
谷

川
、

藤
原

１
．

IC
T
を

活
用

し
た

A
L
型

授
業

の
在

り
方

検
討

２
．

学
修

成
果

指
標

に
関

す
る

デ
ー

タ
収

集
・
分

析
と

学
生

ア
セ

ス
メ

ン
ト

実
施

方
策

の
検

討

学
習

支
援

検
討

W
G

◎
池

田
、

福
永

、
井

口
、

鄭
、

原
田

、
後

、
榎

田
、

山
田

（
浩

）
１

．
入

学
前

後
の

取
組

と
の

繋
が

り
を

含
む

新
た

な
学

習
支

援
の

在
り

方
検

討
２

．
新

た
な

学
習

支
援

組
織

の
運

用
開

始
に

向
け

た
準

備

２
０

２
１

年
度

  
F
D

推
進

機
構

  
各

部
会

メ
ン

バ
ー

お
よ

び
重

点
事

項

　
　

第
8
次

M
P

  
「
F
D

推
進

機
構

」
中

期
運

営
計

画
（
2
0
1
9
-
2
0
2
3
）
　

　
「
3
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
「
学

生
の

主
体

性
育

成
と

自
律

的
学

習
の

習
慣

化
」
「
就

業
力

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

再
構

成
」
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開催日時 区分 参加者数 テーマ・講師、発表者等 

2021.5.10 情報工学部教育業

績賞受賞者報告会

／公開講義 

48 名（う

ち受講生

41 名） 

科目名：機械システム論 

受賞者／担当教員：情報システム工学科 教授 利光和彦 

2021.6.4 情報工学部教育業

績賞受賞者報告会

／公開講義 

83 名（う

ち受講生

75 名） 

科目名：論理回路 

受賞者／担当教員：情報工学科 准教授 佐竹純二 

 

2021.8.27 第 21 回 

FD Café 

49 名 テーマ： ICT を活用した授業実践事例～ブレンデッド型授業の

試み～ 

発表者：知能機械工学科 教授 江頭 竜 

  情報システム工学科 教授 利光和彦 

  社会環境学科 准教授 木下 健 

質疑応答ファシリテーター：教務部長 倪 宝栄 

2021.9.7 新任教員・2 年目 

フォロー 

FD 研修会 

22 名 テーマ：「授業点検と相互授業参観」 

「前期授業の授業点検を通して、現状の課題などを共有し、本

学教員としての心構えを持ち、本学での考え方を理解した上

で後期の教育に取組むことができるようにする。 

2021.9.15 情報工学部 

FD 研修会 

49 名 テーマ： 情報工学部における数理・データサイエンス・AI 教育

の在り方について 

講 師：株式会社ベネッセコーポレーション 芝谷康平 様 

発表者：情報工学部 システムマネジメント学科 

教授 藤岡寛之 

2021.9.16 第 22 回 

FD Café 

30 名 テーマ：「これからの学びについて話をしよう！」 

発表者：FIT-join 学生 2 名 

 電子情報工学科 教授 松木裕二 

発表及びグループワークファシリテーター： 

 電気工学科 准教授 北﨑 訓 

2021.10.18 合同 FD 部会 29 名 テーマ： 2020 年度カリキュラム点検及び教育点検のレビュー、

実践事例紹介と意見交換 

2021.11.17 教養力育成 

センター 

FD 研修会 

14 名 テーマ： 学習者の主体性の育成に資する授業内での実践や試

行、情報について話題提供（第 1 回） 

発表者：教養力育成センター センター長／教授 土屋麻衣子 

2021/12/8 教養力育成 

センター 

FD 研修会 

13 名 テーマ： 学習者の主体性の育成に資する授業内での実践や試

行、情報について話題提供（第 2 回） 

発表者：教養力育成センター 教授 池田賢治 

2022.2.15 情報工学部教育業

績賞受賞者報告会 

35 名 テーマ： 「プラス循環を目指して～就職活動情報登録閲覧シス

テム Sugoole の開発・運用について～」 

報告者：情報工学部 情報工学科 教授 徐 海燕  

2021 年度 FD 講演会・研修会開催一覧 
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2022.2.25 教養力育成 

センター 

FD 研修会 

13 名 テーマ： 学習者の主体性の育成に資する授業内での実践や試

行、情報について話題提供（第 3 回） 

発表者：教養力育成センター 准教授 井隼経子 

  教養力育成センター 准教授 白坂正太 

 教養力育成センター 准教授 樋口貴俊 

2022.3.9 第 23 回 

FD Café 

64 名 テーマ：「データで見る福工大生のリアル」 

発表者：教務部長／FD 推進機構副機構長 倪 宝栄 

 FD 推進室 室長 長谷川純一 

 教務課 課長補佐 榎田真浩 

 

各、研修会の様子はこちらをご覧ください。 

FD 推進機構｜教育改善｜教育支援｜教育・国際｜福岡工業大学 (fit.ac.jp) 

 

 

【2021.8.27 第 21 回 FD Café】 

 

【2021.5.10 情報工学部教育業績賞受賞者報告会／公開講義】 
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